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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　１「瀬せ戸との憂ゆう鬱うつ」







　水み鏡かがみのブリッジは久しぶりに高こう揚ようとした緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　それは山やま田だ西せい南なと最初に出会った、あの時以来のものかもしれない───今回の目標はそれ程の相手なのだ。

　山田西南の存在は、良くも悪くも瀬戸の前線への出しゆつ撃げき機会を減らしている。彼女にとって本来の仕事である諜ちよう報ほう活動に集中出来るのは有あり難がたい事だが、瀬戸も樹じゆ雷らいの皇おう族ぞくである以上、やはり戦せん闘とうは心躍おどるものがあるのだ。裏の仕事は彼女の性しように合ってはいるものの、時には何も考えず、単純な暴力に酔よいたい時もある。

「敵、目標艦かん隊たいに間ま違ちがいありません！」

　瀬戸の雰ふん囲い気きにあてられたのか、オペレーターの女によ官かんも声が高揚している。水鏡のブリッジでは珍めずらしい事だが、それもその筈はず、目の前のモニターに映し出されている海かい賊ぞく艦隊こそ、ダ・ルマーギルドの秘密実験艦隊なのだ。その被ひ害がいの大きさにも拘かかわらず、敵の情報があまりに少ない事と、なによりその被害状じよう況きようの特異性の為ために、山田西南が急きゆう遽きよ呼よび戻もどされる原因ともなった謎なぞの艦隊だ。

　───ニィ！

　瀬戸の笑みは獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのようだ。

　地道な調査を積み重ね、ようやく辿たどり着ついた目標がそこにある。それまで蓄ちく積せきした鬱うつ憤ぷんを一気にぶちまける快感を思うと、自然に笑みが浮うかんで来る。この達成感の前にはいかな快感とて敵かなうべくもないだろう。瀬戸はまさにイク寸前だった。

「敵、ＧＰ艦を放ほう棄き、各個に撤てつ退たいを始めました！」

「そんな！　気付かれた!?」

　水みな穂ほは信じられないといった顔だ。それもその筈、瀬戸の艦隊は海賊艦隊の探知範はん囲い外にいて、今見ている映像は短たん距きよ離りジャンプの可能な、全長一メートル程のスパイアイと呼ばれる無人艇ていからの物なのだ。瀬戸の艦隊は情報収集が主目的であるため、隠おん形ぎようの技術は樹雷随ずい一いちだ。敵の規模と輸送艦の規模を考えれば、牽けん引いんしているコンテナ全てを奪うばう事も可能だ。しかも輸送艦は完全にその場に停船し、コンテナを切り離はなしているのである。にも拘わらず、海賊艦隊は明らかに撤退行動に出ているのだ。それはまるで水鏡ブリッジの高揚が殺気となって漏もれ出した、とでも思うしかないようなタイミングだ。だがその特とく殊しゆな撤退の状じよう況きようこそが、この謎とされている艦隊の特とく徴ちようの一つなのである。

「全艦最大戦速！　捕ほ獲かくの必要はない、全て破は壊かいしろっ！」

　瀬戸には珍しく苛いら立だちと怒ど気きをはらんだ声だ。もっともこれ以上ないという、最高の状況でイク寸前に冷や水を浴びせかけられれば、瀬戸の怒いかりも当然だ。

　瀬戸の号令一下、弾はじけるように全軍が一いつ斉せいに敵艦隊に向けて短距離ジャンプを行い、ジャンプアウトと同時に襲おそいかかる。バラバラに撤退を始めた敵艦隊に対応し、個々の艦が一いつ瞬しゆんの判断で目標を決める。指揮艦の命令無しでも確実に撃げき滅めつできるような態勢を一瞬でとれるのは樹雷の艦隊ならではだ。惜おしむらくは、海賊艦隊の撤退方向に惑わく星せいがある為、その頭を押さえる位置にジャンプ出来なかった事と、間にＧＰ輸送艦隊が位置してる事だが、瀬戸率いる艦隊ならばその間かん隙げきを縫ぬって敵を殲せん滅めつする事は容易たやすい。

　瀬戸の聖衛艦隊の放つビームの束が幸運艦隊に向かって伸のびて行く。ＧＰ艦が邪じや魔まをしていて直ちよく撃げきは無理だが、敵を分散させない為の牽けん制せいにはなる。捕獲の場合は駆く逐ちく艦かんが短距離ジャンプで接近し、機関部を破壊するのだが、今回の場合はブリッジを狙ねらう。当然、敵のコンピューターからのデータ収集は諦あきらめるしかないが、万が一にも逃にげられるわけにはいかない。もっとも瀬戸やアカデミーの解かい析せきチームなら、残ざん骸がいからでもかなりの事は判明する筈だ。

　敵艦隊は早期に撤退を始めたとはいえ、瀬戸の率いる精せい鋭えいの前に逃げ果おおせる筈もない。牽制の攻こう撃げきがＧＰ艦やその残骸の隙すき間まをよけ、敵艦隊の一艦に直撃をする。

「一艦に命中！　直撃です！」

　オペレーターがそう言った次の瞬しゆん間かん、敵艦の後部が異様に脹ふくらみ、四方八方へとビームの火線が線せん香こう花はな火びのように吹ふき出した。

「??……爆ばく発はつ!?」

「全艦砲ほう撃げき中止！　突撃艇を止めろ!!」

　オペレーターの声を遮さえぎるように、瀬戸が叫さけんだ。だが有能さが仇あだとなり、既すでに突撃艇は母ぼ艦かんから発進、海賊艦隊に向けて短距離ジャンプをした後だ。

「緊きん急きゆう回かい避ひ命令！」

　そう叫ぶ瀬戸の眼前では、敵艦の後部から発した火線が、普ふ通つうでは有り得ない軌き道どうで曲がり飛散して行く。それは狭せまい通路で跳ちよう弾だんするかのようだ。だが更さらに奇き妙みような事は続いた。

「爆散の中央部へ敵艦隊が一いつ斉せい発はつ砲ぽう！」

「水鏡っ！」

　瀬戸が叫ぶと当時に、水鏡はすべき事を全てを知っているかのように、上位超ちよう空間への緊急ジャンプを行った。この短距離では殆ほとんどテレポートに近くジャンプは一瞬だ。強引なジャンプであった為、入り口と出口ではかなりな重量震が引き起こされたものの、樹雷艦隊は微び動どうだにしない。ただ出口付近に居たＧＰ輸送艦隊には混乱が見られ、艦同士が接せつ触しよくする場面も少なからずあった。しかしその混乱も次の瞬間に起こった事を考えれば、致いたし方かたない措そ置ちだ。

　爆散した中心に集中した火線は、樹雷艦の攻撃の時に起こったのとは桁けた違ちがいに激しく、雷のようにうねりながら四散しながら広がる。その様子は少し離れた樹雷艦隊からは、まるで光る木の根のように見えた。水鏡はその凄すさまじいエネルギーの奔ほん流りゆうからＧＰ輸送艦を守るべく、ほぼ空域全体を覆おおう程のシールドを展開していた。

「敵艦は!?」

「探知不能！　後方の艦隊からも観測は出来ないそうです！」

「クソッたれっ！」

　ダンッ！　目標艦隊に逃げられた事を確信した瀬戸は、肘ひじ掛かけに拳こぶしを叩たたき付けた。

　エネルギーの奔流は十数秒間続き、次第に四散していった。一分も経たたない内に通常通信も探知システムも回復したが、瀬戸の予想通り海賊艦隊の姿はそこにはなかった。

「敵艦隊の情報は？」

　状態が回復した時には瀬戸の心理状態も平静に戻っていた。

「未いまだどの情報網もうにもかかっていません」

　さすがにその状態には、ベテランのオペレーターも困こん惑わくを隠かくしきれない様子だ。目標艦隊を捕ほ捉そくした段階で、万が一逃がした時の為に探知艦の包ほう囲い網が敷しかれていたからだ。

「ではその事を考こう慮りよして敵の逃とう走そう航路を算出！　予想進路から３つの候補に絞しぼり込みすぐさま追つい撃げき！　残り候補はＧＰに協力を求めなさい！」

「了りよう解かい！」

「……で、被害状況は？」

　瀬戸は溜ため息いきを吐つきながら水穂を見た。

「ＧＰの輸送艦は手て酷ひどくやられていますが、この戦闘での被害は軽けい微びで、人的被害も無かったそうです。突撃艇の方はすぐに回避行動が取れたおかげで、殆どの艇が何らかの損傷を負ったものの大破は五艇、乗員全員……まあ、唾つばでもつけとけって程度です。しかしあの状況で、よくもまあこの程度で済んだものです」

　水穂は苦笑しながら瀬戸の方を見た。瀬戸の機転で警告が発せられていなければ、さすがの樹雷突撃艇の強つわ者もの共どもといえど、あのエネルギーの奔流と乱反射の不意打ちに対処など出来なかったはずだ。

「妙みような実戦テストになったものね」

　瀬戸はフッと表情を和やわらげた。今回の突撃艇は守かみ蛇だ怪け一号艦の艦艇技術や航行戦闘データがフィードバックされている試作艇だ。主力艦の本格建造前のテストといったところだが、全員が生せい還かん出来たのは、その性能によるところも大きい。

「先程の乱反射の原因が判明しました」

「それで？」

　瀬戸にはだいたいの予想はついていたが、その状況があまりにも異常である為、それを認めたくはなかった。だから調査の上での事実を、報告という形で聞いた上で受け入れようというのだ。

「広範囲に散らばった残骸のサンプル回収した結果、ＧＰ輸送艦の輸送リストにあったＫＺＭのインゴットが原因だと判明しました」

「ＫＺＭというと、炉ろ心しん内部や砲ほう塔とう内部のメッキに使われる、あれですか？」

「直撃したのは、敵艦の牽引していたコンテナという訳ね」

「はい。残骸の中には目標艦の物はありませんでした」

「至近であれに直撃を受けて無事だなんて……、あの光景を見た後ですと、ちょっと信じられませんね……」

　ＫＺＭによるエネルギーの乱反射は、コントロール出来る物ではない。ならば海賊艦隊もその影えい響きよう下にあった筈だ。にも拘わらず海賊艦隊は脱だつ落らく艦も無しに逃げ果せたのだ。

「理り不ふ尽じん、よね。…………ったく、向こうさんも……こんな気分にさせられていたのかしらね？」

　と、瀬戸は大きな溜息を吐きながらイスに深くもたれかかった。

「は？」

「……西南君に」

「…………」

　その意味を悟さとった水穂は、瀬戸同様に大きな溜息を吐いてモニターの状況を見つめた。そこには三方に分かれてジャンプを始める艦隊の姿が映っていたが、それが全て徒労に終わる事を予感させていた。







　　２「幸こう運うん艦かん隊たい」







　その日、西せい南な達は柾まさ木き家と正まさ木きの村の人達の盛大な見送りと、大量のお土産みやげを持って地球を旅立った。地球を離れるのはこれで二度目だが、最初の旅は夜寝ねて目が覚めたら宇宙だった、というあまりにも唐とう突とつなものだった上、海かい賊ぞくの大群に襲おそわれるわ、瀬せ戸と様に出会うわ、銀河アカデミーで霧きり恋こと再会するわで、地球への郷きよう愁しゆうはおろか地球そのものに思いを馳はせる事など無かった。だが今回は多くの思い出と郷愁と、そして決意がそこにあった。

「そういえば、最初に地球から離れた時も、美み兎と跳とさんが一いつ緒しよでしたね」

　ブリッジでモニターを見ていた西南は、少し困惑気味に隣となりにいる美兎跳を見た。美兎跳は掃そう除じが出来ない鬱うつ憤ぷんを晴らす為、ずっと西南の五ご分ぶ刈がりを撫なでていた。

「あらあら～～、そうだったわねぇ～～」

　不ふ機き嫌げんそうだった美兎跳も、落ち着いたようだ。

「ミャア！　ミャア！」

　さてお土産の一つ……という訳ではないが、地球で捕獲された美兎跳とは別に、鷲羽わしゆうが帰き途との旅に同行していた。福ふくは思いがけない母の同行に興奮し、もう一人、リョーコも地球を離はなれるやいなや、エルマの姿へと変身し、鷲羽に話をする機会を窺うかがっていた。

「艦かん長ちよう。予定通り二回の短たん距きよ離りジャンプの後、太陽系を脱だつ出しゆつ。そこで長距離ジャンプに入ります。長距離ジャンプの予定時刻は一一〇〇です」

「ふむ。じゃあ、しばらくは時間があるね。ちょっと西南殿どのを借りるよ」

　鷲羽はそう言うと、抱だっこしていた福を美兎跳に渡わたした。美兎跳には西南の五分刈りの代わりに、福には鷲羽の代わりにである。

「ミャア！　ミャア！」

「あらあら、可愛い～～♡」

　鷲羽の思惑おもわく通り、福も美兎跳もご機嫌だ。若じやつ干かん一名、エルマは放置されたままで悲しげだが、積極的に彼女の興味を満足させてやるつもりも時間もない。

「んじゃ、行こ行こ」

　エルマの様子を横目で見ながら何か言いたげな西南を引き摺ずるように、鷲羽はブリッジにいる霧恋達に手を振ふりながら出て行った。

　　　　×　×　×

「なんだ？　せっかく専用の家を用意していたのに、職員用の家を使ってるのかい？」

　西南に案内されてやって来た、定じよう宿やどにしている家を見て、鷲羽は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「せっかくのご厚意は嬉うれしいのですが、さすがにあれはちょっと……」

　鷲羽は家と表現したが、あれはそんな生なま易やさしいものではない。殆ほとんどどこかの王おう侯こう貴族の宮きゆう殿でんか大聖堂寺院だ。雨あま音ねの家の部屋でさえもてあましていた西南にとって、あれはあまりにも広すぎる。今使っている家ですら、福と暮らすには広いのだ。

「そっ、それに内装もしなきゃならないですから、すぐには……」

　不満げな鷲羽を見て、西南は慌あわてて付け足した。

「そんなものは設計図を入力すりゃ、一日足らずで形成出来るよ。設計図だっていろいろなテンプレートがあるから、ちょっとしたパズルゲームみたいに、素人しろうとでも簡単に構築出来るようになってるんだけどねえ」

「ええっ!?　そんなのがあったんですか？　でも霧恋さん達は何も……」

「まあ、福のトラブルもあったし……っおう！　なるほどね」

　鷲羽は何かに気付いたかのように声をあげると、得心いったかのように手をポンと打ち鳴らした。

「クックック。やっぱり、あそこにいるメイド達に思う所でもあったのかねぇ」

　最後の所は西南に聞こえないよう鷲羽は小声で呟つぶやいた。今いま頃ごろ、霧恋達がくしゃみをしているはずだ。

　だが彼女達の危き惧ぐも当然だ。何しろあそこのバイオロイドメイド達は、鷲羽が人として生きた二万年の間に見てきた中で、特に美しく印象に残った女性達をモデルにした渾こん身しんの作なのだ。さすがに雨音や玉ぎよく蓮れん程の奇き跡せき的な美び貌ぼうの持ち主こそいないものの、それに匹ひつ敵てきするような魅み力りよくを備えている。

　育成に時間をかけ慎しん重ちように調整されたバイオロイド達は、人間と同等以上の精神構造と知能を有し、性的行こう為いはもちろん倫りん理り機能限定を解除すれば妊にん娠しんすら可能だ。しかも高度な知能は主人の趣しゆ味みや嗜し好こうを敏びん感かんに察知、或あるいは予測し、それに対応した行動をとる事が出来るのである。ツンデレヤンデレその他モロモロお好み次第、そのパターンたるや千せん変ぺん万ばん化か、アカデミーで蓄ちく積せきした膨ぼう大だいな人間の行動パターンデータからピックアップ出来るのだから凄すさまじい。

　さらにその舞ぶ台たいとなる場所もいろいろと構築が可能だ。守かみ蛇だ怪け内には広大な居住ユニット以外にも、それに匹敵するくらいの倉庫があり、そこには鷲羽が放り込んだいろいろなジャンク……もとい、研究結果が満まん載さいだ。よほど特とく殊しゆな施し設せつでもない限り、学校だろうと遊園地だろうとあらゆる建物が構築可能なのだ。もちろん特殊な施設とて、資料と資材さえ用意できれば造る事は可能だ。だから恋れん愛あいイベントも無限とも言えるシチュエーションが楽しめるのである。ハッキリ言って、ここに倦けん怠たい期という言葉は存在しない。
















　現在用意されているメイドは二十名だが、バイオロイド達のメンテナンスや量産設備もあり、老ろう若にやく男なん女によ、あらゆる外見のバイオロイドを早成する事が出来る。それこそ西南が望めば男の理想郷を創る事が可能なのである。一応、年ねん齢れいや倫理規制はしているものの、西南だけの個人的閉へい鎖さ空間なら法律は適用外だ。西南の気の向くまま思うまま、どんな趣味だろうと満足させる事が可能なのである。

　しかもこのハーレムに入いり浸びたり、引き籠こもりのダメ人間になってしまう事への回避策もとられている。なにしろアカデミーは究極の趣味人の巣そう窟くつだ。好きな研究に没ぼつ頭とうしたり、そこから得られる必要以上の金銭に身を持ち崩くずしたり、最さい先せん端たんの研究結果から得られる娯ご楽らくに入り浸る者達は後を絶たない。つまり引き籠もりと精神破は綻たん者の症しよう例れいならどこよりも豊富なのだ。当然、アカデミーにとってそういう人間が増える事は、大いなる人的損失でもある。だからそのような状態になる事を避さけ、或いはそこから回復する技術も研究されて来たのである。

　至いたれり尽つくせりという言葉が生易しく感じる位、主人に究極ともいえる快楽を与あたえ、しかもそれに溺おぼれさせる事もない───だからこそ普ふ通つうの女性達から見れば、ここのメイド達は究極の敵と言えるのだ。

「すみません。せっかく用意していただいたのですが……。今のところはどう使っていいのか見当もつきません」

「まあいいさ。西南殿の人生は長いんだ。将来的には、あのような家が必要になる立場にもなろうってものさね」

　鷲羽は西南の背中をパンパンっと叩たたくと、先に玄げん関かんへと入って行った。

「お茶はいいから、すぐに話に入ろうか」

　鷲羽は勝手知ったる何とやら、居間に入るとソファーに座り、西南が向かいに座ったのを見計らい、シークレットウォールを張った。

「まあ、一応念のためにね」

「お話というのは……？　鷲羽さんが同乗したという事は、福や守蛇怪の問題なんでしょうか？」

「いやいや」

　鷲羽は不安そうな西南に手を振りながら微笑ほほえんだ。

「福や守蛇怪に関しては、現時点では問題は無いよ。もちろんこれからの稼か働どう結果次第だけど、前にも言った通り、センサーで常時モニターをしているから随ずい時じ対応は出来るさ。それにある程度の事なら守蛇怪と福自身で自己解決は可能だ」

「そう言えば、船体は自動修復とか出来ますものね。エルマさんは自然治ち癒ゆ能力だって言ってましたけど……」

「自然治癒は元の状態に戻もどすだけ。自己解決は起こった問題を解決し、その対策を構築するモノだよ。つまり適応進化だ。もともとこの能力は、単独行動を常とする魎りよう皇おう鬼きの力なんだけれど、守蛇怪と福にもある程度、その能力は備わっている」

「ほ、本当にとんでもない船なんですね」

「ただし、まだまだ経験値は……。いや、稼働時間の短さを考えれば、かなりある方なんだけれどね」

「……はあ？」

「西南殿と行動する、という意味においてはまだ不足しているって事さ。守蛇怪一号艦や魎皇鬼が収集したデータはインプットしてあるけれど、守蛇怪一号艦とは機体性能や使用目的が全く違ちがうし、魎りよう呼こと魎皇鬼のデータにしても二人の行動に基づくモノでしかないからね」

「俺達の為ためのデータ蓄積が、もっと必要だという事ですか？」

「そういう事。話は逸それたけど、私が同乗した理由は、西南殿が呼よび戻された理由にあるのさ」

「そういえば何やら謎なぞの艦隊の被ひ害がいが増えているとか……」

「四十八時間前、瀬戸殿の艦隊がその謎の艦隊と接せつ触しよくしてね」

「えっ？　じゃあ、もう解決したんですか？」

　瀬戸の艦隊と遭そう遇ぐうして無事でいられる艦隊など存在しない。だが鷲羽は西南の問いに首を横に振った。

「逃にげられたそうだよ。現在捜そう索さく中だけれど、まだ見つかってないようだ」

「瀬戸様が！……ですか!?」

「だから西南殿が呼び戻されたのさ。その後の顚てん末まつは、もう少ししたら瀬戸殿の方から詳くわしい報告があるだろうよ」

「……はあ……」

　予想以上の難敵の存在に、西南はため息をついた。

「……んで、西南殿にも出番がありそうだから、上う手まく戦せん闘とうにでもなるかな？　って思ってね。それと地球では天てん地ち殿の手前、いろいろ話をする機会もなかったから、そのついでもあって同乗させて貰もらったのさ」

「そ、そうですか。わかりました」

　天地の手前、と言ったのが気になったが、西南の方もいろいろ聞きたい事があるのも事実だ。それに瀬戸の艦隊から逃げたという謎の艦隊の事も気になる。そのアドバイスを貰うという意味においても、鷲羽の存在は心強い。

「謎の艦隊についての対策は、霧恋殿達も同席した方が良いから、瀬戸殿からの報告の後にしよう。それより今は先に話すべき……というより話の補ほ足そくかな？」

「補捉？」

「ん。まずは一言お礼を言わせて欲しい。ありがとう西南殿」

　鷲羽は真ま面じ目めな顔で深々と頭を下げた。

「いや、あの……えっ？　どういう事……ですか？」

　鷲羽の真しん摯しな態度に西南は面食らった。傲ごう岸がん不ふ遜そんとまでは言わないものの、哲てつ学がく士特有のマイペースな態度とは段だん違ちがいだ。

「天地殿の話を受け容いれてくれた事への感謝だよ。……例の話に関しては天地殿もかなり悩なやんでいたからね。だけど、弟みたいに思っている西南殿に受け容れられて、ずいぶん心理的に落ち着いたようだ」

「天地先せん輩ぱいが俺にしてくれた事を考えれば、どうって事は無いです……と言いたい所ですけど、まあその何というか……」

　西南は困こん惑わく気味に鷲羽の顔を見つめた。

「話の内容からすれば、天地先輩が平静でいられなかったのも分かります。俺も天地先輩を励はげます意味も込めて、ああは言いましたが……正直まだ混乱している部分も多いんです。ただそれが問題になるのは、まだまだ遥はるか先の事なんで……」

　生体強化だけで二千年の寿じゆ命みようがあるのだ。それだけでも未いまだに現実感を持てないでいるのだ。

「つまり西南殿にしても、今は考えないようにしよう、という事かい？」

「お恥はずかしい話ですが……まあそんな程度で……」

「恥ずかしがる事はないさ。それも西南殿が心の平静を保つ方法なんだろうからね。あの時、一番重要だったのは、天地殿の話を受け容れるという言葉だったんだからさ。それに西南殿なら、その時になれば全てを受け容れてくれると確信しているよ」

「が、頑がん張ばります………。それより、こちらからもいくつか質問があるんですが……」

「そうだろうね。天地殿の説明も少々、不足しているというか、まあいろいろと精神的に不安定だった所もあったから、勘かん違ちがいしている部分も多いんだよ。そうだね……まずは西南殿の質問から聞こうか」

「そう、ですね。こういう質問をする事自体、ちょっと躊躇ためらっちゃうんですが……鷲羽さん達は全知全能の力を持つんですよね？　それって俺の確率の偏かたよりもどうにか出来るって事ですか？」

　この質問は西南の特性を考えれば、本来、無む駄だ以外の何物でもない。それどころか実現不可能な考えを持つ事自体、心の弱さであり危険な事なのだ。だが目の前にいる者は確率の偏りなどという、理解の範はん疇ちゆうを超こえたモノのさらに上の存在だ。ならばこの質問も意味のある事といえるだろう。

「以前だったらそれも容易たやすい事だったんだけどね」

「えっ、本当ですか!?」

　その答えに我われを忘れ、一いつ瞬しゆん身を乗り出しかけた西南だったが、すぐに鷲羽の言葉の意味を理解した。

「……以前だったら？」

「残念だけど、西南殿の存在に関する根こん幹かんには、もう私らが手を出す事は出来なくなったんだよ」

「そ、それはどうしてです？」

「現在、西南殿は天地殿の力の影えい響きよう下にある。そこに手を加えるとなれば、まず天地殿の力をなんとかしなきゃならない。だけどその力は私ら頂ちよう神しんの力とは異質なものであり、それを超えるモノなんだ。だから私らにはその力そのものを打ち消す事は、一つの方法を除き、不可能だ」

「一つの方法って……そっ、それってもしかして……」

「力の元となる天地殿自身を排はい除じよする事」

「……はあ。なかなかうまく行かないものですね」

　鷲羽の話を聞いて、西南はすぐさま諦あきらめた。どちらにしろ鷲羽達がそんな事をする筈もないし、もちろん西南だって嫌いやだ。ならばすっぱりと諦めた方が良い。

「ただ以前なら簡単だと言ったけれど、西南殿にとっては結果は同じ事かもしれないんだけれどね」

「??」

「何しろ西南殿の確率の偏りというのは、宇宙全体の歪ゆがみから生じているモノなんだ。もちろん西南殿一人という訳じゃない。宇宙にはそういうモノが、程度の差はあれかなりの数が存在している」

「俺のような人が他にも!?」

「人とは限らないよ。動物、物、空間もそうだ。ありとあらゆるモノが対象となる」

「そんなモノがなぜ存在するんです？」

「何かが存在しその営いとなみが在あれば、そこには必ず矛む盾じゆんが生じる。もちろん宇宙全体の歪みといっても、その宇宙を創つくったのは、他ならぬ私らなんだから、それを改変するのは簡単な事だ。だけど私らから見れば小さな改変も、そこに住む者達にとっては必ずしも小さな事ではない。……少しばかり恥ずかしい話だけど、天地殿が存在する事で先の予測が、私らの場合は予知なんだが、そこに不確定要素がかなり入り込むようになっている」

　と、鷲羽はその事を検証でもしているのか、西南の顔をマジマジと覗のぞき込んだ。

「西南殿の確率の偏りを無くそうとすれば、その歪みは大きくなり…………う～～～ん、やっぱりよく見えないけど、下手すりゃ銀河の一つや二つ無くなるかな？」

「マ、マジデスカ？」

「まっ気の毒だとは思うけれど、西南殿の確率の偏りというのは、想像以上に根の深い所から来ているんだ。もっとも一時、歪みを打ち消せたとしても、そこに何かが存在し、循じゆん環かんや営みがある限り、いつか歪みは蓄ちく積せきされるけどね。ただその歪み自体を打ち消すんじゃなく、他に移すだけならさほど大事にはならないけれど……」

「移す？」

「他の誰だれかに、或あるいは何かに確率の偏りが生じるって事だよ。いうならば鬼ごっこのようなものかねぇ。西南殿に代わって他の誰かが鬼になる……。西南殿の知らない、宇宙の果てにいる誰かに押し付ける事は出来るって事さ。やってみるかい？」

「そっ、それはさすがに…………いくら何でも他の人に、そんな酷ひどい事は出来ませんよ。いえ、しなくていいです！　しないで下さい！」

　他の誰かにこんな思いを押し付けるなど、西南には考えられない。ならば一生、自分が抱かかえていた方がマシだ。それに逆に考えれば、これが在ったからこそ、天地に霧恋に正木の村の人達に出会えたのだ。

「うむ、了りよう解かいした。後は私らが直接、西南殿が被こうむる災さい厄やくから守るって手もあるんだけれど……」

「何か問題があるんですね？」

「私らが直接関わる事で、西南殿の歪みが更さらに大きくなってしまうんだよねぇ」

「結局、何もしないままが一番って、事ですね」

　西南は大きな溜ため息いきを吐いた。

「そういう事だね。特に守られている、っていう西南殿の意識が一番問題だろうね。その気の緩ゆるみは、降りかかる災厄から身を守る力を失わせてしまい、ちょっとした事でも致ち命めい的てきになってしまう。もちろんそれ込みで完全にガードする事は出来るけど……何もしない出来ない、赤あかん坊ぼうみたいなモノになってしまうのは本ほん望もうじゃないだろ？」

「そうですね。今まで通りに自分で対処します」

　赤ん坊になるという事は、地球にいた頃ころの西南に戻もどるという事だ。危険はないが自由もない。どこまでも行ける翼つばさを無くすという事だ。

「すまないね。結局、面めん倒どう事を増やすだけの結果になってしまってさ」

「いいえ、それは一向に構わないんです。誰が悪い訳でもないんですし……」

　西南は頭を下げる鷲羽に慌あわててそう言った。ただ天地の力の作用で西南の身体からだに起こった変化は、地球に帰省する際に霧恋から言われた、生体強化による注意事じ項こうと同じトラブルが、今度はアカデミーでも起こる可能性があるという事だ。

「一応アイリ殿には真相を伝えてあるから、アカデミーでの検査等の隠いん蔽ぺいは彼女が責任を持ってくれるさ。もっとも、そのアイリ殿自身が一番危険かもしれないけどね、ケッケッケ！」

　確かに哲学士のアイリからすれば、西南の状じよう況きようは強い興味の対象になるだろう。もっともそれ以上に、興味の対象となるのは天地なのだろうが、天地には津つ名な魅み、鷲羽、訪と希き深みの『三さん命めいの頂神』というチートな番犬が居る。もちろん西南にも霧恋達が居るが、鷲羽達に比べれば遥かに低い障害でしかない。

「まあ……アイリさんにモルモット扱あつかいされるのは、今に始まった事じゃないですから……っと、そういえば不老化って事は、俺の外見はこのままって事になるんですか？」

　データの隠蔽は可能だが、外見的な特とく徴ちようは地球ほどではないにしろ、いろいろと問題もある。生体強化をしたとはいえ成長はする。もし現在の姿のままで固定されているのならば、それなりのアリバイ作りが必要となる。

「ああいやいや、成長はするよ。天地殿も砂さ沙さ美みちゃんも、魎皇鬼もそれは確認済みさ。ただ他の連中の成長は止まっていたから、多分、一番活動に適した段階で固定されるんだろうね。もしも将来、年ねん齢れい的な外見を変える必要があるようだったら、生体改造するか生義体を作ればいいのさ。状況に合わせて複数の身体を持っている連中は珍めずらしくない。例えば美み守かみ殿とかね」

「……ああ、なるほど。じゃあこの状態のまま、って事は無いんですね」

「不老化というより、永続化と言った方が良いかもね。それから再確認と他に分かっている事を補足すると、西南殿の体は天地殿と同じく不老化はしているけれど、不死化している訳ではないという事。それから食事に関してなんだが……」

「食事？」

「普ふ通つうに今まで通りの量を摂せつ取しゆしてくれて問題は無いけれど、場合によっては全く必要が無くなっている可能性があるんだよねぇ……これが」

「ええっ!?」

「生きて活動をする以上、エネルギー摂取は必要だ。もちろん私ら頂神も例外じゃないけど、私らは体内にエネルギージェネレーターを内包している。ある意味その寿命が私らの寿命なんだけど、西南殿にも天地殿にすら、そのような物は認識出来ないんだ」

「じゃあ何な故ぜ食事が不要かも、っという話になるんですか？」

「考えてごらん……宇宙すら無くなっても生きていける生命体なんだよ。もしその時が来たら、どうやってエネルギー補給をすればいいんだろうね？」

「なっ、なるほど。それ以前に、どうやって無の状態の所に存在出来るのかが分かりませんが……」

「天地殿が以前、Ｚという男と戦った時、明らかに摂取エネルギーを超える力を行使していたんだ。時を超え、上位次元に羽う化かしかかった時のエネルギーは、とても人間に賄まかなえる物じゃない。もちろん皇おう家けの樹きのように別次元から吸収する手もあるけど、そんな様子はなかった。……となれば、そのエネルギーはどこから来ているのか？」

「……どこから来ているんですか？」

「分からない。私らでは認識出来ないんだ」

　鷲羽は大きく首を振ふった。

「えっ!?」

「可能性としては、頂神の存在する頂次元より上の次元だ。ならば私らが認識出来ないのは当然だ。だけど確証はない……」

「だから可能性、なんですね」

「その通り。まあ天地殿の様子を見るに、今まで通りの生活で問題は無いから、しばらくはそのままで構わないよ。そのうちにデータも揃そろうだろうし、この宇宙が無くなるのは当分先だからね」

「……生体強化をして、二千年の寿じゆ命みようって聞いた時も驚おどろきましたけど、何か凄すごい事になってますよね。まあ全知全能の神様を超えた天地先せん輩ぱいの方は、もっと桁けた違ちがいにとんでもないですけど」

「ん？　私らの能力を超えたって意味なら、ちょっと違うよ。あくまで私らの到とう達たつ出来る可能性を超えているって事でしかない。不老化といっても、私らからはそう見えるってだけさ。上位の存在になりはしたけれど、天地殿はまだ普通の人間なのさ」

「普通、ですか……？」

「西南殿も生体強化によって、ご両親や妹さんとはまったく違う存在になったけれど、ご両親を超えた存在になったって思えるかい？」

「ああなる程……何となく分かるような気がします」

　どんな天才であろうとも、たとえ素質的にはその可能性があろうとも、赤ん坊の時にはその能力を発揮する事は出来ない。もっとも成長した後でも、その天才性を発揮出来る分野に興味が無ければどんな天才も意味はない。天地はその力を意識的に使える訳でも、それを使う事に興味がある訳でもないのだ。

「不老化なんて凄い能力に思えるけれど、そういう存在になったからこその、当たり前の状態なんだよ。天地殿や西南殿は変化の過程を経験したから驚いているだけさ」

「ただ実感は無いですね。生体強化の力の面は、目に見える形ですからよく分かりましたが……あっ！」

「ん？　どうしたんだい？」

「……いえ何でもありません」

　西南は明るくそう言ったが、不老という事実を実感するのは、肉親との死別という形である事に気付いたのだ。もちろん普通ならば親の方が先に死ぬものだが、西南の場合は友人知人、同じ生体強化をした者達、さらには宇宙という、おおよそ人の概がい念ねんでは不変とも言えるモノとすら死別するという事なのだ。

（……だけど）

　だが幸いな事にその時には天地がいる。今の西南と同じ不安を抱える天地に対して、当の西南自身も同じ事を言った。

「？」

　と、ふと気付くと鷲羽が優しい目で自分を見ているのに気付いた。

（……ああ、そうか）

　西南は目の前にいる鷲羽も、『その時』にそこに居てくれる人なのだという事を思い出した。外見こそ少女のモノだが、その深く吸い込まれそうな瞳ひとみはまるで宇宙そのものだ。西南は母親にでも抱いだかれているかのような安らぎを感じていた。

「フフッ……。西南殿の確率の偏かたよりに関しては、頂神として何か出来る訳じゃないけれど、哲てつ学がく士としてだったら、少し位は役立てると思うよ」

「そうですね。福や守蛇怪のおかげでいろいろと助かっています」

「それ以外に……。いや、そう……だね」

　鷲羽は言いかけた言葉を飲み込んだ。

（恐おそらくこの航海で確率の偏りに対する、改善策が証明されるかもしれない。だけどそれを西南殿に期待させるのは時じ期き尚しよう早そうか）

　不確実な事に期待をさせるのは、西南にとって害悪にしかならない。希望を持つのは悪い事ではないが、西南の場合、普通の人より遥はるかに確実、いや確定となった事実でのみ希望を持つ事が許されるのである。

「……必要なら人でも物でも投資するさ」

「必要、ですか……。でも守蛇怪って普通の人はおろか、どんなにお金を出しても手に入れられるような船じゃないって聞きましたけど……。それにこの内部世界だって、宇宙に上がった後ですら、こんな巨きよ大だいなユニットを亜あ空間に固定している場所なんて、皇家の船くらいでしか見た事がありません。だから守蛇怪が、俺の今までの働きに対する報ほう酬しゆうだと言われても、何というか……何だか化かされているようで……ハハッ」

「なるほどなるほど。じゃあこの際、西南殿が身内だからぶっちゃけるけど……」

　鷲羽はシークレットウォール内であるにも拘わらず、内ない緒しよ話でもするかのように西南に顔を近付けた。西南もその雰ふん囲い気きに真しん剣けんな表情で顔を近付けた。

「あのね。私にとって福と守蛇怪ってのは、もう確立された技術でしかないんだ。手間ではあっても、難しいものじゃない。一番の難問は素材だったけれど、そのハードルさえ越こえてしまえば、後は簡単なものさ」

「は、はあ……簡単、ですか」

　凄い簡単もあったものだ。

「クックック……だからさ、私らが西南殿に支し払はらっているのは、実は対価とは言えない物かもしれないんだよ」

「どう考えても、こちらが過分としか思えませんが……」

　自分にあるモノは運の悪さだけだ。もちろんそれが海かい賊ぞくや犯罪者を引き寄せる力を持っている事は十分に理解しているし、その重要性も霧恋達から聞かされている。だがやはり鷲羽の研究とは違い、そこに将来的な生産性は感じられない。鷲羽が創造なら西南は破は壊かいだ。ならば創造の方が難しいし価値がある。

「ん？………ククッ、アハハハハ!!　そう思ってくれるのなら、こちらとしても気き兼がねなくいろいろ頼たのめるってものかな？」

「あっ、いえ。俺が苦労する分には構わないんですが……出来ればあまり他の人に迷めい惑わくをかけない程度にしていただければ……」

「西南殿の周りの人間は、それを迷惑とは思っていないさ。少しでもそう思ってるのなら端はなっから近付かないし、それどころか西南殿の側にいる連中は、それを面白がっている人間が多いのさ。この私を含ふくめてね」

「………」

「フフッ。西南殿が慎しん重ちようになる気持ちはよく分かるよ。でもこの手のジレンマは、折り合おうとか割り切ろうとか思わない事さ」

「えっ!?」

「常に自問自答を繰くり返すのさ。答えは状じよう況きようによっても変わるし、西南殿の成長によっても変わる。正解など無いんだ。でもその時々の答えはちゃんと出すんだよ。まあ、これは確率の偏りの中で生きてきた西南殿に念押しは不要かな？」

「……ありがとうございます。少しだけスッキリしました」

　と、その時、霧恋から緊きん急きゆうの呼び出しコールがかかったのであった。

「おっと。瀬戸殿からだ。じゃあ行こうか」

　　　　×　×　×

　守蛇怪のブリッジに戻もどって来た西南達は、モニターに映し出された水みな穂ほから説明を受けていた。水穂の様子はどこか憔しよう悴すいした感じだ。

『……数ヶ月前より、樹じゆ雷らい領宙内に、謎なぞの海賊艦かんによる被ひ害がいの報告が入り始めました。当初は通常の海賊被害として、さほど問題視はされていなかったのですが、被害の関連性が分かるにつれ、その特異性が明らかになってきたの』

「特異性、ですか？」

『確率の偏りよ』

「[image: !!?]」

『極ごく秘ひ裏りのコースを使った重要品輸送艦、それも念入りに囮おとりを何組も配したのに、本命のみが襲しゆう撃げきされるの。樹雷だけでなくＧＰにも協力を依い頼らいして、警備や囮の増員、偽にせ情報で誘おびき寄よせようともしたんだけれど、捕とらえるどころか遭そう遇ぐうする事すら出来なかったわ』

　大きな溜ため息いきと共に目を伏ふせた水穂の表情が、事の重大性を物語っていた。

『……情報の漏ろう洩えいやそれ以外の可能性も綿密に調査したけれど、情報が外部に漏もれた形けい跡せきはなく、敵てきが前もってこちらの行動を察知していた様子もない……にも拘かかわらず、被害だけが増えて行ったわ。……で結果、その艦隊に高い確率の偏りを持つ者が一人、或あるいは複数なのかもしれないけれど、そういった特異な者が居るのでは？　という結論に達したの』

「それは……ずいぶんと厄やつ介かいな敵ですね。でもそれで艦長が招集された意味が納得出来ました」

「でも水穂様……」

　西南はチラッと鷲羽の方を見、

「瀬戸様の艦隊が、その謎の艦隊に接せつ触しよくしたんですよね？」

「えっ？　ではもう解決したのですか？」

　霧恋達は拍ひよう子し抜ぬけ、といった表情をした。

『…………まんまと逃にげられちゃったわ』

「瀬戸様の艦隊が、ですか??」

「そんな!?　皇家の船と遭遇するなんて、海賊達にとっては死を意味する事なのに」

　特に海賊だったリョーコにとって、その事実に対するショックは大きい。

『その時の戦せん闘とう記録があるから見てちょうだい』

　　　　×　×　×

「こ、これは……」

　そこに居る者達は全員、その異様な光景に啞あ然ぜんとなっていたが、三名程が違う反応を見せていた。

　鷲羽は興味深げにそれを見つめ、

「綺き麗れい……」

　美兎跳と福は、花火でも見ているように楽しげだ。水穂はその感想を複雑そうな表情で聞いていた。

「……で、その後は当然、追つい撃げき隊を派は遣けんしたんだろ？」

　鷲羽は念押しするように言った。

『現在も捜そう索さく中ですが、未いまだ発見の報告はありません』

「なるほど、それで瀬戸殿は顔を見せない訳か」

　敵にまんまとしてやられ、奥の庵でふて腐くされているのだろう。だがこの会話はちゃんと聞いているはずだ。鷲羽は意地悪そうな笑みを浮うかべて水穂を見た。

『うっ！　勘かん弁べんして下さい鷲羽様！』

　このまま挑ちよう発はつを続ければ、いじけた瀬戸が文句を言いに顔を出すはずだ。だが今の状況では、瀬戸が鷲羽を言い負かすだけの材料は無く、結局鷲羽に言い負かされた瀬戸の愚ぐ痴ちを、水穂が延々と聞かされ続けるのだ。

「クックック……」

『鷲羽様ぁ～～』

「そ、それにしても、あの状態で被害がほとんど無かったのはさすがですね」

　西南は水穂を庇かばおうと必死の覚かく悟ごで、しかし極きわめて明るい口調で割って入った。

「おやおや西南殿。滅めつ多たに見られない、テンパった瀬戸殿を見られるチャンスなんだけれどねぇ」

「そういうややこしいモノは見たくありません！」

「ええっ？………っんもう、仕方がないわねぇ」

　意外にも鷲羽はあっさりと引き下がった。西南の健けな気げさと、これからの事を考えれば、西南に変なストレスを与あたえるのはよくないと判断したからだ。

『西南君……』

　水穂は感激のあまり泣き出しそうだ。霧恋達という存在が無ければ、そのまま恋れん愛あいフラグが立ちそうな感じである。

『痛っ!?』

　と、その時、モニターのフレーム外から水穂めがけ、小さなおひねりが飛んで来た。水穂は床ゆかに落ちて行くそれを咄とつ嗟さにつかむと、紙を広げてそれをマジマジと見、そのまま固まった。

「……水穂様？」

　恐る恐る声をかける西南に、ハッと我に返った水穂は、大きく溜息を吐ついた。そして天を見上げて深呼吸を始めた。そしてようやくその内容を言う決意が固まったのであろう、いつもの冷静な表情で西南達を見た。

『つい先程入った情報ですが、敵艦隊のコードネームが判明しました。その名は……』

　が、そこで再び水穂は黙だまり込んだ。

「……その名は？　なんなのですか？」

『……………その名は……幸運艦隊です』

　　　　×　×　×

「幸運艦隊ねえ……ふざけた名前だよなぁ。水穂様の反応もよく分かるわ」

「とはいえ、あの瀬戸様の水み鏡かがみから逃げきったんですから、侮あなどれない相手ですよ」

「まさに幸運艦隊ね」

「ＧＰの舟ふな幽ゆう霊れい、ローレライ西南の悪運対幸運か……努力って何？　って思うわぁ」

「………」

　雨音の意見に全員が頷うなずいた。だが今回はこの場に、偉い大だいな哲てつ学がく士が居る。

「鷲羽様はどうお考えですか？」

　霧恋はすがるような目で鷲羽を見た。

「残念だけれど、今回の私はあくまで観察者だ。ゆっくり霧恋殿達の手て際ぎわを見させて貰もらうさ。まっ、そこら辺の計器類と同じだと思ってちょうだいな」

「……りょ、了りよう解かいしました。では、いつものように水穂様からいただいたデータを解かい析せき、敵幸運艦隊の逃とう走そう経路を予測、艦長に航路指定をお願いします」

　霧恋がそう言うと、全員が示し合わせたように作業を開始した。そしてモニターを起動させた鷲羽は、霧恋達の様子を満足げに眺ながめていた。

　数分後には予定航路の算出は終わり、西南の前にそれが表示された。

「ずいぶん早いね。それで大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「艦長には、こちらの先入観はあまり入れない方が良いようなんです」

「なるほどね。後は西南殿にお任せの方が良い結果が出るって事か」

「航路設定完かん了りよう。艦長、お願いします」

「了解！　航路設定入力、通常超ちよう空間航行プログラムロード！」

　霧恋から受うけ渡わたされたデータを、西南も躊ちゆう躇ちよ無く決める。

「ロード完了！　５、４、３、２、超空間航行！」

　雨音がスイッチを入れた瞬しゆん間かん、守蛇怪は殆ほとんど衝しよう撃げきもなく、超空間へとジャンプした。







「ワハハハ～～～！　ハ～～～ッハッハ！　愉ゆ快かい、愉快じゃわい！」

　ダ・ルマーギルドの本ほん拠きよ地ち、ダイ・ダ・ルマーでは総統ダ・ルマーと『幸運艦隊』プロジェクトに関わる、ごく一部の上級幹部達が集まり、祝しゆく杯はいを上げていた。

「あの『樹雷の鬼おに姫ひめ』をも退しりぞけたのですからな。たいしたものです」

「おめでとうございますダ・ルマー様。これで『幸運艦隊』プロジェクトも次の段階へと移行出来ますな」

「だがまだ楽観視は出来ん。あの山田西南を退けて初めて『幸運艦隊』プロジェクトは完成したと言えるのだ」

　副総統は浮かれる上級幹部達をたしなめた。

「まあまあよいではないか」

「しかし……」

「フッフッフ。現にこれだけの戦果が上がっておるのだ。もう次の段階へと移行してもよかろう」

　ダ・ルマーも今回の戦果に、久々に上じよう機き嫌げんだ。

「総統、幸運グッズの収集も順調に進んでおります」

「我わがダ・ルマー艦隊全てを幸運艦隊とする日も近いな。フハハハッ！　我が『幸運艦隊』をもってすれば、山田西南とて恐るるに足りぬわ！」

『きっ緊きん急きゆうっ！　たった今、幸運艦隊が守蛇怪と遭遇……全艦、撃げき沈ちんされました！』

「──────」

　その報告を聞いた者達は無言だった。まるでその場が凍こおり付いたよう……いや、時が止まったかのようだった。

　───カラン、カーーーン！

　ダ・ルマーの手から落ちた金のカップの、やけに澄すんだ音と余よ韻いんだけが、時が確実に動いている事の証あかしだった。







「ア～～～～ハッハッハ！　キャ～～～～ッハッハ！」

　お通つ夜やのようなダ・ルマーと対照的に、瀬戸のご機嫌は最高だった。とはいえその狂きよう気きとも言える笑い方は、状じよう況きようの理り不ふ尽じんさに対する『やけくそ』といった感があった。現にそこに同席しているアイリ、美守、そして鷲羽も微び妙みような笑みを浮かべているだけだった。

「それで鷲羽様、直接状況をご覧になって、何か判わかりましたか？」

　このままではいつまでも瀬戸の馬ば鹿か笑わらいを聞くだけだと思った美守は、深呼吸を兼かねた大きな溜ため息いきを吐ついて鷲羽に話しかけた。

「哲学士としての、私の長い経験からしても、滅多に見られない光景だったよ。興味深いデータもたくさん採とれたけど……クックック、この目であの光景を見ていなければ、このデータが本物か疑っているところだよ」

「ねえねえ、早くそのデータを開示して下さいよ、鷲羽様ぁ」

　アイリは母親にオモチャでもねだる子供のように、鷲羽にすり寄った。

「こちらで検証してからだね。報告書に添てん付ぷしてやるから待っておいで」

「そんなぁ。私の時は、有う無むを言わさず全部持って行くくせにぃ」

「ホホホ、では何の為ために私共を召しよう還かんなさったのですか？」

「私らはそれぞれに立場の違ちがいってものがあるだろ？　だから中間発表位はしようと思ってね」

　瀬戸は樹雷。アイリは銀河アカデミー。美守はＧＰと世せ二に我わ。そして鷲羽は地球と天地だ。友人であり共きよう闘とう態勢はとっているものの、それぞれがそれぞれの組織国家、個人の利益を代表している。だが問題は西南の扱あつかいだ。西南はＧＰ所属ではあるが、アカデミーの生徒だ。そして地球人であり、柾木と正木の者達の関係者でもあるし、彼が宇宙に上がる許可を与えたのは瀬戸だ。つまり鷲羽達四人それぞれの身内でもある。だがここまで西南という存在の利用価値が高まった以上、その扱いには慎しん重ちようさが必要なのだ。誰だれかが独どく占せんしている状況は、対外的に危険なのである。

「とりあえず遭そう遇ぐうの状況から説明しようか」

　　　　×　×　×

「超空間ジャンプ終しゆう了りよう。通常空間に戻もどりました」

「通常索さく敵てき範はん囲い内に感無し！」

「超空間レーダーにも異常ありません。十光年以内に敵の存在は確認出来ません」

「いくら西南……いや、艦かん長ちようとはいえ、そうすぐには見つからないか」

「それはそうよ。ここら辺はまだ普ふ通つうの海かい賊ぞくですら活動範囲外ですもの。では艦長、次のジャンプ航路の設定を……」

　霧恋がそう言いかけた時、エルマが声を上げた。

「待って下さいっ！　超空間レーダーに感あり！」

「噓うそッ!?」

　全員の視線がエルマに集中する。

「未確認艦多数がジャンプアウトして来ます！　質量パターンとエネルギー波は紋もん照合………手配中の敵艦隊に間ま違ちがいありません！」

　瀬戸が悔くやしい思いをした代わりに得た唯ゆい一いつの成果が、この質量パターンとエネルギー波紋データだ。

「……マジ？　さすがローレライ西南……あまりの安易さに緊きん張ちよう感かんも萎なえるわね」

「悪運対幸運……人知を超こえた戦いですわ」

「戦せん闘とう準備ッ！」

　霧恋は声を上げ、全員の弛し緩かんした空気を引き締しめた。

「艦長、最優先指示は敵艦隊の殲せん滅めつです！」

「殲滅？　捕とらえなくて良いんですか？」

　と、西南は一いつ瞬しゆん期待を込めて鷲羽の方を見た。敵艦艇ていを捕らえたいという意見を期待してだ。しかし……。

「敵さんは高度秘密実験艦だ。捕つかまるなら自じ爆ばくして証しよう拠こ隠いん滅めつを計るだろうさ。それよりも一艦でも逃にがせば、敵にこちらとの戦闘データを与あたえる事になる」

　鷲羽の表情は冷れい徹てつそのものだ。

「……了解。ジャンプには上位超空間を使用。ジャンプアウト時の高エネルギー振しん動どう波を使って足止めを」

　一瞬で西南は意識を切り替かえ、覚かく悟ごを決めた。

　　　　×　×　×

「なるほど。皇家の船の戦法を使った訳ね。ふむふむ……なかなかどうして」

「その後、数十分で幸運艦隊を全艦撃げき沈ちんですか。凄すさまじいですね。さすがは守蛇怪、といったところですか」

「数字に表されている程、楽な戦いじゃなかったけれどね」

　にこやかな瀬戸達とは対照的に鷲羽の口調は少し重い。

「それはどういう事です？」

「状況を精査すると、西南殿の選せん択たくした戦法と霧恋殿達の補ほ佐さが無ければ、ほぼ百パーセント逃げられてたって事さ。先代の守蛇怪だったら返り討うちにあっただろうね」

「まさか!?　そんな状態だったのですか？」

　さすがに美守達も血相を変えた。

「今回の大おお幅はばなシステムの改修が無ければ、それでも半分は取り逃がしていたかな？」

「幸運艦隊の名は伊だ達てではないという事ね……それにしても鷲羽ちゃんの船と紙一ひと重えの戦いをするなんて、厄やつ介かいな物を作り上げたものだわね」

「きわどい戦いだったのは福の未熟さと、西南殿の確率の偏かたよりによるトラブルが大きな原因さ。皇家の船なら単艦で力任せに行けば、いくらでも対処のしようがある」

「下手に数で対処しようとする方がよくないという訳ね。もっとも捕ほ捉そく出来るかが一番の問題だけれど……」

「あれを大量生産されるとまずいですね。海賊達が銀河連盟に帰化する流れがフイになります」

　海賊稼か業ぎようは一部を除き、さほど儲もうかるものではない。その実、海賊ギルドの経済を支えているのは海賊行こう為いによる略りやく奪だつより、生産業等の副次的な物の方が大きいのだ。とはいえその経済流通の流れを生み出しているのはやはり海賊行為である。それを行う実働部隊を検挙する事により、経済の流れを停止させれば、そのシステムごと銀河連盟へ丸々編入する事も可能だ。副次的活動をしている者達にとって、その流れを活性化するモノは、海賊でも銀河連盟でもさほど変わりはない。多少の仲間意識はあろうとも、背に腹は代えられない。略奪品や人ひと質じちの交こう換かん売ばい買ばいなど、銀河連盟との商売をしている者も多く、たとえ敵対していた者であろうとも、お金を出してくれ、商売の種たねを提供してくれるのであればそちらと商売をしようというものだ。副次的な産業に従事している者達を留とどめているのは、結局、一部の海賊の力なのである。

　広い宇宙において、海賊行為というのは高い情報収集力、航路予測や捕捉術など、十分な経験と知識の蓄ちく積せきが無ければやって行けない。それを個人で得ようと思えば時間もかかるし、未熟な内はリスクも大きく、途と中ちゆうで淘とう汰たされる方が多くなる。だからいかに早くそのノウハウを手に入れるか、そして経験値を増やすかが重要となる。その自然な流れとして、我が子を小さい内から仕事に連れて行くという事が行われ、さらに海賊同士が寄り集まってギルドを構成する流れとなるのだ。

　幸運艦隊システムの最大のメリットは、経験の少ない者でもベテランの海賊と同じ働きが出来る事だ。そしてベテラン達は更さらなる力を得る事となる。その技術が広まれば、海賊としての実働部隊が増え、ギルドがより強固なものとなる事は間違いない。

「今までの幸運艦隊の活動を見れば、通常のＧＰ戦力ではまず検挙は難しいだろうね。確実に幸運艦隊を捕捉破は壊かいできるのは守蛇怪だけとなる……。今回の守蛇怪による殲滅が、ダ・ルマー側にどう影えい響きようするかだね」

「守蛇怪に対する敵てき愾がい心しんを煽あおれ、という事ですか……」

　美守は少し憂ゆう鬱うつな表情をした。

「確かにダ・ルマーが守蛇怪に敵愾心を持てば持つ程、再建されるであろう幸運艦隊の目標は守蛇怪に集中するはずです。しかし……」

　しかしそれは西南に対する敵意を増長させる事になる。守蛇怪が巨きよ大だいなギルドの集中攻こう撃げきを受ける事となるのだ。

「こちらでも幸運艦隊の設立を考えた方がいいのではないでしょうか？」

「幸運艦隊ってのは、確率の偏りを生み出すモノや人間を集中させた結果だ。攻撃する海賊側と比べ、護まもるＧＰ側は遥はるかに多くの艦隊を所有する必要がある」

「それだけの人材と資材を、ＧＰだけに集中する事は難しいでしょうね。まあ銀河連盟が独裁国家なら可能なのでしょうけれど……」

「海賊稼業に特化された集団だからこそ創り出せるモノ……というわけですね」

「だからこそ、たったひとりで途と轍てつもない確率の偏りを持つ、西南殿という存在は貴重と言えるのさ」

「まさに囮おとり部隊としての真しん骨こつ頂ちようね……。私達にとって西南君の存在こそ幸運艦隊というべきだわ」

　その結論に瀬戸は大きな安あん堵どの溜息を吐ついた。

「そう考えると、西南君って、本当は運が良いのかもしれませんね」

「運が良いのは、あくまで他の人間にとってだけどね。西南殿にとって幸運艦隊との遭遇は不運でしかないんだよ」

「西南君の不運の定義のひとつとして、本人が嫌いやだと感じるモノではないか？　という推測がありましたが、それが正しいと？」

「大きな要素のひとつである事は間違いないようだね。それにその気持ちを増ぞう幅ふくさせているのは、霧恋殿達の存在のようだ」

「巻き込むのを恐おそれている？」

　西南の最大の懸け念ねんは、自分の悪運に他者を巻き込む事だ。囮部隊としての役割は海賊を引きつける事、つまり霧恋達を巻き込む為に活動しているようなものなのだ。

「………西南君らしいですわね。しかし補佐する人間を付ければ付けるほど、西南君自身の運が悪くなるのは皮肉な話ですね」

「でも悪い事ばかりじゃない。これはまだ検証途中なんだけれど、西南殿の確率の偏りを変動させる者がいるって分かったんだよ。この予測はもともと、アイリ殿ん所のエルマって娘むすめのレポートにもあったから覚えているだろ？」

「西南君の確率に、影響を及およぼす何らかのファクターが存在するのではないか、というあれですね」

「…………」

　と、それを聞いた美守は『ぬるぬる君』に集たかられた事を思い出して顔をしかめ、瀬戸は小さく笑った。

「霧恋殿達の中に一人、或あるいは複数人、確実に西南殿の確率補正する者がいる。それが誰なのかはこれからの検証が必要だけれど、数値的には完全に西南殿へと向かうファクターを別方向へとシフトさせているみたいだ。……まっ、その結果どういう現象が起こっているのかも、検証してみないと分からないけれど、何か心当たりはない？」

「そうですね……西南君の事なら、やはり霧恋さんに聞くのが一番だと思いますよ」

「いえいえいえ！　私、私っ！　やっぱり西南君を一番知っているのは私です！　だから数値の検証は私めがっ！」

「遥よう照しよう殿も、いつまでこんなのを放し飼いにするつもりなのかしらねぇ？　天地殿も宇宙の事情を知ったんだし、向こうに入いり浸びたっても、さほど問題は無いでしょうに」

　唾つばを飛ばし、顔が今にも触ふれるくらいに近付いて熱弁するアイリから視線を逸そらし、鷲羽は困こん惑わく顔でそう言った。

「アイリ様が別の意味で、西南君の悪運を増大さているのは確かですしねぇ」

「そういや西南殿が遥照殿に、アイリ殿を何とかしてくれ、って苦情を言ってたって聞いたねぇ」

「そそそっ、それと私が西南君の事をよく知っているって事とは、全然関係ないじゃありませんか！」

　さすがのアイリもこのメンツの中では子供扱あつかい、振ふり回される側だ。

「何だったら、私が遥照殿をアイリ殿が出会った頃ころの姿にしてやってもいいんだよ。前に魎呼でも実験済みだから簡単だ」

「西南君の事なら、霧恋さん以外なら天てん女によさんがよろしいんじゃありませんか？」

「うん、それが適切だろうね。ちょうど今、守蛇怪のチェックをして貰っているところだから、後で聞いてみよう」

「はいはいはい！　天女ちゃんは私の部下です！　だからだから……ああ、もちろん遥照君の事もお願いします！」

「「お黙だまり！」」

「はい……」

　切れ気味の鷲羽と瀬戸のダブルで言われれば、アイリは黙るしかない。

「では、西南殿にはしっかりとダ・ルマー達を引きつけて貰もらいましょう」

「向こうが本気になった場合、幸運艦隊以上の敵と戦う事となるかもしれませんが、その対策はあるのですか？」

「問題はいかに遭そう遇ぐうするか……いかに逃げられないようにするかだからね。向こうが戦う気になるなら好都合だ」

「この際使えるモノは何でも使いましょう。ホッホッホのホ」

　瀬戸もようやく幸運艦隊にやられたショックから抜ぬけ出せたようだ。

「クスッ。美守殿の懸念は判るけれど、今回の戦闘で多くのデータが取れたから、対幸運艦隊用にいろいろと対策はとれるさ。もちろんそれでも油断は出来ないけれど、何より西南殿達には豊富な戦闘経験がある」

「確かに西南君の、咄とつ嗟さの危機的状じよう況きようの対応力は並みじゃありません。ましてや一度経験をしたモノに対する力はそれ以上だという事は、守蛇怪一号艦かんのデータ検証でも明らかですが……」

「それになんだかんだ言っても、霧恋殿達の対応力も大したものだよ。さっきは言わなかったけれど、もし搭とう乗じよう員が霧恋殿達じゃなかったら、今の守蛇怪でも百パーセント逃にげられただろうからね」

「……それでも西南君に関しては、絶対という事は在ありませんよ」

　美守はどうしても瀬戸や鷲羽のように楽天的にはなれない。それはこのメンツの中で唯ゆい一いつ、科学者としての興味の部分が無いからだ。

「とにかく持たせられる物は最大限に持たせてあげましょう。鷲羽ちゃんはデータ解かい析せきを急いでちょうだい」

「了りよう解かいだ」

「そうそう！　ところで今回の英えい雄ゆうさん達は今どこに？」

　思い出したように、瀬戸は扇せん子すをパンッと閉じた。

「守蛇怪と同じ所で身体検査を受けています。その後はそこで待機となる筈はずですが？」

「いえね。せっかくの休きゆう暇かを切り上げて帰って来て貰ったわけでしょう？　だから今回のお手て柄がらを含ふくめて、ちょっとしたご褒ほう美びをあげようかなって」

　瀬戸はそう言うとニンマリと笑った。




　ガチャガチャ！　ゴトン！

「旦だんさ～～～～ん!!」

　アイリ秘密研究所の隔かく離り室で待機をしていた西南達の元に、食事や消毒した衣服の搬はん入にゆう搬はん出しゆつの運うん搬ぱん用入り口からＮＢが飛び出してきた。明らかに自身が発した効果音と共に出て来たその様子は、大きなガチャポンに似ていた。

「……そういやこいつが居たな」

　雨音がうんざりとした表情でそう言うと、霧恋達も困惑気味に目を閉じた。その霧恋達の気持ちに呼応するかのように、

「ミギャッ！」

　と、間かん髪はつ入れずにＮＢに突とつ進しんした福は、見事な蹴けりをＮＢに叩たたき込んだのだった。

　　　　×　×　×

「クッ！　このケダモノめが、生意気な！」

　アイリは格かく闘とうゲームでもしているかのように、ジョイスティック型のコントローラーでＮＢを操作していた。その様子は『大人おとな気げない』という形容がピッタリだ。

「クッ！　このっ！　このっ！」

「あんなのが取り憑ついてるんだから、おチビちゃんが西南殿を守ろうとして必死になるのも当然よね。ねえ鷲羽ちゃん……キルシェ殿以外はコントロール出来ないようにしておくべきじゃない？」

「ん～～～～……まあ、あれはあれで福のいい訓練になってるんだよねぇ」

「酷ひどい母親だわ」

　瀬戸は福に同情し、天を仰あおいだ。

「これも母の愛ってやつさ。それに必死で西南殿を守ろうとする娘の姿ってのは、実にいじらしくて可愛らしいとは思わないかい？」

「ん……それもそうね」

　母の愛（？）の前には、瀬戸の同情心も一いつ瞬しゆんだ。

「しかしお二方、これではいつまでたっても本題に入れませんよ」

　西南達への通達はアイリが自分でやる、と言い張っていたのだ。もちろん西南の直属の上司はアイリであるため、鷲羽も瀬戸もその事に異論はなかったし、少しはご褒美をあげなくては、動物は言う事を聞かないものだ。

「確かに、あっさりと当初の目的を見失うのは、あの子の悪い癖くせだよね」

「決着がつくまで待ってるのもだるいわ。ここは最初の予定通り、美守殿にお任せしましょう」

　こうしてアイリは自じ業ごう自得的に、ご褒美を取り上げられたのである。







「ええっ!!　イムイム本星で特別休きゆう暇か??」

　美守から特別休暇の話を聞いてその場に歓かん声せいが上がった。もっとも正確には西南と霧恋を除く女性達が、である。

　西南はその意味が判らず、霧恋は逆にその意味を知っている為ため、血相を変えていた。ちなみにＮＢは、福が地球で覚えた三角飛びの秘技による、死角からの蹴りを食らって機能停止し、床ゆかに転がっていた。

「しかも、貸し切りでって……マジですか!?」

　女性達の目がキラキラと輝かがやいてる。

『丁ちよう度ど、シーズンオフという事もあって、瀬戸様のお計らいでね』

「貸し切りという事は、当然……」

『本島に宿しゆく泊はくという事になるわね』

「!!」

　その意味を知っているのであろう者達は、小さくガッツポーズをした。

『ホホホ、あそこの定員は二十名ですから、友人を誘さそってもいいですよ。期間は二週間。イムイム本星の周回ステーションへチェックインした時が任務解除、チェックアウトが任務復帰となります』

「ではまるまる二週間という事ですか？」

『西南君の休暇を切り上げたお詫わびも込めてね。守蛇怪のメンテナンスが終しゆう了りよう次第、出発なさい』

「了解です！」

　さっさと切り上げたいとばかりに、雨音達は西南が手を挙げる前に、ビシッと敬礼をした。美守は苦笑しつつ、それでも彼女達の気持ちを察し、敬礼を返し通信を切った。

「おっしっ！」

　雨音は通信が切れたと同時に、拳こぶしを大きく握にぎった。

「定員が二十名って事は……福って一名になるんですかね？」

「おっ、おい西南、ここにいる以外、誰だれか連れて行こうっての？」

「えっ？　ああ、俺のチームメイトの奴やつが、前にイムイムの事を熱心に言ってたから……何かまずいですか？」

「う～～～ん」

「いいえ！　問題はないわよ！　是ぜ非ひ誘さそってあげなさい！」

　考え込む雨音を押し退のけるように霧恋は前に出た。

「おい、霧恋！」

「貴女達が何を考えているか知らないけれど、西南ちゃんはまだ未成年なのよ。向こうに行ったからといって、普ふ通つうの休暇を過ごすだけよ」

「ちょっと待て！　だけど向こうは……」

「シークレットウォールだってあるんだし、問題ないわよ！　だったら西南ちゃんのチームメイトや、知り合いを呼んだ方が楽しめるでしょ？」

「逆にまずいんじゃないのぉ……西南だけならいざ知らず、他にも未成年の男の子達を連れて行ってさ？　イムイムなんだぜ？　しかも本島にさ」

「だっ、だけど……」

「どちらにしろ、西南君のチームメイトもクラスメイトの子達も、全員、研修中なんじゃないですか？」

「えっ…………ああっ！」

　エルマの指し摘てきに全員が、『あっ』と声を上げた。

「おおっ！　そういやそんな時期だっけ。守蛇怪の任務に就ついてたから、すっかり忘れてたわ………で、どうする？　西南は他に誰か当てがあるの？」

「そうなるとクラスメイト全員がダメという事ですから、俺の知り合いなんて……」

　一瞬、美み希きとそのチームメイトの女の子達の姿を思い出したが、西南は小さく頭を振ふってその記き憶おくを消した。どちらにしろ誘う理由が難しい。

「……いませんねぇ」

「だろうね。珀はく蓮れん達はどう？」

「私達も、そういう知り合いとなると難しいです」

　珀蓮達の知り合いといえば、樹雷の女によ官かん達くらいしか居ない。いろいろと顔が広いのは玉ぎよく蓮れんだが、霧恋の二つ名である『ケルベロス』の本能を全開にさせるだけだ。

「それに定員の残り人数を考えると、一人あたり一名ないし二名程度では……」

「それもそうだよなぁ……」

「私は無理だから、その分、他の人が増やしてもいいわよ」

　ネージュは福をあやしながら言う。

「エルマは？　リョーコの知り合いでもかまわないわよ」

「アイリ様の秘書の人達か、後は人間狩がりの連中になりますね。リョーコの方は全員、表立って動けませんし……。だいたいこのメンバーと一いつ緒しよとなると、結構難しいですよ。一番伝つ手てがありそうなのは雨音さんじゃありませんか？」

「イムイム本島じゃなきゃ、いろいろと当てはあるんだけどねぇ……考えてみれば結構、人選が難しいよな。そういう霧恋はどうなんだよ？　あんただって顔が広いんだろ？」

「わっ……私も…………すぐにこれって言える人は……。定員が二十名じゃ、私達以外には十人くらいしか呼べないし……」

「霧恋様、私達は遠えん慮りよいたしますから、ご家族をお連れになってはいかがでしょう？」

「えっ!?」

　霧恋は珀蓮達の申し出に戸と惑まどい、しかしすぐに意を決した。

「……ありがとう。でも、みんなで行きましょう。後は……あっ！」

　霧恋はふとネージュと遊んでいる福の方を見た。

「そうだわ！　天地君達はどうかしら？」

　　　　×　×　×

「ええ、そういう事で……すみません。せっかく誘っていただいたんですが……。ええ、皆みなさんで楽しんできて下さい」

　天地はそう言うと、残念そうな顔でこちらを見ている霧恋の映ったモニターをサッと切った。

『ありがとう。無理を言ってごめんなさいね』

　そう声をかけて来たのは、先程まで霧恋が映っていたモニターのすぐ横、霧恋が通信をして来る少し前から表示されていたもう一つのモニターに映る水穂だった。

「いいんですよ。俺としても協力を拒こばむ理由はありませんからね」

　そう言ってニッコリと笑みを浮うかべる表情は、遥照やアイリに通じるモノがあった。

『はあ……天地君も染まってきたわねぇ』

　血筋のなせる業わざか、水穂は少し複雑な気分だ。

「西南君の為になると思えばこそですよ。俺だって西南君と霧恋さん達がうまく行ってくれれば、って思いますから。それに畑仕事が忙いそがしいのも事実です」

　　　　×　×　×

「……ダメだったみたいですね？」

　がっくりと肩かたを落とした霧恋を見て、西南はそう声をかけた。

「畑仕事が忙しくて、二週間も家を空あけられないそうよ」

「ああ……確かに地球は夏場ですから、そうなんでしょうね。行けるとしたら日帰りで、近くの海くらいかな？」

「仕方ないわね。今回は守蛇怪スタッフだけで行きましょう」

　霧恋もきっぱりと頭を切り換かえた。

「よしっ！　そうと決まったらさっそく準備……っと、そういや私達って、いつ解放されるんだっけ？」

「イムイムに到とう着ちやくしてチェックインした時からが休みなんだから、焦あせる必要は無いでしょう？」

「だって新しい水着だって、夏物の衣類だって買いに行かなくちゃならないでしょ？」

「そうね……じゃあ、天女様に聞いてみるわ」

　西南達が解放されたのは、それから十二時間後だった。




　アイリと美守が持ち場に戻もどって行った後、瀬戸と鷲羽はまだその場に残っていた。それはこれから話す内容を他の二人に聞かせたくないからだ。

「タラントの居場所が判わかったというのは本当？」

「ああ、奴の船の動力源が、あの宝ほう玉ぎよくのレプリカって判ったからね。ならばシールドさえされていなければ、探知するのはそう難しい事じゃないさ」
















「なるほど……西南殿どのにやられて逃にげ出した時……」

　ダイダロスが撃げき破はされた時、宝玉レプリカにプログラムされていた防衛本能が発動し、タラントを連れて脱だつ出しゆつしたのだ。その際に宝玉レプリカを覆おおっていた甲こう殻かくシールドが排はい除じよされたのだ。

「再びシールドはされたみたいだけれど、恐おそらくここからは移動はしていない」

　鷲羽はそう言うと、座標が示されたモニターを瀬戸の前に表示した。

「ふむ……でも残念。多分ここはタラントの本ほん拠きよ地ちではないわね。こちらがいくつか予測した範はん囲いのひとつが特定されたに過ぎないわ」

「奴もそこまで迂う闊かつな奴じゃ無かった訳だ。まっ、どちらにしろ状じよう況きようが整わないうちに本命の巣穴に逃げ込まれても困るんだろう？　もちろん場所の特定が出来る方がいいのだろうけどさ」

「そうね。本拠を潰つぶす時はムジナ連中もろともまとめてやりたいわね。その為ための餌えさもある事だし……!!　おっと、ごめんなさいね」

「餌をまいたのは他ならぬ西南殿だからね……あの子にとってもいい試練さ。ましてやそれに十分見合うだけの結果があるとなれば……ね」

「そう言ってくれるとありがたいわ。ところで再シールド後の探知は出来るかしら？」

「レプリカといっても低レベルの粗そ悪あく品だからね。奴が九十八時間そこに留まっていれば何とか探知は可能だと思うけれど」

「常に移動しているダイ・ダ・ルマーは無理か……」

「高度シールド格納庫に入ってても無理だしね」

「そううまくは行かないってわけね」

「私の報告は以上、お終しまい。あとは……瀬戸殿の仕事だ」

　鷲羽は立ち上がると、後ろ向きのまま手を振りながら転送ゲートへ入って行った。

「……水穂ちゃん、聞いていたわね？」

　瀬戸の独り言のような問いに、水穂が映ったモニターが間かん髪はつ入れずに起動した。

「船ふな穂ほ殿に指揮を、一個中隊を十二時間以内に出しゆつ撃げき。詳くわしい指令書は後で送るけれど、拠点での調査を主とし、タラントの捕ほ獲かくはしないように」

『了りよう解かい』

　水穂はすぐさま手配を済ませると、再び瀬戸の方を見た。

『しかしよろしいのですか？　相手に警けい戒かいをされては、後々面めん倒どうなのでは？』

「タラントをその拠点から追い出すのが目的よ。もちろん諸もろ々もろの証しよう拠この始末は本人にさせるように仕向けてね」

『確かに……そういう繊せん細さいな作業は、美み砂さ樹き様向きではありませんね。ではいよいよダ・ルマーギルドとタラントを引き離はなそうと？』

「今回特定された場所は、アル・シャンク、ラディ・シャンクの記憶データでは見つけられなかった場所。そこが襲しゆう撃げきされれば、自分の根こん拠きよ地を危険に晒さらしたくない奴やつは……」

『次に逃げ込む先はダ・ルマーギルド、ダイ・ダ・ルマーですね』

「今まで奴はギルドを盾たてとして自分の秘密を温存してきた。けれど樹雷がタラント討とう伐ばつに本気になったと知れば、ダ・ルマーギルドに今の奴を守るメリットはあまり無いでしょうからね」

『さぞやギルドにとっては迷めい惑わくな話なのでしょうけれども……でもギルドという形態を取る以上、邪じや険けんには出来ないのではないでしょうか？』

「とはいえ、諸手を挙げての歓かん迎げいも出来ないでしょう？　あのプライドの高い男にとっては、さぞ屈くつ辱じよく的な話でしょうね」

『あまり追おい詰つめると、逆に危険なのではありませんか？』

「危険は承知……でも大だい丈じよう夫ぶだと思うわよ。奴に首輪を付ける奴……というより首輪の鈴すずかしらね？　その連中が居るからすぐにどうという事はないでしょうね」

『了解しました』

　水穂はそう言うと深々と礼をし、通信を切った。瀬戸が一度指令を出せばよほどの事態急変でもない限り命令は撤てつ回かいされない。それでもなお水穂が質問をしたのは、この水穂と瀬戸のやりとりが、ある意味、作戦指令書となるからである。

「さて……後は天てん南なん家がどう動くか、ね」




　西南達がアイリの秘密研究所から解放される少し前、

「こういうの好きだよな、霧恋……」

　地球への帰省時と同じようにブリーフィングリームに集められた雨音達、守蛇怪乗務員の女性達は、壇だん上じように立つ霧恋を生暖かい目で見つめていた。

「別に好きでやっている訳じゃないわよっ！　それに長々と言うつもりもないわ」

　霧恋は雨音達を一いつ喝かつすると、小さく咳せき払ばらいをした。

「二週間のイムイムでの休きゆう暇かをいただいた訳だけれど、みんなも知っているようにイムイムは特とく殊しゆな環かん境きよう下にあるわ。私達、女性だけなら問題はないけれど、そこに艦かん長ちようが加わるとなるとそうはいかない事は判っているわね？」

　霧恋の言葉と共に、イムイム星の映像が大きく表示された。

　　　　×　×　×

「……正式名は樹雷資源惑わく星せい一一七号。通つう称しようイムイム……。資源だけでなく、観光地にもなっとる」

　別室では霧恋達と同じように、ＮＢによるブリーフィングが行われていた。観光という事で、最初に情報を与あたえる事を渋しぶったＮＢだったが、西南の特性上、知らない場所に初見で行くのは危険だという事で、ようやくイムイムの説明を始めたのだ。

「見ての通りイムイムは、あちこちに大陸サイズの浅あさ瀬せはあるものの、島すら無い水に覆われた星や」

「でも今度行くのはイムイムの本島とか聞いたぞ？」

「これを本島と呼べるかどうかは疑問やけどな」

　そこに映し出されたのは、二十メートル程の木が生えた小さな砂すな浜はまの島だった。その周囲は三百メートル程しかなく、一つが数メートルから数十メートル程の、四角に加工された巨きよ石せきが十数個、散らばるように海から突つき出ていた。

「これが本島？」

　その映像から西南は危険な場所を瞬しゆん時じに判断してゆく。もちろん現地で実際に見て最終的な修正をするのだが、それでも前もってその光景を見ているのと見ていないのとでは危険度は段だん違ちがいだ。残念ながら初見の感動は薄うすれてしまうが、現地で怪け我がでもして休暇をフイにする事の方が問題だ。何しろイムイムでの休暇と聞いて、他のクルー達のはしゃぎっぷりを見ていただけに尚なお更さらだ。そこに水を差すのは何としても避さけたい。

「イムイムには衛星があるよって、その影えい響きようで潮の満ち引きはあるんやけど、あまり高低差は無いよってな……最大に潮がひいても、島の周囲はさほど変われへん。周りに点在しとる岩を入れても、島と言うより岩がん礁しようといった感じやな」

「それにしても……結構大きな木が生えてるってのが違い和わ感かんだよな。後植えされた木なのか？」

　島から生えている木は、地球の広葉樹のようで、とてもこのような場所に生えるような感じではない。しかもその木にはちょっと深めの皿を二つ合わせたようなツリーハウスがあり、それが更さらに違和感を生んでいた。緑は狭せまい岩礁に比べて豊富で、木の下には芝生しばふのような下草と、巨石には巨きよ大だいなツタとたくさんの枝葉が密生していた。

「意外やろうけど、これらの植物はイムイムの土着のモンでな。地上に生えとるモンも含ふくめ、全種類、海草が進化したモノなんや」

「これ、海草なのか？」

「せや。特にツタのように見えるモンとツリーハウスがある樹は同じ種でな、最大で二百メートル程の水深から水面まで成長するんや。んで、この種の最大の特とく徴ちようは、海水を取り込んで塩とミネラルを吸収して真水を排はい出しゆつするんや」

「へえ……塩を取り込むなんて珍めずらしいな。塩って植物に……あっ、この場合は海草か……で、それは害にならないのか？」

「地球はどうか知らへんけど、イムイムや樹雷には塩を栄養源にしとるモンは結構あるんやで。んで、イムイムの飲料水は全部この樹が排出するモンを使うんや」

「全部って……どの程度の量を排出するんだ？　あっ！　もしかして定員ってそこから決まってるのか？」

「十分な余よ裕ゆうはあるけどな。まあ、後は向こうに行けば分かるさかい」

「ケネスはイムイムって何か特別な楽園みたいな風に言ってたけど……あまりそんな感じはないけどなぁ……。確かに綺き麗れいな場所だけど」

「水を排出する海草は星の全体に分布しててな、その樹を中心に数名から五十人弱の小規模の宿しゆく泊はくコロニーが点在しとるんやけど、規模的に使えるコロニーは星全体では千程しかあらへんのや。特に本島周囲三千キロには一つもコロニーは無い。当然宿泊できる人数も限られとる。イムイムが聖地のように言われとるんは、そこをイメージした観光施し設せつにあるんや。アカデミーにもあったやろ？」

「ケネスが偽にせチケットを摑つかまされたあれか？」

「ケネスはん、相変わらずアホやな」

　さすがのＮＢもちょっと呆あきれたようだ。

「……まあ、ああいう施設はいろいろと過度な演出をするもんやからな、それで変なイメージが広まったんやろうな」

「ハワイでもないのにハワイアンセンターとかあるもんな」

「旦さんが何言うとんのかワイには分からへんけど、本来のイムイムにはああいう場所のように、過度な演出とかは無い。そこに在あるんは絶対的な海の景観なんや」

「見み渡わたす限り海って事か……まるで漂ひよう流りゆうしてる気分だな。それはそれでなんか怖こわいな」

　地球上でもしそういう環境に居たなら、確実に脱出は不可能だ。

「滞たい在ざい中、一切他の人との交流無しに生活するんも可能やけど、生活に必要なモンは転送されて来るし、監かん視し衛星が有るよって、緊きん急きゆう時の対処は問題あらへん。それに過度な演出は無い言うたけど、希望すればいろいろな娯ご楽らくイベントも用意されとる。大きな声では言われへんけど、お互たがい隔かく離りされたコロニーやからな、宿泊者自身もいろいろな目的で使用する。例えば、全く見知らぬ男女が泊とまるっつう、お見合いや合コンみたいに使うんもあるし、十八禁なイベントもよく開かれとるっつう話や……まあ、そこら辺が楽園という印象が定着した原因かもな」

「……なんだかんだ言って、他の星に造られた施設の過か剰じよう演出って、結局、元げん凶きようはイムイムなんじゃないのか？」

「誤解せんよう言うとくけど、イムイムは子供も宿泊するよって、基本的にはごく普ふ通つうの使われ方しかせえへん。まあようあるやろ？　本来は宗教なんかの地味な行事やったもんが、他の所ではお祭りのようになってもうた、とかな」

「日本のクリスマスやハロウィンみたいなものか……」

「向こうに行ったら、何もせんとボーッとしとったらええ」

「ところでツリーハウスの中はどうなってるんだ？」

「……やっぱり説明せなあかんか？　行って驚おどろく方が良うないか？」

「慣れない所に行って怪我したら、元も子もないだろ」

「ああ、旦さんの場合はそうやったな」

　ＮＢは渋しぶ々しぶといった感じで説明を始めた。

　　　　×　×　×

「ツリーハウスの入り口にある螺ら旋せん階段を登った先にあるのは、まずトイレ。その上は大浴場。そしてその上が寝しん室しつだけど……」

　トイレは生分解ジェルの便器が円状に等とう間かん隔かくで三つあり、小はその間の茂しげった生いけ垣がきのような場所にする。風ふ呂ろはドーナッツ状の浴よく槽そうには壁かべはなく、そのまま海が見えている。その上は寝室だがそこもドーナッツ型にぐるりと巨大なベッドがあるだけだ。トイレにも浴室にも寝室にも仕切りのような物は何もない、男女共、全員がそこを使うのである。

「もちろんシークレットウォールはあるけれど、基本的にはトイレもお風呂も寝室も仕切りは無いわ」

　　　　×　×　×

「仕切りが無いって……、そこで一いつ緒しよに生活するのか？　他に泊まれるところは？」

「宿泊出来るとこはそこだけやな」

「そこだけって………ん？」

　何しろ泊まりに行くメンツは、西南以外は全員女性だ。顔を赤らめて戸と惑まどう西南だったが、島の全体映像に切り替かえ、それを凝ぎよう視しし始めた。

「どないしたんや？」

「……うん！　いけるかもしないな」

　困こん惑わく気味だった西南の表情がパッと明るくなった。

　　　　×　×　×

「私らより、西南が変な気を起こしたらどうするんだ？」

　雨音はニヤニヤしながらからかうように言った。

「西南ちゃんは大だい丈じよう夫ぶよ！　絶対に！　だいたい貴女あなた達が過剰に刺し激げきしない限り、そんな事にはならないわよ！」

　貴女達と言いつつ、霧恋の目は雨音と玉蓮をしっかりと見み据すえていた。

「でも霧恋……イムイムが楽園と言われている理由は、お前も知っているだろ？」

「あの樹の排出する水と、樹液に含まれる芳ほう香こう成分が肉体と精神に作用して、リラックス効果と幸福感を与えるんでしょ？」

　それこそがイムイムを楽園と言わしめているモノの正体だ。イムイムの絶大な保養効果は、景観とそのアロマ成分が有ればこそなのだ。ちなみにＮＢはその事を意図的に説明していない。

「なんだったら解げ毒どく剤ざいを飲んだっていいのよ」

「おいおい、そこまでするかぁ？」

「そうですよ。そんな事をするなら、あそこへ行く意味なんかありませんよ」

「あの樹の成分だってさほど強い作用を生む物ではないのよ。私達が使っている香こう水すいに含まれる物の方が、強い作用をする物だって有るわ。つまりね。あまり浮うかれて羽目を外さないようにって言ってるの！　ちゃんとした年長者にふさわしい行動をとってくれるなら……私だってそんな無ぶ粋すいな事を言うつもりはないわよ」

「まあ、そうなんだけどなぁ……」

　雨音達が煮にえ切らない感じで口籠ごもっているのを見た霧恋は、

「みんな地球で西南ちゃんのご両親に会ったわよね」

　ダンッと、机に拳こぶしを叩たたき付けた。

「!?」

「私達はそのご両親から西南ちゃんを預かっているの。お二方の、吉よし子こちゃんの目を面と向かって見られないような行こう為いはするなって事よ、分かった!?」

「了りよう解かいしましたっ！」

　さすがの雨音達も、西南の両親の事を言われると冷静になってしまう。西南の両親という肩かた書がきよりも、あの西南を育て上げたという事に対する尊敬の念が強く、雨音達は一いつ斉せいに立ち上がると、霧恋に敬礼をしながらそう言った。

「よろしい！　これで私の話はお終い。節度ある行動で楽しみましょう」

　霧恋はその様子を見て、満足そうに頷うなずいた。







　　３「悪党達の憂ゆう鬱うつ」







「何っ!?　タラントの基地が樹じゆ雷らいの強きよう襲しゆうを受けただと？」

　ＧＰに巣くう黒くろ幕まく達の間に動どう揺ようが走り、その事実に対して声を荒あらげた。

「図はからずもタラントの生存が確認された訳だ」

「ダイダロスを撃げき沈ちんされ、逃にげ出したところをつけられたらしいですな」

「ふん！　所しよ詮せんは若造だな」

「問題は奴やつがどうなったかだ！　それ如何いかんでは、我われらとのつながりを知られる前に手を打たなければならぬのだぞ！」

「無事……という言い方は何ですが、逃げ果おおせたようですな。証しよう拠こになる物も処理されたとの事です」

　吟鍛なきたの言葉に黒幕達からは安あん堵どのため息が漏もれた。もちろんそれは己の保身の心配であって、断じてタラントの身を案じた訳では無い。

「そうか。それでいま奴はどこに居るのだ？」

「恐おそらくダイ・ダ・ルマーに逃げ込んだものと……。それよりも皆みな様さまをお呼びしたのはもっと重要な報告があったからです」

　吟鍛はそれぞれの黒幕達の前に、あるデータを表示した。

「!!……これは事実なのか!?」

「はい」

「よし、吟鍛！　すぐにでも守かみ蛇だ怪けを接収して……」

「お待ちください！　接収などはいつでも出来ます。しかしあれをどうお使いになるおつもりですか？」

「どう使うかだと？」

「ふむ……吟鍛の言う通りだ。我らの物としたところで、どんなに高性能でも一艦かんでは役にはたたんし、かなり扱あつかい辛づらい艦のようだしな。技術を調べるとしても、それが出来るのはアカデミーの哲てつ学がく士……我らの子こ飼がいの者でそれが可能かどうか」

「どちらにしろ接収という事態になれば、樹雷やＧＰ、他の勢力だとて黙だまってはいまい。いま迂う闊かつに動いても、すぐさま取り上げられるだけだ」

「ではこの情報もさほど役にはたたんというわけだ」

「他にあれを解かい析せき出来る可能性があるのはタラント……でしょうな」

　ガッカリしたような黒幕達に、吟鍛は一言、呟つぶやくように言った。

「そうか！　奴ならばこの餌えさに食いつくぞ！」

「それならば、ダイダロスの技術と建造施し設せつと引き替かえにしてはどうだ？　我らにとってはダイダロスの技術の方が有用だ」

「若造のオモチャにするには過ぎた物ではないか？　奴があれを使って暴走すれば、手がつけられなく恐れがあるぞ」

「霧きり恋こからの報告では、あれはそう簡単にコントロール出来るような艦では無いとの事だが？」

「それはそうだろう。何しろ皇おう家けの船と同じく、意志を持つ生体コンピューターが動かしているのだからな。恐らくその生体コンピューターにしても、かなり高度なガードが施ほどこされている筈はずだ」

「ふむ……そうなると補助システムで動かすしかない訳だが、それこそ霧恋の報告では、動かせても本来の能力とは遠く及およばないものとの事だからな」

「複製を作られる恐れはないのか？」

「儂わしの子飼いが面白い事を言っていた事がある。白はく眉び鷲羽わしゆうが弟で子し達に残した『ラプラスキューブ』という物があり、それを解析出来れば白眉鷲羽の持つ知ち恵えの一いつ端たんを垣かい間ま見みる事が出来るという代しろ物ものだそうだ。だがそれは現在まで哲学士を含ふくめ、まだ数名しか解析出来ていないらしい」

「それならば儂も聞いた事があるぞ。それすらも白眉鷲羽にとっては、ちょっとしたお遊びレベルの物らしいな」

「つまり守蛇怪を解析、複製する事は、タラントの持つ技術班が優ゆう秀しゆうでも、不可能だと考えてよいという事か」

「少なくともかなりの時間がかかるのは間ま違ちがいないだろうな」

「ならば奴のオモチャには丁ちよう度どいいという事だな。それに今回の件は奴のダ・ルマーギルド内での地位を失しつ墜ついさせるものだ」

「守蛇怪を餌にすれば、約束手形だけでダイダロスの情報を先に出させる事も可能となるかもしれん」

「ダイダロスで構成された艦かん隊たいか……悪くない。上う手まく事が進めば……」

「フッ……そこから先はダイダロスのデータを手に入れた時に考えればよい。守蛇怪については、動く時期とやり方を慎しん重ちように選ぶべきだな」

「そうだな、フフフ……」

　それでも黒幕達は自分達の描えがく未来図に、嬉うれしさを堪こらえきれない様子だった。




　タラントの噂うわさは海かい賊ぞく達の間にも瞬またたく間に広がっていた。

「お頭かしら、タラントの事、聞きましたか？」

　ガズラ艦の新米は嬉しそうにガズラに話しかけた。

「ほお……タラント、ねえ。ちょっと前まで崇すう拝はいさえしていた相手を呼び捨すてにするようになったんだから、こいつも少しは成長してるって事か？」

　ガズラは新米の事をからかうように、他のブリッジクルーに顔を向けた。

「お頭ァ……その事は言わないで下さいよ」

「褒ほめてるんだよ。お前のちょっとした成長と比べ、奴の凋ちよう落らくっぷりは急降下だな」

「山やま田だ西せい南なにダイダロスを撃沈された上、樹雷の強襲を受けたのが決定的でしたね。とはいえ狂きよう信しん的な信者はまだかなり居るみたいですが……」

「だが奴のカリスマ性は確実に落ちている。もう以前程の影えい響きよう力は無いだろうさ。もちろん狂信者ってのは危険な存在ではあるが……あの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした、本物の力の前ではさしたる障害にはならないだろうよ」

「それは俺にも何となく判わかります」

「よしっ！　判ったところで、そろそろ仕事に戻もどれ」

「了解！」

　褒めてもらった事が嬉しいのか、見習いは機き嫌げん良よくブリッジから出て行った。それを見送るように、ベテランブリッジ要員が話しかけて来た。

「でもお頭。正直、あの本物の力ってやつは、海賊の俺達にとってはありがたくないものですよ……。例の実験艦隊もやられてしまったという噂ですし」

「ふむ……確実にダ・ルマーギルドの権けん威いにも影響が出始めているようだ。何しろ簾れん座ざの海賊ギルドから、ありがたくて涙なみだが出そうな援えん助じよの申し出があったみたいだしな」

「マジですかい？　ったくロボット使いの連中が偉えらそうに！　あんな非効率な巨きよ大だい人型兵器を使っている奴らに助けてもらったら、恥はずかしくて自殺モノですぜ」

「奴らのロボットに関しては……ありゃあ、一種の宗教みたいなモンだからな。連中だって通常は普ふ通つうの船を使ってる」

「宗教ねえ……偶ぐう像ぞうという意味では、確かにそうかもしれやせんね」

「だがその力は侮あなどれねえぞ。俺が見たのは古い資料映像だったが、出現時に重量震しんを引き起こしてやがったからな」

「それってまさか!?」

「中には皇家の船に匹ひつ敵てきする奴もいるって噂だ。それより連中がこの時期に、援助の話を振ふって来たのは、こちらを連盟の盾たてにしておきたいからだ」

「さすがに連中も、簾座と連盟の二つを同時に相手にはしたくはない、ってところですかね？」

「そういう事だ」

「しかしこちらも連中に心配される程、落ちぶれちゃいやせんぜ。海賊の支配域だって、まだまだ大きな勢力を持っていやすしね」

「だがここ数千年って期間で見れば、でかいギルドが、いくつも消しよう滅めつしている。何となくだが、海賊っていう形の衰すい退たいを感じるのは確かだな」

「…………それは、そうかもしれやせんね」

　その時、ガズラ直通のコール音が鳴り、会話は中断された。ガズラは急いで自分の席に着くと、シークレットウォールを張った。

『お世話になってま～～～ス』

　いきなり画面に現れたのはクルルカ・パン・ドーラだ。

　クルルカはガズラの顔を確認した途と端たん、モニターから退ひいた。その後ろにはちょっと困こん惑わく顔のイアン・ノーザンが座っていた。

「相変わらずだな、あんたンとこの嬢じようちゃんはよ。だがさすがに葉巻を鼻の穴に突つっ込こんで出て来なくなったのは、進歩と言えるのかな？」

『俺がさんざんっぱら苦労して躾しつけられたのは、そこまでだがな』

「いいんじゃねえの？　あの嬢ちゃんはあれでよ、クックック」

　疲つかれ切った表情のイアンを見て、ガズラはたまらず笑い出した。

『そう言ってくれる奴が多いのが幸いだが……おっと！　余計な話をしていると、話が長いって通信を切られちまう』

　イアンは苦笑しながらチラッとクルルカの居る方を見た。

『今日連れん絡らくしたのは、ちょっとした挨あい拶さつでな。今後、そちらとの取引は天てん南なん財ざい閥ばつが一いつ括かつして取り仕切る事となった』

「天南財閥だと？　どういう事だ？」

『俺も数日前に説明を受けたばかりだが……天南財閥とダ・ルマーギルドとの間で、独どく占せん商取引契けい約やくがまもなく締てい結けつされる。今までは個々に行っていた取引は、全て天南財閥を通して行われるんだそうだ』

「ちょっと待ってくれ」

　ガズラは特選艦かん長ちよう権限でしかアクセス出来ない、インフォメーションボードへとアクセスした。

「……なるほど。お前さんの言う通りらしい。だが銀河連盟やＧＰはどうする？　いくら天南財閥といえど、隠かくし果おおせる筈もないだろう？　それとも連盟から離り反はんでもしようってのか？」

『お前さんの疑問はもっともだが、非公式ながらこの契約は、樹雷と世せ二に我わが了りよう承しようしているって話だ』

「おいおい……ギルド共々、天南に騙だまされてるんじゃねえのか？　あそこはがめつい商売をするところで有名だからな。知ってるか？　以前、コマチの所で天南本家の息子むすこを人ひと質じちにしてたんだが、がめつく値切って来て、なかなか決着がつかなくてな、交こう渉しよう担当が次々にノイローゼで交代して、最終的には三人程被ひ害がいにあったって話だぜ」

『そりゃ気の毒に。何しろ天南特例って、冗じよう談だんみたいな法律があるくらいだからな……まあ、俺にだって独自の調査ルートはあるし、特に樹雷にはちょっとしたコネもある。そこに確認もとったから間違いはない』

　イアンは自信満々だ。だがそれも当然である。なにしろ情報の出所は『瀬せ戸との金庫番』『ハイエナ部隊』の立たつ木き林りん檎ごなのだ。

「……で？　今後、お前との取引はどうなる？」

『今までの取引には変化はない。取引の管理や輸送流通関係を天南財閥を通して行うだけだ。こちらとしては首輪を付けられた感じだが、まあ仕方がない。大手とそちらの上が決めた事には逆らえないさ』

「税金か？」

『少々割高にはなるが、悪い事ばかりじゃない。輸送コストは安くなるし、今までよりは確実で迅じん速そくかつ安全だ。俺以外にも海賊と取引をしている連中が呼ばれて、今いま頃ごろ俺と同じように取引先に説明をしている筈はずだ。ＧＰも人質の確実な保護名めい目もくで黙もく認にんらしい』

「……まあ確かに、俺達の取引にはトラブルが多いのは事実だからな。お互たがいの信しん頼らい関係を結べない場合も多い。それをギルドと天南財閥の名で取り締しまるって事か」

『こちらで取り扱あつかってない品物も天南財閥を通せば調達が可能だ。うまく行けば取引の幅はばはグッと広がる』

「民間での交流策か。体ていのいい懐かい柔じゆうだな」

『古い海賊の生き方にこだわる連中も、もう歳だろ？』

「世代が完全に交代するには、まだ時間はかかるだろうがな。まあそこら辺はなるようにしかならんし、俺達が考える事でもないな」

『お互いの商売に支障がない限りは、さほど重要な事でもないって事か。……じゃあ、また連絡をする』

　イアンからの連絡が切れた後も、ガズラはシークレットウォールを解かないまま、じっと考え込んでいた。

「おい！」

　ガズラは二号艦かんの艦長をしている副長を通信で呼び出した。

　　　　×　×　×

「………というわけだが、どう思う？」

『お頭の言う通り、今回の件はギルドとタラントを分断させるのが目的でしょうな』

　それはタラントと近しい関係だったガズラ達だからこそ、気付いた事だった。今回の契約で障害になるのは、銀河連盟に対して極きよく端たんな敵対行動をとる海賊達だ。もちろんいくらでも庇かばいようはあるが、タラントの場合は話が別だ。

『ギルドとしても、まさかヤツが遊んだ後の残ざん骸がいを返す訳にもいかないでしょうし、それでヤツがあの遊びを止やめる訳がないでしょうしね』

「……それにしても何やら焦きな臭くさくなってきやがったぜ」

　ガズラの懸け念ねんはこの契約にギルドが乗った事だ。普通で考えれば、ギルドに大きな利をもたらす事であるのは間ま違ちがいないが、ガズラにはこの事が『溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ』に見えたのだ。

『ダ・ルマーギルドからハブられようとも、シャンクギルドの遺産がある限り、ヤツの暴走は止まらんでしょう。……たださすがにヤツとて、直接ギルド相手に牙きばを剝むく事はないでしょうな。所しよ詮せんヤツは圧あつ倒とう的てきな力を背景にしなければ何も出来ないガキですからね』

「だがこっちに矛ほこ先さきを向ける可能性は十分にある。俺も正直なところ、タラントとはもう一生関わり合いたくはねえと思っていたが……ったく、山田西南もなあ……いっそ完全にヤツの息の根を止めてくれてりゃあ面めん倒どうが無かったのによ」

『そういう意味ではタラントもしぶといヤツですからね。そう言えば、あの時の山田西南に関する懸けん賞しよう金がまだ生きてましてね。その後の加算金も併あわせて結構な額になってるんですよ……』

　山田西南関連のＨＰには、いろいろな被害状じよう況きようが掲けい載さいされている。直接的な被害から間接的なモノまで山田西南に関連する全てが、である。

『そのせいで一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらった馬ば鹿か共が、今も大量にとっ捕つかまってますよ』

「俺達や大量の海かい賊ぞく共の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱして、今回はダイダロスの撃げき破はだ。今までの戦果からすりゃ、まず正せい攻こう法ほうで殺やるのは無理だってのは、馬鹿でも分かりそうなもんだがな」

『たったひとりを殺れば大金が転がり込んでくるんですから、馬鹿も増えようってモンですよ』

「アカデミーに潜せん入にゆうして暗殺か……それだって無茶な話だ。山田西南には、間違いなく国家元首級のガードが付いてるだろうからな。山田西南の二つ名『ローレライ』の意味を知ってるか？」

『山田西南の故郷、地球の言葉と聞きましたが？』

「船を惑まどわせて沈しずめちまう、妖の名だそうだ」

『そりゃまた……何と言うか、言い得えて妙みよう、ってやつですね』

「どんなに経費がかかろうとも、お釣つりが来る程に効果的となれば、国家元首級のガードも付けようってのもんだからな」

『このままギルドの屋や台たい骨ぼねは、少しずつ浸しん食しよくされて行くんでしょうな。もちろん山田西南だけで、そう簡単にギルドが崩ほう壊かいしてしまうとは思えませんが……』

「まあ、このギルドにそこまで愛着がある訳で無し、忠誠心がある訳でもねえ。幹部でもねえ俺が意見など出来ねえしな。……イアンのヤツが言ってた通り、俺の商売にどう影えい響きようするかの方が重要だ」

　ガズラ自身、いくつものギルドを渡わたり歩いてきた。だがその理由は様々だ。性しように合わずに飛び出したところもあれば、さほど理由もなく移動した時もある。自然消滅したギルドもあれば、壊かい滅めつさせられたギルドもある。

　他の海賊達にしても、ギルドとは自身の身を守るための方便だ。小魚が群れを作っているのと同じ、敵に追われてちりぢりになれば、また別の群れを作るだけの事だ。問題は敵の襲しゆう撃げき時に自分がうまく逃にげられるかどうかだ。

『それに……頭かしらの前で言うのは何ですが、タラントよりよほど山田西南の方がリスペクト出来ますからねぇ』

「あの娘とかな……」

　西南を助けようと命がけでやって来たキルシェを思い出す。

「ああいう娘が付いてるってのは羨うらやましい限りだぜ」

『いい仲間を持つってのは重要ですからね』

「仲間か………そういえばあのじいさん、どうしているかな？」

　ふとタラントの下にいた頃ころに交流があった、シャンク一族のメカニックを思い出す。

　タラントやアル、ラディといった者達のせいで、悪い印象を持たれがちだが、大多数のシャンク一族はごく普ふ通つうの常識人が多い。特にガズラと交流のあったメカニック達は腕うでもよく、タラントの無茶な要求で破損した艦を、迅速にかつ完かん璧ぺきに直してくれたものだ。ガズラが思い出していたのは、そのメカニック達を仕切っていた老人だ。

「あのじいさん……俺の所に来てくれりゃあなぁ」

『もしかして、シャンクの所のメカニックのじいさんの事ですか？　確かにいい腕していましたよね。でも頭、あのじいさん、ダードって孫がいましたよね』

　実際はもう少し系けい譜ふ的には離はなれているが、いちいち面倒なので『孫』という名めい称しようで統一している。いわば『子孫』という意味も兼かねているのだ。

「ああ、そうだったな。じいさん自じ慢まんの、シャンク一族特有の銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだをした可愛い子だったが……あんな子がいたんじゃ、無茶は出来ないだろうなぁ」

　有能なスタッフは喉のどから手が出る程欲しいが、その老人に限っては無理な相談だ。なにしろタラントはたとえ親兄弟であろうとも、裏切りには容よう赦しやがない。ましてや一族の下したっ端ぱなどは、家族諸もろ共とも粛しゆく正せいされるだけだ。

　ガズラは目を閉じ、今後の老人と孫の行く末の安全を祈いのった。

『タラントに関しては、落ち目とはいえまだまだ勢力はありますから、ギルドもしばらくは様子見でしょうね』

「そうだな……。だがもう一度、評価を落とすような事があれば、一気にヤツのカリスマも瓦が解かいするだろうがな」

『山田西南に返り討うち、樹雷の強きよう襲しゆうと続けば、さすがのヤツもしばらくは慎しん重ちようになるでしょうよ』

「とにかく情報収集だけは怠おこたらずにな」

『了りよう解かいです』







「以上が幸こう運うん艦かん隊たい全ぜん滅めつの概がい要ようです」

　円えん卓たくに集められたダ・ルマー最高幹部会のメンバー達は言葉を発する事もなく、聞こえるのは溜ため息いきばかりだ。

「……この情報が正しいという保証はあるのか？　聞けば、アカデミーでも上位の研究者ならば誰だれでもアクセス出来る、情報バンクにアップされたモノだと言うではないか」

「『幸運艦隊』は我々にとってはトップシークレットだが、相手にとってはそうではないからな。それよりも広く研究対象とする方がいいのだろう」

「それに一部帰き還かんした幸運艦隊、乗組員達からの証言とも一いつ致ちする」

「問題は今後、幸運艦隊計画をどうするかだな。このまま進めるのか、それとも計画を見直すか……」

「見直す？　計画を廃はい棄きするとでも言うのか!?」

　幹部の一人が立ち上がって怒ど鳴なった。

「山田西南をどうするか？　という事だ。ヤツを野放しにするか、殺るか……だ。それによって計画の質が変わって来る」

「向こうの思惑おもわくとしては、山田西南に集中する方が有り難いだろうからな。当初の予定通りに幸運艦隊の増産を進めるべきだ」

「だが幸運艦隊とて無限に造れる訳ではない。鬼おに姫ひめの艦隊を退しりぞけたとはいえ、樹雷の『皇家の船』と単艦遭そう遇ぐうしていれば、幸運艦隊とてジェノサイドダンスで殲せん滅めつさせられる可能性は高いのではないか？」

「あくまで遭遇すれば、だろう？　他の国への配はい慮りよから『皇家の船』はそう簡単には動けないからな。遭遇の確率は極きわめてゼロだ」

「となるとやはり問題は山田西南だ。いかな幸運艦隊とてヤツとの遭遇を避さける事は出来なかったからな。そしていったん遭遇すれば、ほぼ確実に殲滅させられる」

「……情けない」

　ダ・ルマーは独り言を呟つぶやくようにポツリと言った。

「ダ・ルマー様？」

「なんという情けない姿なのだ！」

　ダンッと怒いかりを顕あらわに、拳こぶしを叩たたき付ける。

「!?」

「たったひとりの子供に恐おそれおののき、こうして皆みんなで雁がん首くびを揃そろえて相談をしている姿はなんなのだ!?　これでは全くあべこべではないか！」

　ダ・ルマーのそれは、他の幹部連中に投げかけている言葉ではなく、自身への叱しつ咤たであった。

「我らは……海賊は自由を求めし者達なのだぞ！　それがたとえ樹雷や世二我相手であろうとも、決して引かず怯ひるまず恐れず、自由を得るため戦ってきた。そんな我らを恐れた者共は、我らを海賊と揶や揄ゆして来た！　だが我らはその称しよう号ごうを名めい誉よと思い、堂々と海賊と自らを呼こ称しようしている……だが今の状況はどうだ？　絶対的な力と単身で戦っているのは奴やつ、山田西南の方だ！」

「海賊の中には山田西南にシンパシーを感じている者もいるとか……。それに奴の乗じよう艦かんはあの伝説の海賊艦『魎りよう皇おう鬼き』の同型艦との噂うわさも、その事に拍はく車しやをかけています」

「確かにまだ我がダ・ルマーギルドの屋台骨を揺ゆるがす程ではない。だが、無視するには危険な相手となっているのも事実！」

「では山田西南を？」

「子供ひとり恐れて暗殺したのでは、我らの沽こ券けんに関わる！　奴とは正面から戦って倒たおすべきなのだ！」

「現在までの失敗数から、奴の暗殺は貴重な人員の損失にしかなりませんからな。……やはり、あの船の完成を急がなければならないようですね」

「幸運艦隊旗き艦かんだな。……で、進しん捗ちよくの状況は？」

「基本設計は完かん了りようしていますが、山田西南の相手をするとなると……」

「守蛇怪か……」

「幸運だけでは守蛇怪には勝てません。こちらの艦自体の性能も高くなければ、幸運な状況を生かせないかと」

「ならばタラントから技術供きよう与よをさせるのだ」

「おおっダイダロス！　それならば性能的に問題はありませんな……しかし、奴がすんなりと差し出すかどうか……」

「樹雷に追い立てられ、ギルドに逃げ込んで来たという事は、奴が隠いん匿とくしている拠きよ点てんへは迂う闊かつに戻もどれないという事。ならば、そろそろギルドメンバーである事の義務を果たしてもらわねばな」

「……確かに。ダイダロスのデータが手に入れば、残る問題は稀き少しよう幸運グッズの収集と乗組員の人選かと……」

「希少幸運グッズは此こ度たびの天南財ざい閥ばつとの契けい約やくにより、収集は問題ないかと」

「問題は人選ですな。いかな天南財閥といえど、海賊艦に乗る人員まで手配はしないでしょうからな」

「山田西南……ローレライ西南には多少の人材では心こころ許もとない」

「しかし全ぜん滅めつした幸運艦隊の乗員の確率変動値を考えますと、現在、候補となっている者達を集めても山田西南と戦えるかどうか……」

「だがそれでも山田西南を超こえねばならん！　海賊達の中で足りねば、それ以外からかき集めるのだ。捕ほ虜りよでも何でも構わん！　よいか！　どんな手を使おうとも、究極の幸運を創つくり上げるのだ!!」

「ははっ！」

　ダ・ルマーの檄げきにひれ伏ふすように、幹部達は深々と頭を下げた。




　ダイ・ダ・ルマー内、コマチ・キョウの管理する区画にある特別独どく房ぼう牢ろう施し設せつでは、静せい竜りようとアランの明るい笑い声が響ひびいていた。

「いやいや、お互たがい山田西南には手を焼かされますなぁ」

「ハッハッハ！　苦労などと、これでも私は山田の教師だからな」

「ご立派な事で……。そうだ！　実は静竜先生を男と見込んで……ちょっとご相談したい事があるのですがねえ、エッヘッヘ……」

「フッ……男と見込まれては断れんな。よろしい！　こんな場所で再び会うなど、縁えんのある証しよう拠こだ。この私で出来る事なら何なりと言ってみるがいい」

「おおっ！　さすがは男の中の男。ご立派な事ですねぇ」

「ハッハッハ！　どんな難題であろうとも、この私に任せておけ！」

「ありがとうございます。……実は私どもの身みの代しろ金きんを立て替かえていただく訳にはいきませんかねぇ……。いえね、ここを出ても静竜先生のお役に立ちたいですよ、男が男に惚ほれるってヤツでしょうか？　ああ、もちろん立て替えていただいた代金は、後で必ずお返しするつもりですよ。もしちょっと難しいようでしたら私ひとり分でも構わないんですがねぇ……」

「うむ、なるほど……」

　静竜が考え込む隙すきを突ついて、バリーがアランを小こ突づいた。

「おいアラン！」

「なんだよ？　いま良い所なんだから邪じや魔まするな」

「身代金の立て替えって、俺達は別に人ひと質じちって訳じゃないんだぞ？」

「だいたい、お前ひとりだけ助かろうなんて、ずるいぞ！」

「シーッ、静かにしろ。よく聞け。身代金ってのは向こうにある俺達の借金の事だ」

「はあ？」

「別に全く見けん当とう違ちがいの事を言ってる訳じゃないぞ。その金を払はらえば自由の身になるって意味では同じ事だからな」

「そ、そりゃそうだが……だけどお前ひとりってのはどういう事なんだよ？」

「いいかよく聞け！　出させる身代金は俺ひとり分でも、俺達三人の借金分を出させるんだ。そして俺がその金を持って向こうに帰って、諸もろ々もろの手配を済ませる。お前達は手続きが済んでから、帰って来ればいい」

「……でも」

「うまく三人分出すって話になれば、二人分の金が手に入るんだぞ」

「でもアラン……お前、金は後で返すって……」

「しばらくあの馬ば鹿かの相手をして、おだててやれば誤ご魔ま化かせるさ。それに借金を返せるだけの金が入らなきゃ、こちらでの生活資金にすればいい。どうせあの馬鹿はいつか向こうに帰るんだしな」

「おまえ……」

「天南財閥なら、俺達の借金ごとき端はした金がねさ」

「……いいだろう！　お前達の身、この私が預かろう！」

　アラン達の密談がまとまりかけた頃ころ、タイミング良く静竜は長い熟考の末に腕うで組ぐみを解いて顔を上げた。

「ありがとうございます！　さすがは男の中の男！」

「ハッハッハ！　何を当たり前の事を……ア～～～ハッハッハ！」

　アランのおだてに、静竜は得意げにふんぞり返った。

「ずいぶん和なごやかだな」

　いつの間にそこに居たのか、コマチがにこやかな笑顔でアラン達の方を見ていた。

「さあ、お前達は席を外せ」

　と、コマチは先程のにこやかさはどこへやら、アラン達を威い嚇かくするように睨にらんだ。コマチがそうした理由は、アランという人間が好きになれないという事と、静竜との話をモニターしていたからだ。

　アラン達は蜘く蛛もの子を散らすように、各おの々おのの独房への転送ゲートに向かった。

「念のために言っておくが、奴らは人質ではない。身代金などは生じてはいないぞ」

　アラン達が転送されたのを確かめると、コマチが静竜に向かってそう言った。

「なんと！　それでは、奴らは帰ろうと思えばすぐにでも帰れるのか？」

「しばらくはここに滞たい在ざいしてもらう事になるがな」

「そうか。ならば何よりだ」

「ほお……腹を立てないのか？　奴らはお前を騙だまそうとしたのだぞ」

　コマチは意外、といった表情で静竜を見た。

「私と違い、このようなところに入れられれば、普ふ通つうの人間ならば心細くもなる」

「あのな、お前だってこの牢に居る必要はないんだぞ。ったく、何を好き好んでこんな所に住んでいるのやら」

　現在静竜の立場は人質ではない。牢屋に居る必要はないのだ。

「お前達の施ほどこしは受けんと言っただろう？　それにここは何やら居い心地ごこちが良くてな。慣れたという事もあるのだろうが……」

「まあ別に空あいているからいいが……そうそう。ほら、お前の家族からだ……」

　と、静竜の前に通信用のモニターが起動した。

『おおっ、静竜か！　元気にしてたか？　父さんも母さんも元気だぞ！』

　モニターに映った中年の男は、静竜に年を取らせて恰かつ幅ぷくを良くすればそっくりの容よう貌ぼうをしていた。その能天気な笑顔は、いかにも天南家の人間といった感じだ。

「父上も母上もご壮そう健けんで何よりですな。私もこのように元気ですよ、ハッハッハ！」

『うむ、静竜よ！　今回連れん絡らくをしたのは、この度たび、我が社とダ・ルマーギルドとの間に商取引が成立したからなのだ！』

「なんとっ!?」

『銀河連盟とダ・ルマーギルドとの商取引交こう渉しよう事、流通の一切を、我が社が取り仕切る事となったのだ。これもお前が人質になってくれたおかげだ。ガハハハハ～～～!!』

「おお、それはおめでとうございます！　ダ・ルマーギルドならば大国一国との取引を独どく占せんしたのと同じ」

『そうだ！　試算した結果では最大、天南財閥全年商の20％の規模となる！　これを足がかりにすれば、いつか銀河系全域を我が社の製品で埋うめ尽つくすことも夢ではない！　ガハハハ！』

「アハハハ！」

　二人の馬鹿笑いに、コマチは疲つかれたように顔を歪ゆがめた。今までの交渉事で、親子共々さんざん振ふり回されて来たのだから当然と言えば当然だ。

『……そこでだ。お前にはダ・ルマーとの交渉役をして欲しいのだ』

　静竜の父は一転、表情を引き締しめ、真顔でそう言った。

「なんと！」

『やってくれるな息子むすこよ』

「お断りします」

『なっなんだと？』

「父上っ！　私はＧＰの栄はえある一員ですぞ。たとえ父上の命とて、海賊の片棒などかつぐことは出来ません！」

『だがお前は海賊の仲間になったのではないのか？』

「私はあくまで、私のやり方で海賊というモノを変えようと思っただけです！　これぞ名付けて『獅し子し身しん中ちゆうの虫』作戦！」

「それを私の目の前で高らかに宣言するところが凄すごいよ」

　コマチは怒おこるどころか、泣き出したい気分だ。とりあえず壁かべを殴なぐって憂うさを晴らす。

「ハッハッハ！　そうだろう、そうだろう！」

『なるほど……だがな静竜。ダ・ルマーは今や『お得意さま』！　なのだぞ』

「お……お得意さま！」

　静竜は父の一言で愕がく然ぜんとなった。

『そうだ！　お得意さまだっ！』

「うぬぬ……お得意さまでは仕方ありませんな。お客様は神様です！」

『その通り！』

「分かりました！　この静竜、命に代えてお客様に満足していただくよう、粉ふん骨こつ砕さい身しん、努つとめさせていただきますっ！」

「……商売人根性って……遺伝するんだな」

　正確には育ってきた環かん境きようによる後天的遺伝だが、コマチにはどうしても先天的遺伝としか思えなかった。それはまるで一卵性双そう生せい児じでも見ているような気分だったのだ。

（『獅子身中の虫』……その通りなのかもしれないな。それにしても『天南特例』ってのがある理由がよく分かったわ）

　能天気に笑う静竜をぶん殴りたい気持ちを、コマチはジッと堪こらえていた。







　　４「イムイムへ」







「ミャア！」

「守かみ蛇だ怪け、ジャンプアウトしました」

　超ちよう空間から通常空間へと現出した守蛇怪の前には、アクアマリンのような青一色の美しい惑わく星せいが見えていた。モニターに大写しとなったその光景に、一同からどよめきのような声が漏もれた。

「イムイム衛星ステーションは、もう目と鼻の先です。ですから本島の時差解消をここで行いましょう」

　休きゆう暇かはイムイムの衛星ステーションに到とう着ちやくした時点から始まる。だからいまここで時間調整をしておくのだ。

「ではいつものローテーションで休きゆう憩けいに入りましょう。今いま更さらまだ準備が出来ていないって人はいないわよね？」

　霧きり恋この問いに、全員が満面の笑えみで応こたえた。

　　　　×　×　×

　数時間後、時間調整を終え、守蛇怪はイムイムの衛星ステーションへと向かった。もともとイムイムは海洋資源惑星であり、観光専門の星では無い。だから衛星ステーションは出荷用の工場衛星であるため、飾かざりっ気けの無い無骨な景観をしていた。

「なんだか観光地という感じはしませんね。本当にここがそうなんですか？」

　入港して行くドックを見ながら、西せい南なはちょっと不安そうだ。

「その素っ気ない感じがいいのさ」

「守蛇怪、接せつ舷げんしました」

「受付よりアクセスキー受信。荷物の転送を行います………転送完かん了りよう」

「じゃあ、みんな。行きましょうか」

「ミャア！　ミャアミャアミャア！」

　霧恋の言葉に、全員が立ち上がろうとした時、福ふくは慌あわてて何かを言いたげにモニターに映るイムイムの方を指さした。

「どうしたんだ、福？」

「旦だんさん、そのチビ助、どうやら船をあそこに降ろしたいようやな」

「船をあそこに？……ああ、なるほど、海だもんな」

「でも困ったわね。あそこへは船では入れないのよ」

　イムイムは本来、資源惑星だ。万が一にも海かい鮮せん資源を害がいする侵しん入にゆう物を持ち込ませる訳には行かないのだ。

「ミャア……」

「霧恋、今回は貸し切りなんだから、聞いてみりゃいいじゃない。もしかしてＯＫが出るかもしれないっしょ」

「……そうね。じゃあ、聞いてみてあげるからいらっしゃい。でもダメって言われたら諦あきらめるのよ」

「ミャア！」

　霧恋の言葉に納得したのか、福はテーブルから西南の肩かたに移動した。

　　　　×　×　×

「うわっ！」

　トンネルのような窓一つ無い通路から、広い場所へと出た瞬しゆん間かん、パッと視界が開けたような開放感と共に、床ゆか一面にイムイムの絶景が広がった。まるでそこへ落ちて行くような感覚に全員が立ち止まった。

「綺き麗れい……」

　誰だれかが呟つぶやく。しかしそれはそこに居た全員の感想でもある。

　床が全面、透とう明めい素材で出来ていて、下に絶景が広がるというのはよくある演出だが、下に見えているのは海だけの美しい惑星イムイムだ。淡あわいブルーの反射光で、そのホールは巨きよ大だいな水すい槽そうの中にでも居るような気分だった。

「いらっしゃいませ皆みな様さま。ようこそイムイムへ」

　気付くと真っ白い樹じゆ雷らい風の服を着た職員達が、二十人近くズラリと整列して西南達を出で迎むかえていた。真っ白い服はブルーの反射光に照らされ、まるで海に漂ただようクラゲのような感じだ。

「よろしくお願い………??」

　と、西南達は整然と並ぶ職員を見て、啞あ然ぜんとなって固まった。職員の後方、フロアのソファーに瀬せ戸とと美み守かみ、そして林檎りんごが座っていたからだ。

「せっ、瀬戸様……に、美守様……？」

　にこやかな顔で手を振る瀬戸と美守。そして立ち上がってちょっと恥はずかしそうに一礼する林檎を見ながら、霧恋はようやくそれだけ口にした。

　それもそのはず、三人はそれぞれ、いかにもバカンスといった出いで立ちで、美守に至っては、若い肉体で来ていたのだ。その格好を見るに『私達も参加します♡』と言っているのも同然だった。
















「……父兄同どう伴はんかよ」

　雨あま音ねはがっかりしたように呟いた。そしてそれは他の女性達も同意見だ。

「あら、そこまで無ぶ粋すいじゃないわよ。それにせっかくの貸し切りなのに、定員割れじゃもったいないでしょう？」

「私達が他に連れて来ないのを見み越こしてたんですね！」

　脱だつ兎ととばかりに霧恋は瀬戸に駆かけ寄よった。定員二十名では他に連れては来れないだろう事を見越した上での参加だ。

「これでも人選には気を遣つかったのよ。水みな穂ほちゃんや天てん女によちゃんは仕事が忙いそがしいし、もちろん私が残って代わりにという案もあるけれど、そうなるとアイリちゃんがやって来るのは間ま違ちがいないけど……どっちが良い？」

「くっ！」

　正直、双そう方ほうとも御ご免めんこうむりたいところだ。

「イムイムではみんな平等。もちろん炊すい事じ洗せん濯たく、みんな自分でやるし、ちゃんと順番は守るから、ねっ♡」

「ななななっ、なんの順番ですか!?」

　聞くまでもない事だが、一応聞く。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫っ！　ちゃんと霧恋ちゃんを一番にしてあげるから」

「みっ、美守様は教育者として、なによりＧＰアカデミー校長としての規き範はんを示していただけますよね」

「…………くすっ」

　美守は玉ぎよく蓮れんに匹ひつ敵てきする艶つやっぽい笑みを浮うかべた。

「なんなんですか。その笑いはぁ！」

　その時霧恋は、一いつ般ぱんにはあまり知られてはいないが、昔の美守が瀬戸以上のやんちゃ者だったという事を思い出した。先程の微笑ほほえみは、それを実感させるものだ。

「霧恋さん。貴女あなたの心配は分かるけれど、西南君にもね、そろそろ大人としての教育は必要だと思うの」

　大人の教育とはむろん、性的な事を意味する。美守の口調はもっともらしいが、その笑みは普ふ段だんの温厚さなど微み塵じんも感じられない、何かする気満々の淫いん靡びさがあった。なにしろ天然さがオブラートとなって気付きにくいものの、もともと九く羅ら密みつ家の女性達の肉体が持つ色いろ香かには凄すさまじいモノがあるのだ。

「りっ、林檎様！　林檎様は西南ちゃんのご両親に誓ちかって、西南ちゃんを守って下さいますよね」

「もちろんです。……私の力の及およぶ限りは……精せい一いつ杯ぱい……」

　林檎はいろいろな想いが綯ない交まぜとなり、半泣き状態だ。経理絡がらみなら最強の彼女も、そこから離はなれればいち乙女おとめ。『お嫁よめさんにしたいナンバーワン』繊せん細さい可か憐れんな竜たつ木きの姫ひめの眷けん族ぞくなのだ。海千山千、老ろう獪かいな妖よう怪かいのような瀬戸と美守相手に太た刀ち打うちなど無理だ。

「……そ、そうですよね」

　それにこれ以上、林檎を追おい詰つめるのは酷こくというものだ。

「霧恋。私達も力を貸すわよ」

　霧恋達の元に歩み寄った雨音は、力付けるように霧恋の肩をポンっと叩たたいた。

「その通りです霧恋様！」

　他の者達も珀はく蓮れんの言葉に力強く頷うなずいた。瀬戸と美守相手にどこまで出来るか分からないが、精神的にはともかく、とりあえず多勢に無勢、力ずくなら何とかなりそうだ。

「あ……ありがとう、雨音……みんな」

「あらあら、私達すっかり悪者よね。まあそれはそれで面白そうだけれど」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべて瀬戸と美守は視線を合わせた。

（………）

　そんな霧恋達を西南は、被ひ害がいの及ばなそうな所で見ていた。

　ただでさえ存在感のある女性の集団に男は西南一人。しかも年下ともなれば、それが仕事中ならばいざ知らず、プライベートの時間にそんな女性達と話す話題も無ければ、その場に入って行けるほど心臓に毛が生えている訳でもない。ましてや瀬戸と美守が加わって居るのなら尚なお更さらだ。ただアイリが居ないのが唯ゆい一いつの救いだが、どちらにしろ場ば違ちがいもいいところである。

（でも林檎さんにはどうしてもお礼を言わなきゃ……）

　西南はその使命感に後押しされるように、慎しん重ちように危険地帯を迂う回かいしつつ、林檎に近付いて行った。

「あの……林檎さん」

「ああ、西南様」

　その場に居辛づらかった林檎も、これ幸いとその場から離れ、西南の方へ歩み寄る。

「地球では両親がお世話になりました」

「いえ、西南様から受けたご恩に比べれば……それより、せっかくの休きゆう暇かですのに、押しかけてしまい、申し訳ありません」

「それは全然構いません。大勢の方が楽しいですし、ご迷めい惑わくじゃないなら是ぜ非ひ」

「ありがとうございます。……あの……こういう格好はあまりしないんですが、似合いませんか？」

　西南のちょっとした表情の変化と視線に気付いた、林檎は恥ずかしそうに頰ほおを染めそう言った。林檎の着ているのは薄うす手での軽装着で、和装というより洋装に近い感じだ。樹雷の姫ひめ君ぎみが着るには、かなり肌はだの露ろ出しゆつも多めだ。

「いえ、よくお似合いですよ」

「そうですか。……よかった」

　二人して恥ずかしそうに顔を伏ふせる様子は、初うい々ういしいカップルのようだ。

「はい、そこ！　こちらを無視して、何、雰ふん囲い気き出しちゃってるの！」

　瀬戸が不満げに頰を膨ふくらませる。もちろん他の女性達も二人をジト目で見ている。

「あっ！……あの……」

「さあ皆みなさんお揃そろいになった事ですし、イムイムでの生活についてご説明をいたしますのでお席について下さい」

　おろおろする林檎に、絶ぜつ妙みようのタイミングで助け船を出したのは、職員の女性だ。

　───余計な事を。

　そういった目で見る瀬戸を、平然とスルーした女性職員は、ニッコリと西南を見て微笑んだ。

「……あっ」

　とてつもなく剛ごう胆たんな女性職員の声に、西南は聞き覚えがあった。それは樹雷に行った時にいろいろとお世話をしてくれた『クソババア』と呼ばれるお局つぼね女によ官かんの一人だ。

　母親のように優しく見つめる女性職員に、西南は深々と頭を下げ、林檎を伴ともなって席に着いた。と、次々と霧恋達も西南を瀬戸や美守からガードするかのように、その周りを取り囲むように着席した。

「さすがは瀬戸様の所のお局様ですね。しっかりいい所を持って行く事」

「本当に調子いいんだから、ったく」

「瀬戸様の長年の教育の賜たま物ものですわよねぇ」

　美守の言葉にはちょっとトゲがあった。実は美守も助け船を出そうと思っていた所、お局に先を越こされたからだ。

「でも勝負はこれからよ。どちらにしろ彼女達はイムイム本島までは来られないしね」

「それよりも、減点されない事から始めた方がよろしいのでは？」

　美守はシレッとそう言うと、ソファーに座り直して前を向いた。

「……確かにそうね」

　仲間同士の遊びに親が付いて来た───そんなふうに思われたら後々厄やつ介かいだ。瀬戸は心を落ち着けるように息をゆっくりと吐はいて前を向いた。

「さてまずは皆様の持ち込む荷物を、事前にチェックさせていただきました結果……」

　と、その女性職員がそう言いながら頭を下げた時、

　───なっ、何でや！　ワイは荷物や無いで！　ワイはれっきとした守蛇怪の……。

　遠くからＮＢの悲鳴のような声が聞こえ、すぐに聞こえなくなった。

「……いくつかの持ち込みをお断りします事をご了りよう承しよう下さい」

「ＮＢ……」

「だろうな」

　西南と福を除く者達は、その理由についてすぐさま思い当たり、雨音の言葉に当然とばかりに頷いた。もちろん西南も職員からダメだと言われれば異論などは無く、福の心配は船体の事だけだ。

『でもキルシェさんには気の毒でしたね』

『鷲羽わしゆうちゃんが、あの仮想空間にイムイムを再現してくれているわ』

『あら、では西南君が眠ねむったら二人っきり？　それはそれで羨うらやましい事ですわね』

　瀬戸と美守は正面を向いたまま、秘話通信でやりとりをしている。

「イムイムでの法は銀河標準になっていますが、よほどの事態が起こらない限り、こちらからは介かい入にゆういたしません。しかし未成年の方が若じやつ干かん名いらっしゃるので、年長者の方々は節度ある行動をお願いします」

『あらあら、つまり未成年から何かするのは構わない、という事ですね』

『クスッ……まずは霧恋ちゃんを何とかしなければ難しいでしょうね』

『その霧恋さんを一番にしてしまえばよろしいのでは？』

『そういう事ね』

　霧恋が聞いたら暴れ出しそうな内容だ。

「皆様には緊きん急きゆう用のマーカーをインストールさせていただきますが、こちらでの常時モニターはしていませんのでご安心を。食料品や日常品などは十分な量をいつでも転送いたしますが、海での漁はご自由になさって結構ですので、自給自足に挑ちよう戦せんされるのもいいかと思います。なお今回はシーズンオフの貸し切りですので、大規模なイベントは開かい催さいされませんが、もし何かご希望があればいつでもご相談下さい。さて、ここでの法は銀河標準と申しましたが、一つだけイムイムならではの法がございます」

　女性職員は机の上に置いてあったトランクケースを開け、中身が見えるように西南達の方へと向けた。そこにはサイコロやルーレット、カードといった遊具が入っていた。

「ご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、イムイムでは、お客様同士で何か決め事をする時など、もし話し合いで決着出来ない場合などは、こういった物で決定するというルールがございます。まあ勝っても負けても、その状じよう況きようを楽しむ。それがここの法でございます。以上で私共からの説明は終わりますが、何かご質問はありませんでしょうか？」

「あの、すみません」

「はい、何でしょう？」

「実は守蛇怪を……船体をイムイムに降ろしたいんですが……」

「はい、構いませんよ」

「そ、そうですか？」

　あっさりとＯＫが出た事に拍ひよう子し抜ぬけした西南に、その女性職員はすぐにその理由を話してくれた。

「はい。事前に鷲羽様から申しん請せいがありまして、許可はもう下りています。船体もすでに浄じよう化か済みなので、お好きな時に降下して下さって構いませんよ」

「そ、そうでしたか。ありがとうございます。福、海に船を降ろしてもいいって」

「ミャア！」

　お礼のつもりなのだろう、福はその女性職員に向かって一声鳴くと、嬉うれしそうにシッポをブンブンと振ふった。

「他にご質問は？……では、皆様ごゆっくりお楽しみ下さい」

「よっしゃ！」

　生活指導の教師の長々とした心得を聞かされ、終業式が終しゆう了りようし、そして各教室のＨＲも終え、さあいよいよ明日あしたから夏休みだと、心躍おどるような気持ちで下校を始める───まさに西南達の雰囲気はそんな感じだ。

　職員達に見送られ、西南達は次々と転送ゲートに入って行った。

　　　　×　×　×

「……うわぁ」

　くり抜ぬいた巨きよ岩がんの中にある転送ゲートから出て来た西南達は、まずその空気の清せい涼りよう感かんに思わず深呼吸をした。潮風の匂においとも草木の匂いともつかぬ、不思議な香かおりだ。

　波の音は海とは思えぬ静かさで、殆ほとんど鏡のような水面は空を映し出し、不思議な景観を創つくり出していた。その光景は一いつ瞬しゆん、時が止まったかのような錯さつ覚かくを引き起こし、平へい衡こう感覚を失うような奇き妙みような気分だ。全員が無言でその景色を見入っていたが、その沈ちん黙もくを破ったのは雷かみなりのような衝しよう撃げき音だった。

「ん？　あっ、こら福！」

　反射的に上を見た西南達は、上空から落下してくる守蛇怪に気付いた。

「ミャア！　ミャア！　ミャオォォォ～～ン！」

「ダメだ！　ストップ！」

　はしゃぐ福を見た西南は、事の次第を理解し、福を制止したが、守蛇怪は止まらない。それは海やプールに興奮した子供が、準備運動もそこそこに水へダイブする感じとそっくりだ。守蛇怪はそのままの勢いで海面に落下した。

　ドット～～～ン！　その質量からするとかなり小さな音ではあったが、それでも巻き上げられた海水は、スコールのように西南達に降り注いだ。

　西南達は守蛇怪が着水したと同時に、一いつ斉せいに高い岩場へと避ひ難なんしたが、それは守蛇怪の落下で起こる波を警けい戒かいしての行動だった。しかし西南達の予想に反して、海は少し波がうねっただけだった。

「福……」

「!?………フ、ミャア～～ン」

　びしょ濡ぬれになった西南達を見た福は、ようやく自分がした事に気付いたのか、耳をたれて気まずそうに鳴いた。

「すみません、福も悪気があっての事じゃないんですけど……」

「ああ、いいのいいのよ。福ちゃんがはしゃぐ気持ちも分かるもの、それに……」

　そう言うと瀬戸は上に着ていた服を脱ぬいだ。

「瀬戸様!?」

　パッと西南の頰ほおが赤くなる。

　シミ一つ無い、きめ細かな白い肌はだ。締しまった体付きながらも豊満な肢し体たいに、圧あつ倒とうされてしまう───それはさながら『ビーナスの誕生』であった。もちろん美び貌ぼうというなら、雨音や玉蓮の方が上だが、神かみ木き・瀬戸・樹雷として、その身に纏まとうオーラには圧倒的な迫はく力りよくがあった。

「フフッ……どうせみんな下は水着なんでしょう？　ここは楽園『イムイム』よ。いつまでもそんな無ぶ粋すいな物を着てないで脱ぎなさいな」

　じっと見入る西南の視線に、瀬戸は満足げにそう言った。

「やれやれ、しかたないですわね」

　次に服を脱ぎだしたのは美守だ。褐かつ色しよくの肌に太陽光でキラキラ光る金きん髪ぱつ。何よりも肉体が纏う色いろ香かが圧倒的だ。素す肌はだから色香が発散されているような──つまり服を脱いで肌の面積が増える度たびに、そこから発散される色香が倍増し、上着を完全に脱ぎ去った水着姿はまさに色気全開といった感じだ。

「………」

　霧恋達はその雰囲気に吞のまれ無言だ。この二人にかかっては、霧恋達などまだまだ小こ娘むすめ同然である。

　───ごくり。

　と、その時、霧恋達は瀬戸と美守の水着姿に圧あつ倒とうされた西南が、思わず生なま唾つばを飲み込む音に気付いた。

「クッ！」

　その西南の様子が霧恋達の闘とう志しに火を付けた。霧恋達も次々に服を脱ぐと、水着姿を晒さらし始めた。瀬戸と美守に対たい抗こうするため、若さと数で圧倒しようというのだ。

「ちょっ、ちょっと霧恋さん!?」

　霧恋達はその勢いのまま、一人呆ぼう然ぜんと見ていた林檎の服も脱がし始めた。

「いやっ、止やめて下さい！　あ、雨音さん、そこは!!」

「おおっ！　可愛らしい声。何だかいけない気分になっちゃうわよねぇ」

「うわぁ、さすがは樹雷のお姫ひめ様ですよね」

「きゃあ！　ああっ、そんな！」

　何やら嬉しそうに林檎の服を脱がせる霧恋達だが、林檎の声にも悲ひ壮そう感はない。子こ猫ねこ達がじゃれ合っている感じだ。とはいえ成人女性達のじゃれ合いは、少年の目には猛もう毒どくのようなものだ。幸か不幸か霧恋達が集つどってじゃれ合い、瀬戸や美守のそれに気をとられている隙すきに、西南はこそこそとその場を逃にげ出した。

「おおっ！　お姫様、意外と大だい胆たん」

　霧恋達に服を剝はぎ取られた林檎は、恥はずかしそうに両手で胸むな元もとを隠かくしながらしゃがみ込んでいた。なにしろ林檎が着ていたのは、布地部分はそこそこあるが、ビキニタイプの水着だったのである。

「林檎様なら、絶対ワンピースだと思っていましたが……これは意外」

「瀬戸様が、これにしなさいって……無理矢理に」

「湯ゆ浴あみ着より肌の露ろ出しゆつが大きいからドキドキものよねぇ。なあなあ西南、ほれほれ」

「やっ、止めて下さい、雨音さん！」

　雨音に羽は交がい締じめにされ、西南が居た方向へと晒された林檎は、真っ赤になって目を閉じた……が、

「……あっ、あれ？　西南は？」

　そこにすでに西南の姿は無かったのである。西南が居ない事を知った林檎は安あん堵どしたものの、すぐに他の者達と同様に、血相を変えた。それは西南が何かのトラブルに巻き込まれたのでは？　と思い至ったからだ。

「西南ちゃん！」

　霧恋達はそれぞれがバラバラに四方に散り、西南の捜そう索さくを始めたが、すぐに海中から大きな海草の束を抱かかえて上がって来る西南を見つけたのだった。

「せ、西南ちゃん？………何を、しているの？」

　西南が無事だった安あん堵ど感よりも、その行こう為いの不可思議さに霧恋達は啞あ然ぜんとなった。

「なあ、もしかしてそれ食うのか？」

「ああ、こいつは食べる海かい藻そうじゃないんです」

「じゃあ、何するんだ？」

　雨音の後ろ、他の女性達も興味深げに西南に近付いて来た。

「それは……あ、後で教えますから」

　視線を逸そらしながらそう言うと西南は、豪ごう華か絢けん爛らん、トップモデルの水着ショーかと勘かん違ちがいしそうな女性達がズラリと居並ぶその場から、逃げるように岩いわ棚だなの方へと向かった。そこまで海草を運ぶと、昆こん布ぶでも干すように間かん隔かくを開けつつ並べ始めた。

「食うんじゃないんだったら、何をするんだ？」

「まあまあ、西南殿どのが無事で何よりだわ。水着の感想を聞けなかったのは残念だけれど、それはまた後でじっくりとね。それより今はもっと大事な事を決めなければならない時じゃないかしら？」

　瀬戸と美守は、視線を宿しゆく泊はく棟とうのある木の上へと向けた。

「!?」

　寝ね泊とまりする場所はドーナツ状の繫つながったベッドだ。そこに仕切りは無い。全員が瀬戸の言わんとしている事に気付いた。それはつまり寝る位置をどうするかだ。

「それは当然、西南ちゃんの保護者である私が決めます！」

「あら、ここのルールの事、忘れちゃったの？」

「話し合いで決まらなければ、です！　そうよね、みんな！」

　霧恋は自信満々、雨音達の方を見た。だが……、

「……………」

　雨音達は全員、霧恋から視線を逸らしたのだ。

「……えっ??」

　雨音達が同意してくれると信じて疑わなかった霧恋は、啞然と雨音達を見つめた。

「なあ霧恋。どの場所で寝るか、って言っても、ひと部屋ひと続きのベッドなんだぜ。だいたい全員でゴロ寝の衆しゆう人じん環かん視しの中で、何が出来るってんだ？　ならイムイムのやり方でやってもいいんじゃない？」

「そうですよね。逆にあまり私達が神経質にならない方が、西南君も変に意識しないでいいと思いますよ」

　雨音とエルマの意見に、全員が頷うなずいた。

「そ、それは……そうだけど……」

「ほら霧恋さんもそんな眉み間けんにシワを寄せてないで、明るく明るく。ここはイムイム。楽園なんですから」

　にこやかな玉蓮の言葉に、霧恋はジッと彼女を見つめた。普ふ段だんなら存在自体が非常に不安を煽あおる玉蓮も、この太陽と海の元では健康的な印象で、その言葉もすんなりと受け入れられる。

「………分かったわ」

　霧恋の同意と共に全員から歓かん声せいが上がる。なんだかんだと言いつつも霧恋の意見を尊重してくれてはいるのだ。霧恋も頭を切り換かえ、この状じよう況きようを楽しもうと考えた。

「じゃあ行くわよ！」

　その瞬しゆん間かん、全員が勝負師の目となった。

　　　　×　×　×

「ホ～～～ホッホッホ！」

　勝利の高笑いとダンスをしてるのは瀬戸と美守だ。結局、十分程の激げき闘とう（？）を制し、西南の両りよう隣どなりの位置を確保したのはこの二人だ。そして一番の負け組は霧恋であった。

「クッ！」

　霧恋は一いつ瞬しゆんイカサマを疑ったが、これはイムイムでの公式使用が認められた品だ。サイコロは完全に密みつ封ぷうされたケースの中で自動で振ふられるようになっている上、完全バランスのサイコロに法則性が無い事は、あの女性職員のお墨すみ付つきだ。それ以前に、この商品自体がアカデミー哲てつ学がく士の作った物である事を考えれば、イカサマが出来る可能性はゼロに近い。もっとも何な故ぜ、哲学士程の人間がこれを作る必要があるのかは疑問だが。

「あの二人が両隣に来るってのは、西南の確率の偏かたより故ゆえかねぇ」

　という、雨音の言葉に頷くしかない。

「まあまあそう睨にらまないの、霧恋ちゃん。私だってこの一回の勝負で、最終日までの権利を主張する気なんか無いわよ」

「えっ!?」

「これはあくまで今晩の順番。明日あしたは明日でまた決めましょう」

　瀬戸の言葉に、その場のテンションがドッと上がる。

「おおっ、さすが瀬戸様！」

「フフッ。ではあそこで何やら地味な作業に没ぼつ頭とうしている西南殿に、私達がせっかく着てきた水着をじっくりと吟ぎん味みしてもらってから、お昼にしましょう」

　瀬戸が視線を送る先には、いつの間にか結構な数の、怪あやしげな海草を並べて乾かん燥そうさせている西南の姿があった。

「それにしても、あんな物を何に使うんでしょうね？」

　遠目だが、その海草はロープで繫がれた球体の浮うきのような形の物だ。

「その内に分かるでしょう。それよりお昼の調理は、さっき勝った私達が担当するわ」

「せっ、瀬戸様と美守様が!?」

　霧恋達の反応はまちまちだ。霧恋や林檎や珀蓮達、女官は瀬戸の料理上手は知っているが、美守については未知だ。雨音達は瀬戸と美守、両方が料理をした所を見た事がない。どちらにしろ、まさか樹雷皇おう族ぞくとアカデミー校長が料理担当を買って出るとは思いもよらなかったのだ。

「うわ～～。どんな物が出て来るか不安だけど……まあ、それはそれで一見の価値はあるよなぁ」

「ふふっ。今に見てらっしゃい」

　雨音の率直な感想に、瀬戸はニンマリと笑みを浮かべた。




「お疲つかれ様さまです」

　オペレーティングルームに急ぎ足で入って来たのは、先程西南達に説明をしていたお局つぼねだった。

「まさか西南様が到とう着ちやく早々に、海かい賊ぞく艇ていが五機もトラップに引っ掛かかるなんてねえ……聞きしに勝まさる力だわ。……それで、あれから異常は無い？」

　本来ここはイムイムの防衛拠きよ点てんというより、輸出品を搭とう載さいした輸送艦かんをコントロールする場所だ。だが現在、輸出はほとんど行われてはいない為ため、オペレーターの数は四分の一にも満たない状態だ。しかしその代わりに補ほ充じゆうされているのが、パトロール艇の乗員達だった。

「先程、海賊の物らしき長ちよう距きよ離り偵てい察さつ艇が、十光時先をウロウロしていましたが、トラップに引っ掛かった五機に気付いたのでしょう、すぐに離り脱だつして行きました」

「貸し切り中というのは、監かん視しする側からすれば楽なものね」

「輸送艇も航行予定はありませんから、不ふ審しん艇の発見なんか楽なものですよ。これならたとえアイリ様でも、こちらの探査網もうに引っかからずに接近は出来ないでしょうね」

「アイリ様か……。そちらは鷲羽様が足止めしていて下さるそうだから、心配は無いと思うけれど、一応警けい戒かいは怠おこたらないようにね」

「了りよう解かい……っと！　六二○○トラップに感あり！　小型艇が二です。パトロール艇五機がスクランブル！　現場に向かいました」

「……発見が楽なのはいいけれど、逆に忙いそがしくなりそうねぇ」

「パトロール艇要員が大勢、派は遣けんされて来た時は、正直、大おお袈げ裟さだなとは思いましたが……これなら納得です」

　オペレーターは苦笑しつつ答えた。







「……え～～っと」

　砂すな浜はまに水着美女がズラリと居並ぶ前に、西南は正座をしていた。

　まるで怒おこられているかのようだが、別に誰だれも強要したわけではない。彼女達の真夏の太陽すら霞かすむ程のまばゆさに圧あつ倒とうされ、自然と正座をしているだけなのだ。何しろそこにいる女性達の誰もが、極上ともいえる美び貌ぼうと雰ふん囲い気きを持っているというのに、それが十一人も勢せい揃ぞろいしているのだ。十五の少年が圧倒され、ついつい正座をしてしまうのも無理からぬ話だ。

「……で、ご感想は？」

「…………」

　瀬戸にそう言われても、正直ありきたりの感想しか言えそうにない。例えるなら、人間用の秤はかりで鯨くじらの重さを計ろうとするようなものだ。目め盛もりなどあっさりと振り切ってしまって、重さなど想像もつかない。だから……、

「もの凄すごく綺き麗れいです」

　そう言うしかないのだ。瀬戸もそれを察したのであろう、質問を変えてきた。

「じゃあ、誰が好みかしら？」

「…………」

　これもまた困こん惑わくする質問だ。生まれついた悪運のせいで、女性とつきあうとか結けつ婚こんなどという可能性が全く無かった西南の中に、女性の好みという項こう目もくは無いも同然なのだ。第一そんな身の程知らずな意見など言える筈はずもないし、それ以前にそんな嗜し好こうも無い。空腹で死にそうな人間が、目の前にごちそうを並べられて、選えり好みをするようなものだ。とはいえ何か言わねば、この場が落ち着きそうもなく、西南は視線を泳がせつつも、一人一人の姿を見始めた。

　まずは向かって左から見始める。

　それを見た瀬戸達の表情に、ちょっとした残念感が浮かぶ。それは西南が一番に見た者が、好みの者である可能性が高いからなのだが、順番にではただの作業だ。まあ実際に西南の思考も、作業的なモノへと切り替かわっていた。

（せめて無記名投票だったら……）

　それこそケネスとラジャウのような友達同士で、映像でも見ながら馬ば鹿か話ばなしのネタに選ぶのであれば、もっと気楽に出来るのであろうが、その審しん査さ対象からジッと見られるプレッシャーの中で、誰が好みかを選べと言われても、結論などそうそう出るものではない。色とりどり、艶つややかな花のような女性達と均整のとれた肢し体たいとそれを覆おおうわずかな布地の水着───その豪ごう華か可か憐れんさに、一瞬、西南の視界がブレた。

「……あれ？」

　まずい、と思った時には、西南はそのまま後ろに倒たおれ込んでいた。

　　　　×　×　×

　西南は冷れい却きやく用の氷ひよう囊のうを首筋に当てられ、ツリーハウスの木こ陰かげに寝ねかされていた。瀬戸達は邪じや魔まにならないように、福を見張りに残して少し離はなれた場所で様子を窺うかがっていた。

「日射病なんてねえ……やはり朝から休まないままで、訳の分からない作業に没頭していたせいかしら？」

「……というより、プレッシャーのかけ過ぎでしょうねぇ」

　美守の視線が瀬戸に向けられる。やはりこの中で一番、見る機会が少ないのは瀬戸の水着姿だろう。

「あら、私のせいだと？　貴女あなただって妙みような対たい抗こう心を燃やしていたじゃない」

　お返しとばかりに、瀬戸は美守の胸をつついた。

「!!」

　美守は一瞬たじろいだものの、すぐに平静さを取り戻もどし、ズレた水着を直す。その様子は西南が見たら鼻血でも出して倒れそうな色っぽさだ。

「……でもまさか、ここまで女性に免めん疫えきが無かったとは思いませんでした。霧恋さん達と常時暮らしていたのだから、もっと慣れているものだと……」

「玉蓮が変な気でも出してたんじゃない？」

　西南が倒れた為、急に手持ち無ぶ沙さ汰たとなったせいか、瀬戸達の間でちょっとした犯人捜さがしが始まった。

「あら失礼な。変な気というのでしたら、瀬戸様や美守様の方が凄いですわよ」

「雨音さんも、完全にモデルモードでしたしね。この四人の方々だけでも、強きよう烈れつですからねぇ……もちろん良い意味ですよ」

「う～～ん。私は意外と、林檎ちゃんとネージュちゃんも怪しいと思ってるわよ。清純系とロリでね」

「真夏の砂浜が強烈に似合いそうなのは火か煉れんなんだけどねぇ。水着のマニアックさでは珀蓮だけどさ」

「そうよ！　だいたい地球の時といい、何でそんなに頓とん珍ちん漢かんな物を……」

　珀蓮の水着は昔の海あ女まが着ているような、丈たけの短い白い着物だ。しかも薄うす手でで下には何も着ていないため、乾かわいている今でも、うっすらと身体からだが透すけて見えそうだ。海に入って濡ぬれれば、完全にスケスケ状態になるだろう。

「とはいえ、西南お兄ちゃんの場合、やっぱり霧恋さんなんじゃないかしら？　今まで私が見た中でも一番、布地の面積は小さいし」

「わっ！　私は別にそういうつもりじゃ無いわよ！　みんなと比べても普ふ通つうだし……」

　霧恋は慌あわてて胸元を隠かくす。圧あつ迫ぱくされた乳ち房ぶさが盛り上がり胸の谷間が強調され、余計色っぽさが強調される。もちろん霧恋に意図的なものは無く、無意識な行動だ。

「……西南にとっては普通じゃないかもしれないけどな」

「どういう意味よ？」

「地球でいろいろとあったんじゃないかって話」

　霧恋の仕草は明らかに、西南を男として見ているものであり、男の視線を意識し、女の武器を最大限に魅みせる行動そのものだ。

「……フフッ。大勢で寄って集たかって……。『誰が一番好み』なんて、まるで二ふた股またかけられた女のセリフですよね」

「[image: !!?]」

　全員がギョッとした表情で翠すい簾れんを見た。

「…………たまに喋しやべったかと思ったら」

「でもまあ、それが一番の原因かもね。……この集団って、モデル時代を通してもかなり迫はく力りよくがあるもの。そりゃ西南くらいの子なら、あてられて倒れもするかもね」

　雨音の意見に、全員が同意するように頷うなずく。

「だとしたら、先は長そうですわね。とりあえずここにいる期間中には、今後の展望が何か見えるような突とつ破ぱ口こうが欲しいですわね」

「とりあえず、お昼の用意でもしましょう。いっぱい体力をつけて頑がん張ばってもらわなきゃならないものね。貴女達は西南殿を見ていてあげてちょうだい」

　これ以上考えても仕方ないと、瀬戸は美守を伴ともない食堂の方へと向かった。







　　５「イムイムの日常・その一」







　地球──早朝の柾まさ木き家で、ちょっとした事件が起ころうとしていた。

　いつものように、柾木天てん地ちは朝食前の畑仕事に出かけていた。そしていくつかの畑を見回り、作物の育成状じよう況きようをチェックした後、前日目星を付けておいた朝あさ摘づみをしようとしたその時、ギャ～～ッ、っという叫さけび声に反応した天地は、次の瞬しゆん間かん、その場から消えていた。

　声から察するに、まだ声変わりする前の少年のモノだったが、天地の家にも正まさ木きの村にも該がい当とうするような声の持ち主は居ない。もちろん山向こうの街から山に入り込んだ子供のモノである可能性はあるが、問題はその声がした地点だ。

（社務所の……じっちゃんの私室？）

　今の天地の感覚なら、声の方向はおろかその正確な地点まで探知出来る。だからこそ、その事実に戸と惑まどっているのだ。だが叫び声を聞いた以上は、事実を確認しなければならないし、畑から社務所までの直線で五百メートル弱の跳ちよう躍やくなど、戸惑っている間もなく一瞬だ。

「じっちゃん、入るよ！」

　障しよう子じを開けて室内に入った天地が見たモノは、十歳くらいの少年だった。ブカブカの浴衣ゆかたを着て呆ぼう然ぜんと鏡に見入っている姿を見た天地は、それが祖父であるとすぐに理解し、そのような姿にした犯人もすぐに思い当たった。

「……鷲羽わしゆうさんか」

　実は以前、同じような事件があったのだ。

　それは魎りよう呼こと親子ごっこをしたくなった鷲羽が、魎呼を今回と同じように子供の姿に変えたのだ。もちろん子供の身体からだは生せい義ぎ体たいであり、本体は別にどこかにある筈はずだ。ただ意識は本体と切り離されて、子供の身体にリンクしている。

「ああっ！　昔の遥よう照しよう君だぁ、ひさしぶりぃ～～～っ♡」

　天地の後ろをすり抜ぬけ、まだ啞あ然ぜんとしている少年に抱だき付いたのは、少年より少し年上といった感じの見知らぬ少女だった。だがその少女が誰だれなのかは、すぐに少年の口から語られた。

「アッ、アイリ!?」

　　　　×　×　×

「……つまり、観光中の西せい南な君の所にアイリさんが乱入しないようにしたと？」

　とりあえず遥照少年とアイリ少女と共に柾木家に戻った天地は、元げん凶きようの鷲羽からこの茶番の理由を聞いていた。二人の周りには、朝食を作っているノイケ以外の柾木家の者達が興味深げに取り囲んでいた。

「お兄様、可愛いね」

「みゃあ！」

「アハハハ～～」

　砂さ沙さ美みの言葉と魎りよう皇おう鬼きと半分寝ね惚ぼけた美み星ほしのナデナデ攻こう撃げきが、遥照少年の憂ゆう鬱うつな気持ちを倍加させ、大きな溜ため息いきとなって現れた。しかし砂沙美の言葉と魎皇鬼と半分寝惚けた美星のナデナデ攻撃は、アイリにとっては逆に気持ちを高ぶらせるモノだ。

「クスクス。遥照君可愛い♡　でも鷲羽先生、私は大人のままで良かったんですよ。その方がいろいろと……」

「はん！　そんな倫りん理りに外れた面白そうな事を、天地殿どのの前で出来るか。だいたいあんたに頼たのまれたのは、出会った頃ころの姿に、って事だったろ？」

「それはそうですけどぉ、大人の姿で少年の遥照君とあれやこれや、いけない授業をしたかったのにィ……でもまっ、いっか。これはこれで懐なつかしいし、やろうと思ったら、十分出来る歳だしィ、クックック」

「アイリさん、小さな子がいる前でそのような発言は控ひかえて下さい」

　ポカンとしている砂沙美の耳は阿あ重え霞かが、魎皇鬼の耳は砂沙美が押さえている。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　まだ二人共分かるような歳じゃないから。ウフフッ！　まっ、分かったなら、分かったで職員室まで来なさいってものよ。アハハハハ！」

　アイリは反省した様子もなくハイテンションだ。とりあえず阿重霞は、これ以上何かを言うのを諦あきらめた。

「……それにしてもお二方の出会いは、そんな年頃ごろだったのですね。私はあまり詳くわしくは教えられませんでしたし、写真も映像も見た事がありませんでした」

「まっ、それはいろいろと諸問題があったもの。それに阿重霞さんにとっては、いろいろと複雑な気分でしょうしね」

　阿重霞と遥照は、親が決めた婚こん約やく者同士だった上、アイリは遥照と出会った数年後には水みな穂ほを産んでいるのだから、複雑な問題だらけだ。

「それは否定しませんが、もう済んだ事ですし」

　阿重霞は涼すずやかな笑みで答えた。

「あらあら、それはそれは」

　アイリはチラッと天地の方を見る。

「はい、皆みなさん。食事の用意が出来ましたから、食卓の用意をお願いします」

　アイリ少女が余計な何かを言いかけた、その絶ぜつ妙みようなタイミングでノイケが台所から顔を出す。その言葉に、天地や鷲羽までもが条件反射のように、各自の役割分担をこなし始めた。

「あらあら、ずいぶん躾しつけたモノだわねぇ、ノイケさん？」

　いいところで邪じや魔まされたアイリ少女は、まるでちょっと意地悪な姑しゆうとめ、といった感じの目でノイケを睨にらんだ。

「用意が整うまで、これでもどうぞ」

　しかしノイケはサッと、楊よう枝じに刺さした卵焼きの一片をアイリの口にくわえさせ、彼女の口くち封ふうじを図はかった。ノイケの思惑おもわく通り、子供用にちょっと甘み多めの卵焼きを頰ほお張ばったアイリは、パッと笑顔となって卵焼きを咀そ嚼しやくし始めた。

（……やるなあ）

　ノイケの対応力に感心し、アイリの単純さに呆あきれつつ、遥照少年は溜息を吐ついた。










　西南が目を覚ましたのは、昼食の用意が調ととのう直前だった。

「……あっ、カレーだ」

　台所と食堂は中央の樹きから少し離はなれた場所にあった。

　海面から二メートル程の部分で平らに削けずられた巨きよ石せきを土台の上に、木で組んだ簡単な屋根のある、海の家といった感じの食堂に、これまた巨石をトンネル状にくり抜いた中に台所が設しつらえてある。排はい気きと採光の為ために開けられた窓や煙えん突とつからカレーの良い匂においが漂ただよって来ている。

「西南お兄ちゃん、気分はどう？」

　傍かたわらで本を読んでいたネージュが気付いて声をかける。

「うん。……大丈夫みたい。ありがとう」

　西南はゆっくりと起き上がったが、頭がふらつくといった異常はない。カレーの匂いを嗅かいだせいか、お腹が鳴る。

「ミャア！」

　と、食事の準備が出来たのであろう、台所の方から福ふくが飛ぶように西南の所へやって来た。目を覚ました時に福が居なかったのはちょっと寂さびしい気もしたが、多分、ネージュが自分が見ているからと、調理風景の好きな福を送り出したのだろう。福は西南に飛びつくと狂きよう喜き乱らん舞ぶといった感じで頰ほお擦ずりをした。

「ハハッ、お前、カレーのいい匂いをさせてるなぁ」

　福の毛には僅わずかにカレーの匂いが付いていた。

「ミャア！　ミャア？」

「ああ、もう大丈夫だよ福。じゃあネージュちゃん、行こうか」

　　　　×　×　×

「それにしても瀬せ戸と様がカレーなんて、ちょっとビックリですね。樹じゆ雷らいの食事はどちらかといえば淡たん泊ぱくな、和食に近い物なのに」

　昼食を終え、西南を除く女性陣じんは食堂で冷茶を飲みながら寛くつろいでいた。

「砂沙美ちゃんが教えてくれたのよ。メルマスの物を参考にもしたしね」

「ああ、なるほど」

　樹雷にカレーのような料理は無い。恐おそらくネージュとの付き合いもあって、覚えたのであろう。

「瀬戸様は料理がお上手なのは知っていましたが、美み守かみ様が料理をなさる所なんか見た事がありませんでしたから……」

「不安だったかしら？」

「まあ、正直に言えば……それより美守様の場合、やはり得意なのは世せ二に我わ系の物なんですか？」

「あら、彼女、どちらかといえば、樹雷の物の方が得意よ」

「そうなんですか!?」

　全員が意外といった感で美守を見た。樹雷と九く羅ら密みつでは味付けの方向性は全く逆だ。

「私はアカデミーに居た方が長いし、瀬戸様達との付き合いもありましたからね。世二我にいた頃は、あまり料理ってしなかったから、結局、最初に覚えたのが樹雷系の料理だったという訳なのよ」

「なるほど。デザートのスイーツも絶品でした……地球でノイケ様達と試食品を作った時も凄すごいと思いましたが、今回のもなかなか……」

「ありがとう。作った甲か斐いがあったわ。……ところで、西南君はいったい、何をしているのでしょうね？」

　話題が途と切ぎれたところで、美守は少し離れた岩場で、海草を平たい棒で叩たたいている西南の方を見た。カラカラに乾かわいた黒い表皮が、棒で叩く事によって割れて落ちている。そして中からは白っぽい綿のような物が見えていた。

「あれって……もしかして」

「あら林檎りんごちゃん、あれ、何か知ってるの？」

「中を見て思い出したんですが、多分、クッション材や保温剤ざいに使われている、海うみ絹きぬだと思います。もっと大きな固まりでしか見た事がありませんでしたから、分からなかったんですが……恐らく間ま違ちがいないと思います」

「クッション材ねぇ……嫌いやな予感がするわ」

　ツリーハウスには生活に必要な物の全てが揃そろっている。あえて海絹を取り出す必要などは無いのだ。瀬戸は事情聴ちよう取しゆをするべく、西南の方へ歩き出した。

　　　　×　×　×

「え？　はい。せっかくこんな場所に来たんだから、野宿をしようかと」

　瀬戸達に使用目的を尋たずねられた西南は、にこやかにそう答えた。

「野宿!?」

「野宿といっても、あの岩の洞ほら穴あなの中で寝ねるんです。さっき見てみましたけれど、中はけっこう涼しくて快適なんですよ」

「……えっ？　でも……」

「周りの岩が多た孔こう質しつだそうで、適度な湿しつ気けでいい感じなんですよ。前にも誰だれか住んでたみたいで、いろいろ棚たなとか水が貯まってる場所も掘ほってあって、簡易トイレのような場所もあったんですよ」

「でもね、西南殿……」

「秘密基地を造ってるみたいで楽しいんです」

「……そ、そう……よかったわねぇ……ハハッ」

　小さな子供のようにキラキラ輝かがやく目で嬉うれしそうに話す西南に、瀬戸は説得を諦めた。それを見ていた霧きり恋こ達も、ホッとするやら残念やら、複雑な表情だ。

「これも西南お兄ちゃんの危機回かい避ひ能力なのかしらねぇ？」

　瀬戸に聞こえないように小声で言ったネージュの言葉に、霧恋達は頷うなずいた。

「それにしても海絹なんて物、よく知っていたわね」

「イムイムに来る前に、いろいろと調べたんです。それでこれを知って……。商品に使われているのはもっと沖おき合あいで、この浮うきになる部分も最大で二メートルくらいになるそうなんですけど、浅い場所でも小型の種があるって知って、試してみようかと思って」

　西南はそう言うと、外皮が剝はがれむき出し状態になったスポンジに似た海絹を、管理衛星から借りた投と網あみをヒモで編み袋ふくろ状じように繫つなぎ、その中に詰つめ込み始めた。いっぱいに詰め込んだところで形を整えると、立派なベッドの出来上がりだ。そして実際何度か横になって海絹の位置や形に微び調ちよう整せいを加えて完成だ。

「うわ……ビックリ。思った以上に寝心地ごこちがいいわ」

　興味を惹ひかれた瀬戸達が次々に試し、その意外な快適さに賞賛の声を上げた。

「ミャア！　ミャア！」

　ベッドを叩きながら福は西南を見上げて鳴いた。

「福も欲しいのか？」

「ミャア！」

「よし！」

　福の場合は簡単だ。大きな海絹は直径三十センチ程あるので、それをクッション型に切れば福用のベッドの出来上がりとなる。同じ要領で枕まくらも作って、寝ね床どこの用意は調った。

　西南はそれを持ち、福と共に洞穴へと消えて行った。

「フフッ、寝る位置競争が無意味になってしまいましたね」

　それを見送りながら美守は苦笑しながら言った。

「そうね……、でも、ある意味では好都合よ」

「あら、なかなかめげませんね」

「トラブルは楽しむものよ」

　負まけ惜おしみなのか、瀬戸は努つとめて余よ裕ゆうある表情で答えた。







「アイリ、散歩にでも行かないか？」

　朝食を終え、ソファーにゴロリと寝ね転ころがって食休みをとっていたアイリに、遥照は話しかけた。

「あら、どういう風の吹ふき回しかしら？　遥照君」

「これ以上、年長者としての尊厳を損ないたくはないからね」

　このままここに居て、砂沙美や魎皇鬼、美星のオモチャにされつつ、天地や阿重霞達の困こん惑わくの視線を受け続けるなど耐たえられない。もちろんノイケの大人の対応というか、良い意味で無視をされ、自然に振ふる舞まわれるのも悲し過ぎだ。それならばアイリと二人きりになって、学生ごっこをする方が遥はるかにマシだ。幸いにも二人共、子供の姿なので、割り切ってしまえば楽かもしれないと思ったのだ。

「それに昔も公おおやけに出来ぬ間あいだ柄がらだったのだ。ならば二人っきりで楽しむのが、正しいあり方だろう？」

「ＯＫ。じゃあ行きましょう、遥照君！」

　アイリは楽しげにそう言うと、遥照の手を取り、引きずるように外へと向かった。

「みゃあ！」

「っと、付いて行っちゃダ～～メ！」

　二人を追いかけようとした魎皇鬼を鷲羽が抱だき留とめる。美星の首根っこを押さえているのはノイケだ。

「魎呼も付いて行っちゃダメよ」

「てめえに同じ目に遭あわされた私に言うか？　そんな事した日にゃ、祖じ父いさんにとっちゃ自殺モンだ」

「夏の陽炎かげろうが見せた幻まぼろし……それで良いんじゃありませんか？」

　優しい目で二人の後ろ姿を見つめる阿重霞のつぶやきに、天地達も頷いた。







　　６「決けつ闘とう・静せい竜りよう対タラント」







　ダイ・ダ・ルマーにあるタラントの領域は、以前の賑にぎやかさは失せ、人の姿もまばらだった。それはタラントの凋ちよう落らくぶりを示すものだったが、もう一つの原因はタラントの不ふ機き嫌げんさだ。

　ダンッ！　ダンッ！　ダンッ!!　強化装そう甲こうの壁かべを力任せに叩たたく音が、ブロック全体に響ひびいていた。その音の意味を知りつつもその場に残っているのは、ただの自殺願望者だ。古いつきあいの者達でさえ、タラントを避さけて逃にげ出していた。その音の中心から数キロ以内に居るのはタラントの侍じ従じゆうの老人ただ一人だった。

「おのれっ！　おのれっ！」

　壁を叩くタラントの身体からだは、その半分近くが機械化されていた。もちろんそれは緊きん急きゆう時の対処、ギプスみたいな物で生体培ばい養ようが完かん了りようするまでの処置だ。海かい賊ぞく稼か業ぎようをしていればよくある事だし、それを気にする者などは居ないのだが、今まで一度として身体の欠損を経験していないタラントにとって、それは屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。圧あつ倒とう的てきな力で蹂じゆう躙りんしてきたタラントには、それは在あってはならない事なのだ。

　以前西せい南なに付けられたナイフの傷でさえ、タラントにとっては大いなる屈辱だったのに、今回は身体の半分近くともなれば、タラントの中にあるものは憎ぞう悪おだけだ。しかも日常的な仕様ではなく戦せん闘とう用に強化された骨格と義ぎ肢しは、強化装甲のブロックを揺ゆらす程のモノなのだ。となれば近付く者、目に入る者達は問答無用で八つ裂ざきにされてしまうのである。

　そして更さらにタラントの気分を害したのは、樹じゆ雷らいの強きよう襲しゆうを受けてここダイ・ダ・ルマーへ逃げ込み、その対価としてダイダロスの基本設計を引き渡わたさざるをえなかった事だ。タラントにとってダイダロスは己の力の象しよう徴ちようなのだ。それを他人が持つのは許し難がたい事なのである。辛かろうじて爆ばく発はつを抑おさえていられるのは、真の動力源である、宝ほう玉ぎよくのレプリカの存在を気付かれていない事だが、それとて以前手中にしかけた『皇おう家けの樹き』の種に比べれば、ゴミのようなものだ。

「山やま田だ西南だ！　山田西南がっ！」

　やはり憎悪の行き着く先は山田西南に帰結するのだ。

「タラント様」

「いま声をかけるな！　たとえお前でも加減は出来ないぞ！」

「面白い者達が居ます。この者達で遊んではいかがですか？」

　老侍従が映し出したのは、静竜とアラン達だ。

「現在、例の新型艦かんに乗せる人材を集めているらしく、ＧＰからの脱だつ走そう者や人ひと質じちの中からも候補を選出しておるようです。そしてタラント様もその候補の中に……」

「くだらん！　この俺がそんな連中と一纏まとめにされるなどと！」

　そう言ったタラントだが、そこから聞こえるアランの一言で目の色が変わった。

『ヘッヘッヘ。この俺様に目を付けるとはさすがだな。何しろ、あのタラントの包ほう囲い網もうをくぐり抜ぬけた立たて役やく者しやは何を隠かくそう、この俺様なんだからなぁ、ア～～ハッハッハ！』

「………」

「選せん抜ばつには模も擬ぎ戦せん闘とうも含ふくまれているとの事」

　タラントの目に明らかな殺意が浮かんだのを見て取った老侍従は、囁ささやくようにそう言ったのだった。




　ダイ・ダ・ルマー内にある、巨きよ大だいな闘とう技ぎ場には大勢の観客が詰めかけていた。山田西南にやられはしたものの、それでも『樹雷の鬼おに姫ひめ』と遭そう遇ぐうして全ぜん艦かんが無事に逃げ果おおせた事実は、彼らに幸こう運うん艦隊プロジェクトに強い興味を持たせるに十分なものなのだ。

　集められた参加者は、ランダム抽ちゆう選せんによって人数と対戦相手が決められ、戦いの方法も様々だ。運が良ければ弱い相手と得意な方法で戦え、運が悪ければその逆だ。

　もちろんこういう催もよおし事に賭かけ事は付き物だ。そしてここでも参加者の運が作用する事となる。つまり観客はいくら賭けるかは決められるが、誰に賭けるかは、抽選によって決められるのである。運が悪い参加者は、自分に大金が賭けられるプレッシャーを背負う事となるのだ。もちろん運が良ければ、大金を賭けられた弱い相手に勝ち、その掛け金を貰もらえるという事だ。

「俺達は運がいい！」

　アランはモニターに映し出されるオッズと、対戦相手を見て舌なめずりをした。

「しかも勝てば大金が手に入る……クックック」

　アラン達は静竜を含めた四人。相手は若くて愛らしい女性一人だ。しかも途と轍てつもない掛け金がかかっている。

「可哀かわい相そうになぁ……。あんな娘むすめと戦うのか？」

「しかも四対一だぞ。いくらルールとはいえ、さすがに……」

　さすがにバリーとコーンは戸と惑まどっているようだ。

「下らん茶番だな。俺は棄き権けんさせてもらおう」

　静竜は通路の壁にもたれかかって目を閉じた。

「クックック。お前達も棄権したいならしていいぞ。後は俺に任せろ」

　アランは自信満々だ。

「お前は平気なのか？」

「俺も気は引けるが、戦わない訳にはいかないだろう？」

「そうしてくれると助かるけど……悪いな」

「気にするな。まあ一応、顔見せはしておけよな」

「分かった」

　ホッとしたようなバリーとコーンを見てアランはほくそ笑んだ。

（クック。俺一人で戦うという事は、当然、掛け金は俺様一人の物だ。しかもうまく行けばあの子を俺の物に……ケッケッケ！）

『両者、中央へ！』

　司会者のコールで闘技場の中央へとアラン達と、フードを被かぶった対戦者が歩み寄って来る。アランはその顔を覗のぞき込もうと角度を変えて見入った。しかし相手は深くフードを被ったまま表情はおろか口元すら見えない。

（震ふるえているのかぁあん？）

　肩かたが小刻みに震えているのを見たアランは、ニヤリと笑った。

「バリー、コーン。お前達は絶対手を出すなよ」

「ああ、わかっている」

「お前も気をつけろよ」

　バリーとコーンの応おう援えんを背に、アランは余裕の表情で、準備運動のつもりか腰こしを揺らしている。

『では始め！』

　司会者の合図と同時に、対戦者はフードを取り去った。

　　　　×　×　×

「タラント!?」

　思わずコマチは叫さけんだ。なんとフードの下から現れたのは、タラント・シャンクだったのである。

「何な故ぜ貴様が！　司会者、試合を止めろ！」

　その時、止めに入ったコマチを制するダ・ルマーの声が響く。

「よい、やらせよ」

「しかし明らかなルール違い反はんですよ」

「こういうトラブルも運の内、私が欲しいのは絶対的な幸運なのだ」

「分かりました」

　ダ・ルマーが了りよう承しようしたのであれば、コマチに止める理由は無い。しかし対戦相手には取引先の子息である静竜も居る。

（暴走しないでくれよ）

　コマチはそう祈いのりつつ、警備員の増員を指示した。

　　　　×　×　×

「クックック！」

　止める様子が無いのを確認した瞬しゆん間かん、タラントは地を蹴けった。

「なっ、なんで？　可愛かわい娘こちゃんじゃないじゃないかぁ??　ヒッ！」

　突とつ進しんして来たタラントを、アランはバリーを盾たてにして躱かわした。バリーはタラントのパンチを腹に受けて悶もん絶ぜつし、その場に崩くずれ落ちた。だがタラントもすぐに殺してしまうのはもったいないと感じたのか、ダ・ルマーの手前故ゆえか、使っているのは生身の腕うでだ。

「グエッ！　ガハッ！」

　反へ吐どを吐はきながらのたうち回るバリーには興味はないのか、タラントはすぐさまアランを追いかける。タラントの腕がアランの襟えり首くびを摑つかもうとした瞬間、アランはサッとコーンの後ろに回り込んだ。

　　　　×　×　×

「友人を盾にとは、情けない奴やつめ！」

「だがタラントの猛もう攻こうを避よけているぞ」

　観客達の罵ば声せいと嘲ちよう笑しようの中、必死で逃げ回るアランを見て、ダ・ルマーは面白そうにそう言った。

　　　　×　×　×

「邪じや魔まだ！」

　面めん倒どうとばかりに、タラントは機械の腕でコーンを横よこ殴なぐりにした。タラントとしてはただコーンを横にどけただけだが、コーンは歯を何本か飛び散らしながら、十メートル程吹ふっ飛んだ。

「ヒッ！　ヒエエエエッ!!」

　盾を失ったアランは襟首をタラントに摑まれて引き倒たおされてしまった。だが腹に蹴りをくらいつつも、なお逃げようと立ち上がったが、回り込んだタラントのパンチを顎あごに叩き込まれた。

「フギャッ！」

　血反吐をまき散らし、後方へと吹き飛んだアランだったが、その方向にはいつの間にそこに居たのか、静竜が立っていた。

「そこまでだ」

　静竜はアランを庇かばうように前へ出た。

「どけっ！　お前はその情けないクズを引き裂さいた後だ」

「フフッ、失敗続きで継つぎ接はぎだらけ。ボロ雑ぞう巾きんかと思ったぞ」

　威い嚇かくするタラントに、静竜は動どう揺ようした素そ振ぶりも無い。

「なにっ」

「弱い者いじめと騙だまし討うちしかできないクズにはお似合いの姿だな」

　その言葉にタラントが懐ふところへ手を入れる。

「きさま……殺されたいようだな。順番が来るまで震えて待っていればいいものを」

「ご託たくはいい、さっさとかかってこい」

　その直後、タラントは静竜に向かって機械化された腕から仕込み銃じゆうを放った。懐に入れた手はフェイントだ。動けないようにする為ために足を狙ねらったのだが、不意打ちにも拘かかわらず、静竜はあっさりとそれを避けた。

「なにっ!?」

「言っただろう？　弱い者いじめと騙し討ちしかできないクズだとな。貴様が何をするかなどお見通しだ」

「おのれっ！」

　タラントは光剣けんを取り出し、静竜に斬きりかかった。時折、仕込み銃を撃うつものの、静竜は華か麗れいなステップでそれを躱す。

　　　　×　×　×

「あいつ！　私と戦った時はこれ程の……」

「手加減されていたというわけだ」

　コマチが女だから、そうダ・ルマーは目で語った。それを口にしなかったのはコマチのプライドを思いやったからだ。

「だが得え物ものも持たずに、いつまで避けきれるか……」

　コマチは懐の剣を握にぎったが、それを取り出すのを躊躇ためらった。

「タラントがルールを破った以上、お前が剣を貸すのを止める理由は無いぞ」

「……ははっ！」

　コマチは一礼すると闘技場の最前列へと駆かけだした。

　　　　×　×　×

　タラントの攻こう撃げきを避ける静竜は、視線の片かた隅すみにコマチの姿を捉とらえていた。観客の大だい歓かん声せいで、コマチが何を言っているのかは聞こえなかったが、静竜には彼女が何をしようとしているのかが分かった。

（ふん！　馬ば鹿かめが！）

　タラントは当初、静竜の動きに焦あせりを感じていたものの、自分の計略がうまくはまり出した事にほくそ笑んだ。

（もうすぐお前の逃にげ道はなくなるぞ）

　タラントは静竜をうまく壁かべ際ぎわへと追い込んでいたのだ。と、静竜の背中が闘とう技ぎ場の壁に触ふれた。

「クックック！　大口を叩いた割にはあっけない終わりだったな！　楽に死ねるとは思うなよ」

「やはりお前はクズだな」

　静竜は真上から落とされた光剣を、タラントを見み据すえたまま目の前で摑んだ。静竜はコマチに近付くためにわざと追おい詰つめられたふうを装よそおっていたのだ。

「貴様ッ！」

　タラントの撃った銃じゆう弾だんを躱し、静竜はあっさりとタラントの懐に飛び込んだ。

　両者が重なったその瞬間、一いつ閃せんっ！　数秒後にタラントの機械の腕と足は切断され、タラントの身体はその場に崩れ落ちた。

「！」

　顔を上げるタラントの目の前に光剣が突つきつけられた。

「クッ！」

　タラントは屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめた。

「命までは取らん。降参しろ」

　静竜がそう言った時、




　────可哀かわい相そう。




　大歓声の中でかき消される事無く、その少女の声はハッキリと静竜の耳に届いた。

「!?」

　観客席の方を向いた静竜は、狂きよう宴えんに沸わく観客の中で一人、悲しそうな目をした少女に気付いたのだ。それは四～五歳の褐かつ色しよくの肌はだに白髪の可愛らしい少女だ。

（同族なのか？）

　タラントと類似した容姿に、静竜はタラントを庇う理由を見み出いだしたが、ある意味静竜の予想は半分が当たっていて、半分外れだ。少女は確かにシャンクの一族だが、それが理由で可哀相と形容したのでは無い。ただ子供の素直な気持ちとして、地べたに転がるタラントに同情しただけなのだ。それが悪名高い男でも、自身がその男のせいで苦しい思いをする事など、今の少女には知る由よしもないのだ。
















「……フッ」

　少女の愛らしさに勢いを削そがれた静竜は、サッと剣を引いた。この行動に観客からブーイングが起こったが、静竜は意に介かいさない。だが、

「死ねっ！」

　タラントはその隙すきを狙い、隠かくし持っていた小型の銃を静竜に向けた。

「愚おろかなっ！」

　が、静竜は銃弾を避けると、その銃をタラントの生身の腕ごと切り裂いた。

「ギャアアアアアッ！」

「弱い者いじめと騙し討ちしかできないクズらしいな。それも自じ業ごう自得……あっ！」

　のたうち回るタラントに、静竜は少女の存在を思い出した。気まずそうに少女に視線を向けた静竜は、

「安心するがいい、少女よ。ただの峰みね打うちだ」

　そう言い放ったのであった。少女は静竜の笑みに、安あん堵どしたかのように頷うなずいた。

「うむ、可か憐れんな少女だ」

　パッと小さな花が咲さいたような少女の笑顔に、静竜は満足げに頷いた。その少女の名はダード。ガズラが言っていた老メカニックの孫である。だが……

「…………いや、切ってるだろ」

　爽さわやかな笑みを交わす静竜とダード以外、コマチを含ふくめその場にいた全員が、のたうち回るタラントを見ながら、啞あ然ぜんとなったのは言うまでもない。




　巨きよ大だいなコロシアムには、先程までの喧けん噪そうは無く、ダ・ルマーを筆頭に十名程の幹部が貴き賓ひん席せきに座っているだけだ。そこへコマチに連れられて静竜と、治ち療りようを終えたアラン達が再び先程と同じ通路から入って来た。

「なかなか面白いショーだったぞ。調査の結果、お前達四人が一番適任だと判断が下ったのだが……」

「適任とはどういう意味だ？」

「新しん鋭えい艦かんの艦長に、という事だ」

「我々が？」

　さすがに静竜も、この言葉には戸と惑まどいを隠しきれない。

「こちらも正直戸惑っておる。何しろお主ぬし達は元はＧＰのメンバー……」

「私は今でもそうですが」

「フフッ、そうだったな。だがその新鋭艦の相手が山田西南ではどうだ？　お主達がここにいる原因は山田西南絡がらみであろう？」

「おっ、俺達はやりますぜ！　山田西南にはいろいろと恨うらみがありますからね。なあバリー、コーン！」

　アランは静竜を押し退のけ、一歩前へ出た。その鼻息に、バリーとコーンは思わず頷いたのだ。

「ふむ。これで三人の候補は決まったな。後は……」

　ダ・ルマーはジッと静竜を見つめた。彼にとっては静竜こそが本命だ。

「教職から離はなれているとはいえ、奴とて我が教え子。それを……」

「その教え子は今、惑わく星せいイムイムで女に囲まれて休きゆう暇か中だとか」

「何っ！　女とは、まさか雨あま音ね!?」

「客のリストの中には雨音カウナックの名もあるな」

　補ほ足そくするようにコマチが言う。

「おおおおおっ、おのれ！　学生の身でありながら何と破は廉れん恥ちな！」

「やってくれるか？」

「フン！　だが、それとこれとは別問題だ」

「……おい静竜。お前はいま何の為ためにここに居るんだ？」

　正直、コマチはここまで出しゃばる気は無かったが、ダ・ルマーが静竜を艦長にしたいというならば、茶番も致いたし方かたない。

「ん？」

「ダ・ルマーギルドはお得意様ではないのか？」

「おおっ！　そうであった！　私はここに天てん南なん財ざい閥ばつの代表として居るのだった」

「……お得意様はなんだっけ？」

　端はたから見れば漫まん才ざい状態だ。コマチは頭を抱かかえつつも最後のフリを口にした。

「お得様はお客様。お客様は神様です！」

「やってくれるな？」

「ハッハッハ！　山田西南よ。不純異性交遊はこの私が許さん！　お客様の為、何よりお前自身の為、教育的指導の鉄てつ槌ついを食らわせてやるぞ！」

「……しっかり自分のスタンスを崩くずさないところはさすがだよ」

「ハハッ！　では決まりだ！………さて、あとは誰だれを艦長にするかだが……」

　ダ・ルマーは上じよう機き嫌げんで静竜達を見つめた。

「まっ、まさかまた戦えってんじゃ……」

　アラン達は治療の済んだものの、まだ痛みの残る場所を押さえた。

「勝てるわけないじゃないかぁ！」

「ハハハ……ジャンケンじゃだめですか？」

　コーンが冗じよう談だん交じりに言った言葉に、その場は凍こおり付いたように静まり返り、ダ・ルマー以下、幹部達がジッとアラン達を見る。

「ばか！　何て事をっ………謝れ！　謝るんだ!!」

　と、アランは血相を変え、手でコーンの頭も下げさせた。

「……ふむ。全員が同意するならジャンケンでもかまわんぞ」

「はっ？」

　意外な言葉にアランは啞然となる。

「必要なのは幸運だからな」

　　　　×　×　×

「ジャンケン、ポン！」

　と、全員の意見が一いつ致ちしたのであろう、アラン達と静竜は向かい合って一いつ斉せいに手を差し出した。

　　　　×　×　×

「フム……意外な結末だが、これで決まりのようだな。皆みんなも異存あるまい」

　と、側にいた幹部達に目で合図を送ると、全員が無言で頷いた。目の前には嬉うれしそうに踊おどり狂くるっているアランの姿があった。

「こちらを……」

　コマチが持って来た小型のケースを開けると、中には大量の金が光り輝かがやいていた。

「おおっ！」

「これは幸運艦の乗員に対する支し度たく金きんだ。乗員の選別や編成、配置は任せる。リストの中から好きに選ぶがよい」







　　７「凶きよう宴えん再び」







「よーし、私の艦かん長ちよう就任前祝いだ！　飲め飲め飲めっ！　食え食え食えーっ！」

　豪ごう華かな宴会場でアラン達は芸者風のコンパニオン達をはべらして騒さわいでいた。上かみ座ざにデンと座り泥でい酔すい状態のアランは、傍かたわらに置かれたトランクをバンバン叩たたきながら、

「金ならいくらでもあるぞーっ！」

　と、上じよう機き嫌げんだ。

「さあ、艦長、さささっ……」

　バリーはアランの手にした杯さかずきに、一いつ升しよう瓶びんから酒を注いでいく。

「おおっ、気が利きくじゃないか」

「アラン艦長殿どの、この度たびは私共を名めい誉よある、幸こう運うん艦の副官に選んでいただき、ありがとうございます」

「アラン艦長のため、一いつ生しよう懸けん命めい働かせていただきます」

　バリーとコーンはお大だい尽じんにへつらう太たい鼓こ持ち状態だ。

「プハーッ……なに、俺達は友達じゃないかァ」

「いつまでこんな馬ば鹿か騒ぎを続けているつもりなのだ？　そろそろ仕事に取りかからんとまずいのではないか？」

「静せい竜りよう君……僕は艦長だよ艦長！　艦長の命令は絶対だ！　そうだろう？」

「しかし……」

「アラン艦長だ！」

「は、はい……アラン……艦長殿」

「静竜君、たばこを買ってきてくれんかね？　ほらお釣つりはお駄だ賃ちんにとっておきたまえ。ハッハッハ」

　と、ちゃりんと小銭を投げた。静竜は無言でそれを拾うと、宴会場から出て行った。

「ハッハッハ！　ハ～～～ハッハ！」

「さすがはご立派な艦長殿。威い厳げんがおありですね」

　コンパニオンがアランにすり寄る。

「んん？　そうだろう？　俺様はダ・ルマーギルド期待の対山やま田だ西せい南な秘密特務艦、『幸運艦』の艦長様だからな！」

「そのご立派な艦長殿に、こ・れ・を♡」

　コンパニオンは胸の谷間に紙切れを挟はさんで差し出した。

「おおっ、何かな？　ヘッヘッヘ！」

　鼻の下を伸のばし、アランはその谷間の紙に手を伸ばした。

　　　　×　×　×

「ふう……」

　ロビーの自じ販はん機きコーナーで静竜は自販機のボタンを押した。タバコを買いに行かされるのはこれで何十回目だろうか？　もう銘めい柄がらも場所も目を瞑つぶっていても買える程、身に染みついていた。

　ガコッ。落ちてきたタバコを取り出し、お釣りを回収する。何やら情けなくなり大きな溜ため息いきを吐つくと、ふとその隣となりの自販機に目を留めた。そこには『あなたの運命が変わる！　ラッキーくじ・締しめ切り間近』と表示された自動当選通知宝くじの自動販売機があった。偶ぐう然ぜんにもそのくじ一口が、タバコの釣り銭せんと同じ額だったのに引かれたのか、静竜はそこに釣り銭を投入したのであった。

　　　　×　×　×

　一方、宴会場のアラン達は、何やら先程までの勢いもどこへやら、血相を変えて座り込んでいた。あれほど賑にぎやかだった宴会場にはコンパニオンの姿はなく、アラン達三人だけが、食い散らかした料理を前に、呆ぼう然ぜんと座ったままだった。

「おおおおおおおおお、おいどうするんだよ？」

　ダ・ルマーから預かった支し度たく金の入ったトランクの中身はスッカラカン。小銭一つたりとも残ってはいない。先程のコンパニオンの胸に挟んであったものは、宴会の請せい求きゆう書しよだったのである。

「どうするって……」

「管理責任は艦長の役目だろ！」

「おっ、お前達は副官なんだから、経理管理はお前達の役目だ！」

「おいおい！　いつそんな事が決まったんだよ！」

「お前達を副官に任命した時からだ！　だから後はお前達に任せる！」

「おい待て、一人で逃にげる気か!?」

　逃げ出そうとするアランの浴衣ゆかたの裾すそを、バリーとコーンはガッシリと握にぎる。

「俺は知らん！　俺は関係ない！」

「だいたいどこへ逃げようってんだよ？　ここはＧＰじゃないんだ！」

「そうだよ……この事が知られれば、どんな目に遭あわされるか……」

「お前達で何とかしろよ！　こういう雑務は副官の役目だぞ！」

「何言ってるんだよ！　どう言い訳しようとお前が代表なのは変わらないぞ。さっきのコンパニオンだってそう思うから、お前に請求書を渡わたしたんだろ？」

「宛あて先さきがアラン艦長ってなってるんだ。ここの従業員は、みんなそう認識してるんだ。俺達に責任を押っつけてお終しまいって訳にはいかないぞ！」

「おおおお前達の名前だって連名で入ってる！　ならお前達だって同罪だ！」

「なんてこった。ファンクラブの時といい、アランに関わるとロクな事がない……」

「タバコを買って来ました、艦長殿」

　三人が愕がく然ぜんとなったところへ、タバコを持った静竜が帰って来た。

「!!」

　暗く沈しずんでいたアランの表情がパッと輝いた。

　　　　×　×　×

「なに？　私に艦長を？」

　静竜の前には土下座をしているアラン達が居た。

「はい！　やはり僕らなんかより、艦長に相応ふさわしいのは静竜様と……」

「……そうか……まあそこまで言われたのなら断れんな」

　静竜の言葉に、土下座したままのアラン達は顔を見合わせてニヤッと笑った。

「では、お受け下さると」

「男に二言はないっ！」

　と、そこへ遠くからドタドタという足音が聞こえて来たかと思うと、乱暴に襖ふすまを開けて入って来たのはコマチだ。

「これはどういう事だ！　三馬鹿トリオっ!!」

「ん？　どうした騒そう々ぞうしいぞ」

「どうしたもこうしたもあるかっ！　こいつは私の所に回って来た請求書だっ！」

　アラン達が飲み食いした宴会費は、支度金で賄まかなえずに　足が出た分はコマチの方へ請求されたのだ。

「貴様らっ、ダ・ルマー様からいただいた支度金はどうした!?」

　静竜を押し退のけるように、コマチはアラン達の前に仁に王おう立ちになると、請求書を突つきつけた。

「いやあ、僕はもう艦長ではありませんのでぇ、それについては静竜艦長に聞いて下さぁい……グハッ！」

　視線を逸そらすアランの頰ほおにコマチのパンチがめり込んだ。せっかく治ち療りようした歯がぐらつく。

「舐なめられたものだな。私にそんな言い訳が通るとでも思ったのか？」

「………ほお、なかなかにいい額だな」

　請求書を覗のぞき込んだ静竜が、腕組みをして頷うなずいた。

「なるほど、それで私に艦長を譲ゆずると言い出したのか」

「せせっ静竜様のご実家は有数の財ざい閥ばつじゃないですかぁ……ちょちょっとポケットマネーで出して下さいよぉ、ねっねっ？」

「そんな金など無い！　私のポケットにあるのはこれだけだ！」

　静竜はさっき買ったくじをポケットから取り出した。と、そのくじの表面に赤い文字が浮うかび上がった。

「!?　お、おい……それ、当たってるぞ」

　見ると、くじには『三等』という文字が浮かび上がっている。

「三等って、いくらになるんですか？　もしかして凄すごい金額とか？　ここの支し払はらいをして使ったお金が返って来るくらいですか？」

「場末のくじだぞ。そんな賞金が出るわけないだろう？」

「いや、ここのくじは海かい賊ぞく勢力圏けん全域で行われているヤツだ。その三等となると……」

　端たん末まつを起動して、金額を確かめたコマチの顔色が変わった。

「キャリーオーバーの加算額があるから、支度金の二倍程になるな」

「!!」

　と、アランは素早い動きで静竜の手からくじを取り上げた。

「艦長譲るのやめ！　部下の物は艦長の物っ！　さあ、宴会だ……ガフッ!!」

　再びアランの顔面にコマチの容よう赦しやないパンチがめり込み、返す手で握りしめた手から当たりくじを取り上げた。

「静竜、どうする？　こいつはお前の物だ。これをどうするかはお前が決めろ。従業員からは事の成り行きは聞いている」

　つまり静竜には使い込みの責任はないという事だ。

「構わん。全額補ほ塡てんに回せ。どちらにしろ、くじを買った金は支度金から出ているんだからな。追加の請求分は俺達四人で払はらう」

「そっ、そんな!?　こいつも払って下さいよォ。支度金の倍なんでしょ？　浮いた分があるじゃないですかぁ」

「こういう不始末の場合の違い約やく金きんは、倍返しが海賊のルールだと聞いた事があるが？」

「その通りだ。だから使い込んだ支度金の事は目をつぶってやる」

「そそっ、そんな！　請求はそちらに行ったモノ……でしょう？」

「ほお……私が払っていいのか？」

「それはもちろ……」

「バッ、馬鹿、アラン！」

　その意味に気付いたバリーが慌あわててアランの口を塞ふさぐ。

「違約金は倍返しがルールだって聞いてなかったのか!?」

「……!?」

　さすがのアランもコマチの表情の意味に気付き、真っ青になった。

「言っておくが、逃げようなどと思うなよ。ギルドはＧＰ程甘くはない。ＧＰからの脱だつ走そう者のお前達が、使い込みという背信行こう為いをしたのだ。これで逃げでもすれば、即そく座ざに敵対行為者と認定、処しよ刑けい命令が下されるだろうな」

「うっ、噓うそッ、マジですか？」

「あるいはＧＰへの強制送そう還かんか……向こうの借金はこれの比じゃないんだろう？　まあ、請求分は地道に稼かせいで返すんだな。さいわい幸運艦は平クルーでも高給だ」

「ひ、平クルーって、俺は艦長だぞ！」

「艦長は静竜に譲ったのだろう？　どちらにしろ不ふ祥しよう事じを起こした時点で降格だ」

「お、俺達は副官を譲ってません！」

「馬鹿者、お前達も同罪だ！」

　コマチは異を唱えるバリーとコーンを軽く小こ突づいた。

「もう貴様らには任せておけん、副官には私がなる！　いいな、静竜？」

「うむ、いいだろう」

　静竜は間かん髪ぱつ入れず頷く。それを聞いたアラン達は崩くずれ落ちるようにその場に座り込んだのだった。

「そ、そんなぁ……」

「泣くな、みっともない！　泣きたいのは貧びん乏ぼうくじを引かされたこっちの方だ！」

　コマチはそう言い放つと、さっさと宴えん会かい場から出て行った。最後までその場に残ったアラン達も、掃そう除じに入って来たおばちゃん達に追い出されたのだった。




「悪いな、休きゆう暇か中だったんだろ？」

　コマチは瀬せ戸ととのホットラインを使い、定期的な連れん絡らくをしていた。

『ああ、その事なら気にしないで。それより貴女あなたが副官を引き受けるなんて、どういう心境の変化かしら？』

　休暇中なのは鏡の方だが、瀬戸は一応、鏡と同じ水着姿だ。

「……気の迷いといった方が正解だよ。とにかく幸運艦かん隊たいの量産構想は一時棚たな上あげ……ここまではあんたの思惑おもわく通り、ってわけだ」

『それにしても静竜殿が艦長ねぇ……予想の斜ななめ上の状じよう況きようだわねぇ。こちらとしては、これを機会に一気にケリを着けたいところなんだけれど……』

「私だって最終的には、銀河統一ってのも悪くはないと思っているさ。けどね、早過ぎる変化は有り難がたくはないね」

『それはこちらも同じよ。でも転がり出した流れを止めるのは難しいわ。あとは成すべき事を迅じん速そくに成すだけよ。何と言っても、これは待ちに待っていた千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなんですからね』

「はっ！　考えてみれば私の選せん択たくも、少しでも時代の暴走のブレーキになるのなら、意味があるのかもしれないな」

　守かみ蛇だ怪け、山田西南による、なし崩し的な海賊組織の崩ほう壊かいを防ぐ、幸運艦プロジェクトの役割は重い。

『あら、それって宣戦布告？　いいわよ。出来るだけ盛り上げましょう』

「前夜祭はもう始まってるよ。こちらは宝探しで大おお騒さわぎさね」

　コマチはそこまで言って、ふとある事に気付き考え込んだ。

「なあ……今、確率の偏かたよりを計れる携けい帯たいの計測機器ってのが出回ってるんだが、こちらの調査部が調べても、コアユニットがどういう物か分からないって話なんだ。そんな物が作れるのはアカデミーだけだろうって結論なんだけど、心当たりは無いか？」

『確率の偏りを計れる携帯の計測機器ねえ……。そういう事をしそうな心当たりは何人か居るけど、調べてみましょうか？』

「いや、別にそこまでする必要はないよ。ちょっと気になっただけだ……それより準備があるなら急いだ方がいいな。あんたのおかげでタラントからダイダロスの基本設計と、基本パーツが手に入ったからね。思ったより例の船の完成は早まりそうだ」

『ダイダロスの改良型ね……確かに強敵だわ』

　幸運艦隊との交戦もかなり危あやういものだった以上、油断は出来ない。

「私が言うのも何だけれど……坊ぼうやだけは守ってあげろよ」

『ええ、分かっているわ。気にかけてくれてありがとう。貴女の方も静竜殿の事、お願いね』

「心配無用だよ。ありゃ、殺しても死なんよ」

　西南の事を気き遣づかった時とは一転、コマチはうんざりしたような顔でそう言った。







　薄うす暗ぐらい室内。ランタンの明かりを頼たよりに、ちゃぶ台を囲んだ静竜達が、大量に送られて来る幸運グッズのチェック作業をしていた。

「艦かん長ちよう……この状態って、いつまで続くんですかぁ？」

　明らかにやる気の無さげなアランは、手を止める言い訳にそう尋たずねた。

　支度金を使い込むという不始末をしでかした静竜とアラン達は、建造途と中ちゆうの幸運艦の中に軟なん禁きん状態となっていたのだった。

「内装工事と乗員の引っ越こしとが重なって場所が無い。電気系統のチェックももうしばらくかかるそうだから仕方あるまい」

「何でそんな状況でこんな事を……」

「これはこれで風ふ情ぜいがあって良いではないか。それよりもさっさと手を動かせ。もうすぐ次の荷物が来るんだからな」

「……こんなのは下したっ端ぱの新人にでもやらせときゃいいんだよな」

「俺達はその下っ端になったんだからしょうがないだろ」

　だがいつもはアランの意見に同調するバリーとコーンは、その愚ぐ痴ちに反論した。

　さすがに海賊の勢力圏で起こした不始末だ。下手をすれば命の危険があるとなれば、バリーとコーンにとってはショックな出来事だったのだ。その事は二人の意識改革のきっかけとなっているのである。

「おい、ぐだぐだ言ってると、またコマチ副長にぶん殴なぐられるぞ」

　そしてコマチという見張りの存在が、アランの言葉を優先的に受け入れて来た二人のもう一つの意識改革の要因となっているのだ。

「チェッ……お前達、すっかり飼い慣らされちゃってよ。まるで家か畜ちくだな」

　他の二人が黙もく々もくと仕事をする中、アランは不満げに大きな伸のびをしながら寝ね転ころんだ。ここをきっかけに三人はそれぞれ違ちがった道を歩む事となるのだが、それはまだまだ先の話である。

「おい、次の便が到とう着ちやくしたぞ。チェックは終わったか？」

「もちろんですよ！　ほらお前達、せっせと手を動かせよ！」

　ふて腐くされていたアランも、さすがにコマチが入って来た途と端たん、せっせと仕事をし始める。

「何だかんだ言って、しっかり躾しつけられてるよな」

「コマチ副長、容赦ないからな」

　アランの様子を横目で見ながらバリーとコーンは苦笑する。

「それにしてもコマチ副長、なんか急に送られて来るグッズの量が増えましたよね」

「ん？　ああ、何やら画期的な幸運グッズ発見アイテムが、通つう販はんで売られるようになったからな。それを使えば、その物や人がどれだけの確率の偏りを持っているか、一目で分かるそうだ」

「そんな物なら今までもありそうですけど？」

「そいつは軽量でコンパクト、しかも今までの物より安価だそうだからな。そいつを使って幸運グッズを見つけ、金かね儲もうけをしようって連中がいっぱい居るのさ」

「かっ金儲け!?」

　アランの目がキラリと輝かがやく。

「グッズの確率変動値に合わせて買い取りをしているんだ。それより、そういうわけだから整理しなきゃならんグッズが今後も大量に送られて来るぞ」

　　　　×　×　×

「……おい、見ろよ。意外とけっこうな値段が付いてるぞ」

　コマチが居なくなったのを見計らい、アランは早さつ速そく広報のＨＰでグッズの買い取り値段をチェックし、そして少し興奮したようにバリーとコーンにそのページを見せた。

「いろいろ調べてみたが、今、かなりのお祭り状態らしいぞ」

「それを知ったところで、我々に何か関係があるのか？」

　手を動かしつつ、静竜は『我関せず』と言った感じで言った。

「いやいや、艦長！　幸運グッズ集めは急務ですから、仕事としての優先順位は高いんです。俺達が今している仕事の時給分でその時間が買えるそうですから、その時間分を使って幸運グッズを探しに行く事が出来るんですよ」

「ええっ!?」

　バリーとコーンはアランの提案に食いつき始めた。だがその浮うかれ気分に、静竜は冷や水を浴びせるような目で見つめる。

「くだらんな。幸運グッズが見つかればいいが、見つからなければ時給分は借金だ。ここの地理事情など知らぬ我々が、そんな物をどこへ探しに行こうというのだ？　仮に見つけたとして、それが誰だれかの持ち物ならばそれを買い取る資金も必要だし、お祭り状態だというならば、そこら辺に転がってるモノならもう調査済みだろうな。殆ほとんどの人間が幸運グッズの買い取りの事を知っているとなれば、まあせいぜい高くふっかけられて、儲けなど出やせん。そんなギャンブルみたいな事をするよりは、こちらの方が確実だ」

「そ、そうだよな……」

　静竜はもともと商売人の家に生まれた人間だ。だから損得勘かん定じようについてはうるさい。その当たり前の意見に、コーンとバリーの熱はみるみる冷めて行く。

「いやいやいや待って下さいよ！　特に確率の偏りの大きい、希少な幸運グッズにはかなりの高額な金額がついているんですよ。しかもギルドの調査で、既すでにいくつかの場所の特定がされているんです」

「特定されているんだったら、もう回収されているんじゃないか？」

「バリー、話は最後まで聞け。いいか、特定はされているがその範はん囲いは広い。最近ある希少グッズを見つけた奴やつの話では、偶ぐう然ぜん、ある海岸で拾った小石が希少グッズだったんだ。そしてそいつが手にした額は、俺達の借金総額の三倍だったそうだ」

「さっ、三倍!?」

「お前達は目先の損得で動きすぎだ。それだけの賞金が出るという事は、それだけのリスクがあるという事。お前はある海岸と言ったが、それはどこにある海岸だ？　未開惑わく星せいの硫りゆう酸さんの海とか大気が有毒とか、凶きよう暴ぼうな猛もう獣じゆうが闊かつ歩ぽする所とかなんじゃないのか？」

「そ、それは……」

　どうやら静竜の推察は図星のようだ。

「そういうのは経験もあり、装備も持っている専門家か趣しゆ味み人が手を出すような事案だ。素人しろうとが気軽に考えてはいかんぞ」

「…………でも、行ってみなければどうなるかは分かりませんよ」

　アランはムスッと不ふ機き嫌げんそうに言った。

「その場所の詳くわしい情報を手に入れ、必要な装備を揃そろえ、そこまでの足を確保して行くのなら止めんがな。ああ、それから行くのならコマチに断って行けよ。お前達はインストールされている監かん視し用ナノマシンの行動解除をしなければ、動けなくなるんだからな」

　静竜は言うべき事は言い、後はアラン達の自由にしろ、といった感じで、作業に集中し始めた。

「艦長の言う通りだよな。俺達にはそんな技術も、それ以前に装備を調ととのえる資金も無いんだよな」

「金を借りる相手も居ないし、だいたいコマチ副長が許可する筈はずも無いか」

「…………」

　バリーもコーンも乗って来ない、うまくおだてて先頭に立たせようとした静竜からは突つき放はなされた───そんなアランに、たった一人で諸もろ々もろのハードルを越えてまで行こうという行動力は無い。アランは不満げな顔のまま押おし黙だまった。







「クックック」

　薄暗い部屋に機械の作動音に混じって、鷲羽わしゆうの嬉うれしそうな含ふくみ笑いの声が響ひびく。その部屋はかなり巨きよ大だいな空間であると思われるが、光源が鷲羽の側にある一つだけなので全体がどうなっているかは分からなかった。ただ、所々で星のように光っている、機械の作動を示す光点が、その空間の広さを示していた。

　排はい出しゆつ口から出て来るダルマ型の、ストップウォッチのような計測器を、鷲羽は丹たん念ねんに検品し、それがピッタリと収まるスポンジのような緩かん衝しよう材ざいへと収めると、ベルトコンベアに乗せる。その先では古いアーム式の機械が、計測器と使用説明書を共に箱に詰つめて行く。そのローテクっぷりは小さな町工場のようだ。

　と、短いコール音と共に、製造ラインが停止し、瀬戸の映ったモニターが起動した。

「おやおやこれはこれは、休きゆう暇か中でもないのに休暇中の芝しば居いをしなきゃならない悲しい瀬戸殿。こんな時間に何か用かい？」

『…………とりあえず知りたい事は分かったわ』

　瀬戸は鷲羽の手元にある計測器と、山積みの段ボールを見てブスッと言った。

「クック、そいつは良かった」

『鷲羽ちゃん……相変わらずそういう事、好きよね』

　鷲羽は昔から、怪あやしげな商品や偽にせ物ものを作って商売をするのが趣味なのだ。

「瀬戸殿としては、お祭まつり騒さわぎになった方がいいんだろ？」

『鷲羽ちゃんの可愛い娘むすめさんが苦戦する事になるけどね』

「ちょうどいいハンデだよ。だいたい一方的な戦いはまずいんだろう？　力を尽つくしてなお、勝てないってのが必要なんだろ？　それに今後、艦かん隊たい編制をされないよう、確率変動をさせる要素は、出来るだけ排はい除じよした方がいいと思うけどね」

　もっとも時が経たてば、また偏かたよりを蓄ちく積せきしてそういうモノは生まれるが、それにはまた数百、数千年単位で時間がかかる。

『確かに、高度な変動アイテムは敵てき艦かんもろとも破は壊かいしておきたいわねぇ……でもちょっと問題があってね。敵艦の艦長が天てん南なんの静竜殿って分かったのよ』

「へえ、天南の御おん曹ぞう司しがかい？　驚おどろくというより、らしいちゃらしいって感じだね。どちらにしろあそこの連中は全員、全身ナノマシンのサイボーグだから、滅めつ多たな事ではくたばらないさ。『天南特例』ってのはダテじゃないんだからね」

『守蛇怪といい勝負をするようだったら、その滅多があるかもしれないでしょう？』

　強力な力のぶつかり合いで生じる力は、下手をすれば負けた方を一いつ瞬しゆんで消し去る可能性は十分に考えられる。

「やれやれ……しがらみが増えると大変だ。昔の凪な耶じやだったら、ケラケラ笑ってどちらが勝つかの賭かけぐらいしてただろうに」

『アイテムも人員も消せてラッキー、とはさすがに言えないわよ。鷲羽ちゃんだって、それで西南殿に万が一な事が起こったら、天てん地ち殿以下、地球の柾まさ木き一族から総スカンよ』

「あっ…………そりゃちょっとやばい……いや、結構やばいわ」

『でしょう？』

　瀬戸は『それ見た事か』と勝ち誇ほこった顔でふんぞり返る。とは言いつつ、西南に何かあれば瀬戸の方とて、樹じゆ雷らい皇おうや船ふな穂ほも美み砂さ樹きも鏡・瀬戸も林檎りんごも水みな穂ほもアイリもその他諸々、どういう反応をするかを考えると、背筋が凍こおる思いだ。

『哲てつ学がく士が悪者にされるのは慣れっこだけれど、昔程には馬ば鹿かは出来ないわよね。最近、夷い隈くま先生の苦労が分かるようになっちゃってねえ……』

「やめてよ！……なんか凄すごく老ふけたような気になっちゃうじゃない。西南殿の事に関しては、確実に確率補正の娘達がいるんだから、何とかなるわよ」

『でも考えてみれば、こういう状じよう況きようになってしまうのも西南殿だからこそ、なのかもしれないわね』

「あの凪耶からそういう愚ぐ痴ちが出て来るんだからねぇ。さっさと後こう輩はい育てて、そいつに一切合切押し付ければ？　夷隈先生だってそうして、フィールドワークの旅に出ちゃったんだからさ」

『一度逃にげちゃった身としては、そうそう無責任な事も出来ないわよ、鷲羽ちゃん。それにこういう苦労も、結構気に入ってるのよ』

「ニャハハハ！　ボケ防止にゃいいかもね。まっ、なんだかんだ言って、西南殿だったら何とかしてくれるだろうさ」

『そうね……確かに』







　　８「凶きよう宴えん・イムイムにて」







　結局、今日一日は住む場所の整理で潰つぶれたが、それでもその行こう為い自体が遊びのようなものだ。美しい海に潜もぐり、海うみ絹きぬの海草や食材を探す。キャンプに来たのなら当たり前にする遊びだ。食後は涼すずしい木こ陰かげで昼ひる寝ねだって出来るのだから、まさに天国だ。

　夜、満天の星の下、西せい南なは今日から住む、巨きよ石せきの上に座って空を見上げていた。

「綺き麗れいだよな……当たり前だけど、地球ともアカデミーともちょっと感じが違ちがうよな」

　星の微び妙みような配置、空気の層の組成や埃ほこりの密度などで、空の感じが違うのだ。

「ミャア」

　福ふくは西南の膝ひざに座り、それに応こたえるように鳴いた。

「福は向こうに行かなくて良かったのか？」

　向こうとはツリーハウスの事だ。大きな提ちよう灯ちんのように光るツリーハウスからは、宴えん会かいでもしているのであろう結構な喧けん噪そうが聞こえて来ている。楽しそうではあるが、恐おそらくあそこは西南にとっては伏ふく魔ま殿でんだ。中に入れば無事には済まないだろう。

「福だったら女の子だし。行きたくなったら、いつでも行っていいんだよ」

「キャア！　ミャア！」

　まるで捨すてられそうな、そんな勢いで福は西南にガッシリとしがみつき、首を横に振ふりながら懇こん願がんするように鳴いた。

「分かった分かった。無理に行けって事じゃないんだ。興味があったら遠えん慮りよしないでって言いたかっただけなんだよ」

　西南を見上げて涙なみだぐむ福を抱だき上げると、赤ちゃんにするように背中をポンポンと叩たたいて優しく抱き締しめた。

「ミィ……」

　まだ少しグズっている福を抱っこしながら、西南はツリーハウスの方を見た。距きよ離りにすればほんの五十メートル程だが、夜の暗くら闇やみのせいで自分の居る場所が隔かく絶ぜつされたような感覚がある。福もそれを感じて怖こわがっているのかもしれない。

（ああ、そうか……この感覚）

　それは西南が霧きり恋こ達と出会う前の、あの孤こ独どくだった時に似た感覚だ。安心を得ようと、自然に福を抱っこする手に意識が集中し、福の体温と鼓こ動どうを感じようとする。それは福も同じようだ。

　───一人じゃない。

　そう心が認識した途と端たん、不安は消え去った。と同時に、福の身体からだからも力が抜ぬけ、小さなあくびをするのが感じられた。

「今日は家造りで疲つかれたから、もう寝ねような。明日あしたからはゆっくりと遊べるからね」

　夜の楽しみなど今の西南には意味は無い。暗闇は行動に制限を与あたえ、危険を倍増させるのだ。それよりも早朝の清すが々すがしさの方が重要である。

「フミャア……」

　西南の言葉に小さく応えると、福は次の瞬しゆん間かんには小さな寝ね息いきを立てていた。

　　　　×　×　×

「西南ちゃんは眠ねむったようですね」

　ツリーハウスの窓から西南の家の方を見ていた霧恋は、呟つぶやくようにそう言った。

「ではこれからは大人の時間、という事で……」

「瀬せ戸と様！　何度も言うようですが、私の身体は子供なんですからね」

「え～～～？　中身は私や美み守かみ殿どのに次ぐ長老のくせに」

「幼生固定を解除したばかりで、無理はするなと言われてるんです！」

　幼生固定はそれを解除した数年が重要なのだ。今まで成長を止めていたのが、数百年ぶりに成長を再開させるのだから、一種の慣らし、リハビリ期間が必要だ。その時に無理や無茶をすれば、成長が阻そ害がいされ、下手をすれば本来起こるべき成長が起こらなくなり、その年ねん齢れいのままで老化を始める事があるのだ。

「よほど無茶をすればよ。別に飲酒をさせようって訳じゃ無いんだもの。それに『こんな騒がしい所じゃ眠れない』とか理由を付けて、西南殿の寝しん所じよに潜り込もうとするかもしれないしねぇ」

「!!」

　全員の鋭するどい視線がネージュに集中する。

「皆みなさんと違ってやましい気持ちはありませんよ。せっかく巫み女こから解放され、成長出来るようになったのですから、普ふ通つうの女の子として生きていくつもりなんですよ」

「普通の女の子？」

「もうアイリ様の紹しよう介かいで、小等部への修学申しん請せいも認められましたから、来月には通学する事になります」

「初耳……でも遥はるか昔に、基き礎そ教育は終わってるんじゃないんですか？」

「だから言ったでしょう？　普通の女の子として生きて行くって。だから目的は勉学というより、そういう生活なのよ」

　さすがにこう言われては瀬戸も美守も霧恋達も異論を挟はさめない。特に霧恋達は地球でネージュが西南の妹、吉よし子こと仲良くしていたのを見ているだけに尚なお更さらだ。巫女として幼生固定されていたネージュにとって、普通の女の子としての経験は無いのだ。

「確かに地球で吉子ちゃんと居た時のネージュ様って、外見相応の雰ふん囲い気きでしたものねぇ……」

「いいでしょう。本当にネージュ様にやましい気持ちは無い、そう認めましょう。でもここはイムイムですから、西南ちゃんと一いつ緒しよに寝るというのはやはり許可出来ません」

「どうせこの身体では、何も出来ませんし、それ以前に西南お兄ちゃんだってその気にはならないでしょう？」

　威い圧あつして来る霧恋に、ネージュは苦笑気味に言った。

「あら、お気づきになってらっしゃらないのですか？　そうやって食い下がる時点で、普ふ段だんのネージュ様とは違ってますわよ」

「……えっ？」

　玉ぎよく蓮れんの指し摘てきに、ネージュは慌あわてて手首に手を当て脈みやく拍はくを確認した。巫女はいついかなる時でも冷静であるよう訓練付けられている。そのネージュの脈拍が通常より早くなっていたのだ。

「……なるほど。ちょっと冷静じゃないみたいね。了りよう解かい」

　イムイムのアロマ効果が影えい響きようしている事を、ネージュはあっさりと認めた。

「とは言え、せっかくの夜に、このままではあまりにも寂さびしいわよねぇ」

「ですから今から宴会をするのでは？」

「まるでふられた者同士のやけ酒みたいじゃない！　本当だったら、今いま頃ごろ、このベッドのどこかで西南殿が恥はずかしそうにしている筈はずだったのよ」

　拳こぶしを握にぎりしめ、既すでにいい具合に酔よっている瀬戸が力説する。

「居い心地ごこち悪そうの間ま違ちがいでは？」

「恥じらいよ恥じらい！　あくまでも恥じらいなの！　せっかくイムイムまで来て、何が悲しくて女だけで宴会をしなきゃならないのよ！」

「瀬戸様！　西南ちゃんはまだ未成年ですよ」

「馬鹿の一つ覚えみたいに繰くり返すんじゃないわよ！　仕事面での実力、経験値共に大人と変わりないわ。いえ、西南殿程の能力を持つ方が少ないくらいだわ。ちょっと前の日本では、十五で元げん服ぷく、大人として扱あつかわれていたのよ。銀河連盟でも、ＧＰアカデミーを卒業すれば大人として認められるわ」

「だからといって、それを前まえ倒だおしにしていい事にはなりません！」

「私が言いたいのは、こちら側の心構えの問題よ！」

「こちら、側？」

「くどいようだけれど、霧恋ちゃんはいつまで西南殿を子供扱いするの？　いつまで子供のままにしたいのかしら？　私が言いたいのはそういう意味よ」

「そ、それは……」

「その年齢になったから、急に大人になる訳じゃないわ。でも西南殿は既に、一人で自分の身を守って生きて行く術すべを身につけているし、周りもそう評価している。後は年齢的な問題がクリアされるのを待つだけなの。守かみ蛇だ怪け艦かん長ちよう……その意味が判わかるわよね？」

「…………」

　つまりそれは暫ざん定てい的にではあるが、公式に大人として扱われているという事だ。

「本来なら、それだって年齢的に認められない事なのよ。でも例外的に前倒しされているわ。もちろんだからといって、男女の関係を前倒しにしろと言う気はないけど、その心構えはしておかなければならないわ。以前言ったわよね？　西南殿の最初になりたいか、西南殿が最初になりたいか？　ってね。答えは出たかしら？」

「そっ、それは…………まだ、です」

　瀬戸の問いに、霧恋は顔を赤らめて視線を逸そらした。

「出来れば、自然にその気持ちが固まるまで待ってあげたいけれど、西南殿を取り巻く状じよう況きようは加速度的に変わっているの。今回のバカンスは何な故ぜ決まったの？」

「それは……あっ！」

「そう、幸こう運うん艦隊を撃げき破はしたからよ。幸運艦隊は総統ダ・ルマー直じき々じきに計画に関かん与よしていると言われている、ダ・ルマーギルドの極秘計画だったのよ。それを撃破したという事は、正面切ってダ・ルマーと敵対したという事。今まではせいぜい、ギルドの構成員との小こ競ぜり合いでしかなかったけれど、今度の事でダ・ルマーも西南殿を明確に敵として意識したでしょうね」

「…………」

　事の重大性に気付いた霧恋達は押おし黙だまってしまった。

「今回の件で、西南殿の護衛ランクはさらに一段引き上げられる事になるわ。それは私生活でも同じ事。遅おそかれ早かれ、プライベートにまでそれは適応される筈よ」

「実際、既にお見合いを計画している所も結構ありますからね」

「みっ美守様……それマジっすか？」

「貴女あなた達だって候補になる資格はあるのよ。当然、今の立場で考えれば、貴女達がそう望めば最優先によ。だからどこの誰だれかも分からない女に取られたくないのなら、バカンス中にきっかけくらいは摑つかみなさい。もちろん他の人達もよ」

「瀬戸様……」

　押し黙る霧恋達を横目に、美守は瀬戸の耳に顔を近づけ、何やら囁ささやいた。

「いい案だわ。早さつ速そく明日にでも西南殿に話しておきましょう」

「な、何をなさるおつもりですか!?」

　瀬戸の表情はロクでもない事を思いついた時のものだ。さすがに心配になった霧恋は、藪やぶからヘビになるのを承知で尋たずねたのである。

「……そうね。貴女達には今説明しておいた方がいいかもね」

　瀬戸はニンマリと霧恋達の顔を見つめた。







「……おはようございます。西南さん」

　キルシェは優しく西南にそう声をかけた。

「……おはよう……ございます。……あっ！」

　目を覚ました西南はそこがキルシェの世界だと気付いて飛び起きた。

「すみませんキルシェさん。ＮＢを連れて行けなくて……。その……」

「いいんですよ。いつもお話ししている通り、私はそういう存在なんですから。西南さんとご一緒したいという私のワガママでこうしているのですから」

「それはそうなんですが……」

「それより何か聞こえませんか？」

　キルシェは悪戯いたずらっぽく口に指を当てると、目を閉じて耳を澄すませた。その仕草に西南は不思議に思いつつも、それに倣ならう。……と、

「……波の音!?」

　外からはかすかに波の音が聞こえて来たのだった。と、西南は窓に近寄って外の景色を見た。

「こっ、ここは……イムイム!?」

　窓から広がる景色は、イムイム本島そのものだった。

「キルシェさん、これは……あれ!?」

　西南が振ふり向いた時には、家の内部構造がイムイム本島のツリーハウスへと変わっていたのだ。戸と惑まどう西南にキルシェはそっと囁いた。

「連れて行ってもらえなかった恨うらみをここで晴らすんだ、とアイリ様が……」

「えっ!?」

　西南は慌てて辺りを警けい戒かいしたがアイリの姿は無い。普通ならもうとっくに乱入して来てもおかしくない状況だが、そんな様子は微み塵じんもない……が、何しろ相手はあのアイリだ。西南は油断無く身構えていた。

「ご安心下さいな。アイリ様はここにはいません。……何やら地球に大事な用が出来たとかで」

　そんな西南にキルシェは優しく微笑ほほえみ、その顔を見た西南はようやく警戒を解いて、崩くずれ落ちるようにベッドに座り込んだのであった。

「そ、そうだったんですか……よかった」

　　　　×　×　×

「おおっ！　西南君、お目覚めかい？」

　水着に着き替がえ外に出た西南に、声をかけて来たのは美み希きの父親、博ひろ司しだ。サングラスをかけ、アロハシャツに下は短パンの水着、砂すな浜はまにビーチパラソルを立て、隣となりにはライレーザが博司と同じく、サマーベッドに寝ね転ころんでいた。

「いやはや、私はイムイムには行った事が無いけれど、本当に楽園だよねぇ」

　隣にいるライレーザはビキニの水着だ。普段ライレーザを見かける時は白衣姿の為ため、身体からだのラインが見える事は無かったが、今は水着姿だ。しかも結構グラマラスなので、ちょっとドキッとする。とはいえ霧恋達の水着姿が衝しよう撃げき的だったせいで感覚が鈍にぶっているのか、何とか冷静に対応が出来るのは有り難い。

「なんかここまで実物通りだと、不思議な気分です」

「瀬戸様が許きよ諾だくを下さったそうだからね。だからこそここまでの再現が出来たんだよ」

　結局、バーチャル空間のリアリティは、どこまで環かん境きようデータを揃そろえられるかだ。天文的条件から地形、細部はそこに生息する微び生せい物ぶつまで、ありとあらゆるデータは、許諾がなければ揃えられなない。もちろんある程度の予測で90パーセント以上の造り込みは可能だが、残りの数パーセントで印象はガラリと変わるモノなのだ。

「そしてアイリ殿の執しゆう念ねんの賜たま物ものさね」

「……そ、そうですか。いやあ、よかった」

　そこまで執念を燃やしたアイリがここにいたら、どんな惨さん事じになっていた事やら。そう考えると西南は心の底から安あん堵どした。

「……西南さん」

「あっ、はい？……って!!」

　だがキルシェに声をかけられ、振り向いた西南は完全に不意を突つかれた。

「……どうでしょうか？」

「……あっ、……いや、そのっ……」

　恥はずかしそうにこちらを見ているキルシェの水着姿は、霧恋達には無いインパクトがあった。もちろん浜はま辺べにズラッと並んだ、霧恋達のファッションショー程の威い圧あつ感かんは感じられないが、問題はその水着姿だ。何しろ、それは宇宙に上がって日の浅い、いわば世せ俗ぞくに疎うとい西南でさえ知っている、有名なＣＭでキルシェが着ていた水着なのだ。

　有名アイドルが写真集やＣＭで着ていた水着姿を、写真や映像ではなく、目の前で実際に着て、西南に見せてくれているのである。それは何とも言えない感動がある。

「ほっほぉ……これはこれは」

　博司もライレーザも感かん嘆たんの表情でそれを見つめている。

「ほれほれ、色男さんや。何か言う事があるだろう？」

　ライレーザがボーッとしてる西南の頰ほおを軽く突いた。

「えっ？……ああっ！　よっ、よく似合ってます！　それってあのＣＭで着てたヤツですよね？」

「は、はい！　ご存じだったんですか？………嬉うれしいです」

　はにかむ姿が可愛らしい。そんなちょっとした仕草も、人に見られる仕事をして来たせいなのか堂に入っている。画えになるのだ。

「だってあちこちで見ましたよ。俺のクラスメイトにも延々とリピートで見てたヤツもいるくらいですし」

「着た甲か斐いがあったってもんだねぇ、キルシェ嬢じようちゃん」

「あ、あの……」

「ああ、話は後でするから、まずは遊んで来るといい。私も来たばかりだから、少しのんびりさせてもらうよ」

「はい！」

　キルシェは嬉しそうに頷うなずくと、西南の手を引いて海へと向かった。

「うんうん、いい光景だなぁ」

「まるで本当の父親のようだねぇ博司君や。君の娘むすめさんのライバルなんだろ？」

「いやぁ、アッハッハ。それはそうなんだけどね。それと同時に彼女は美希と同じ存在でもある……。あの子が戻もどって来た時には、いい相談相手……いいお姉さんになってくれそうなんだよねぇ。だいたいそれを言うなら、ライレーザ君の……雨あま音ねさんのライバルでもあるんだろ？」

「あの嬢ちゃんはそんな事、気にしやしないさ。もうすでに今の状じよう況きようを面白がっているからねぇ。それに私もアイリ殿達と同意見だよ」

「西南君の側に居て支える娘は多い方がいいって、あれかい？　美希の父親としては複雑な気分だけれど、確かに彼が背負っているものの大きさとその環境ってのは、尋じん常じようではないからね」

「男としてはどう思うんだい？　いろいろと複雑な気持ちも……」

　そこまで言ってライレーザはちょっと気まずそうに口をつぐんだ。それは博司の想おもい人が月つき湖こであり、彼女は西南に想いを寄せているからだ。

「すまないねぇ、そこら辺が無神経だと言われるんだが……」

「ああっ！　いやいや。そんな気を遣つかう事はないよ。もともとこちらの片思いだった訳だし、もう遠い昔の思い出さ。まあさすがに思い出すと赤面しちゃうけど、僕の中ではもう決着はついている事なんだよ」

「そうかい」

「うん。だから男として西南君に思う事は……」

　博司はそう言うと、頭の中で自分が西南の立場だったらどう感じるかと、シミュレーションをしてみた。そしてブルッと身体を震ふるえさせると、

「大変そうだなぁ………僕だったら絶対逃にげ出してるよ。何しろ一人一人が強きよう烈れつな個性を持っているからねぇ。雨音さんを実際に目にした時なんか、金かな縛しばりに遭あっちゃいそうだったよ」
















「アハハハ。だけど、あの子は中身がオッサンだからねぇ……これを機会に女らしくなってくれればいいんだけれどもさ」

「美希もそういう所があるよ。でも西南君と知り合ってからは、角が取れたというか……それを通り越こして母親みたいになっちゃったけど……」

「フフッ……ああ、一つ忠告。キルシェ君を娘のように思うのは構わないけれど、娘さんの前では一線を引くんだよ。娘さんにすれば過程を見てないから、父親を盗とられた気がするだろうからねぇ」

「なるほど。そりゃ気付かなかった……。やっぱり男親ってのは……というより僕は、と言った方がいいんだろうな。……そういうところがダメなんだな」

「いやいや、博司君はよくやっているよ。それより私達も少しは泳がないかい？　せっかくの楽園なんだからねぇ」

　ライレーザはしなやかな動作でスッと立ち上がると、博司の方へ手を差さし伸のべた。

「海水浴なんて学生の時以来だよ」

　博司は戸と惑まどいながらもライレーザの手を取った。

　　　　×　×　×

「いやぁ、たまに身体を動かすのも良いもんだねぇ。なんだか若返るようだよ」

「君はまだ四十代だろう？　そういうのは千を超こえてから言うセリフだ」

「それも凄すごい話ですね。俺なんかそういう数字には、未だに慣れませんが」

「もちろん気分的にって事だよ。美希の事とかあったからね」

「少しでも元気になったのなら……よかったです」

　美希に父親を頼たのむと言われた身としては、少し安堵する。

「西南君にもいろいろ面めん倒どうをかけたね」

「それは、いいんです……俺の方こそ……」

「博司君。今日はそういう話をしたいんじゃないんだろ？」

「あああっ！　そうだ、そうだよ！　西南君に朗報があるんだ」

「朗報、ですか？」

「うん。……その実はね、ここに居る君は薄うす々うす感じているのだろうけど、美希は生きているんだ」

「本当ですか!?………本当なんですね？」

「ああ。だがそれは君や我々のような生物としての存在ではない……。ここにいるキルシェ君と同じ、ＡＩとしてだ」

「美希先せん輩ぱいがキルシェさんと同じ!?」

「そうなんだ……実はね」

　　　　×　×　×

「そうだったんですか……モデルが月湖おばちゃんだったなんて……」

　西南は以前、美希に教えられた湖の東あずま屋やで博司と月湖が会っていた事を思い出した。

「それでなんか、懐なつかしいというか……知ってるような感じがしたんですね。それで今、美希先輩はどこに居るんです？　俺にこういう話をしたという事は、具体的な何かが判ったという事なんですよね？」

「正確には、美希からの通信の解読が終わっただけなんだ。そして残念ながら、そのデータだけですぐに居場所が分かるような物ではなかったんだ」

「そう……ですか」

「ただ暗号化されたデータの解読は僕一人でしか出来ないものだったけど、そこからの調査はもっと大勢の人の手が借りられる。君も知っているように、美希をさらったのはタラントだ。そしてどうやら美希は、タラントの本ほん拠きよ地ちに居るようなんだ」

「本拠地!?」

「実は以前タラントの本拠地から大規模な脱だつ走そうがあったんだが、その時に脱走者達の手助けをしたＡＩが居たという事が分かっている」

「それが美希さんだと？」

「まず間ま違ちがいない。彼らの話だと、もともと美希は本拠地の衛星に居たのだが、追おい詰つめられて駆く除じよされかかっていた所を、脱走者と共きよう闘とうする事で逃げ延のび、秘密裏りに本拠である惑わく星せいに移動したそうだ。残念ながら、一いつ緒しよに脱走する事はリスクが大き過ぎて断念したらしいんだが、ともかく美希が本星へ移動した事に、タラントは気付いていないだろうという事だ」

「でもその脱走して来た人達は、タラントの本拠の位置は知らないんですか？　そこから逃げて来たんでしょう？」

「船はオートで決まった位置にしか飛べないようになってる。船からデータを取り出そうにも、自由に動かせない以上、その場で放ほう棄きするしかなかったんだ。ある意味彼らも無事に脱出出来る確率は低かったんだね。そして彼らの脱出が困難だったもう一つの理由が、西南君が海かい賊ぞく達に追いかけ回される原因となった『皇おう家けの樹き』の種だったんだ」

「あれが関係していたんですか!?」

「ああ、あれはその脱走者達が持ち出した物だったんだ」

「確かにその上で美希さんもとなると、難しかったかもしれませんね」

「ああ、下手をすればその全部が失敗する可能性もあったそうだからね。まあ奴やつの本拠というのは、それだけ厳重に隠かくされているという事だ。それはダ・ルマーギルドの『ダイ・ダ・ルマー』にも匹ひつ敵てきすると言われている」

「ではどうやってそんな場所を探すんでしょうか？」

「脱走者達だってタラントの本拠地で無む為いに過ごしていた訳じゃない。彼らの証言のおかげで、タラントの本拠の位置を特定する要素が増えたのは確かだ。今日、君にこの話をしたのは、美希の捜そう索さくに一区切り着いたという事もあるんだが、それ以上に、美希の居場所を探すという事が、高度な政治的判断が絡からんでくるからなんだ」

「政治判断……ですか？」

「タラントは銀河連盟中ちゆう枢すうとの繫つながりも深いんだ。もともと奴はダ・ルマーギルド以上の大勢力を誇ほこっていた、シャンクギルドの末まつ裔えいだ。ギルドが解体された時に銀河連盟に編入された者達も多い」

「その繫がりが、まだ根強く残っているんですか？」

「繫がりというより伝つ手てといった方が良いかな？　つまりいろいろな人間関係として残っているんだ。何かあった時に、必要な相手と交こう渉しようの場が持てるというだけで力になる。それにシャンクギルドが全盛だった頃ころに有していた科学力は、アカデミーにも匹敵すると言われていた。今はその残ざん滓ししかないが、それでもダイダロス一つとっても、かなりの脅きよう威いだし、それを利用している者達もいる。奴があれだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな行こう為いをしても無事でいられるのは、それも理由なんだ」

「軽けい々けいに動くなという事ですか……」

「君なら冷静に対処出来ると、アイリ様は仰おつしやっていたけどね」

「でも一つだけ……。位置を特定出来たとして、美希先輩はどうなるんですか？　話を聞く限りでは……」

　美希の救出が、かなり難しい事は間違いない。問題はどれだけそれを優先して貰もらえるかが、美希の生死を分けると言っても過言ではない。

「潰つぶす時はタラントと繫がりのある者達を含ふくめ一気に……それがアイリ様達の出した結論だ。下手に禍か根こんを残すと、いろいろと問題が大きいし、中ちゆう途と半はん端ぱなやり方では横よこ槍やりも入る。それ以前に、奴が本拠にどれ程の戦力を隠しているか分からないからね」

「そんな。そんな状態で、美希さんを助ける事なんて出来るんでしょうか？　もしも出来るなら守蛇怪を……」

　守蛇怪を参加させたいと言いかけて西南は考え込んだ。守蛇怪なら戦力としては申し分ないが、艦かん長ちようが西南だという事が問題だ。

「……俺以外に誰だれか艦長になって貰うとかすれば……」

「まあ話は最後まで聞きたまえ。今はこちら側に潜ひそむ、奴の協力者の動向と本拠地を探っている状況だ。向こうへ漏もれる情報の遮しや断だんは重要だからね。そして現在はほんの一部勢力でしかないが、アカデミーも樹じゆ雷らいも、世せ二に我わだって本格的に協力してくれている。おかげで少数だが、強力な調査チームが編成されている。そして樹雷はいざ動く時には皇家の船を必要数、出すと確約してくれているんだ」

「皇家の船を……必要数ですか？」

「そうだ。アカデミーと樹雷、世二我の調査チームによる詳くわしい本拠地調査の後、皇家の船で本拠地に強きよう行こう突とつ入にゆうして美希を助けるんだ」

「…………」

　だが西南には、その天てん秤びんが釣つり合わない感じがしていた。確かに人命救助は重要な要素ではあるが、それが皇家の船を出す程の理由になるとは思えないのだ。それも必要数という事は必要であれば何艦も、という事だ。シャンクギルドが過去、巨きよ大だいな勢力を誇ほこっていたとしても、今はダ・ルマーギルドの配下となっている状態だ。たとえその本拠地といえども、持っている戦力はさほど大きいものではないだろう。広こう範はん囲いに散らばってるのならまだしも、本拠地の強きよう襲しゆう殲せん滅めつならば皇家の船一艦でも可能だ。何らかの調査と重要な資料の奪だつ取しゆ等があるなら、皇家の船を中心とした、例えば瀬戸の聖衛艦隊が一艦隊分もあれば十分なのだ。

「全て君のおかげだ」

「えっ!?」

「普ふ通つうなら美希の救出に、皇家の船など出してはもらえないだろうね。でも君の為ためなら皇家の船を出してもいい、そう仰ってくれる皇おう族ぞくの方々が何人も居てね。アカデミーも世二我でも、そういう事情なら皇家の船の稼か働どうを黙もく認にんしてくれるそうだ」

「ほ……本当に？」

　美希の事があった後も、西南ははやる気持ちを抑おさえ、足を地に着け、地道に積み重ねて来たのだ。西南は自分が努力して来た事が報むくわれた気分だった。

「表の君は知る事は出来ないけれど、一刻も早く知らせたかったんだ」







　翌朝、西南の目覚めはすがすがしいものだった。まだ寝ねている福を起こさないように、そっと屋上へ上がると、丁ちよう度ど水平線から太陽が顔を出している所だった。

　ひんやりとして、少し甘い朝の空気を胸むね一いつ杯ぱい吸い込み、それを一気に吐はき出す。ツリーハウスの霧恋達はまだ眠ねむっているのか、物音一つ聞こえて来ない。一いつ瞬しゆん、この世界に西南一人だけかと錯さつ覚かくする程だ。しかし全てのしがらみから解放されたように感じ、今の西南にはそれも心地ここちよい。

「さて、今日は何をしようかな？　せっかく自分の基地を造ったんだから、次は食事も自分で作るか……っと、そうそう！」

　夕べ、いろいろと場所の条件を変え、三カ所ほど放り込んでおいた釣りの仕し掛かけを思い出す。餌えさは海中に住むゴカイに似た多毛類の一種、サザエに似た巻き貝のむき身、そして夕食の素材だったお肉だ。

「おっ！　いるいる！」

　最初は一番期待の深場へ放り込んだヤツだ。そこには四十センチ近いカサゴに似た魚がかかっていた。トゲに毒がある可能性も考こう慮りよし、そいつを仕掛けを付けたまま、潮しお溜だまりの中に放り込み、次の仕掛けへと向かう。次の岩がん礁しよう地帯でも同じくらいの、石いし鯛だいに似た魚が釣れていた。どちらも一晩中暴れていたのか、針が刺ささった部分が広がり、外れそうだった。

「……あれ、ここは外れか」

　最後に砂すな浜はまに放り込んでいた仕掛けを上げようとしたが、何の手て応ごたえもなく糸は巻き取られて行く。

「まあ、大きいヤツが二匹ひきも釣れたんだからいいか……っがっ！」

　と、半分程仕掛けを回収した時だった。突とつ如じよ、とてつもない力で引っ張られ、西南はそのまま浜はま辺べに倒たおれ込んだ。波打ち際ぎわだった為、上半身はずぶ濡ぬれだ。幸い糸は岩に結び付けていたままだったので、逃にげられるという事はない。針も糸も華きや奢しやだが、何しろ宇宙の科学力で作られた物である以上、そこに何トンもの荷重がかかろうともビクともしないし、岩でこすられようともそうそう切れる事はない。

「痛い！　痛い！　痛い！」

　しかし細い糸だけに手に食い込むと結構痛い。下手をするとそのまま手が切れてしまいそうだ。

　何とか体勢を立て直し、左手で糸を持って右手を離はなし、Ｔシャツの裾すそで右手をカバーして左手と代える。次に左手も同じようにカバーすると力を込めて引き始める。ただ糸も手も大だい丈じよう夫ぶだが、魚にかかっている針はさほど大きい物ではない。無理矢理引くと魚の身の方が千ち切ぎれてしまうかもしれない。西南は慎しん重ちように魚と駆かけ引きしつつ、引っ張った。

「なっ、なんだこれ……？」

　引きからしてかなり大きな物だと思っていたが、浜辺に姿を現したのは、二メートル近い太た刀ち魚うおのような形状の魚だった。しかも牙きばが鋭するどく、怖こわそうな顔だ。

「こんなのがこんな浅あさ瀬せに居るなんて……海で泳いで大丈夫なのか？」

　恐おそる恐る釣り上げた魚を覗のぞき込んでいる所へ、遠くから福の鳴き声が聞こえてきた。そして西南を見つけた福は、凄すさまじい勢いで突とつ進しんして来た。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　慣れぬ場所で目を覚まし、西南が居なかったのが心細かったのだろう、福は西南にしっかりとしがみついて全身をこすりつけ甘える。

「ごめんごめん。よく寝ていたんで起こさなかったんだ。それより見てごらん、おっきいのが釣れたよ」

「………ミギャッ！」

　その魚を見た福は、毛を逆立てて西南の陰かげに隠れた。福から見ればその巨大な魚は立派な怪かい物ぶつだ。

「この口じゃ、福なんて丸まる吞のみだもんな」

　西南は福を落ち着かせるように撫なでながら、モニターを起動させると、その魚について調べ始めた。幸いにしてこの魚は本来もっと深い海に住む夜行性の種類で、時折、夜中に浅瀬に来て甲こう殻かく類るいや小魚を補食する事があるのが分かった。

「付けていた餌はゴカイのようなヤツだったから、小魚が最初にかかって、それにこいつが食い付いたって事なんだろうな。まあ夜だけしか活動しないってのなら大丈夫だと思うけど……でも、福はあまり深い所には連れて行かない方が良さそうだな」

　ちょっと不安は残るものの、この巨大な魚を釣った事に関しては、男として誇らしい気持ちがあった。

「早く霧恋さん達、起きて来ないかな？」

　　　　×　×　×

　西南の期待通り、その魚は霧恋達の注目を集めた。

「林檎りんごちゃん、この魚知ってる？」

「はい。ランクＢの３３２９種ですね。ここからの出荷価格で言えば……」

「は～～い、ストップ！　金額よりは、どういう料理に合うかしら？」

「そう、ですね。淡たん泊ぱくな白身ですからいろいろなアレンジで楽しめます。ただこれだけ大型になると、肉質が変わりますから、お刺さし身みよりは調理した方が良いと思います。それから他の二種は、トゲのある方がランクＳの２９９種、これはお刺身でも調理でもどちらでもいけますよ。平たい方はランクＤの５９３９９種、ミンチにして揚あげ物にして……かなり手を加えないとおいしくはないかもしれません」

「林檎さん、ランクとか数字とかで言ってますが、名前は無いんですか？」

　西南が調べた時も、数字だけが表示されていた。だがせっかくの大物だ。獲え物ものはちゃんとした名前で呼びたい。

「この数字が名前なんです。学術的な分類種の名前はあるのですが、この魚の固有名詞は無いんです」

　宇宙は広く生物も多種多様だ。その無限にいる種類にいちいち名前を付ける事は不可能だ。地球のように、その種族が派生した星の生き物には、名前が付けられているが、それ以外では徐じよ々じよに面めん倒どうになって来て、いつしか諦あきらめて数字管理されるのである。もちろん発見者に特別な思い入れや、かなり珍めずらしい個体には名前が付けられる事もある。

「ランクは商品価値を表し、ランクＣまでが調理用、それ以下は飼料加工用となります」

「はあ、なるほど」

　少し残念だが、そういう事では仕方がない。

「よしよし！　では今朝は西南殿どのの収しゆう穫かくで朝食にしましょう」

　瀬戸はエラの部分に無造作に手を突つっ込こむと、そのまま巨大魚を肩かたに担かついで台所へ向かった。

「うわぁ……瀬戸様、おっとこらしいっすねぇ～～～」

　その様子を見て雨音はそう呟つぶやき、霧恋達は啞あ然ぜんとなる。

「せっ瀬戸様！　俺が運びます」

　と、西南はすぐにその後を追いかけた。

「あら、ごめんなさい。これは西南殿の獲物だったわね」

「……そういう意味じゃないんですけど」

　女の人に重い物を運ばせるのは気が引ける───ただそれだけの事だ。巨大魚を受け取りつつ、西南は苦笑するしかなかった。

　　　　×　×　×

　朝食は先程の大型魚、ランクＢの３３２９を使ったフィッシュバーガーだ。さすがにこれだけの巨大魚は捌さばくのにも体力がいる。西南も手伝いを買って出、巨きよ石せきの上で捌き始めた。瀬戸がメインで林檎と西南が補助、美守はその他の食材の仕込みだ。

　林檎の言った通り、肉質は魚と言うより、鶏とりのささみに近く、鶏肉の好きな西南にとっては嬉うれしい話だ。さらに嬉しい事に、観光客の釣り上げたＢの３３２９のサイズ新記録である事が分かったのだ。それは滅めつ多たに釣れないという事であり、今後この食材を手に入れるのが難しい事でもある。

「まあ、福が襲おそわれる心配が無くなったという事でもあるし、その方が安心か」

「食材在庫の中にはありますから、食べたくなったら仰おつしやって下さい」

　ちょっとガッカリした西南に、林檎は身肉を切り分けながら言う。

「……せっかくですけど、ここにいる間は出来るだけ自給自足してみたいんです」

「あら西南殿はサバイバル体験がしたいのかしら？」

「ここは海草類も豊富だし魚ぎよ影えいも濃こいし、貝類だっていっぱい捕とれますから、サバイバルと言う程のものじゃないんですけど……なんか楽しそうだなって」

　そういう西南の目はキラキラと輝かがやいていた。

「男の人ってそういうのが好きよね」

　瀬戸はそう言いつつ、西南の様子を頼たのもしそうに見つめる林檎を見て微笑ほほえんだ。




「クルーの……霧恋さん達の面接ですか？」

　朝食を終えて一段落している時、西南は美守からそういう提案をされた。

「ええ。西南君はＧＰアカデミーを卒業したら、そのままＧＰに就職する気持ちに変わりはない？」

「はい、そのつもりです。もしご迷めい惑わくじゃないのなら……ですが……」

「もちろん大だい歓かん迎げいよ。ただし進路は囮おとり課一択たくだけど、それでいいかしら？」

「それは承知しています」

「さらに進路を確定させて申し訳ないのだけれど、今の形式がそのまま移行されると思ってちょうだい」

「はい」

　異論などある筈はずも無く、西南は二つ返事で了りよう承しようした。

「よろしい。そこで面接の話になるのだけれど、将来の為ために、少しずつ艦かん長ちようとしての経験を増やしてもらおうと思っているの。今は航路設定の為の暫ざん定てい的な措そ置ちだけれど、正式にＧＰ隊員になる以上は、いつまでも今のままという訳にはいかないわ」

「それは理解出来ます……ですが、一つだけ……何な故ぜにそのようなポーズを……？」

　先程から美守は水着姿のまま足を組み替かえたり、胸の谷間を強調したりと、グラビアモデルのような格好をしながら話をしていたのだ。

「大事な話ですから、それに集中出来るように、ですよ。ホホホ」

「……気になるので止やめて下さい」

　戸と惑まどいながらも西南はハッキリと口にした。こういう場合、下手に恥はずかしがって遠回しな言い方をすると、余計遊ばれてしまう。正直、ちょっと残念な気持ちもあるが、それこそ美守の言う『大事な話』である以上、ちゃんと話の方に集中したい。

「あら、そう？　じゃあ仕方がないですね」

　幸い美守は、それ以上追い打ちをかけず、サッと姿勢を正して話を始めた。そこら辺がアイリとは違ちがう所だ。もっとも、きわどい水着姿の美女が目の前に居るのだから、扇せん情じよう的なポーズでは無くとも意識がそちらに持って行かれそうだ。

「正式稼か働どうすれば、守蛇怪の運用はＧＰの直接管かん轄かつになりますから、守蛇怪のクルー構成も少し変わる可能性がある……と言っても、全て変へん更こうになる事はないから安心しなさい。何しろ守蛇怪のクルーになるという事は、否が応でも実戦経験をする事になりますから、不慣れな隊員が多いと危険ですし、他のクルーの負担が大き過ぎますからね。でも逆を言えば、実戦研修には最高の環かん境きようとも言えるわ。ですから守蛇怪が正式配備されれば、不慣れな隊員が派は遣けんされる事も多くなるでしょう。その隊員の管理はやはり艦長の仕事になりますからね」

「なるほど……やはり艦長って、大変なんですね」

「もちろん隊員の詳くわしい心理チェックは、専門家がいますし、サポートにＮＢが付きますので、艦長一人の判断という事はありません」

「ＮＢって……俺の、あれが……ですか？」

「………………」

　さすがの美守も笑みを浮うかべたまま固まってしまった。

「…………それはそれとして、その時に考えましょう。場合によっては、もっとまともなＮＢを別に付けます」

「お願いします」

「さて、クルーの専門的な心理チェックまでする必要はありませんが、ちょっとした悩なやみの相談や、航海中の隊員の状じよう況きようを把は握あくするのは艦長の仕事になります。本来なら艦長になる過程での、経験の蓄ちく積せきがあるのですけれど、西南君にはそれがありません。ですから少しずつ経験して行きましょう」

「はい」

「一いつ緒しよに暮らしているとはいえ、霧恋さん以外の人と一対一でちゃんと話した事はあまりないんじゃない？　この機会に、腹を割った話をするのもいいかもしれないわよ」

「……わかりました！」

　決意を込め、ガッシリと拳こぶしを握にぎる西南に見えない所で、美守は瀬戸に向かってＶサインを出した。

「クスッ。せっかくのバカンスなんですから、気軽に考えなさい。ちょっとした日常話でも構わないんですから」

「は、はい」

「では順番はこちらで決めますから、夕食後にでも一日一人ずつ、会話の時間を持つようにお願いしますよ」

「了りよう解かいしました。……ところで話はどこでしましょう？　さすがに外でという訳にもいかないでしょうし……」

「西南君のお部屋でいいでしょう」

「えっ!?　でもあそこは俺の部屋といっても、人を呼べるような場所じゃ……」

「個室として場所が確保出来るのはあそこだけですし、こういう話をする場所は、大たい抵てい艦長室でする事が多いですからね」

「いや、しかし……」

　狭せまい部屋で二人っきりという状況には抵てい抗こうがある。

「一応中を見た限りでは、問題はないと思いますよ」

「そ、そうですか……分かりました」

　美守が意見を撤てつ回かいする様子も見えない事から、西南は立ち上がって一礼すると、慌あわてて自分の部屋へと向かった。

「とりあえず人が呼べる部屋にしなくちゃ……」

　と、部屋に戻もどって辺りを見回すが、別に散らかっているとかではなく、恐おそろしく殺風景なだけだ。そこに在あるのは西南と福の簡易ベッドと明かりのランタンだけだ。後は魚を捕る為の銛もりやら釣つり道具といったところだ。

「そうだ！　座って貰もらう所が要いるんだ！」

　まさかベッドに二人並んで座る訳にも行かない。辛かろうじてそれが出来そうなのは霧恋とネージュ位だ。幸い、石のテーブルと椅い子すらしき物はあるので、そこにクッションでも置けば何とかなりそうだ。

　すぐにあの海絹の海草を探しに海に潜もぐる。今回は人が座るので少し大きめの物を探しに、ちょっと深い所に行き、大型の物をいくつか見み繕つくろって取って来る。後は以前と同じ作業を繰くり返すだけである。

「西南の奴やつ、またあの海草を採とってるけど、今度は何に使うんだ？」

　霧恋と雨音は木こ陰かげで休みつつその様子を見ていた。

「多分、話し合いは西南ちゃんの部屋を使うから、その用意だと思うわ」

「西南と二人っきりで話か……。霧恋もよく了承したよな。絶対、強硬に反対すると思ってたけどさ」

「逆に一人なら、貴女あなた達もちょっと冷静になってくれるんじゃないかって思ってるのよ。それに瀬戸様の手前、変な事もしないでしょうし……」

「そりゃ言えるかもな。集団意識の暴走ってのは無いだろうし……けど」

「けど、何よ」

「あっ、いや……それより霧恋はどんな話をするつもり？」

「話を逸そらさないでよ。気になるじゃない！」

　霧恋は視線を逸らす雨音の肩かたに手をやり、揺ゆすった。

「自分と西南の関係を見直す、いい機会かな、って思っただけだよ」

「それは西南ちゃんから距きよ離りを置くって事？」

「人によってはその選せん択たくも有りだろうけど、もちろん私はそんな気はないけどね。……まあ、今の状況をどう感じるかは、直接話してみてからかな？」

「今の状況って……」

「それはそん時になってみないと分からない！　だいたい！……ああ、もう止やめ止め。今考えても仕方ないんだよ。まだどうなるかなんて分からないんだから」

　雨音は真っ赤になって霧恋に背を向けた。霧恋はまだ気になっている様子だったが、それ以上追つい及きゆうはして来なかった。

　　　　×　×　×

　ツリーハウスのベッドルームではエルマと林檎、そしてネージュが福と戯たわむれていた。

「林檎様は西南君とどういうお話をなさるおつもりですか？」

　林檎の髪かみを結いながら、エルマは話しかける。

「瀬戸様と美守様の意図は、西南様を説得する事なのだと思います。ですからそれ次第で話す内容は変わるのでしょうね」

「説得ですか？」

「エルマさんは私よりも、西南様と長くご一緒なのですから、西南様がご自身のプライベートな部分をどうお考えなのか、お分かりなのではありませんか？」

「そういう意味の説得ですか。……なるほど、確かに西南君はそういう部分がスッポリと抜ぬけ落ちている感じがしますね。確率の偏かたよりのせいで、未来に対しての希望とか夢といったモノが、一切、実現不可能となれば、致いたし方かたない事なんでしょう」

「霧恋さんが西南お兄ちゃんに対して、積極的に出られない要因の一つでしょうね」

　福をあやしながら、ネージュも会話に参加する。

「今回、美守様達がお決めになった順番は、それを目的としたものなのでしょう。ですからその過程によって、話す内容は変わります。でもきっと私の場合は、せっせと畑を耕すか、種をまく作業で終わると思いますよ」

　そう言いつつも林檎は嬉うれしそうだ。

「芽が出て膨ふくらんで、花が咲さいて実になって……」

　福をあやしながらネージュが歌い出す。

「クスクスッ……一体誰だれがその実を食べるのでしょうね？」

　エルマも思わず笑みを浮かべた。

「ミャア！」

　と、その雰ふん囲い気きに浮かれた福が鳴き声を上げる。その絶ぜつ妙みようなタイミングに、林檎達は顔を見合わせた。

「あら、福ちゃんが食べちゃうの？」

「ミャア！」

　意味が判わかっている訳ではないだろうが、嬉しそうに頷うなずく福を見て、林檎達は一いつ斉せいに声を上げて笑い出したのだった。

　　　　×　×　×

　珀はく蓮れん達は四人で浜はま辺べの整備をしていた。西南達がここに来る前に、イムイムの管理をする者達によって整備はされていたが、それでも浜辺には自然にいろいろな物が流れ着く。貝かい殻がらや海草、気になる小石等を取り除き、ビーチパラソルやベッドを設しつらえる。

「西南様のお手伝いをした方がいいのかしら？」

　火か煉れんは西南が海絹の海草を引き上げているのを見て、独り言のように呟つぶやいた。

「西南様の楽しみを取っちゃダメですよ。火煉だったら覚えがあるのではない？　庭の茂しげみやちょっとした隙すき間まを見つけて、隠かくれ場所を作ったり」

「分かってるわよ！　私はただ……」

　火煉は珀蓮の突つっ込こみに、顔を赤らめた。

「西南様とどういうお話をするか、迷ってるのでしょう？　でも私達だけでなく、霧恋様達皆みなさん、同じでしょう……明確に決まっているのは、玉蓮くらいかしらね？」

「目的は忘れてはいないから、安心して」

　玉蓮は作業をしながら言う。

「そちらの心配はしていないわ。それよりも守蛇怪が、あれに対たい抗こう出来るか？　そちらの方が重要だわ。それによって対応が変わるもの」

「あら、私の意見を参考にしていいの？」

「目的は忘れてはいないのでしょう？　だったら、問題はないわ」

「……玉蓮の想いを言い訳にしちゃダメ」

「!?」

　いきなり話し出した翠すい簾れんに、全員が驚おどろいたように視線を合わせる。

「鷲羽わしゆう様に調整していただいてから、よく話すようになったわね……でも何が言いたいのかしら？」

「珀蓮は……ううん、きっと私も火煉ちゃんも、西南様の事が気になっている」

「!!　ちょっと、何をいきなり……」

「守蛇怪があれに対抗出来るのなら……私達に利があるのなら……西南様と一緒に居る理由が出来る」

「!!」

「私達が何かを決める時は多数決……」

　だからそれで決まったなら仕方がない、珀蓮はそう思いこみたかったのだ。玉蓮の想いを呼び水にして、西南と共に居る、という意見に傾かたむけさせたかったのだ。

「でも、その判断が間ま違ちがっていたら、私達は西南様から離はなれなくてはならないわ。玉蓮はその時どうするの？」

「離れなくても済む方法を探すだけよ」

　翠簾の問いに玉蓮は即そく答とうした。

「もしそんな方法が見つからなかったら、どうするの？」

　そう問う珀蓮の表情は悲痛なものだった。だが玉蓮はそれに怯ひるむ事無く微笑ほほえみ、

「クスッ、見つかるまで探すだけよ」

　そう答えたのだ。

　珀蓮はそれ以上何も言えずに黙だまり込んだ。

「……今回の西南様との面談は、瀬戸様の踏ふみ絵……私達にどうするのか決めなさいという事」

「それって！　瀬戸様が私達の目的に気付いてらっしゃるという事？」

「思い出して火煉。鷲羽様は私達が、簾れん座ざの王族だと一目でお気付きだった……」

「それは!?」

「多分、瀬戸様も、私達を拾った時からご存じだった……そう考える方が妥だ当とう」

「そんな……まさか」

「……私達が女によ官かんに抜ばつ擢てきされたのも、そこで樹雷の機密情報に触ふれ易やすくさせる為ため」

　それまで黙っていた珀蓮が口を開いた。

「珀蓮!?」

「思えば私達は女官にしては珍めずらしく、部署の移動も頻ひん繁ぱんだったし、行動も自由だった……西南様の専属担当になったのも、全て私達の目的を知っていたのなら納得が行く……」

　それは誰かに聞かせるというより確認だ。いつもの思考のループに入らないように言葉にしているのだ。

「でも、だったら瀬戸様の目的は……あうっ[image: !!?]」

　と、そこでいきなり翠簾が珀蓮の頭を軽く小こ突づいた。火煉が珀蓮の思考のループを止めるのと同じだ。

「それ以上は考えるだけ無む駄だ。重要なのは私達が、西南様をどう思っているか？　です。これは多数決じゃなくて、個々が決める事、私達の心が決める事……」

　と、そこで翠簾はヨロヨロとサマーベッドに座り込み、横になった。

「翠簾!?」

「話し過ぎて疲つかれました……」

　そこまで言うと、そのまま落ちるように眠ねむり始めた。

「……西南様をどう思っているか、か……。霧恋様の事を心配している場合じゃないかもしれないわね」

　翠簾の安らかな寝ね顔がおを見つめながら、火煉はそう言った。







　　９「面接開始」







「では西せい南な殿どの、面談の方をお願いね。三十分後に今日の番の人がそちらに行くから」

　夕食を終え、後片付けも済んで一段落していた時、瀬せ戸とは西南に話しかけた。

「分かりました。じゃあ、福ふく、大人しくしてるんだよ。終わったら迎むかえに行くからね」

「ミャア」

　福が居れば気分は楽だが、さすがにそれは相手に失礼だし、福には聞かせられない、本当にプライベートな話になるかもしれないのだ。西南は福をネージュに預けると、自分の部屋に向かった。

　緊きん張ちようを解く為ために、大きく深呼吸をしながら走り去るその後ろ姿を、霧きり恋こ達が微び妙みような面おも持もちで見ている事に、さすがの西南も気付く事はなかった。




「こんばんは。西南殿」

「…………え～～～っと……何のご用でしょう？　俺はこれから……」

「面接でしょう？　今日は私の番♡」

　最初の面談者は、なんと神かみ木き・瀬戸・樹じゆ雷らいであった。さすがの西南も頭が真っ白になってしまい、陸に上がった魚のように口をパクパクするだけだ。例えるなら冒ぼう険けんに出たばかりのレベル１の勇者が、いきなりラスボスと遭そう遇ぐうしたようなものだ。霧恋達の微妙な面持ちは、これが原因だ。

「ああああああっあの……俺が瀬戸様の悩なやみに答えられるとは思えませんが……」

「相談は何も悩みだけではないわよ。ただお話をするだけでも良いの。それに私が最初なら、後は楽でしょう？」

「確かに……そういう事なら頑がん張ばります。ああっ！　すみません、とりあえずここへ」

　瀬戸を入り口に立たせっ放しにしていた事に気付いた西南は、慌あわてて瀬戸を中に迎むかえ入れると、ソファーへと迎え入れた。

「ありがとう。あら、なかなか良い具合ね」

「瀬戸様がいらっしゃるって分かっていたら、もっとちゃんとした物を借りて来るんですけど……」

「これで十分よ」

　瀬戸はニッコリと微笑ほほえんだ。何しろ昼間、西南が一いつ生しよう懸けん命めい用意をしているのを見ていただけに、文句など有りはしない。

「いえ、本当に驚く程具合が良いわ。絹って名前が付いているだけあるわね」

「福のベッドと同じで、平たく切っただけですが、福も気に入ってるみたいです。……どうぞ」

　西南はグラスに入った冷茶を置いた。それは巨きよ石せきの中を流れる、あの海草が排はい出しゆつする真水で冷やした物だ。冷蔵庫で冷やす物程冷たくはないが、それでも十分に涼りようを感じる物だ。

「西南殿が野宿をすると言い出した時には、ちょっとビックリしたけれど、こんな場所を造っちゃうなんてねぇ」

「俺はベッドとクッションを作っただけです。俺がここを見つけた時には、もうこんな風に造られていましたから」

「クスッ。きっと西南殿と同じように考えた人達が、ちょっとずつ造って行ったんでしょうね。観光案内にも無いところを見ると、見つけた人達……同好の士へのご褒ほう美び、秘密の場所なんでしょう。西南殿はこのクッションとベッドを置いて行くといいわ」

「これがどれ位風化に耐たえられるか分からないから、難しいとは思いますが……」

「それでもこれをどうやって作ったかの道標にはなるわ。そういうのを楽しむのも醍だい醐ご味みでしょう？」

「なるほど。そうですね」

　コツコツと少しずつここを造り上げた先せん達だつの跡あとを継つげた事に、西南はちょっとした喜びと満足感を覚えた。

「ところで、西南殿はどういう女性が好みなのかしら？」

「えっ？」

　それは完全に虚きよを突かれた質問だった。西南の思考回路が一いつ瞬しゆんフリーズする。

「西南殿だって女性に興味はあるんでしょう？　セックスとか」

「セッ！　セせせセせセ………」

「瀬戸って言いたいの？　それともセックス？」

「せっ瀬戸様！……ちょっとその質問は……」

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきだ。西南にとって瀬戸というのは尊敬する人物だ。もちろん彼女が『樹雷の鬼おに姫ひめ』とあだ名されている事は知っていたが、それでも気け高だかい存在に間違いはない。

「あら、失望させたかしら？」

「そんな事は……ありません！　でもちょっと、ビックリして」

　もちろん失望などはしない。なぜなら瀬戸の表情は真ま面じ目めそのもので、茶化している感じでは無かったからだ。いつものあの毅き然ぜんとして飄ひよう々ひようとした口調のままだ。

「西南殿が地球、というより日本育ちで、こういった話題に免めん疫えきがないのは知っているけれど、それでもそろそろ知っていていい頃ころだと思うの。特に西南殿の場合はね」

「俺が、ですか？　いや、もちろん、そういう知識はあった方が良いとは思うのですけど……正直、その……必要があるのかって……」

「誰だれかと付き合おうとか思った事はないの？　好きな人とかも？」

　西南の答えを知っていながら、瀬戸はあえてそれを言葉にさせようとしていた。

「……俺、いろいろと敬遠されてきましたから。もちろんそれを責めるつもりもないし、それを言う権利すらないんです。俺自身が他人を不幸に巻き込んでしまうんですから、当然です」

「誰かを幸せにしたいと思った事はないの？」

「それは思っています。でもその一番の方法が、その人から離れるという事ですから」

「でも今、私を含ふくめて西南殿の周りには大勢の人がいるわよ」

「……だから」

　西南は泣きそうな顔で俯うつむいた。

「……だから今、幸せなんです。必要とされる事が嬉うれしくて……本当に嬉しくて……」

「!!」

　その恥はずかしそうな顔を見た瀬戸───いや鏡・瀬戸は西南を思わず抱だきしめてしまいそうになった。そして『あなたを愛する人間がここにいる』そう叫さけびたい気持ちを必死で押し殺していた。

「だから、少なくとも今はそれで十分なん……せっ瀬戸様？」

　俯きながらそう言った西南は、頭に置かれた手に気付いて顔を上げた。目の前に瀬戸の優しげな顔があり、瀬戸の手は西南の頭を子供にするように撫なでていた。

「お姉さんを泣かせるようなセリフを言わないの」

　───このまま食べちゃおうかな？

　鏡・瀬戸の心にそう囁ささやく声が在あった。

　鏡・瀬戸が生まれたのは、約二千年程前、瀬戸が諜ちよう報ほう活動の中心的存在となり、皇おう族ぞくとしてもその立場が重要なものとなり始めた頃だ。鏡武者が生まれた理由としては、万が一の時の為のバックアップと、皇族としての公務と諜報を両立させるためだ。

　それは秘中の秘とされ、それは本来、樹雷皇にすら明かされない秘密なのであが、唯ゆい一いつ例外的に、第一世代の『皇おう家けの樹き』のマスターのみにはその秘密が明らかにされる。それは第一世代と第二世代の関係性が理由だ。瀬戸の諜報活動をスムーズに行うには鏡・瀬戸の存在と、その活動意図を明確にしておいた方がやり易いのだ。

　現在、鏡・瀬戸の存在を知る者は現樹雷皇、阿あ主ず沙さ、そして津つ名な魅みと鷲羽わしゆうだ。ただし津名魅と完全合一化していない砂さ沙さ美みはまだ知らないし、鷲羽は特例だ。その条件でいえば遥よう照しようも候補に入るが、彼の場合は今のところ知る必要の無い立場だ。

　鏡・瀬戸は瀬戸と完全に記き憶おくの共有が行われている。ただしここに来て、二人の記憶に差さ違いが起こってきた。それが凪な耶じやの記憶と幼い頃の西南の記憶だ。凪耶の記憶は瀬戸として生まれ変わる際に封ふう印いんされたモノであるため、それを瀬戸自身知る事は出来なかった。言わば不ふ可か抗こう力りよくといえるモノであるが、幼い頃の西南の記憶は、何な故ぜに共有化が行われなかったかは不明のままだ。恐おそらくは西南の確率の偏かたよりのせいか、あるいはアストラル海のフィードバック現象故ゆえなのか、しかし瀬戸はその事を追究する気は無いと言った。

　瀬戸が凪耶としての記憶を取り戻もどした時、鏡・瀬戸が幼い頃の西南の記憶を掘ほり起おこした時、二人の合わせ鏡の関係は崩くずれた。神木・瀬戸・樹雷としての役割は続けなければならないものの、お互たがいに凪耶と西南の記憶の共有をする事を止やめた。それは西南の登場によって、究極の目標である銀河統一の流れが、朧おぼろ気げながらも見えて来た事と、樹雷第一皇妃である船ふな穂ほの立場が安定し、内外共に皇族として認識された事にある。つまり瀬戸の公務の頻ひん度どを少なく出来るという事なのだ。

「私が教えてあげましょうか？」

　これはある意味抜ぬけ駆がけだ。

（霧恋ちゃんの決意を待つつもりだったけど……）

　鏡・瀬戸の中の西南の記憶がそうさせた───つまり魔まがさした、というやつだ。もちろん霧恋への苛いら立だちもある。彼女は一歩、足を踏ふみ出すだけで鏡・瀬戸の渇かつ望ぼうする立場になれるのだ。と、同時に、霧恋が躊ちゆう躇ちよする理由もよく知っている。

「えっ!?　ええええええええええっ??　いやいやそれは、意味が判らな……いえ、意味は判るんですが……何故そうなるのかが判りません。いえ、それに近い事を言われた事はあるんですが、やっぱり俺は地球人ですから宇宙の感覚に馴な染じめなくて」

「もちろん無理強じいはしないわよ」

　だから西南のこの反応に、安あん堵どする気持ちも大きいのだ。

「でも西南殿の場合、女性関係が一番の弱点だから、心配なの」

「……はあ、それはそうなんでしょうけど……、こればかりは」

「だから習いなさいと言ってるの。西南殿の立場は年々、いいえ、日に日に重要なモノとなっているのよ。そう仕向けてしまったのは私達の責任だけれど、だからこそ、西南殿を守りたいの」

「守る、ですか？　ちょっと話が見えないんですが……」

「ああ、ごめんなさいね。ちょっと性急だったわ」

　鏡・瀬戸は心を落ち着け、瀬戸へと戻った。

「西南殿は今回、ダ・ルマーギルドの最重要計画である幸こう運うん艦かん隊たいを撃げき破はしたわ。つまり西南殿はダ・ルマーギルドと正面から敵対した事になるの。霧恋ちゃん達には説明はしたのだけれど、西南殿に対する護衛ランクが最高度に上げられたわ。これは国家元首並の対応という事になるの。それはプライベートの部分にまで影えい響きようする……特に恋れん愛あいとかね」

「変なのに引っ掛かからないように、ですか？」

「実は何件か、お見合いを計画しているという情報もあるの。必要なら樹雷もお膳ぜん立だてする事になるでしょうね」

「ええええええええええっ!?？　そんな酷ひどい事……ああ！　もちろん俺じゃなくて、相手の人が気の毒という意味ですが……」

「西南殿にとってもよ。本当にごめんなさい。西南殿には普ふ通つうの生活を送らせてあげたいのだけれど……」

「それは気にしないで下さい。俺がここに居られるって事は、俺にとって凄すごく幸運な事なんです。それに普通の生活といっても、地球にいた頃からそんなモノとは縁えんがなかったですから。……ただ、相手の人の事を思うと……やっぱり怖こわいんです」

「……いっその事、ずっと一人で居ればって事かしら？」

「それが一番だと……」

「西南殿……あなたは自身の価値を過小評価し過ぎよ」

　しんみりとした雰ふん囲い気きを振ふり払はらうように瀬戸は声を上げた。

「おっ俺の価値、ですか？」

「あなたにとっては悪運だけど、それは私達に莫ばく大だいな利益を生んでるわ」

「俺の悪運が必要とされているのは判っています。だけど……」

「西南殿の生む経済効果に興味があるなら、林檎りんごちゃんに聞くといいわ。それはそれは事細かに教えてくれるわよ。それこそこの休きゆう暇かが過ぎても話し終わらないくらいにね」

「……それは遠えん慮りよしておきます」

「守かみ蛇だ怪けという対価は、ダテではないのよ。大国の国家予算レベルの……いいえ、それ以上の効果があると、私は考えているのだけれど、逆を言えばそれを手に入れる為ためには、個人の気持ちなど完全に無視されるという事なの。だからこそプライベートにまで踏み入るし、そうせざるをえないの」

「だから政略結けつ婚こん、ですか？」

「一生独身といっても、この先どうなるかは分からないわ。ならば誰かと結婚させるか、女性をあてがった方が安心出来る。もちろんその候補者にも、十分な見返りが保証されるわ」

「…………」

　西南は複雑な気分だった。この状じよう況きようは宇宙に居たいという、西南自身のワガママが起因している事だからだ。

「とはいえ、今さら西南殿が地球に帰っても解決はしないわよ」

　瀬戸は西南の考えを見み透すかし、そう言った。

「えっ!?」

「西南殿の立ち位置次第で莫大な利益が出ると同時に、莫大な損失も出るわ。西南殿はそういう存在なの。私達が優位に立てるモノを……敵の手に落ちたら、攻こう守しゆが逆転しかねない危険物を、そう簡単に手放す筈はずがないでしょう？　これは西南殿に好意が有る無しの問題ではなく、国家を維い持じする者の責務なの」

「俺に選せん択たくの自由は無い、という事ですか？」

　そう言う西南の目にも口調にも、非難めいたモノはない。冷静に考えれば当たり前の事だからだ。逆に瀬戸にはそう考えてしまう西南が痛々しかった。

「事ここに至っては、ね。でもモノは考え様よ。西南殿の補ほ佐さに付いている霧恋ちゃん達は、真っ先に政略結婚の候補になるのよ」

「えっ!?……でもっ！」

「この機会に霧恋ちゃん達と、じっくり話してみなさい。少なくとも、あの娘達は純じゆん粋すいに西南殿を支えてあげたいと思っているわ……私達と違ちがってね」

「!?」

　その時、西南は瀬戸の笑顔が今にも泣き出しそうなモノに見えた。それは霧恋達が時折見せるモノと同じだ。あるいは以前、玉ぎよく蓮れんが見せたモノとそっくりの笑顔だ。

「瀬戸様は！……瀬戸様は、俺の事を最初に必要だって言ってくれた人です。それは霧恋さんだって言ってくれなかった言葉だったんです」

「!!…………そう。ありがとう」

　瀬戸はギュッと西南を自分の胸に抱き寄よせた。それは傍はた目めからは母親の抱ほう擁ようにも見えたが、西南には瀬戸がすがって泣いているように感じられた。




「あら、瀬戸様。西南君の所でいい事があったようですね」

　月明かりの下、浜はま辺べで足あし下もとに寄せる波の感覚と戯たわむれていた美み守かみは、高こう揚ようした気分を抑おさえようと、散歩をしている瀬戸を見るなり、全てを察したようにそう言った。

「何の事かしら？」

「瀬戸様とは長い付き合いですから。……ふふっ、でもさすがに手は出さなかったみたいですね」

「教えてあげましょうか？　とは言ったけれどね」

　瀬戸は降参したように両手を挙げた。

「ホホッ、さぞかし西南君も面食らった事でしょうねぇ。いっその事、アイリ様と同じように、鷲羽様に頼たのんでみてはいかがです？」

　つまり欲よつ求きゆう不ふ満まんなら内うつ海つみに面めん倒どうを見て貰もらえ、という冗じよう談だん半分の嫌いやみだ。

「そんな事をしても起たたないんだから仕方ないわ」

「あら失礼、そうでした。まあ『樹雷の鬼おに姫ひめ』殿に、お一人でも子供を産ませただけでも快挙ですから」

　まるで親しい友人同士の軽かる口くちだ。

「そろそろ例の彼女との間に子供くらい作ったら？　って言ってるのだけれどね。……昔っから真ま面じ目めなのよねぇ、あの人」

「純真無む垢くな少年を騙だまくらかした身としては、気が引けるといったところですか？」

「悪かったわね。こちらとしては、ちょっとした冗談のつもりだったんだけどね」

「樹雷の人間なら神木・瀬戸・樹雷を恐おそれ、崇すう拝はいするのは仕方ない事ですけどね。確か内海様の彼女というのは、瀬戸様の処ところのお局つぼねさんでしょう？　なら、その彼女さんの気持ちもあるでしょうから、すぐには無理だと思いますよ。樹雷皇族としての立場的なものもありますし、娘さんの美み砂さ樹き様の事もあるでしょうし」

「……はあ……」

　瀬戸はもの凄く深い溜ため息いきを吐ついた。

「？」

「実はあの人……この前、その美砂樹に、さっき私が言った事と同じ事を言われてね」

「!?　それは……お気の毒様です」

　愛する娘にそんな事を言われた父親の心境を察し、さすがの美守も顔を歪ゆがめた。

「美砂樹だって、子供じゃないんだから……と言っても、理り屈くつじゃないのよねぇ。って、ずいぶん脱だつ線せんしちゃったわね。そういう貴女あなたはどうするつもり？　もちろん明日あしたは、私がここで待っていてあげるけれどねっ！」

「一晩中、待ちぼうけさせてあげましょう、ホホホ」

「ほお……よく言った！　その言葉、忘れないわよ」







「ミャア、ミャア！」

　翌朝、西南は福の声で目を覚ました。夕べは、瀬戸と交わした話の内容を考え、なかなか寝ね付つけなかったのだ。

「起こしてくれてありがとう」

　だが朝の新しん鮮せんな空気と、福の愛くるしい笑顔で、目覚めはバッチリだ。すぐに服を着て夕べ放り込んでおいた釣つりの仕し掛かけを見て回る。三カ所の内、二カ所にはランクＳの２９９種、カサゴに似た魚がかかっていた。

「こいつはかなりおいしいから嬉うれしいな」

　ランクＳの２９９種は夕食に刺さし身みと、大きな頭は煮に付つけで出されていた。林檎に聞いた話では、ランクＳというのは、あくまでもその魚が食用に適している度合いを示した物であって、希少性が高いという意味ではない。つまりこのランクＳの２９９種は結構普通に釣れ、なおかつ美お味いしい魚なのだ。そして最後の仕掛けにかかっていたのは、地球のカレイに似た魚だった。

「おはようございます、西南様、福ちゃん」

「ああ、おはようございます珀はく蓮れんさん……ええっと」

　珀蓮に一礼すると、西南はツリーハウスを見上げた。しかしそこはしんと静まり返って人の活動している気配は無い。

「まだ皆みなさん寝ています。私はちょっと早く起きたものですから、散歩を」

「そうだったんですか。俺は逆に、ちょっと寝ね坊ぼうして、福に起こして貰いました」

「もしかして瀬戸様との？」

「不意打ちでした。誰だれも教えてくれないんですから……」

「クスクス、申し訳ありません。口止めされていましたから、仕方なかったんです。それに西南様と、どういうお話をしたかを教え合うのも止められて居るんです。ですから私達が知っているのは、昨夜、もの凄すごく上じよう機き嫌げんの瀬戸様が猛もう威いをふるって、それに巻き込まれたせいで、みんなまだ眠ねむっているという事だけです」

「なるほど……そちらも大変だったみたいですね。でもまだみんな寝ているのなら、珀蓮さんは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「私はネージュ様と一いつ緒しよに早々に逃にげ出しましたから」

　つまりさっさとシークレットウォールを張って寝たという事だ。

「ハハ……それは何より」

「ミャア、ミャア」

　福は西南が釣り上げた魚を突つつきながら二人を見上げた。

「ん？　どうしたんだ、福？」

　西南がそう聞いた途と端たん、福のお腹が可愛らしい音を立てた。

「お腹空すいちゃったのか。じゃあ、ちょっと台所に行って、何か夕べの残りでもないか見てこようか？」

「ミャア！」

「西南様。それでしたらすぐに朝食の準備をしますから、少しお待ち下さい」

「えっ、でも二度手間じゃないですか？　みんな揃そろってからの方が……」

「昨夜、早々に逃げ出した身としては、下した拵ごしらえくらいはしておかないと。それにきっと皆さん、朝食の匂においで起きて来るでしょうし」

「分かりました。じゃあ俺も手伝います」

　　　　×　×　×

「珀蓮さん、捕とってきましたよ」

　西南はそう言うと、自分の部屋から持って来たバケツを手て渡わたした。その中にはアサリに似た二枚貝が入っている。

「こいつはもう砂抜ぬきはしてありますから、すぐにでも使えます」

　西南は前日に大量に採取した貝を、大きな網あみに入れ海中にぶら下げておいたのだ。

「後はお味み噌そ汁しるだけですから、西南様は食しよく卓たくの方をお願いします」

「了りよう解かい」

　食器を持って食堂の方へ向かう西南を見送ると、珀蓮は貝を真水で洗い、水を切って沸ふつ騰とうする鍋なべへと入れる。後は貝が口を開ければ味噌を入れて出来上がりだ。

「フン、フフン♪」

　珀蓮はいつの間にか鼻歌を口ずさんでいた。

「ミャン、ミャミャミャン♪」

　と、珀蓮の鼻歌に合わせ、福が鳴き始めた。

「えっ？」

「ミャン、ミャミャミャン♪……ミャア??」

　福は急に珀蓮が鼻歌を止めたので、不思議そうに珀蓮を見つめた。

「ミャア！　ミャア！　ミャン、ミャミャミャン♪　ミャア！」

「…………私!?」

　福に鼻歌を歌うように催さい促そくされ、ようやく珀蓮は自身がいつの間にか鼻歌を歌っていた事に気付いたのだ。

（噓うそッ……私が鼻歌なんて）

　珀蓮は真面目で鼻歌交じりに仕事をする事など無い。それどころか普ふ段だんでも、よほど機き嫌げんがいい時しか覚えは無い。

（私……楽しいの？）

　───玉蓮の想いを言い訳にしちゃダメ。

　突とつ如じよ、昨日翠すい簾れんに言われた言葉を思い出す。

　───珀蓮は……ううん、きっと私も火煉ちゃんも、西南様の事が気になっている。

　───西南様と一緒に居る理由が出来る。

　───もしそんな方法が見つからなかったら、どうするの？

　───今回の西南様との面談は、瀬戸様の踏ふみ絵……。

　───これは多数決じゃなくて、個々が決める事、私達の心が決める事……。

　珀蓮の中に昨日の会話が次々と蘇よみがえり、渦うず巻まき、そして一つの回答が浮うかんだ。

「……私、楽しいんだ……西南様とご一緒しているのが」

　珀蓮の目から涙なみだがあふれた。

「ミャア？　ミャア！　ミャア！」

「どうしたんだ、福？」

　珀蓮が涙を流したのを見て福が驚おどろいて声を上げた。その叫さけびを聞きつけ、西南が慌あわててやって来た。

「珀蓮さん!?」

「ああ、すみません。目にゴミが入って……でももう大丈夫ですから」

　珀蓮は慌ててタオルで顔を覆おおうように涙を拭ふくと、頃ころ合あいに煮にえた鍋へと味噌を入れ溶とき始めた。

「西南様、お味噌汁を運んで下さいますか？　私はお茶を持って行きますから」

「分かりました。福、おいで」

「ミャア！」

　西南は鍋を摑つかむと福と一緒に食堂へと向かった。その後ろ姿を見送り、珀蓮はちょっと困ったように微笑ほほえむと、お茶を取りに冷蔵庫の方へと向かった。

「………新しん婚こんさん、いらっしゃ～～～～～い」

　と、振ふり向いた先にはジッとこちらを見ている翠簾の姿があった。

「すっ[image: !!?]」

　叫び声を上げそうになる口を慌てて押さえる。

「いい匂いがしたので起きて来ました。ここに来たのは珀蓮が鼻歌を歌い出す、ちょっと前です。ちなみにご飯の用意が出来ているか、先に見て来るようにとの、瀬戸様の命令なので、ここに居るのは私だけ」
















　翠簾は珀蓮が聞きたい事を先回りした。

「あの……翠簾。私……」

「瀬戸様には、もう少し時間がかかりそうだと報告しておくので、ごゆっくり」

　翠簾はそう言うと、ユラユラっと台所から出て行った。

「……ああそうだわ。火煉達には『準備が出来た』と言っておかなくっちゃ」

　翠簾は思い出したように、そう小さく呟つぶやいた。










──面接・美守の場合──




「こんばんは。西南君」

「わざわざすみません。さあどうぞ」

　西南の招きに応じ、美守はクッションに座った。前日の瀬戸とは違ちがい、次に来るのが美守と予想出来たおかげで、不意打ちは避さけられたが、美守が居るだけで狭せまい空間は窒ちつ息そくしそうな色気で充じゆう満まんした。

「瀬戸様から聞いていたけれど、本当に快適ね。ずっとここに居たいくらいだわ」

「ありがとうございます。俺も気に入ってるんですよ」

「ベッドも二人寝ねられそうだしね」

「はっ？」

「大丈夫よ♡　私、寝ね相ぞうは良い方だから」

　テーブルに両りよう肘ひじを突き、胸の谷間を強調しながら言う。この閉へい鎖さ空間で二人っきり。それは玉蓮にも匹ひつ敵てきする破は壊かい力だ。

「ごっ、ご冗じよう談だんを……」

「……に見える？」

　小首を傾かしげながら潤うるんだ目で言う。恋れん愛あい関連は不得手な西南に区別などつかない。たとえ瀬戸のように不意打ちでなくても、猛もう獣じゆうである事には変わりがない。

「じゃ、じゃあ俺は外で寝ますから。福の事をお願いしま……うわっ！」

　立ち上がろうとした西南の肩かたを押さえ、強引に座らせる。

「女にここまで言わせて逃げるなんてダメよ。色男さん」

「でっ、でも！」

「ん？」

　そこで美守は急に女の目から、いつもの美守の目に戻もどった。それまでの息苦しいまでの色いろ香かは噓のように失せた。

「でも……俺にとっては、本当に……いや絶対に縁えんのない世界なんですから、分からないんですよ。もちろん、俺だって憧あこがれはありますよ。普ふ通つうに誰かと恋愛をして、結けつ婚こんをしてって……」

　一気に捲まくし立てるように話し始めた西南だったが、恋愛の話をし始めた途端、勢いを失った。それは自身が口にしている言葉が、あまりにも現実的では無かったからだ。

「……でもそんな事は、本やテレビの向こうの世界、空想の世界と一緒なんですから」

「西南君がどういう立場に居るかは、夕べ、瀬戸様に聞いたでしょう？」

「聞きましたけど、現実感なんか無いですよ。いろいろ考えましたけど、俺が変な人に引っ掛かかるのを阻そ止ししたいのなら、他にも方法はいくらでもあるんじゃないかって……」

「いろいろって？」

「……仕事以外はどこかに監かん禁きんするとか。……去勢するとか……洗脳とかいろいろと」

　西南にとっては恋愛事を語るより、遥はるかにしっくり来る、現実味を帯びている話だ。

「……西南君」

　西南の口調がだんだん冷静に、いつも通りになって行く様を、美守は困こん惑わくしたように、こめかみに手を当てて大きな溜ため息いきを吐ついた。分かっていても、確率の偏かたよりによって形成された、そのあまりにも悲しい性さがに本気で涙が出そうになる。

「確かに！……確かにそういう意見があるのも事実よ。でもね……私はそれを許す気は無いわ。瀬戸様もアイリ様も、西南君をちゃんと知る人達はみんなね」

「ありがとう……ございます。でも……!?」

「ほら！　ちゃんと顔を上げて。私を見なさい」

　俯うつむきかけた西南の顔に両手を当てて自分の方を向かせる。その西南の眼まな差ざしと目が合った瞬しゆん間かん、

（……あっ、ヤバッ！）

　美守はまずい事をしたと直感した。心臓の鼓こ動どうが早くなり、顔が火ほ照てって来る。普段なら簡単にコントロール出来るのだが、ここは『イムイム』だ。この数日間でアロマ効果が出始めているのだ。危あやうくそのまま突っ走ってしまいそうになるのを、すんでの所で必死で堪こらえた。

　そんな美守の葛かつ藤とうも知らず、西南は言われた通り、ジッと美守を見つめた。

（この子は私の生徒！　この子は私の生徒！　この子は私の生徒!!）

　美守が西南の両頰ほおから手を離はなし、姿勢を正すまでに必要とした労力は、生まれてこの方一度も味わった事が無いかもと、そう思う程の苦行だった。

「西南君の気持ちは理解出来るけれど、それぞれの人の中にある、君という存在は無くせはしないし、君という存在が居なくなるのを悲しいと思う人は、確かに居るのよ。一番分かり易いのは福ちゃんね」

「あっ……」

　西南は福のマスターだ。西南が鷲羽から責任を持って預かっている娘むすめさんなのだ。それを自分勝手に放り出す事は出来ない。

「福ちゃんのアストラルコアの事は聞いた？」

「……はい」

「少なくとも、福ちゃんの事は、責任を持たなければならないわね？」

「そうですね……そう、ですよね」

「それが第一歩よ。そうやって大事なものを増やしてゆきなさい。それが西南君の力になる。君はそういう枷かせを力に出来る子よ」

「……そうなんでしょうか？　正直、よく分かりません」

「宇宙に居ると決心したからこそ、いろいろな経験をしたんでしょう？　別れもあったけれど、それ以上の出会いもあった。いい人悪い奴やつ、大勢ね。西南君を害しようとする者も居たけれど、護まもろうとした人も居る。その経験をどう思うの？　しなかった方が良かったのかしら？」

「…………した方が良かったです。俺にとっては大事な経験です。でも……」

　問題はどこまでその重荷に耐たえられるか、どこまで護りきれるかだ。それを考えると恐おそろしい。

「踏ん切りはつかない？……でも考えるだけ無む駄だよ。どちらにしろ私達は、西南君を逃にがすつもりはないんだから、諦あきらめてこっちにいらっしゃい♡」

「しかし、どんなに見返りが大きいとか言われても、命には代えられないでしょう？　俺一人なら、それも仕方ないですけど、やっぱり誰だれかを巻き込むというのは……」

　───私はそれでも良い。

　美守は思わずその言葉を口に出すところだった。だがこれは、霧恋達を差し置いて言うべきではない事だ。少なくとも、美守がＧＰアカデミーの校長である以上、それを言う事は許されないし、西南に依い存ぞんをさせる様な状態は避けなければならない。現段階で美守がするべき事は、西南が宇宙に居たいというワガママを受け入れたと同じように、当たり前の恋愛をする事を受け入れさせる事なのだ。もちろんそれをすぐに受け入れる事は無理だろうが、少なくともそう考えるきっかけになればいいのだ。

「美み希きさんのように？」

「そうです」

　自身でも少し驚いたのだが、西南はハッキリとそう言った。恐らく以前なら美希の名を口にするのを躊躇ためらっただろう。

（……！　キルシェさん空間での、博司氏との話がうまく影えい響きようしているようね）

　美守は、その結果がちゃんと出ている事に安あん堵どした。

「でも守かみ蛇だ怪け一号艦かんの事件では、全員生せい還かんしたわ。これは西南君の経験だけでなく、霧恋さん達の力もあったからよ」

「それは……」

「恋愛も同じ事。西南君が居て、相手が居る。お互たがいが助け合って生きて行くの。西南君が全て護らなければならない訳ではないわ。今は無理でも、成長と経験が、それを可能にする……君は今までもそうして生きて来たんでしょう？　相手の事をもっと信じて頼たよりなさい」

　　　　×　×　×

　美守は西南との話に満足し、軽い足取りでツリーハウスへ向かっていた。

「あらあら。今日はず～～っと待ちぼうけを食らわせていただけるのではなかったのかしらん？」

　ツリーハウスの幹みきに寄り掛かっていた瀬戸が、勝ち誇ほこったような表情で月明かりの下に姿を現した。

「ホホホ。もちろん、行くところまで行くのは簡単でしたけれど、前日、瀬戸様が思ったよりも中ちゆう途と半はん端ぱに終わらせたようなので、ねっ」

　二人は対たい峙じし、不敵な笑みを浮うかべつつ睨にらみ合った。

「そう言う貴女あなたは、明日あしたの林檎ちゃんにちゃんと繫つながるようにしたんでしょうね？」

「それは林檎様次第、というところでしょうか」

「……思った以上に根は深いという事ね。うまく最終日の霧恋ちゃんの時までに、全部掘ほり起こせればいいけれど」

　と、瀬戸は緊きん張ちようを解いて頭を搔かいた。

「でも博司氏の話は功を奏しているみたいですから、それは収しゆう穫かくでしたわ」

「そう……あちらにも人員の補ほ充じゆうが出来ればいいんだけれど。さすがにアストラル持ちのＡＩなんて、希少過ぎだわ。一番条件に合うのは美希さんなんでしょうけど、こちらはかなり厄やつ介かいだしね……福ちゃんを候補に考えるべきかしら？」

「あの子はまだ表で頑がん張ばってもらわないといけませんし、まだ赤ちゃんですから、西南君に甘えたい年頃ごろですよ。それを肉体的な括くくりを外して裏に持って行けば、どうなるか分かりませんよ」

「純じゆん粋すいな思考のみの存在となると、ウィドゥーの再来になる可能性があるって事か……それはそれで見てみたい気もするけれどね」

「どちらにしろ西南君の精神の裏表の合一化をさせるには、意外と表の人材が足りないですよね」

「そうなのよ。西南殿どのが霧恋ちゃん達を受け入れてくれれば、一気に問題は解決するのだけれど、まだまだアンバランスなのよねぇ……」

「明日からの展開に期待するとしましょう。ともあれ、少しずつ進歩をしているのは確かです。それよりも、イムイムのアロマ効果が、思ったより強いみたいなので、人によっては少し解げ毒どく調整した方がいいかもしれませんよ」

　美守は少し恥はずかしそうに、唇くちびるに人差し指で触ふれた。

「あら、そうなの？　了りよう解かい、監かん視しステーションでモニタリングをしているはずだから、後でちょっと覗のぞいてみるわ。一周して成果が見られないようだったら、休きゆう暇かを延長する事も考えてみようかしら？」

「それは逆効果では？　あまり押し付け感が強いと西南君が混乱しますよ。少し頭を整理する時間も必要ですよ。生まれて物心ついた時から形成されたものを、一朝一いつ夕せきに解消するなんて無理ですよ」

「そうなんだけれど、こちらがいろいろ開かい拓たくした挙げ句、横から変なのに搔っ攫さらわれそうで不安なのよね」

「そういう意味では、霧恋さんは優ゆう秀しゆうな番犬だと思うのですが」

「ウィドゥーのような事が起こらないとも限らないじゃない？　霧恋ちゃんって、変なところで遠えん慮りよしちゃうんだもの」

「自分に自信が無いのでしょう。特に西南君の場合、宇宙に上がってからの活かつ躍やくぶりは凄すさまじいですから」

「自信ねえ……やはりそれが原因なのかしらねぇ。まあ霧恋ちゃんの場合、マシスちゃん程の問題はないし……休暇が終わったら、ちょっと阿主沙殿に掛け合ってみましょう」







「正体不明艦、四、感あり！」

「パトロール艇てい、スクランブル！」

「エリア４４２に感あり、大型艦を含ふくむ十艦確認！」

「先程到とう着ちやくした輸送母ぼ艦かんの艦長に、戦せん闘とう態勢で出しゆつ撃げき要よう請せいをして！」

　監視ステーションでは次々と捕ほ捉そくされる海かい賊ぞく艦の対応で、まさに戦場のようだった。

『……なんか、大変そうね』

　声をかけるのを躊躇いつつ、瀬戸は部下のお局つぼねに話しかけた。

「ええ、ええ！　それはもう大変ですよ！　到着したばかりの輸送母艦にも、出撃をお願いしているところですから」

『林檎ちゃんの穂ほ野の火かちゃんにも出てもらいましょうか？　幸いな事に守蛇怪もいるんだから、遠慮しないでね』

「やめて下さい！　そんな事をしたら私達の恥はじです！　ＧＰにも協力要請はしていますのでご心配なく。それより何かご用ですか？」

『こちらのパーソナルスキャンをしているわよね？　それでちょっとアロマ効果の効きが強いんじゃないかって』

　瀬戸の問いに、そのお局はすぐさまチェックを始めた。

「少々強く出ているのは、瀬戸様と美守様だけのようですね。他の方は全員正常値より低いくらいです」

『あら、そう？……なら心配は要いらないのかしらね。霧恋ちゃんが持ち込んだ物はちゃんと処理済みよね？』

「抜ぬかりはありません」

『じゃあ、なんで私と美守殿だけ……』

「若い子相手に、年とし甲が斐いもなく興奮されているからじゃないですか？　では忙いそがしいので失礼します！」

　お局はそう言うとさっさと通信を遮しや断だんした。

　　　　×　×　×

「くっ！……言ってくれるわね！」

　瀬戸は悔くやし紛まぎれにツリーハウスの幹を蹴け飛とばした。

「向こうは何と？」

「過か剰じよう反応しているのは私と美守殿だけだって。若い子相手に年甲斐もなく興奮しているからだそうよ。失礼しちゃうわね」

「一いち概がいに否定出来ないのが悔しいところですねぇ」

「私は違ちがうわよ！」

「でも夕べ、浮かれて大酒飲んで、霧恋さん達を巻き込んで大暴れしたのを見ましたからねぇ、ホホホのホ」

「あらあら、じゃあ今晩は貴女の番という訳ね？」

「失礼な！　私は…………とりあえず発散させておきましょうか」

「よし！　覚かく悟ごしてろよ小こ娘むすめ共！」

　瀬戸と美守はニヤリと笑うと腕うでを組み、スキップをしながらツリーハウスへと登って行ったのであった。

　翌朝、浮かれた瀬戸と美守の猛もう威いに巻き込まれた霧恋達が、お昼過ぎまで起きて来る事はなかったのである。










───面接・林檎の場合───




「西南様。お招きいただき、ありがとうございます」

「い、いらっしゃい」

　林檎の緊張が移ったのか、西南は緊張の面おも持もちだ。瀬戸と美守でかなり慣れたと思ったが、やはり違う意味で緊張する。

「地球では両親がお世話になりました」

　イムイムのステーションで既すでにお礼済みだが、これ以外に話の取っ掛かかりが無い。普ふ通つうの女の子とだって、ハッキリ言って妹の吉よし子ことだって、まともな会話が出来る自信はないのに、彼女は正しよう真しん正しよう銘めい、樹雷のお姫ひめ様なのだ。

「いえ、再三申し上げた通り、西南様のして下さった事に比べれば、大した事ではありません。私達、経理課一同、西南様には感謝しても感謝し切れないのです」

「そ、そんな大おお袈げ裟さな」

「大袈裟ではありません！　例えて言うのなら、西南様のお国の借金が全て無くなって、それと同額の黒字が出たようなものなのです！」

「…………それは、なんか凄すごいですね」

「はい！　とても凄いのです」

　林檎は両手を握にぎりしめて力説する。林檎は例えと形容したが、金額的に言えば日本の借金など比ひ較かくにならない、遥はるかに高額なものなのだ。

「とにかく喜んでいただけて何よりです。俺も両親にはずっと迷めい惑わくのかけ通しだったんですが、お陰かげ様さまで少しでも親孝行の真ま似ね事ごと位は出来ました」

「その手伝いが出来て光栄です。そうそう、お母様が仰おつしやっていたのですが、後は西南様にどなたか良い方が出来てくれれば、安心だと」

「か、母さん……。それはちょっと欲よく張ばり過ぎるよ」

「まあ、どうしてですか？」

「えっ？　だって、俺は中学を出たら、その先の進路なんて進学も就職も無理だろうって感じの絶望的な状態だったんです。当然、その先の結けつ婚こんなんてとても……。だからＧＰアカデミーに入れただけでも奇き跡せきのようなものなんです」

「進学就職と決まったのですから、その次を望むのは当然だと思いますよ」

　林檎はさも当然とばかりに、あっけらかんと言った。

「そっ……それでも、それはちょっと……難しいというか、贅ぜい沢たくな話だと思うんです」

「西南様に縁えん談だんの話があるのは、瀬戸様からお聞きになりましたか？」

「えっ？　ええ、聞きはしましたが……」

「西南様が躊ちゆう躇ちよなさる理由は理解出来ます。でも誰だれか他者を巻き込む事を恐おそれておいでなら、それは西南様だけが抱かかえている問題ではありません。瀬戸様や美守様にアイリ様、私だってそうです」

「えっ？」

「瀬戸様は『樹雷の鬼おに姫ひめ』と揶や揄ゆされ、内外に多くの敵がいます。美守様も世せ二に我わの要人ですし、アイリ様もかなり不幸な過去をお持ちです。それに哲てつ学がく士というのは、とかく他者からいろいろと疎うとまれるのが仕事みたいなものです。私もお三方程ではありませんが、樹雷の皇眷けん族ぞくという立場から、いろいろとトラブルに巻き込まれる事はあります。私は覚えてはいませんが、赤子の頃ころに一度誘ゆう拐かいされたそうです」

「誘拐!?」

「樹雷の皇族に連なる家に生まれたという理由からです。西南様は確率の偏かたよりですが、私達は立場的な問題からです。私が結婚して子供を産めば、その子は否応なく、同じ運命を受け継つぐ事となります。もちろん家族だけでなく、護衛や多くの部下達も、ある意味、皇族という存在のせいで、トラブルに巻き込まれるのだと言えるでしょう。そしてそれは構造上から生まれる歪ゆがみ、ある意味、確率の偏りと同じモノなんです。そして当然、一いつ般ぱんの人達よりは大きな歪みを持っている事になります」

「それは、そうかもしれませんが……それでも、俺は躊躇しちゃいます」

「西南様のご懸け念ねんは、相手の方が自身の意志に反し、婚こん姻いんを強要される事でしょう？」

「もちろんそれもあります。でもやはり必要以上に、相手方に苦労させちゃうのが分かっていますから……」

「だからといって、ご自身の道を閉ざさないで下さい」

　林檎は西南の手に自分の手を重ね、身を乗り出した。

「私なら！…………」

　───私なら、西南様をずっと支えて差し上げたい！

　林檎はそう言いたかった。しかし霧恋達を差し置いてそれを言うのは躊躇われた。

　西南を支える者は多い方が良い、というのは林檎も同意見だ。とは言え、林檎は霧恋達や珀蓮達と違い、常に側に寄より添そい、西南と共に苦難を乗り越こえて来た訳ではない。やはりどうしても西南に対して、言葉に説得力が足りないし、林檎自身の覚悟にも確固たる根こん拠きよは無い。どうしても、ただの同情としか見られないのは否いなめないのだ。

「……西南様の人生は始まったばかりです。諦あきらめるにはまだ早過ぎですよ。だから霧恋さんや他の方々の話も聞いて、よく考えてみて下さい」

「ありがとうございます。俺も……もっと考えてみます」

　林檎の言葉はただの言葉でしかなかったが、そこに込められた想いは、多くの害意に晒さらされてきた西南にとって、砂さ漠ばくのオアシスのようなものだ。そして何よりも林檎にしっかりと握られた手の温もりが、西南の頑かたくなな気持ちを溶とかし始めていたのである。

「そうですか。良かった」

　林檎は満面の笑みを浮うかべた。

「!!」

　林檎の温かな手、満面の笑み。そのまま気持ちが高ぶり、林檎を抱だき締しめたくなる衝しよう動どうを、西南は必死で抑おさえた。

「あっ、あの……一つ質問していいですか？」

「どうぞ、何でも聞いて下さい」

「……林檎様は、ご自分の立場に悩なやんだ事はないのですか？」

「もちろんありますよ。今でも迷いの中と言えますが、良くも悪くも指標となる瀬戸様がいらっしゃいましたから」

「良くも悪くも……ですか？」

「西南様ですと、アイリ様を思えばよろしいかと」

「ああ、なるほど。確かに良くも悪くも、ですね」

　西南は一いつ瞬しゆんで林檎の言葉の意味を理解した。

「はい。良くも悪くも、です。西南様も何かあれば遠えん慮りよ無くご相談下さい。地球で解決出来ない事も、ここでは解決出来る事は多いですから」

　　　　×　×　×

「じゃあ、お休みなさい」

　林檎と共にツリーハウスの入り口にやって来た西南は、霧恋から福を受け取ると、一礼して自室へと戻もどって行った。

「今日はネージュ様ではないのですね」

　西南を見送りつつ、林檎に尋ねた。

「それは……」

「西南様とどういうお話をしたかは、聞かない約束ですよね？」

　つまり、霧恋は西南と林檎の面談の内容が気になり福をだしに様子を窺いに出て来たのだ。

「それは!?　そうなんですが……どうしても？」

「はい。内ない緒しよです」

　林檎は珍めずらしく、からかうように悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてそう言った。







　　10「面接・意外なる波乱」







「何だと!?　幸こう運うんグッズを探しに行けと？」

　訝いぶかしげな静せい竜りようとは対照的に、アランは喜き々きとしていた。上う手まくすれば一いつ攫かく千せん金きん、それをギルドの命令で堂々と行えるのだから尚なお更さらだ。

「本当ですか!?　コマチ副長！」

「どういう事か理由を説明してもらおうか」

「思ったより、幸運グッズの質が悪いのだ。数はあるが幸運の質量が少ない。このままでは規定量を幸運艦かんの中に入れようとすると、居住区が無くなってしまいそうなんだ」

「うむ、それは問題だな……」

「行きましょう！　是ぜ非ひ行きましょう！」

「仕方あるまい。行くとするか」

「ヘッヘッヘ、コマチ副長。当然、見つけた幸運グッズは買い取っていただけるんでしょう？」

「馬ば鹿かを言うな。我らは任務で行くのだぞ」

「えっ？　あっあの、しかしですねぇ。希少グッズを探すとなると命がけですよ。少しくらいの特典はあって然しかるべきじゃないですか？　ねっ？　ねっ？」

「お前も懲こりないヤツだな。まあ出張手当なら出してやるがな」

「そそそそ、それならこういうのはどうです？」

　　　　×　×　×

　希少グッズを探す為ための船の中で、アランはご機き嫌げんだった。

「はっ！　お前達も馬鹿なヤツらだな。せっかくの儲もうけ話だってのによ」

「でも、艦かん長ちようもリスクの方がでかいって言ってたぞ」

「お前達はそれでも男か？　ハイリスクハイリターン！　それが大金を手にする男の生き方さ」

　アランは働く時間を金で買い、自由行動扱あつかいとしたのだ。もちろん探たん索さくにかかる必要経費も払はらわなければならないが、それは静竜とアラン達四人分を頭割りした額だ。だが逆に希少グッズを見つけた時も賞金は頭割りとなる。しかしメリットも多い。何しろ捜そう索さくの為の機材等は無料だし、情報提供も受けられる。危険な場所で実働するのはナノマシンサイボーグの静竜となれば、比ひ較かく的てき安全に希少グッズを見つけられる可能性は高い。

「断っておくが、後で俺と同じ条件にしたいと言ってもダメだからな。そこはコマチ副長が許さないぞ。まあ俺はさっさと借金生活とはおさらばするから、君達はせいぜいコツコツと借金を返したまえ。ア～～～ハッハッハ！」

　優ゆう越えつ的な表情で嫌いやみタップリにそう言うと、さっさと自分の部屋へと戻って行く。だがバリー達は言い返す事もなく、その表情は穏おだやかだ。

「何だ、コーン。意外と冷静なんだな」

「バリーだってそうじゃないか」

「……なんか、静竜艦長と会ってその話を聞いて行く内に、あまり焦あせらなくなったっていうか……」

「憑つき物が落ちたという感じか？」

「そうそう、それ！　アランの話を一歩引いて聞けるようになった感じなんだ」

「コマチ副長も怖こわいしな」

「それは言えるな」

　静竜は言動はちょっと変だが、商売的な事に関しては実に常識的だ。そしてコマチはさらに常識的な人間だ。今のバリーとコーンにとってその二人の影えい響きよう力の方が、アランより大きいのだ。










───面接・珀はく蓮れんと翠すい簾れんの場合───




「本日はよろしくお願いいたします」

　珀蓮は恭うやうやしく礼をすると、ニッコリと微笑ほほえんだ。いつも一いつ緒しよにいる人という事で、前日までの三人と比べると緊きん張ちようは少ないが、それでも二人っきりというのは結構ドキドキするものだ。しかも着てる衣装が薄うすい布地の着物に何な故ぜか下は水着という、訳の分からない組み合わせだ。

（それが何故なのか、考えても無む駄だなんだろうな……）

　最近になってようやく、彼女が異常に頭の回転が速い事、そしていろいろと思考の連れん鎖さを繰くり返した挙げ句、妙みような継つぎ接はぎの結論を出してしまう事が分かってきた。

　ネグリジェと水着、それぞれの選せん択たくに意味はあるものの、その組み合わせには意味はないのだ。言うならばスロットマシーンのようなもので、運が良ければそれぞれの画えがピタリと合う感じだ。もちろん普ふ段だんはごくまともな常識人である。

「いつも顔を合わせているせいか、二人っきりで話すなんて、なんか変な気分ですね」

「そうなのですか？　私はさほど違い和わ感かんは感じませんが、西南様にとっての私とは、どういう存在なのでしょうか？」

「えっ？　それは……」

「瀬せ戸と様や美み守かみ様、それに林檎りんご様ともお話しになって来て、そのお三方と私とではどう違ちがうのでしょうか？」

「…………」

　瀬戸、美守、林檎の時には、どこか一線を引いた感があったが、珀蓮の場合はそれよりはもっと近しい感じだ。共に守かみ蛇だ怪け一号艦、二号艦と死線を越えて来た仲間、というよりも、西南の悪運に直接的に巻き込まれて来た一人だ。

「いつもご迷めい惑わくをおかけして申し訳ないなと……」

「それだけですか？　人として、女としてどうお考えでしょうか？」

「そ、それは……、まあ、俺なんかと仕事をして、大変なのに愚ぐ痴ち一つ言わないで、とても良くしてくれるし、ありがたいと……」

「女としては、どうです？」

　それが珀蓮がここ数日で至った結論だ。

「あああ、あの……それは……とても魅み力りよく的な人だなと……！」

　その時、西南は珀蓮と初めて会った時の事を思い出した。西南に巻き込まれて水に落ちて、襦じゆ袢ばんが濡ぬれ、肌はだが透すけているのも構わず上着を脱ぬいだ時の事だ。今回は下に水着を着けているものの、何となくその時と似たような衣装なのも、記き憶おくを鮮せん明めいに思い出させる要因となっている。

「嬉うれしいですわ。正直、私共と常時共にされているのに、手を出そうとされないので、てっきり私達に魅力がないのだと思っていました」

「ちょっ！　ちょっと待って下さい！　その……珀蓮さんが何を言っているか分からないというか……」

「それはですね……」

「ああっ！　もちろん言葉の意味は分かりますが、何故俺にそういう事を言うのかが分からないというか……。だって俺と珀蓮さんは、別に付き合っているとかじゃ無いわけですし……」

「私とでは嫌ですか？」

「そんな訳無いですよ！　そうじゃなくて、俺の方がそんな価値が無いというか……。そんな資格が無いんですから」

「確率の偏かたよりの事を気にされているのですか？」

「もちろんです。瀬戸様や美守様や林檎様にもその事を聞かれましたが、物心ついてからずっとこれのせいで、家族や周りの人達に迷惑をかけてきましたから。もちろん今は、それを必要としてくれているのは分かっていますが、それとプライベートとを一緒に考えるのはどうかと思うんです。贅ぜい沢たくな選択は一回きり。それ以上は……」

　それ以上、願うと、手て酷ひどいしっぺ返しを喰くらいそうだ。クジを引けば百回中百回外れるのが自分だ。もう既すでにその中の一回が大当たりだったのだから、それが続くなどあり得ない、続くと思う方がどうかしている。そう思ってしまう事が恐おそろしい。




　────パシッ！




　西南の頰ほおに痛みが走る。いや、結構な激痛だ。

「……………馬鹿！」

　目から大おお粒つぶの涙なみだを流し、珀蓮は西南を睨にらみながらそう言った。そしてハッとなって、自身の真っ赤になった手を見、それを握にぎりしめた。

「……ごめん……なさい」

　珀蓮は俯うつむいてそう言うと、そのまま踵きびすを返し、逃にげるように部屋から走り去ったのだった。

「……………」

　恐らく生体強化をしていなければ、歯が砕くだけるかしそうな打だ撃げきを受け、ズキズキと痛む頰を撫なでながら、呆ぼう然ぜんとしていた。

　自分の発言が気に障さわったのであろう事は分かるが、正直、何が彼女をあれ程怒おこらせたのかが分からない。とはいえ頰の痛み以上に心が痛んだ。理由は明確ではないが、少なくとも自分を心配してくれている女性を泣かせてしまったのだ。

「珀蓮さ、ん………………」

　追いかけようと数歩歩き出すが、すぐに立ち止まってしまう。

　──珀蓮が何に怒いかりを抱いだいたのか分からないのに、追いかけて何を言い訳するんだ？

　ただ追いかけて謝るという選択肢もあるが、そんなお座なりの謝罪などでは珀蓮は納得しないだろう。珀蓮の意図を理解し、それに対する回答を持たなければ意味はない。

　約三十分程考え込んだものの、いっこうに回答はおろか、取っ掛かかりも見えない。大きな溜ため息いきを吐ついて顔を上げた目の前に……、

「……こんばんは」

「うわっ[image: !!?]」

　翠簾が福ふくを抱かかえて立っていた。




「ど、どうしたの珀蓮!?」

　ツリーハウスでは珀蓮が泣きながら帰って来た事で、霧きり恋こ達が騒そう然ぜんとなっていた。そして珀蓮がベッドに突つっ伏ぷしたまま、何も言わない事が、さらなる混迷を深めていた。

「まさか西南の奴やつ……」

「そんな訳無いわよ！」

「とは言えここはイムイムですし、いくら西南君とはいえ、我が慢まん出来なかったんじゃないのでは？」

「珀蓮ちゃんで、というのは意外だったけれど、そろそろ効果が出て来たのかしらね？」

「瀬戸様までそんな事っ！　私は西南ちゃんを信じています！」

「信じているというのは素敵な言葉だけれど、霧恋ちゃんの信じているという意味は、ずいぶん身勝手な言葉よねぇ」

「どっ、どういう意味ですか!?」

「確かに西南殿どのはまだ大人とは言えないけれど、子供でもないのよ。生理的なコントロールが難しい年頃ごろに、イムイムという環かん境きようで私達という存在。つまりお腹を空すかせた狼おおかみさんの目の前に、無防備な羊がうようよいる環境でお預け状態なんて、我慢しろと言う方が無理だわ。だったらそれをコントロールしてあげるのが、私達の役目よ。まあ、あえて言うなら、霧恋ちゃんの役目ね」

「だったら瀬戸様達も、変な刺し激げきをしないようにして下されば！」

「私達は西南殿にそうさせるのが目的なんだもの」

「やっ、やっぱりそうだったんですか……。どうせそんな事だろうと思ってましたから、西南ちゃんには解げ毒どく剤ざいを飲ませていたのに……どうして？」

「あっ……霧恋お前、西南に盛もったの？　酷ひどい奴やっちゃな」

「当然の措そ置ちよ！」

「ホホッ！　そんな事だろうと思ったわ。でも残念。霧恋ちゃんの隠かくし持っていた薬は荷物検査の段階で、ちゃんとすり替かえ済みよ！」

「なっ!?」

「うわ……こっちも酷ひどっ」

「なっなんて事を……」

「ホホホホホホホ」

　両者の間に火花が見えそうな、凄すさまじい睨み合いだ。

「……お二方共、落ち着いて下さい」

「「[image: !!?]」」

　いつの間にか二人の間に立っていた、福を抱だっこした翠簾に、霧恋と瀬戸は一いつ瞬しゆんギョッとなった。近付いて来た気配も無く、二人からすれば目の前に突とつ如じよ現れた感じだ。

「瀬戸様。一日一人という取り決めでしたが、私は今夜行かせていただきます。それから霧恋様、珀蓮のはいつもの思考暴走ですのでご心配なく」

「「…………」」

　二人は啞あ然ぜんとしたまま頷うなずいた。

「それから今夜はもしかしたら帰りませんので、福ちゃんを連れて行きます」

　翠簾はそう言うと、まるで幽ゆう霊れいのようにユラユラと階段を下りて行ったのだった。

「「………………ええっ[image: !!?]」」

　二人が翠簾の言葉の意味を理解したのは、翠簾の足音が階下から聞こえなくなった後だった。

「ちょっと待ちなさい！　翠簾っ!!」

「は～～～い。ダメダメ！」

　と、階段を下りようとする霧恋を、瀬戸が羽は交がい締じめにした。

「翠簾の邪じや魔ましちゃダメよ、霧恋ちゃん。それは無ぶ粋すいというモノよ」

「今夜は帰らないという意味は、一晩一いつ緒しよにいるって事ですよ！　西南ちゃんと翠簾が、一晩一緒に……」

「それはそれで良いんじゃない。おめでたい事だわ。そうだ！　お赤飯を用意しなくっちゃいけないわね」

「美守様！　教育者としてこの状じよう況きようを止めないのですか!?」

　瀬戸では埒らちがあかないと、霧恋は美守にすがった。

「そうね。避ひ妊にんはして欲しいわね」

「美守様っ！」

「あら、成り行き次第では、私も一晩泊とまるつもりだったもの」

「がっ[image: !!?]」

　霧恋は口をあんぐりと開けたまま固まった。だがすぐさま回復し、今度は林檎の方をすがるような目で見た。

「林檎様！　林檎様は止めて下さりますよね！」

「こんな事になるのなら、遠えん慮りよなんかしなければ良かったかしら？」

「…………えっ？」

「あら林檎ちゃん、大だい胆たん発言♡」

「……っどどどどどど、どういう事ですかぁ!?　林檎様っ！」

「言葉のままの意味です。霧恋さんはご自分の順番まで待って、ご自分で判断なさって下さい」

　そう言うと林檎は顔を近付け、

「大だい丈じよう夫ぶ。福ちゃんを連れて行ったのですから、翠簾にその気は無いと思います。それに日中はフリーなのですから、抜ぬけ駆がけするのはありだと思いますよ」

　と囁ささやいたのである。もちろん霧恋がそのまま固まったのは言うまでもない。




「こんばんは。お邪魔していいですか？　と言いつつ、もうお邪魔していますね」

「……は、はあ」

　饒じよう舌ぜつな翠簾に戸と惑まどいつつ、机の上を横切って西南の元へやって来る福を抱っこした。

「その頰は珀蓮に？」

「えっ？　まあ、その……何か、怒らせちゃったみたいで……」

「向こうでは、珀蓮が泣きながら帰って来た理由について、いろいろと大おお騒さわぎになっていますが、あまり気にされる必要はありません。半分はいつもの思考暴走に因よる早とちりですから」

「……残り半分は？」

「それは西南様のせいです」

「うっ……そう、ですか。すみません」

　無表情のままズバリ言われると愕がく然ぜんとなる。西南はその場で土下座をした。

「理由は解わかっておいでですか？」

「俺の意見が後ろ向きだったから……だと思います。でも、仕方ないんです。俺にはどう考えても……!?」

「一応確認したいのですが、西南様は女性と男性とどちらを性対象として選ばれるのでしょうか？」

「えっ!?」

「あるいは成人、熟年、同年代、年下、はたまた幼年が好みとか？」

「いえ、普ふ通つうに大人の女性が……もちろん同年代位からですが……って！　何でこんな質問を？」

「では私はどうですか？　１、好みだ。２、好みではない。３、どうでもいい」

　まるでクイズの問題だ。

「ですから何の質問ですか!?」

「ここへ来る時、瀬戸様に『今晩はツリーハウスに戻もどりません』と宣言してきました。つまり今日はここへ泊めていただくという意味です」

「なっ!?」

「さらに申し上げるなら、抱だいていただければ幸いです」

「………………」

　翠簾の予想だにしない猛もう攻こうに、西南の思考が停止した。

「付け加えるなら、私、処女なので、いろいろとお手数をおかけいたしますが、一応、訓練は受けていますので、手順は心得ております故ゆえ」

「ああああああああ、あのっ！」

「はい？」

「翠簾さんが何を言っているのか、よく分からないのですが……ああっ！　もちろん言葉の意味は理解出来ますが、どういう意図なのかが……。そっ、それに福もいますから」

　西南は福を盾たてにするように持ち上げる。

「ミャア？」

「もちろん福ちゃんがお寝ねんねした後ですが？」

「いや、そのっ……」

「西南様がお嫌いやなら、無理強じいをするつもりはありませんが……振ふられたショックで、海で入じゆ水すい自殺をするかもしれません」

　シレッととんでもない事を口走る。

「やっ、止やめて下さい！　からかってますね!?」

「本気です。もちろん珀蓮もです。きっと火か煉れんも……玉ぎよく蓮れんは言うに及およびませんが」

「……まさか欲よつ求きゆう不ふ満まん、とか？」

　追おい詰つめられた西南に出来るのは茶化す事だけだ。

「ええ、不満です。引っぱたきたくなるくらいに不満です。珀蓮が西南様を叩たたいた気持ちがよく分かります」

「す、すみません……でも……」

「私達の言葉が信じられませんか？　西南様にお仕つかえした年月は短いですが、その間にあった出来事は、少なくとも、私が生まれて経験した以上の密度です。その私が西南様に抱かれても良いと申し上げている言葉を、信じてはいただけないのですか？」

「…………」

　翠簾の真しん摯しな表情に、西南はついに何も言えなくなってしまった。

「珀蓮はちょっと先走ってしまいましたが、気持ちは同じ筈はずです」

「……すみません、俺、全然気付きませんでした。そんな風に思ってくれているなんて本当に嬉うれしいです。……でも……」

「いいんです。今すぐに結論を出す必要はありません。私達だって西南様が、あの確率の偏かたよりを抱かかえ、どう生きて来られたかは存じ上げています。ただ、珀蓮が怒おこった意味を知っていただきたかったのです」

「よく……とてもよく、分かりました」

　ここまで明け透すけに言われると、もう誤解も反論も拒きよ否ひも無理だ。正直、戸惑いも大きいが、嬉しさも大きい。嬉しくて嬉しくて泣き出しそうだ。

「ありがとうございます。私達は子供ではありません。私達の選せん択たくが、どういう意味を持つのかは理解していますし、覚かく悟ごもあります。その選択を将来、後こう悔かいしないと断言は出来ませんが、それでも今は……その選択に後悔はありません」

　翠簾はそう言うと、スックと立ち上がり一礼をした。

「たくさん話をして疲つかれました。本日は大人しくあちらへ戻りますが、お引き留めいただけるならそれでも構いませんが？」

「そっ……それは……。とても魅み力りよく的な申し出ですけど、俺も少し考えたいので……、すみません」

「そうですか。それは残念です。では、ごゆっくりお休みなさいませ」

　翠簾は立ち上がって一礼すると、福に小さく手を振り、踵きびすを返した。

「……あっ！」

　西南は慌あわてて翠簾の後を追い、翠簾が海の方へと向かわず、ちゃんとツリーハウスに帰るのを確かめ、安あん堵どの溜ため息いきを吐ついたのであった。




　さて、翠簾が霧恋達に認識されたのは、翌朝の事だった。

　悶もん々もんとしたまま一晩中眠ねむれず、明け方にうつらうつらしているところへ、そっとタオルケットを掛かけられる気配で目を覚ましたのだ。

「すっ、翠簾!?」

「おはようございます霧恋様。夕べはお休みにならなかったのですか？」

「翠簾……もしかして、今帰って来たの？」

「はい？」

　翠簾は不思議そうに小首を傾かしげた。

　　　　×　×　×

　朝食の用意は瀬戸と美守、林檎が行っていた。何しろ霧恋達は取り乱し気もそぞろで、使い物にならなかったからだ。

「霧恋さん達、せっかくの休きゆう暇かなのに、少々、気の毒ですわね」

　西南との夜の面接が決まってからというもの、待ち組はそれに気を取られ、ゆっくりと休暇を楽しむといった感じに少々欠けるのだ。それに引き替かえ、既すでに終しゆう了りようした者達は開放感に溢あふれている。

「その代わり、前振り地ならしをしてあげてるんだから、感謝して欲しいくらいだわ」

「ホホッ、引っかき回しているの間ま違ちがいでは？」

「翠簾ちゃんにも驚おどろいたわね……まさかあんなに大胆な娘だったなんて」

「大胆というより、違ちがう人格にでもなった感じですよ。もしかして地球で何かあったのではないのですか？」

「鷲羽わしゆう様に生体強化の、簡単な調整をされたから、それでちょっと安定したのかもしれないわね。後は……やっぱりイムイム効果だと思うわ」

「それにしても、とんでもない爆ばく弾だんを投下したものですね、彼女」

「これも西南殿どのの確率の偏り故か？……楽しくなりそうね」

　瀬戸と美守は台所からチラッと、霧恋達の様子を窺うかがった。

　　　　×　×　×

「翠簾がいつ帰って来たかって言われてもさ……正直、全然気付かなかったんだよな」

　雨あま音ねの言葉に、リョーコ達も頷うなずく。

「火煉達はどう？」

「私達も、いつ帰って来たのかは分かりません。何しろ霧恋様もご存じの通り、気配が全然しない娘ですから、目を覚ましたら、既に霧恋様と翠簾が話をしていた状態で……」

　火煉はそう言いながら、ツリーハウスに目をやる。翠簾と珀蓮はまだツリーハウスで、身だしなみを整えている最中だ。昨日のショックを軽く引き摺ずっている珀蓮に、翠簾が付つき添そっているのである。

「翠簾に直接聞いた方がよろしいのでは？」

　だが玉蓮だけは、興味なさげに本を読んだままそう言った。

「聞いたわよ！　でも答えないのよ。瀬戸様と美守様には無ぶ粋すいな質問をするな、って言われるし……」

「じゃあ、後は西南に聞くだけだな」

　雨音の言葉に同調するように、玉蓮以外の目が一いつ斉せいに霧恋に向けられた。

「…………私がっ!?」

「当たり前だろ。いつも西南の保護者だって言ってるんだからさ」

「だだだっっだ、だって！　そんな事、西南ちゃんに聞くなんて……」

「まっ、確かに聞き辛づらいわな……」

「西南お兄ちゃんの様子を観察していたら分かるんじゃないかしら？　もし何かあったのなら、顔に出るでしょうし」

「それっきゃないか……っと、西南が来たぞ！」

　雨音の言葉に、視線を逸そらし、各おの々おのがいつもの朝の風景を演じ始めた。そして今気付いたかのように、西南と朝の挨あい拶さつを交わした。

「おはようございます……あの、珀蓮さんは？」

　西南は辺りを一いち瞥べつし、少し気まずそうに言った。

「ツリーハウスに居るわよ。もし話をしたいのなら、すぐに出て来ると思うから迎むかえに行ってあげなさい」

　霧恋は努つとめて冷静に、少し微笑ほほえみながらそう言った。

「……は、はい」

　西南は安堵しつつも、そこから逃にげ出すようにツリーハウスの方へと向かった。霧恋はそれを見送り、西南がツリーハウスの下へと到とう着ちやくしたのを見計らい、まるで長時間水中に潜もぐっていたかのように、大きく息を吐き出した。

　　　　×　×　×

「あっ[image: !!?]」

　最初に出て来たのは翠簾だった。西南は彼女を見るなり、直立不動の体勢のまま一メートル程後ろに飛び退のいた。顔は真っ赤で汗あせが滝たきのように流れ始める。しかし翠簾はニッコリと微笑み、いつものように一礼をした。

「おはようございます。珀蓮はすぐに降りて来ますから」

　そう言うと偶ぐう然ぜんか意図的か、自分の肩かたをそっと西南の肩に触ふれさせ、擦こすり付けるように西南の横を通り過ぎたのだ。それはまるで猫ねこがご主人に、親愛の情を示す行動のようにも思えた。もちろんそれは霧恋達からは分からない角度で、そっと行われたのである。

　　　　×　×　×

「き、霧恋……どう思う？」

「どうって言われても……そうとも見えるし、そうじゃないとも見えるもの」

「確かに紛まぎらわしい反応だよなぁ……」

　困こん惑わくしつつ、そこにいる全員が一斉に玉蓮の方を見た。だが玉蓮はというと、興味はないといった感じで、ずっと本を読んだままだ。

「玉蓮は気にならないの？」

「ええ、まったく」

「だって玉蓮って、西南の事……」

「もちろんそうですが、私にとって重要なのは、私が西南様をどう思っているかであって、どう思われているかではありませんから。それに瀬戸様が西南様との会話の内容を仰おつしやらないのは、他者の意見に左右される事無く、私達個々が西南様をどう思っているかを考えさせる為ためでもあるのですから」

　特にそれは霧恋に言える事だ。

「うっ！……そ、それはそうなんだけど……」

「西南様の年ねん齢れいなら、性体験をする事は悪い事ではありません。問題はいかにコントロールするかですし、翠簾は良い娘ですよ」

　それはつまり西南が良いと思うのなら、あえてそれを止める理由は無いという事だ。

「もちろんここにいらっしゃる皆みなさん、誰だれもが相応ふさわしい方達だと思いますし」

「……玉蓮に言われると釈しやく然ぜんとしないけれど」

　その発言に一番驚いているのはチームを組んでいる、というより今まで玉蓮のお守もりというか、目付役だった火煉だ。

「まあ……正論だから仕方ないわね」

　ネージュの結論に、霧恋を除く全員が頷いた。もちろん霧恋も分かってはいるが、複雑な心境だ。

　───だからバカンスの間にきっかけくらいは摑つかみなさい。

　瀬戸の言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。こちらに向かってやって来る翠簾は、どことなく自信に満ちて輝かがやいているように見え、その向こうで西南と話をしてる珀蓮は、いつものキリッとした彼女とは違い、恥はずかしそうに俯うつむいて居る様は、まるで少女の様に可か憐れんだ。

（……私、どうすれば）

　地球の実家で二人、月を見ながら話した時のような心細さを感じ、霧恋は拳こぶしを固く握にぎりしめた……が、ポンッと肩に置かれた雨音の手の温ぬくもりに、緊きん張ちようは一気に解けた。

「それでもさ……西南に一番近いのは、霧恋なのよ。んん？」

　人ひと懐なつっこい笑みで小首を傾かしげる雨音に、霧恋の表情も和やわらいだ。

「だといいんだけれど。でも……ありがとう」

「……んっと。向こうも夕べのケリが着いたみたいだ……けど」

　西南と珀蓮がこちらに歩いてくるのが見える。照れながら少し前を歩く西南に、つかず離はなれず恥ずかしそうに歩く珀蓮。その様子はまるで高校生カップルの下校風景だ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。霧恋……お前が最後のトリなんだから何とかなるさ」

「……だといいんだけれど」

　西南と話をした者達は、明らかに雰ふん囲い気きが変わっている。まるで伏ふせられたトランプが開いて行くような感じだ。瀬戸から始まって翠簾まで五人──皆みんな、心なしか表情が輝き、眩まばゆいくらいだ。だが霧恋にはその自信が無いのだ。あんなに素直な気持ちを顕あらわに出来るのか不安なのだ。

　霧恋は今まで西南を独どく占せんして来た。それが継けい続ぞくしていれば問題は無かったが、それが一度途と切ぎれたのだ。西南の悪運から逃げ出しながらも、それでも西南の事が気になって戻もどって来た。だがそれが西南の為だったと断言出来ないのだ。もしかしたらその悪運に価値が出たからなのかもしれないのだ。自分の独占欲と嫉しつ妬とが顕わになった時、そこに自分でも気付かなかった醜みにくい感情があるかもしれないのだ。

（……恐おそろしい）

　他の者達の眩い表情を見ていると尚なお更さらそう思う。いっそ完全に身を引ければ楽なのだろうが、それは事ここに至っては出来そうにもない。

（ギリギリまで迷って、結局は成り行き任せになっちゃうんでしょうね）

　思いっきり後ろ向きな考えだが、この感情はコントロール不可能だ。良くも悪くも、これが霧恋の出した結論なのだった。

　だが霧恋は気付いていなかったのだが、ともあれ、なにがしかの結論は出た。それこそがイムイムのアロマ効果であり、これこそが瀬戸の狙ねらいでもあったのだ。










───面接・火煉の場合───




「本日はよろしくお願いします」

　入り口に立つ火煉は、散歩を期待する飼い犬のようだった。一段低い場所から西南を見上げ、頰ほおを紅潮させて目を輝かせている。思わずその場で抱だき締しめてしまいそうな、そんな衝しよう動どうに駆かられる感じだ。自然と西南も顔が綻ほころんでしまう。

「中へどうぞ」

　火煉は曲くせ者もの揃ぞろいの女性陣じんの中では霧恋を除き一番、話しやすい女性だ。親しみやすくカラッとした性格は、普ふ段だんであれば中性的で男友達に近い感があるが、今日はプライベートな空間に二人っきりだ。玉蓮や雨音の様な匂におい立つ、というより窒ちつ息そくしそうな感じだが、そこまでの色いろ香かはないものの、それでも西南が緊張するに十分な女性らしさはある。

「地球では両親とお店の事で、大変お世話になりました」

「あっ、いえそんな。こちらこそ大勢で押しかけてしまって」

「あんな楽しそうな両親を見たのは、久しぶりです。それにお店のお客さんじゃなく、家に泊とまりがけで来るお客さんを見たのは、少なくとも俺が知る限りでは初めてで……。ああ、でも昔の写真とか見ると、友達は多いみたいなんですが、俺が生まれてからは疎そ遠えんになっちゃったみたいで……」

「店員の方々からも慕したわれてらっしゃいましたよ。でもそれはきっと、西南様がいらっしゃったからなんだと思います」

「えっ？」

「人の痛みがよく分かってらっしゃいますもの。それにいつもにこやかで、多少の事ではめげない強さもお持ちです。それは私ではなく、いろいろとお話をした社員やパートの方々から聞いた話です」

「……そうなら、俺みたいな子供を持っちゃった事も、意味があるのかな？」

「私達も見習うべき事がたくさんあります。ご両親にも西南様にも」

「そ、そうですか。そう言ってもらえると、嬉うれしいです」

　西南も恥ずかしそうに俯きながら言った。

「でも、田舎いなかだったんで観みる所も遊ぶ所も無かったから、退たい屈くつだったでしょう？」

「ああ、いえ。私はそういう場所の方が好きですよ。田んぼや畑や山や、小川で小さな魚を見ていたり……ああ、そう言えば、吉よし子こちゃんに見せていただいた、地球のテレビ番組でちょっと……」

「何か気に入った物がありましたか？」

「気に入ったというか……。巨きよ大だいな人型兵器が出て来る番組で……」

「ロボットアニメですか？　やっぱりちょっと変ですよね。兵器としてはやはり不自然ですから……」

「ああっ、いいえ。兵器としてどうこう言うより、その嗜し好こうが面白いと思います」

「まあ地球でも、日本だけみたいなものですけど……。それにしても、ちょっと不思議な感じですよね。火煉さんがロボットアニメに興味を示すなんて。一応、あれって……」

　男の子向きと言いかけ、西南は慌あわてて言葉を飲み込む。

「西南様はお好きなのですか？」

「正直、巨大ロボットというのは男のロマンです！」

「クスッ！」

「……あ。……やっぱりちょっとおかしいですよね」

「いえ、そういう意味で笑ったのではないんです。お気を悪くされたのなら、申し訳ありません。実は私の国にもそれと同じ嗜好があるんです」

「かっ、火煉さんの国には巨大ロボットがあるんですか!?」

　西南の顔がパッと上気した。目がキラキラと輝いて興奮している。

「常用の兵器ではなく、儀ぎ礼れい用とでもいいますか……」

「ああ、何となくそれは判わかるような気がします」

「ロボットに乗れるのは、特に選ばれた軍人で、いわばスターのような存在なんです。男の子の将来なりたい職業に、ロボット乗りになるというのがある位で……ですから先程の西南様と同じような事を言う子達を思い出して……それで……」

「マジに巨大ロボットがあるなんて、いいなぁ……。あの、火煉さんの国ってどこなんです？」

　地球では空想の産物だが、それが現実に存在すると言われて興奮しない訳がない。西南は食い入るように火煉を見つめた。

「私の国は……その、実は銀河連盟に属さない、遠くにあるんです。間に海かい賊ぞく達の勢力圏けんがあって……」

「そうだったんですか。じゃあ国へはどうやって帰るんですか？　そもそもどうやってこちらに？」

「国へは帰れないんです……実は、その海賊達の被ひ害がいを何とかしたくって、珀蓮達と四人で樹じゆ雷らいに来て、瀬戸様の部下になったんです」

「じゃあ珀蓮さん達も同じ国の人なんですか？」

「出身国は別ですが、昔から知り合いで……。でもこの事は私達四人以外は知らない事でして……」

「えっ？　でもそんな事を俺に言っていいんですか？」

「西南様には、知っておいていただきたかったんです。とはいえ、あの瀬戸様の事ですから、多分ご存じなんでしょう。ですが……」

「ああ、もちろんここだけの話にしますから、安心して下さい」

「ありがとうございます」

「じゃあ、火煉さん達が早く国に帰れるように、俺も頑がん張ばらなきゃ」

　西南が火煉の為ために出来るのは海賊退治だけだ。だが顔の見えない誰だれかの為により、現実に知り合いの為と分かった方が、やりがいはある。

「私も精せい一いつ杯ぱいお手伝いいたします」

「お願いします。もし故郷に戻れる時が来たら、俺にもロボットを見せて下さい」

「はい」

　キラキラ輝く西南の眼まな差ざしに、火煉も楽しげに頷うなずいた。










───面接・玉蓮の場合───




「こんばんは」

「！」

　入り口に立つ、月明かりに照らされた玉蓮の姿を見た西南は、思わず息を吞のんだ。かなり見慣れたつもりだったが、それでも月下の玉蓮は息を吞む程に美しく、魂たましいを抜ぬかれたかのように魅み入いってしまった。

「…………ャア……ミャア、ミャア！」

「……!?　えっ？　福??」

　いったいどれ程ボーッとしていたのか、西南は必死で西南を呼ぶ福の声に、ようやく気付いたのだった。

「お邪じや魔ましてよろしいですか？」

「ああっ！　すみません！　どうぞ」

　西南は慌てて、玉蓮を中へと招いた。

　決して広いとは言えない空間は、一いつ瞬しゆんで玉蓮の色香で満たされ、息苦しい程だ。ちょっとでも気を抜けば、理性が飛びそうだ。玉蓮が抱かかえている福の存在がなければ、耐たえられるかどうか自信が無い。

「あの……何な故ぜ、福を？」

「西南様と二人っきりですと、変な気を起こしそうなので……」

「えっ？」

「それで福ちゃんにご足労願ったんです。それとも二人っきりの方が良かったですか？」

「あっ、あの…………助かります」

「余計な気を回したのかと心配していたのですが、よかった」

　そう言いながら優しく福を抱っこして撫なでている姿が、逆に西南にある想像をさせる事となった。

（もし俺が結けつ婚こん出来て、もし子供が生まれたら……）

　喉のどをゴロゴロ鳴らし、玉蓮に抱っこされた福は実に嬉しそうで、それを見つめる玉蓮の表情は実に柔にゆう和わで、普段とは全く違ちがう雰ふん囲い気きだ。その途と轍てつもない美び貌ぼうと相まって、まさに聖母と呼ぶに相応ふさわしい姿なのである。もともと夜になると魅み力りよくが倍加する玉蓮だが、ランタンの淡あわい明かりに照らされた姿は郷きよう愁しゆうを誘さそい、何故か昔の母親を思い出させる。怪け我がをして寝ね込こんでいる西南を看病する母親。まだ霧恋達と出会う前、泣きたいのを我が慢まんし、努つとめて明るい笑顔で西南を見つめる母親の顔をだ。

（は、反則だ）

　西南の鼓こ動どうが早はや鐘がねのように鳴り始める。何とかそれを落ち着かせようと、西南は大きく深呼吸をした。

「玉蓮さんは、何か今の生活や仕事に不満とか、悩なやみといったモノはありませんか？」

　この質問は、もともとの主しゆ旨しに沿ったものだ。とにかく少しでも意識を仕事モードにしようと考えたのだ。

「私は十分に満足していますよ。西南様の所は居い心地ごこちが良いし、皆みなさん親切ですもの」

「仕事はどうですか？　いろいろとご迷めい惑わくをおかけしていると思いますが、何か気になる事とかは無いでしょうか？」

「私にとって今の場所はとても居心地が良いんです」

「そ、そうですか……。でも大変でしょう？　いろいろと戦いばかりで、命の危険だって多い訳ですし」

「背中を気にしなくてもよいだけ、ありがたい話ですわ」

「えっ[image: !!?]」

「大した話ではありません。火煉達と出会う前は支え合える仲間が居なかった、それだけの話ですから」

「は、はあ……そうですか」

　何やらその裏に、途轍もない話が隠かくれていそうな予感はあったが、玉蓮が自ら話さないのであれば、あえてこちらから聞く事はしない方がいいだろう。というか、聞くのが恐おそろしい予感がある。

「クスッ……何やら中ちゆう途と半はん端ぱな物言いでしたね」

　玉蓮はそう言うと、西南を真正面に見み据すえた。そして、

「私は西南様のお側に居られる事が、この上ない幸せなんです」

　西南の目をジッと見たまま、そう言った。

「!!」
















　その瞬しゆん間かん、西南は極上の快感という名の金かな縛しばりにあったのである。

「ですから、今がとても幸せなんです……」

　連日の疲ひ労ろうなのか極度の緊きん張ちよう感かんからか、玉蓮の心地良い声を聞きながら、強きよう烈れつな眠ねむ気けと共に意識が失せて行く。その後自分がどうなったか、西南は覚えてはいない。ただ翌朝、福に突つつかれて気がつくとベッドに寝ていた───それだけだ。




「西南ちゃんの所で一体、何が……」

　西南の所から帰って来た玉蓮はきわめて上じよう機き嫌げんだった。時折、何かを思い出してはボーッとなったり、幸せそうな笑みを浮うかべたりして、霧恋達に恐きよう怖ふにも似た疑ぎ心しん暗あん鬼きを引き起こさせていた。

「火煉、貴女あなた何か心当たりは？」

「心当たりと言われても、私もあんな玉蓮を見るのは初めてで……」

　だがあまりにも幸せそうな玉蓮のオーラに、誰だれ一人ひとりとして彼女に近付けないのだ。ここまで邪じや気きが無い玉蓮は、まさに女め神がみ降こう臨りんといった感じで、それを邪魔するのが躊躇ためらわれるくらいだ。

「なあ霧恋、何か聞き出せないのか？」

「火煉、貴女、玉蓮のパートナーよね」

「私だって命は惜おしいです」

　あちこちで押し付け合いが始まるが、誰一人として玉蓮に事の真実を尋たずねようとはしない。女神の如ごとき威い光こうも近付けない理由の一つだが、それを邪魔して万が一、逆げき鱗りんに触ふれたらと思うと足が竦すくんでしまう。何しろ玉蓮の心に近付き過ぎると危険である事は、そこにいる全員が熟知していたからである。以前、玉蓮と大怪かい獣じゆうバトルを繰くり広げた霧恋も、西南の命の危機ならば躊ちゆう躇ちよはしないが、邪気の無い玉蓮の至し福ふくの表情に、強気に出られずにいた。

「西南は……もう寝てるみたいだな」

　ツリーハウスから見える西南の部屋には、もう灯あかりは点ついていない。

「明日あしたまで待つしかないな。それまでには玉蓮も落ち着いてるだろうし、西南の様子を見て判断も出来るだろ」

「そ、そうね」

　そんな霧恋達の戸と惑まどいを肴さかなに、瀬戸と美守は一いつ杯ぱいやっていた。

「毎晩毎晩、面白い光景が見られて、飽あきないわよねぇ」

「ホホホ、またそんな事を……いつか刺さされますよ」

「明日はどんなドラマが見られるかしらねぇ」

　瀬戸は気にした様子もなく、そろそろ本格的な宴えん会かいを始めるべく、霧恋達の方へとにじり寄って行ったのである。




「おはようございます、西南様♡」

　翌朝、平静を装よそおいつつ、全員の視線は玉蓮に集中していた。もちろん玉蓮もそれは承知の上で、いつものように仕し掛かけにかかった魚を捕とって来た西南に声をかけた。

「おっ、おはようございます……あの、夕べはせっかく来ていただいたのになんか、話が中途半端になっちゃったようで……」

「お疲つかれだったのでしょう。私は話したい事は全てお話ししましたし、西南様の安らかな寝ね顔がおも拝見出来ましたから満足ですわ」

　玉蓮は少し声を大きく、聞き耳を立てている霧恋達にも聞こえるように話した。

「それなら良かった……です。……あの、俺、寝ね言ごととか言ってませんでした？」

「ベッドまでお運びした後、福ちゃんが眠ねむるまでお相手をしていましたけど、静かにお休みでしたよ」

「そ、そうですか」

　西南は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついたが、同時に霧恋達も大きく息を吐いたのであった。正直、玉蓮の話した内容だけで、夕べのあの至福の表情となった理由付けには、少々物足りない気もするが、それ以上の事があったとも思えなかった。そして何よりも、西南と出会ってからの玉蓮の変わりようと、夕べのあの無む邪じや気きさ、そして西南の反応を加味すれば、納得せざるを得ない。

「クスッ」

　玉蓮は夕べの事を思い出しつつ、邪気のない極上の笑みを浮かべた。もちろん今玉蓮が話した内容は、大筋においては噓うそは言っていない。しかし、ちょっとした秘密がそこにはあった。玉蓮に至福の笑みをもたらした、そのささやかな秘密とは　福が眠りに着くまで福を間に挟はさんで、西南の横で添そい寝をしていた事であった。







　　11「イムイムにて・後半」







　イムイムに来て八日程が経過した。

　瀬せ戸とと美み守かみは浜はま辺べに寝ね転ころがったまま、ボーッと霧きり恋こ達がマリンスポーツに興じる様子を眺ながめていた。西せい南なは相変わらず魚や貝を熱心に捕とっている。

「元気よねぇ、あの娘達……西南殿どのも、楽しそう」

「食材の宝庫とはいえ、ちゃんと全員分、捕って来るんですから大したものです。しかも日に日に種類も豊富になっているんですからね」

「あら、西南殿の赤ちゃんでも、産みたくなった？」

「それもいいですわね。いっその事、このままここでハーレムの一人として生きて行くのも幸せかもしれませんね」

「貴女あなたにそう言わせるなんてねぇ……感心感心」

「フフッ……。とはいえ、さすがに最終日でも一日中、裸はだかで過ごすまでは行かないでしょうね」

　イムイムの本島では、長く生活していると裸で過ごすようになる事が多いのだ。

「林檎りんごちゃんが一日中水着姿で過ごすようになれば、西南殿の説得が完かん了りよう、一応の成功と見ていいでしょうね」

「今日は確かネージュ様の番でしたよね？」

「ええ、これからが本番……さてどうなりますやら」

　瀬戸は大きく伸のびをすると、すっくと立ち上がった。

「じゃあ、そろそろ夕食の準備でも始めましょう」










───面接・ネージュの場合───




「こんばんは。西南お兄ちゃん」

　前日の玉ぎよく蓮れんと同じく、ネージュも福ふくと同どう伴はんでやって来た。福を抱かかえたまま、ネージュは西南の前にやって来ると、ジッと目を覗のぞき込む。

「……ど、どうしたの？」

「うん！　随ずい分ぶん、吹ふっ切れたみたいだね」

「吹っ切れた？」

「その前に、私、お兄ちゃん……ううん、西南さんに話さなきゃならない事があるの」

「そ、そう？……じゃあ、立ち話も何だから、とにかく座ろうか」

　西南はソファーを指し示し、その反対側へ座った。ネージュの手から離はなれた福は一目散に西南の懐ふところに飛び込んで来る。だがネージュは西南と相対し、立ったままだ。

「ネージュちゃん？」

「ねえ西南さん。私、何歳に見える？」

　その問いに、西南はネージュが言わんとした事を、瞬しゆん時じに理解した。

「……最近になってそう思うようになったんだけれど、ネージュちゃんも鷲羽わしゆうさんと同じなんだね」

「ええ。ただ鷲羽様と違ちがうのは、私の身体からだは幼生固定体、つまりこの年ねん齢れいのまま固定されているという事なの」

「でもどうしてそんな事に？」

「私の力を失わせない為ため。巫み女ことしての神秘性を増す為。そして思い通りに動かす為」

「!?」

　と、急にネージュの雰ふん囲い気きが変わり、小さな空間は聖堂と化した。

「ミャア？」

　福は西南の手の隙すき間まから顔を覗かせ、不思議そうに辺りを見回した。

「……あっ」

　西南はその雰囲気に覚えがあった。それは守かみ蛇だ怪け一号艦かんとの最後の別れをした時。ネージュを初めて見た時の事だ。

「私は人の集団意識をコントロール出来るの。もちろん完全に人の意識を変える事は出来ないけれど、ある一定の方向へ向けさせる事は出来るの。いわば支配層のプロパガンダ、巫女という神聖性を利用した、よくある話」

　つまり支配層の都合の良い方向へ、民衆を扇せん動どうするのだ。

「思い通りに動かすというのは……ああ、だから子供の身体なのか？」

　子供の身体なら力も体力も無い。たとえ造反しても、制圧する事は簡単だ。

「私はこの姿のままで五百年程生きているわ。西南お兄ちゃんなんて呼び方するのは、本当に滑こつ稽けいな話なの」

「でも瀬戸様とかの五千歳とか、鷲羽さんの二万歳とか聞くと、それ程でもないと感じるから、もう麻ま痺ひしてる感じだけど……感じですね」

「それでも西南さんが丁てい寧ねい語ごになる位には年上よね」

「!!……ネージュさんは、自分の事が嫌きらいなんですか？」

「幼生固定体なんて、あまり良い用よう途とでは使われないわ。鷲羽様や美守様のように、自分で状じよう況きように合わせて身体年齢を変えている訳じゃない。自分ではまともなつもりでも、どこか歪ゆがんでいるという感じはあるわね。まあ……西南さんの前で子供を装よそおっている姿は、客観的に見ても、ちょっとね」

「俺から見た印象は、ごく普ふ通つうって感じですけど」

「それでもどこか不自然だから、もしかしてって思ったんでしょう？」

「妙みように大人っぽいと感じたのは事実ですが……それはきっと、俺と同じなんじゃないかと思うんです。俺も確率の偏かたよりのせいで、ある部分では年相応じゃないみたいだし……」

「それは……否定しないわ」

「……でもここ数日、瀬戸様達と話をして分かったのは……まあ、いろいろと……」

　これまでの事を思い出し、西南は顔が赤くなるのを止められなかった。

「俺にはぽっかりと抜ぬけ落ちてる部分があるんだなって……。ネージュさんもきっとそうなんだと。ネージュさんの部分と、ネージュちゃんの部分が同居しているんだと思うんです」

「私も西南さんと同じ……か」

「地球で吉よし子と一いつ緒しよにいる時は、とても自然だったし、だからもしかして？　としか思わなかったんです」

「そっか……そうかもね」

　ネージュの表情がパッと明るくなった。

「私ね、今度、アカデミーの小学部に入学するの。そういう生活に興味があったし、アイリ様に、子供姿の私が守蛇怪に絡からんでいるのは、対外的にいろいろと面めん倒どう事になりそうだからって。小学部入学は言わばアリバイ作りよね。……でも今考えると、それを決めたきっかけは、地球で吉子ちゃんやそのお友達と話をした事なんだと思うわ」

　ネージュは吉子達と話している時の気分を思い出し、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。それは実に子供らしい、素直な笑みだった。

「楽しそうですね」

「……そうね？…………うん、楽しい！　楽しいんだと思うわ」

「ネージュさんも吹っ切れたみたいだね」

「えっ？」

「ここに来た時、俺に吹っ切れたって言ったのは、そういう意味なんですよね？」

「………そういう事ね。うん！　なんだかスッキリした」

「良かった……って、福、くすぐったいよ」

　西南の腕うでにブンブンと振ふる福のシッポがこすれてくすぐったい。福もその場の空気が明るくなったのを察したのだ。

「ねえ西南さん……ううん、西南お兄ちゃん。私の事は今まで通り、ネージュちゃんって呼んでくれない？　巫女としてのネージュとはお別れしたいの」

「うん、わかったよ、ネージュちゃん」

「ミャア！」

　西南の腕から飛び出した福は、テーブルの上に飛び乗ると、嬉しそうに西南とネージュの間を行き来したのだった。










───面接・リョーコの場合───




「こんばんは、西南様」

　リョーコは神しん妙みような面おも持もちで入り口に立っていた。

「どうぞ、リョーコさん」

　西南は他の者達と同様にリョーコを迎むかえ入れた。

「…………」

「…………」

　暫しばし、無言で見つめ合う二人だったが、最初に表情を崩くずしたのはリョーコだった。

「あ～～～、もうダメ！　肩かた凝こっちゃうわ」

　姿はリョーコだがその口調はエルマのものだ。西南も緊きん張ちようから解き放たれ、安あん堵どしたように小さく息を漏もらす。

「リョーコの姿でエルマの話し方というのも、西南君には変な感じかな？」

「でもリョーコさんとエルマさんが同一人物だって、実感出来て、俺は好きです」

「そっ、そう？」

　リョーコはちょっと驚おどろいたように顔を赤らめ、

「……嬉しいわ」

　西南の言葉を抱だき締しめるかのようにそう呟つぶやいた。

「そういえばリョーコさんは、艦かん長ちようでしたよね？　今回の面談は将来、艦長職に着く為の予行演習みたいなものだと言われたんですが、それ以前に、俺って普通の船員の経験もないものですから、何かアドバイスがあれば、教えて貰もらいたいんです」

「そうねえ。いきなり艦長になれと言われても戸と惑まどっちゃうわよね。でもこういうのは、やはり経験なのよねぇ。口で説明出来ない部分も多いわ。今回の面接もその一いつ環かんなんでしょうから、あまり焦あせる事はないと思うわ。ただ、部下の前ではあまり不安そうな姿は見せない方が良いわね。いつも努つとめて堂々としていなさい」

「なるほど。わかりました」

「西南君の場合は人間関係に関しては、まだまだ経験不足だけれど、戦せん闘とうに関しては凄すごいと思うわよ。経験値もそうだけれど、重要な分ぶん岐き点での判断が素晴らしいと思うわ。これに関しては、何度も死線をくぐり抜けなければ身につかない類たぐいのものだから、おいそれと手に入るものじゃない。もうそれだけで十分、非ひ凡ぼんな艦長だと言えるわ」

「ありがとうございます……でもそれが役に立つ場面が特とく殊しゆですから、ちょっと複雑な気分ですけど」

「嬉しさ半分、悲しさ半分ね。それ以外の事に関しては気長に行く事よ。ＧＰなら、そういった類のマニュアルも在ある筈はずだから、いろいろと勉強するといいわ。何かあれば相談にも乗るしね」

「そうですね。助かります」

　西南の安堵の笑みに、リョーコもホッとしたようだ。が、すぐに気持ちを切り替かえたように真しん剣けんな表情で西南を見つめた。

「二人っきりで話せるなんて滅めつ多たにない機会だから、今日は西南君にちょっと相談があるんだけど、いいかな？」

「もちろん。なんでしょうか？」

　リョーコの真剣な表情に西南も居住まいを正した。

「……ねえ、西南君はリョーコとエルマ、どちらの姿が好きかしら？」

「えっ!?　どちらと言われても……どちらも好きですけれど……？」

「ちょっと説明不足だったわね……ごめんなさい。基本的に私の変身能力というのは、ただの形状変化なのだけれど、エルマの場合のみ、遺伝子レベルまで変化するの。正確にはリョーコの遺伝子を持つ細さい胞ぼうとエルマの遺伝子を持つ物との、対ついの細胞があって、それを切り替えるの」

「切り替える？」

「どちらかの細胞が膨ぼう張ちよう活性化すると他は収縮し活動を停止、一つ一つの細胞が相手を飲み込む様な形になるの。その結果、通常の遺伝子チェックには引っ掛かからなくなるわ。直接、細胞サンプルを採とってチェックされる場合は、本体から切り離はなされた時点で、飲み込まれた細胞は死し滅めつ、吸収されて残ざん骸がいも残らない。これはアカデミーへ潜せん入にゆうする為ために付加された能力なのだけれど、問題は私の卵子までもがそうなっている事なの」

「それってそれぞれの姿の時に………、つまり子供が出来ると、って事ですか？」

「そう。私はバルタの跡あと取とりだから、リョーコの姿に固定するようにと言われているんだけれど……。正直、エルマの姿も好きなの。……というか、私の本当の姿をさらけ出していたのは、やはりエルマの時だったから、愛着も大きいわ。もちろん変身能力自体は維い持じ出来るから、エルマの姿にはなれるけれど、でも本当のエルマは死んでしまう」

「逆の場合も同じ事なんじゃ……」

「そうね。だから迷っているの。それで西南君はどちらが好き？」

「もしかして俺の意見でどちらか決めようと？　そんな重い決断はさすがに……」

「……………」

　リョーコにしては遠回しな告白だったのだが、さすがに西南にそれを察しろというのは無理な話だ。もちろんリョーコ自身もそれは承知、ただちょっと言ってみたかっただけなのだ。

「俺も、リョーコさんもエルマさんも両方好きだし……」

「クスッ。プレゼントも両方貰ったしね」

　それは初任給で買った皇おう玉ぎよくのアクセサリーの事だ。

「いっそ、美守様みたいに両方の身体からだを持つってのは？　ハハハハ……」

「おおっ！　それいいわね」

「ええっ!?　マジ、ですか？　いや、俺が言ったんですけど……」

「そうね……二人同時にコントロール出来れば……フフッ」

　なんかヤバイ事を考えている顔だ。

（こういう顔を見ると、リョーコさんがエルマさんだったって感じだよなぁ……）

　何やら取り返しのつかない事を口走ったと、後こう悔かいしても後の祭りだ。ただ一つだけ幸いだったのは、リョーコがとても嬉しそうな表情をしている事だ。

「あの……とにかくすぐに結論を出さなくても、もう少しゆっくりと考えて決めれば良いんじゃないかと思うんですが……」

「そうね。すぐには無理だものね」

「そうですよ。その通り。ハハハハ」

「でもその時になったら、西南君、責任を取ってね♡」

　それはもう何もかも吹ふっ切れたような、満面の笑みでリョーコは言ったのである。

「……は？」

　何か早まったような気がしたが、リョーコの満面の笑みが、その後悔を吹き飛ばしたのであった。










───面接・雨音の場合───




「よう！　西南」

　雨音はそう言うと、お酒の瓶びんを持ってズカズカと上がり込んで来た。それは同性の友達の所に来た様な気安さだ。

「ちょっ、ちょっと待って下さい！　ここは飲酒厳禁です！」

「別に西南に飲めとは言ってないわよ？」

「いやいやいや！　酔よった雨音さんと話なんかしたくないです！」

　雨音の圧あつ倒とう的てきな外見は、天変地異が起ころうとも揺ゆるがない。だが人格に関しては別である。雨音の人格を完全にオッサン認定するような事にはなりたくない。虫のいい話だが、外見に見合った中身の美しさであって欲しいのだ。

「酔わなきゃ話せない事もあるっしょ？」

「そんな重い話を俺にされても困ります！　扱あつかいきれません！　そういう相談なら、向こうのツリーハウスに、俺なんかよりも遥はるかに経験豊かな瀬戸様と美守様がいらっしゃいますから、そちらでお願いします」

「あんなのに弱みを握にぎられたらロクな事にならないわよ。それに西南の困り顔を見ながら一いつ杯ぱいやるってのが良いのよ」

「そういうアイリ様みたいな言動は止やめて下さい」

「そう邪じや険けんにしないでよ。私と西南って、かなり気安く話せる間あいだ柄がらだと思ってるのよ。同性の悪友って感じでさ。だから逆に、ちょっと勢いが欲しいって事もあるのよ」

「酒の勢いって、マジどんな話をするつもりだったんですか？」

　西南は呆あきれたようにそう言ったが、同性の友達のように気安く話せる、というところに関しては同意見だ。だが雨音から見れば年下の少年だが、西南から見れば年上の女性だ。しかも途と轍てつもない美び貌ぼうと見事な肢し体たいを持っているとなれば、変な気を起こすなと言う方が無理なのだ。

（もっと女性らしかったら……）

　西南は大きく溜ため息いきを吐つく。雨音の美貌は、本来、見る者を圧あつ倒とうし、逆にその神こう々ごうしさは手を触ふれるどころか、そういう妄もう想そうを抱いだかせる事すら躊躇ためらわせる程の威い力りよくがある。雨音の残念な言動は、そこに気安さという、隙すきを与あたえてしまうのだ。

「とにかく雨音さんには、仕事に関して不満事とかは無いんですか？」

「いきなりそれ？　そんな事を事務的に質問されても、本心から答えられないわ。こういうのは相手の緊きん張ちようを解いて、話し易やすくさせないとさ」

「それは………確かにそうですね。でもお酒はダメですよ」

「はいはい。了りよう解かい」

「で、雨音さんが相談したいのは、やはり恋れん愛あい関係とか性的な話なんですか？」

「おう!?……まさか西南からそんな言葉を聞けるとは。いや、ビックリ」

　雨音は驚おどろいているというより、嬉うれしそうだ。

「瀬戸様やら美守様で慣れました。というより雨音さんのせいも多分にありますし、鈍どん感かんになったのかな？　まあ自分でもちょっとビックリしていますけど」

　言うまでもなく、これもイムイムのアロマ効果が後押しをしているのだ。

「うんうん。まあ、西南の予想はほぼ正解♡」

「だったら俺に力になれる事なんか無いじゃないですか。俺は男だし、恋愛経験だって全然ありませんし」

「私だって無いわよ」

「でも雨音さん、もてるでしょ？　たとえちょっと言動が残念だとしても、凄すごく綺き麗れいなんだから」

「言動が残念は余計だけれど、西南に言われると嬉しいわね。でもさ、一人ストーカー野や郎ろうを忘れてない？」

「ストーカー？　って、静せい竜りよう先生！」

「そう！　あいつがつきまとっていたから、近寄る男も全然いなくてさ。過保護な親とのダブルで、結構、灰色の人生だったのよ」

「なるほど……でも……」

　男が近寄らない原因は静竜だけでなく、当然、雨音の異常な美貌にもある。これだけ近くにいて、気安く話が出来ても、いまだに雨音を直視するのは、太陽を直接裸ら眼がんで見るに等しい感覚があるのだ。ならばそうでない男にとっては近寄りがたい、存在なのだ。

「でも？　何？」

「でも、もう静竜先生は居ない訳だし、誰だれか見つければいいじゃないですか？」

「あの馬ば鹿かは居ないけれど、今は西南が居るからねぇ」

「それは申し訳ないと思っていますよ。だから気になる人が出来たなら、俺からもアイリ様に口くち添ぞえしますから……」

「あら、何よ！　俺が責任とる！　くらい言いなさいよ」

「せ、責任って……その……どういう意味の責任でしょうか？」

「どうとでもお好きなように。どれを言われても構わないわよ」

　雨音はそう言うとテーブルに肘ひじを突き、ジ～～～ッと西南を見つめた。

「構わないって……あの……」

「………………」

「………ああああああああの、雨音さん？」

　変な言動さえなければ、その美貌は圧倒的だ。玉蓮の時と同様に、見つめられるだけで金かな縛しばりに遭あいそうだ。

「今思い出したんだけれど、私と西南って、キスしたのよね」

「ブッ!!」

　あっさり金縛りが解けた。

「何をいきなり！　そんな事した覚えは………って、もしかして人工呼吸の事ですか？　あれはキスなんかじゃないでしょ」

「やっぱり最初のマジキスは霧恋とがいい？」

「なななななな、何をっ！」

　西南は真っ赤になって黙だまり込む。だが赤面しているのは雨音も同じだ。

「こういう話をしたいから、お酒の勢いが欲しいんだけどね」

「……そりゃ確かにそうでしょうけど、これで飲酒なんかされたら余計怖こわいですよ」

「フム……前日までの面談で、少しは気持ちも変わったのかな？」

　実際、雨音は他の者達が西南と何を話したのかは知らないが、女性関係の話にちゃんと答える西南を見て、明らかな変化を感じていた。

「少しは前向きに考えようと思っただけです。でもやはり怖いって気持ちの方が、まだまだ大きいです」

「それは相手に対して踏ふみ出すのが怖いのか、それとも受け入れるのが怖いのか、どっちなのかな？」

「そりゃどっちもですよ。やっぱり迷めい惑わくをかけるのには変わりはないんですから」

「この面談の最後に霧恋をもって来たのは、どういう意味か分かるよな？」

「何となく、ですけど」

「ぶっちゃけ私達って、瀬戸様の考える将来の西南の相手候補なんだけどさ」

「……それは、まあ何というか……大変ですね、としか言いようが」

　婚こん姻いん問題は相手の気持ちさえ考えなければ、西南にとってはメリットしかないが、雨音達にはデメリットしかない。ただ、そういう考えを翠すい簾れんに叱しかられた事もあり、こういう微び妙みような言い回しになったのだ。

「あまり深刻に考える必要はないと思うわよ。すぐにどうこう成るという訳じゃ無いし、瀬戸様の思惑おもわくとしては、とりあえずそういう存在が居るっていう、他への牽けん制せいの意味もあるんだからさ」

「そう考えると少し気持ちが楽になりますね。俺がこんな事を言うのも図々しいと思いますけど」

「なあ西南。私達は西南がどういう人間かは分かっているし、一いつ緒しよに居るという事がどういう状態になるのかも分かっている。そして私達にとって……少なくとも私にとって、西南の生み出す利益というモノにも見返りにも興味は無いわ」

　つまり純じゆん粋すいに西南という人間が好きだという事だ。

「……雨音さん」

　その言葉だけで、顔が破は裂れつしそうに真っ赤になる。

「西南と居ると退たい屈くつする暇ひまが無いしね。こいつは結構重要な事よ」

　それはもうほとんど愛の告白に近い言葉だ。それは朴ぼく念ねん仁じんの西南でさえ感じ取れるモノなのだ。

「あ、ありがとうございます」

「後は西南がどういう責任を取ってくれるかよね。まあそれは後々の楽しみにとって置くとして……今は締しめの一いつ杯ぱい、と行ければ最高なんだけれどねぇ」

　だが悲しいかな、雨音の言動はどうしてもロマンチックとは、かけ離はなれてしまうモノなのである。

「向こうに帰ってからならどうぞ」

「チェッ。普ふ通つうここまで来たら、折れるもんだろ？」

「せっかくの感動が台無しです。気をつけないと、本当にアイリさんみたいになっちゃいますよ。それについては俺は責任取りませんからね」

「はいはい、了解。気をつけるわ」

　と、雨音は西南に顔を近付け、頰ほおにキスをした。

「[image: !!?]」

　そのくすぐったいような感かん触しよくと、雨音のいい匂においと、間近にあった途と轍てつもない美び貌ぼうと、その行こう為いに驚いた西南は、思わず身を引いた。

「ああああ、雨音さん??」

「これならちゃんとしたキスよね？」

　恥はずかしそうに西南を見つめる雨音は、もう例えようもなく美しく、普ふ段だんの残念な言動など霧む散さんし、欲よく望ぼうすら抱かせない崇すう拝はいという言葉さえ生なま温ぬるい魅み力りよくがあった。

「………………」

　完全な不意打ちだ。西南は声も出せずに、雨音に魅み入いられていた。

「とりあえず唇くちびるは残しておかないと、霧恋が怖いから……じゃあ、お休み……西南」

　雨音はそう言うと、部屋を出て行った。

　西南が我に返ったのは、なかなか迎むかえに来ない西南に、ネージュが福を連れてやって来た頃ころだった。










───面接・霧恋の場合───




「西南、やっほ～～～い」

　軽い口調で外から声をかけて来たのは雨音だ。

「あれ、雨音さん？　でも今日は霧恋さんの番じゃ……」

　不思議に思いつつも入り口に向かうと、ほろ酔よいの雨音が、もがく霧恋を小こ脇わきに抱かかえて立っていた。

「は～～～い、お届け物で～～す」

　西南を押し退のけるようにズカズカと部屋へ入り込むと、霧恋をそのままベッドの上に放り出した。

「じゃあ印いん鑑かんか拇ぼ印いんをお願いしま～～っす。えいっ♡」

　雨音はそう言うと、西南に思いっきり抱だき付いて胸を押し付け、

「これが本当のボイン、なんちゃってぇ、キャハハハハ！」

　非常に分かり易いオヤジギャグをかました。

「ちょっ!?」

　言動は残念だが雨音の容姿と肢し体たいと胸の感触は極上だ。西南は慌あわてて振ふり解ほどくように雨音から離れた。西南も若い男の子、ちょっと前まえ屈かがみ気味になるが仕方ない。

「そのまま楽しむもよし、さっさと解除するもよし！　後はお好きに♡」

　幸い西南のそんな姿に突つっ込こむ事もなく、雨音はさっさと部屋から出て行った。

「……まるで真冬のゲリラ豪ごう雨うだな……っと」

　西南は深呼吸しながら心を落ち着かせると、霧恋の方を見た。テープで簀す巻きにされた霧恋は、全身タイツというかミイラにでもされた感じだ。まあ雨音の酔い具合から察するに、向こうで何かがあって、寄って集たかって簀巻きにされたのだろう。まあ珍めずらしい事でも、今さら驚おどろく事でも無いが、くっきりと浮うかぶ身体からだの線は実に扇せん情じよう的だ。幸いビキニのラインが浮き出ているので、裸はだかではなさそうだ。

「多分これって、ラッピング用のフィルムだよな」

　品物のガードや、時には医い療りよう用にも犯人の拘こう束そくにも使う多た用よう途とフィルムだ。これを取るためには生体認証登録をし、解除スイッチを操作しなければならない。マジマジと仰あお向むけに寝ねかされている霧恋の身体を見るが、どこにもそれらしいモノは無い。

「ちょっとすみません……っと、ここか」

　霧恋の身体を俯うつぶせにすると、お尻しりの位置に、認証のための登録場所が黒くろ枠わくで手の形に指示されていた。つまりそこに両手を当てなければならないのだ。

「クッ……多分、ネージュちゃんも林檎様も火煉さんも……ダメなんだろうな」

　ツリーハウスは酔っぱらい共の伏ふく魔ま殿でんと化している事は間ま違ちがいない。恐おそらく霧恋との話が終わるまでは、誰だれかを呼び出す事は不可能だ。

「とにかく……霧恋さん、ごめんなさい！」

　西南はこれからする事に対し、深々と頭を下げ謝罪した後、霧恋の目を見た。霧恋も観念したのであろう、そっと目を閉じ応こたえた。

「じゃあ行きます」

　西南は大きく深呼吸をすると、手を当てやすい位置へと移動する。何しろくっきりと浮かんだ身体の線は、ほとんど裸状態だ。出来るだけ黒枠の手形だけを凝ぎよう視しし、霧恋の身体は意識しないように、そっと触ふれるか触れないかといった感じで手を当てた。

『ブーーーー！　しっかりと手を当てて！　揉もむ感じ、揉む感じ！』

　だがエラー音と共に酔った瀬戸の声で注意される。

「クッ！」

　普段ならここで躊ちゆう躇ちよして、他の方法を模も索さくするところだが、イムイムのアロマ効果は西南のブレーキを甘くしていた。

「後で土下座でも何でもしますから！」

　霧恋にそう詫わびると、お尻にしっかりと手を当てた。その弾だん力りよくのある感触に、ビクッとする霧恋の反応が艶なまめかしい。揉むように手を動かし始めて十数秒後、登録終しゆう了りようのチャイム音が鳴った。

「ふう……」

　安あん堵どの溜ため息いきを吐つき、サッとお尻に当てた手を離したものの、その手には先程の艶めかしい感触が残ったままだ。それを振り払はらうように頭を振ると、手形の所にマークと数字が区分されて浮き出ている事に気付いた。

「マークは手のひら全体、数字は指先か……っと、これだな」

　西南がそれを確認した数秒後、霧恋の身体に認証のスイッチが浮かび上がり、その指示通りにその部分に手を当て始める。

「んんっ！……ん、くっ！　んん……」

　背中、両りよう脇わき、首筋、お尻と、見事にくすぐったがりの霧恋の弱点に認証スイッチが移動点てん滅めつし、そこを押す度たびに霧恋が身み悶もだえる。

「すみません我が慢まんして下さい」

　と言いつつ、ちょっと興奮気味の西南の口元には笑みが浮かんでいる。それでも時折、自分の頰を引っぱたいて活を入れる。そうやって冷静さを取り戻しつつ、作業を繰くり返す西南だったが、ついに恐れていた事態が起こったのである。

『では表に移動しますので、身体を仰向けにして下さい』

　嬉うれしそうな声で指示を出したのは、今度は美守の声だ。背中側ですら、もう興奮度マックスなのに、前となると理性が保もつかどうか分からない。しかしこのままにする訳も行かないし、正直、興味だってある。

「すみません！　いきます！」

　西南はグリッと千ち切ぎれそうになる位、両頰をつねり、自身の煩ぼん悩のうを振り払った後、ついに意を決して霧恋を仰向けにした。

「……あれ？」

　薄うす目めを開け、霧恋の身体を見回すが、認証スイッチはどこにも表示されていない。

「終わったのか？………あっ」

　ゆっくりと顔を上げ、霧恋の顔を見た西南は、霧恋の唇の所に認証スイッチがあるのに気付いた。と、同時に霧恋と視線が合い、そこから目が離せなくなったのである。




───無音。




　まるで世界から音が消えたようだ。西南の視線の先には、認証スイッチへの指圧による刺激のせいで、潤うるんだ瞳ひとみに滲にじんだ涙なみだ、そして上気した頰───女の顔をした霧恋がそこに在った。

「…………」

　そっと、ゆっくりと。西南は認証スイッチに右手の人差し指を伸のばす。

　心臓の鼓こ動どうが速くなる。だが早はや鐘がねのような鼓動音は全く聞こえない。

　そっと伸ばした人差し指が霧恋の唇の部分にある認証スイッチに触れた瞬しゆん間かん、拘束フィルムは霧散したのであった。

「……ふう」

　西南と霧恋、どれ程、見つめ合ったままだったのか、西南の人差し指に霧恋の吐と息いきが触れた瞬間、ハッと我に返った西南は霧恋の唇に触れたままだった右手を引っ込めた。

「す、すみません！」

　慌てて身を引こうとした西南の手を霧恋が摑つかんで押し留とどめる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？」

　そう言って、心配そうに西南の真っ赤になった頰に手を触れたのだった。

　　　　×　×　×

「瀬戸様、解除完かん了りようで～～す」

　ネージュの言葉に、何やら紙かみ吹雪ふぶきが舞まった。それは勝ち馬投票券、つまり西南が霧恋の拘束を解除する時間を賭かけていたのだ。

「あら意外と早かったわね。一番近かった人は誰？」

「はいはい！　私、私！」

　元気よく手を挙げたのは雨音だ。

「じゃあ、今年の水み鏡かがみちゃんの新酒を贈ぞう呈ていするわね」

「わ～～～い。これで神樹の酒、一気飲みが出来るぅ」

　以前霧恋がやった暴挙と同じ事をするのが雨音の夢だ。

「雨音さんの条件が良過ぎですよ。一番最近の西南さんの状じよう況きようを知ってるんですから」

「その次に条件が良かったのはエルマだろ？」

「ちょっとくらい分けて下さ～～い」

「ハッハッハ！　ダ～～メッ！」

「瀬戸様、どうせならもっと難易度を上げればよかったんですよ」

「例えば？」

「後ろから前からどうぞって感じで」

「そんな事をしたら。今いま頃ごろ、暴走状態の霧恋ちゃんが乱入して来て、阿あ鼻び叫きよう喚かんの修しゆ羅ら場ば状態よ。それより次はまた神樹の酒、新酒を賭けて、霧恋ちゃんがいつ帰って来るかにしましょう！」

「おおっ！」

　　　　×　×　×

「なんか、向こうは大おお騒さわぎですね」

　西南と霧恋はツリーハウスから一番離はなれた巨きよ石せきの上に、二人並んで座っていた。あのまま二人っきりで部屋の中にいるのも気まずいので出て来たのだ。

「毎晩毎晩、困った人達よね。それより頰ほおの具合はどう？」

　霧恋は西南の頰に当てた濡ぬれタオルの様子を見ながら、心配そうに言った。

「少しヒリヒリしますけど、だいぶ楽になりました」

「ごめんなさいね。私のせいで、こんな事になってしまって」

「俺の方こそ……その、いろいろとすみません」

「それこそ西南ちゃんのせいじゃ………。そうね、もう止やめましょう。あの方達と関わっている以上、よくある事ですものね」




　───ここで愚ぐ痴ちを言い合うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。せっかく二人っきりなのだから、もっとこの時間を大事にしよう。




　霧恋は背中越ごしに西南の興奮を感じ、西南に触さわられる事で興奮した。今までの霧恋はそういう関係になる事を恐れ、嫌けん悪おすらしていたが、実際に先程の事を嫌いやだとは思わなかったのだ。結果として、さっきの出来事が霧恋の戸と惑まどいを打ち消し、何やら憑つき物が落ちたような、そんなスッキリした感じさえしていた。そしてお互たがいに幼かった頃ころ、純じゆん粋すいに西南を思いやっていた頃に戻もどったような気分さえしていたのだ。

「綺き麗れいな星ね」

「降ってきそうな感じですよね。宇宙から見た星も綺麗だけれど、惑わく星せい上から見る星はちょっと違ちがいますね」

「違うって？」

「宇宙から見た星は、なんだか澄すみ切って、恐ろしい感じさえしますけど、惑星上から見る星は……、う～～ん、ちょっと説明し辛づらいです」

「それはきっと宇宙空間が人にとっては死の世界で、惑星上は生の世界だからじゃないかしら？」

「そう！　そんなかんじです」

「そういえば、面白い話を聞いた事があるわ。宇宙に定住している人達って、黒板を爪つめで引ひっ搔かくような音が嫌きらいなんだそうよ」

「そ、それは……俺もあまり好きじゃないですけど？」

「生理的にというより、本質的に本能的に嫌悪するの。宇宙に定住している人達にとっては、宇宙船やステーションが生活の場でしょう？　その外は死の世界。黒板を引っ搔く音というのは、宇宙船やステーションの外がい殻かくが壊こわれる音に似ているらしいの。だから本能的に嫌悪をするそうよ」

「なるほど。地球人の俺には分からない感覚ですね」

「もう西南ちゃんは地球人ではないでしょう？　宇宙に住む恐おそろしさも知ってるじゃないの。それに同じ惑星でもこの星空は地球から言えば、タイムマシンみたいなものよ。今、空に瞬またたいている星はある物は数百年先、ある物は数百年前の光なんだもの。地球では超ちよう新星爆ばく発はつを起こして消えた星も、ここでは見られるし、もっと昔のモノも、もっと未来のモノだって見られるわ」

「そう考えると改めて感動ですね。いろいろな景色……」

　西南はチラッと、ツリーハウスを見た。

「これからそういう景色が、みんなと一いつ緒しよに見られるんですね」

「!?」

　霧恋は驚おどろいたように西南を見た。地球で今のように二人で月を見上げていた時は、西南の言葉には一人で遠くに行ってしまいそうな感じがあったが、今日の西南は明らかに、誰だれかと共に在ありたいという意志があったのだ。

「……そうね。きっと見られるわ」

　そう言いながら霧恋が西南の手に、自分の手を重ねようとしたその時だった、

「ミャアアアアアン！」

　福が西南の背中に飛びついて来たのだ。

「福!?　どうしたんだ……って、お前、酒さけ臭くさいぞ」

「まさかあの人達!?」

「ほら福、ハ～～～ってしてごらん」

「ミャ～～～ッ」

　福は西南に言われた通り、大きく口を開けて息を吹ふきかけた。

「酒を飲んだ訳じゃ無さそうだ。匂においは毛皮からだな。ちょっと待ってな」

　西南は頰を冷やしていた濡れタオルで福の毛を拭ふき始めた。

「酔よっぱらった挙げ句、福ちゃんをオモチャにしたんでしょう。本当に困った人達ね」

「フミャ～～～ン」

　安堵したせいか福は大きなあくびをした。まだ寝ねる時間には早いが、いろいろと疲つかれたのだろう。

「福ちゃんもお眠ねむのようだから、これくらいにしましょう」

「そう、ですか？」

「もう少しお話ししたい気分だけれど、私はちょっとあっちに用が出来たから」

「ははは……そうデスか」

　霧恋から殺気を感じた西南は、福を抱かかえて少し後ずさる。

「じゃあお休み、西南ちゃん。福ちゃん」

「お休みなさい、霧恋さん」

「ミャア」

　西南と霧恋はお互いに巨きよ岩がんの部屋とツリーハウスに到とう着ちやくしたのを確認し、手を振ふって別れたのだった。その後、ツリーハウスで何があったのか、西南はさっさと逃にげるように眠ったので知らない。ただ翌朝、

「西南ちゃんが卒業する時に、瀬戸様が『神樹の酒』を送って下さるそうよ♡」と、にこやかに言っていたのが西南の知る全てだ。







「お疲れ様さまです」

　イムイムのステーションスタッフは、交代でやって来たお局つぼねに一礼した。

「何か変わった事は？」

　業務報告書に目を通しつつ、スタッフにも確認する。

「いえ、異常ありません」

　そう快活に答えるスタッフに、お局は吹き出しそうになった。

　業務報告書には不ふ審しん艦かん確認が百三十七件、その内戦せん闘とうが十件、撃げき沈ちん数三艦、拿だ捕ほ十八艦が記されていた。どう考えても普ふ段だんならばこの数は『異常ありません』どころでは無く、異常な数字だ。にもかかわらずこれを『異常なし』と言ってしまうのが可お笑かしかった。

（西南様が来訪されて明日あしたで二週間……これが当たり前の日常になってしまったという事なのね）

　樹じゆ雷らい領宙の境、不審艦の多発する場所ですらこれ程の数字は聞いた事がない。もちろん過去、どこかの国と本格的な戦闘状態になった時などは別だが、通常時ではあり得ない数字なのだ。

「それにしても惜おしいなぁ……こんな事になると分かっていたら、研修に使えたのに」

　何しろ、数日前に派は遣けんされた新人など、もうちょっとした中ちゆう堅けんどころの職員並みの戦闘を経験している事になるのだ。

（うん！　今度、西南様が休きゆう暇かでいらっしゃる時は絶対、一大研修大会にしましょう！　上の了りよう承しようも今回の業務記録を見せれば一発ね）

　そのお局はステーションから小さく見えるイムイムの本島を見て、そう固く誓ちかうのであった。







　　12「イムイムの日常・その二」







「西せい南な、ちょっとォ」

　浜はま辺べに寝ね転ころがっていた雨あま音ねは、釣つり竿ざおを持って浜辺で釣りをしている西南を呼んだ。

「どうしたんです？」

「まあ、お約束だけれど、背中にオイルを塗ぬって欲しいの」

「は、はあ……まあ、仕方ないですね」

　西南は辺りを見回したが、近くに他に誰だれも居ない。ならばこれは自然の流れだ。

「んじゃ、お願い♡」

　雨音はうつ伏ぶせになると、水着のヒモを解ほどいた。

「うっ！」

　シミ一つ無い美しい背中と背骨のライン、浜辺に押し付けられ横からはみ出たふくよかな胸、締しまったウエストの括くびれから形の良いお尻しりのライン───その全てが完かん璧ぺきと言える美しさだ。オイルをその背中に垂らすだけで、名画にマジックで落書きをするくらいに、何か途と轍てつもない罪悪感を感じる程だ。

　そのきめ細かな肌はだは、西南の無骨な手で触さわるだけで傷を付けてしまいそうに感じる。震ふるえる手で、そっと優しく背中にオイルを塗って行く。それだけで性的な興奮を感じそうになるのを必死で抑おさえ、背中にオイルを塗り終えた西南は大きな溜ため息いきを吐ついた。だが雨音はお約束の続きを口にした。

「じゃあ、次は前ね♡」

「じゃあ、後は私がやってあげるわ」

「きっ、霧きり恋こ？」

　だがこれもまあ、お約束だ。雨音を覗のぞき込むのはこめかみに青筋を立てた霧恋だ。オイルだらけになった福ふくを、無造作に雨音の胸にベチャッと落とす。

「福ちゃん、お願い！」

「ミャア！」

　福は器用に雨音にへばり付いたまま、芋いも虫むしか毛虫が這はいずるように動き回る。それは最近、福が覚えた遊びだ。布ふ団とん越ごしでも結構、くすぐったいが、それが素肌ならなおの事だろう。

「こっ、こら！　止やめろ、福……くっ、くすぐったい！」

　雨音は霧恋に押さえつけられ、その場でのたうち回っている。

「キャハハハ！　止めっ、止めて！　堪かん忍にんしてぇ～～っ!!」

「……やれやれ」

「ねえ、西南殿どの」

　ホッとする西南の背中から瀬せ戸とが声をかける。

「はい？　何ですか……[image: !!?]」

　これもまたお約束。そこにはいつの間に集まったのか、瀬戸だけでなく他の女性達がズラッとうつ伏せになって寝転がっていた。

「私達にもオイルを塗って下さる？」

　背中を見せて並ぶ、ある意味恐ろしい軍団。それはまるで因幡いなばの白ウサギにでもなった気分だった。




　それは西南が岩場で釣りをしている時だった。

「ん!?」

　深場を大きな魚の影かげらしき物がスッと横切った。

「でかいぞ！」

　西南は目を凝こらして辺りを見回した。時折その姿を垣かい間ま見みるものの、素早い動きにその姿を完全に視認出来ないでいた。

「まさか……鮫さめじゃないよな??」

　頭の中で、あの有名なＢＧＭが流れたような気がしたその時、

「うわっ！」

　足を何かに咥くわえられたような感じがした次の瞬しゆん間かん、海に引き摺ずり込まれたのだ。

「ぐぼぁ！　がぼぼぅわっ！」

　一気に水中深く引き摺り込まれた西南は、足を拘こう束そくしてる何かを必死で振り解き、それでもその相手を視認するべく、目を凝らした。

───まだ息は十分に続く。

　そう自身に言い聞かせて冷静さを保つ。少なくとも相手を確認しないまま、急いで海面へと上がるのは危険だ。幸いナイフは所持している。生体強化した肉体ならば、たとえ巨大鮫が相手でも、相手を視認出来さえすれば後おくれをとる事は無い。

（なっ!?　人魚？）

　だが目の前にスッと現れたのは、何と下半身が魚のリョーコだったのだ。リョーコはニッコリと微笑ほほえむと、西南をしっかりと抱だき締しめ海上へと向かった。
















「リョ、リョーコさん!?」

　岩場にしがみつく寸前、リョーコはサッと西南から離はなれた。リョーコを探して辺りを見回す西南の少し離れた岩場に、海中からジャンプしつつ近付いたリョーコは、優ゆう雅がに腰こしを下ろした。

「溺おぼれた王子様を助けた人魚姫ひめは、王子様に恋こいをしました」

　まるで一人語りの芝しば居いのように、リョーコはジッと西南を見つめて言った。

「……お、驚おどろきました。そんな姿にもなれるんですね」

　緋ひ色いろの尾おビレは、光の角度によっては虹にじ色いろに輝かがやく美しい物だ。リョーコのウェーブのかかった見事な黒くろ髪かみに白い肌、ビキニのブラは尾ビレと同じ緋色。それはまさしく人魚姫と形容するに相応ふさわしい姿だ。西南は魅み入いられるようにその姿に見とれた。

「王子様に恋した人魚姫は、恋い焦こがれるあまり、自分も人間になろうと思い、魔ま女じよに薬を貰もらって飲みました」

　そう微笑むと、何かを飲む仕草をする。

「そして人魚姫は声と引き替かえに、人の足を……」

「えっ!?」

　西南の目の前で、リョーコの尾ビレがスッと人の足へと変化して行く。見事な銀ぎん鱗りんが艶なまめかしい肌へと変化し、それは足から膝ひざへ、太ふと腿ももから次第に上へと……。

「ちょ、ちょっとリョーコさん!?」

　緋色の銀鱗が股こ間かんへと到とう達たつする寸前に、リョーコはスッとそこを手で隠かくした。

「西南君、浜辺に水着の下があるから取って来て下さる？」

　リョーコは艶つやっぽくそう言った。

「これでいいかしら？」

　と、リョーコの頭にポトリと緋色の水着が落ちて来た。

「これはまあその……地球で吉よし子こちゃんに、こういう話があると教えて貰って……」

　真っ青になったリョーコは、恐おそろしくて後ろを見る事が出来ない。

「じゃあ……最後に人魚姫が、海の藻も屑くずになったのは知っているわね？」

「き、霧恋さん……藻屑ではなく、海の泡あわだと思うんですけど……アハハハ」

「あらそう？　でも大して変わらないんじゃない？　フフフフ」

「そうかもしれませんねぇ……アハハハハ」

「フフフフ」

　その後、リョーコがどうなったかは西南は知らない。ただ昼食までは、姿を見せなかったのは確かだ。




「ミャア！」

　福は波と戯たわむれるのが大好きだ。ただ残念ながら、逆に西南達にとっては安心な事に、イムイムではあまり強い波は来ない。とはいえ、小さな波でも波打ち際ぎわでパチャパチャとしているだけでも十分楽しいようだ。

　その内、福は砂すな浜はまに穴を掘ほる遊びを始めた。そしてその底から海水がしみ出す様をキャッキャと嬉うれしそうに眺ながめ、あちこちに穴を掘るという、西南には理解不能な楽しみを見み出いだしていた。

「ミャア！　ミャア！　ミャア！」

　福の楽しげな鳴き声を聞きつつ、西南は浜辺で釣りをしていたが、ふと気付くと福の声がしなくなっていた。

「福!?　おい、福！」

　慌あわててそこら辺を捜さがし回る西南だったが、浜辺に黒く、打ち上げられたウニのような物が目に入った。

「…………まさか」

　近付いて見ると、そのウニのような物がパタパタと動いている。急いで掘り出すとそこには福が埋まっていた。

「ミャア！」

　福は嬉しそうに鳴くと、再び穴を掘って埋うまるのか、あるいは隠れているつもりなのかもしれない。

「……だからそういう遊びは止めなさいって」

　困こん惑わく顔でそう言っても福は全く気にした様子もなく、その遊びを繰くり返す。何度か繰り返す内に気付いたのだが、砂の震しん動どうで西南がどこにいるか分かるようで、西南が近付くと嬉しいのかシッポを振り出すのだ。

　試しに、少し離れてジッとしたまましばらく様子を見ていると、慌てて砂から顔を出した福は、

「ミャア！　ミャア！」

　と、西南を呼ぶ声を上げた。それでもそのままにしておくと、さすがに穴から飛び出し、西南を見つけて一直線に走って来ると、涙なみだを一いつ杯ぱいためてしがみついたのだった。

「ほら、こうやって気付かずに行っちゃったら困るだろ？」

　一応、鷲羽わしゆうに福の位置特定方法は教えて貰っているが、万が一という事もある。

「ミィ……」

「ん。よしよし」

　しがみついた福が小さく頷うなずくと、西南は砂だらけの福の毛を優しくはたいた。




　何と言っても、この保養地で一番活発なのは火か煉れんだ。珀はく蓮れん達はもちろん、瀬戸や美み守かみも引き込んでマリンスポーツに興じている。

「玉ぎよく蓮れんさん……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「困ったものだわ……あの野生児」

　火煉に付き合わされた玉蓮は早々にリタイヤ、グッタリとビーチパラソルの影の下でうつ伏ぶせ状態だ。

「凄すごいですね、火煉さん……まるでその……」

「クスッ。男の子みたいでしょう？　あれが、本来の火煉なんです」

　それなりに付き合ったものの、さすがの珀蓮も肩かたで息いきをしてる。翠すい簾れんはずっと姿を見せていない。

「あの娘こ、小さな頃ころから野山を駆かけ回って……、ご両親も苦労されていたようです」

「珀蓮さん達は出身国は違ちがうと聞きましたけど、火煉さんの小さい頃を知っているんですか？」

「まあ、いろいろと有名でしたから。私達について、火煉からどこまでお聞きになりましたか？」

「間に海かい賊ぞくの勢力圏けんがあって、なかなか帰れないって事くらいです」

「ええ、そうなんです……」

「ああっ！　それから巨きよ大だいロボットがあるって聞きました。地球のアニメを見て、同じような嗜し好こうがあるって話になって」

「クスッ……私も少し驚きました。まさか遠く離れた地球で、そういうモノがあるなんて思いもしませんでしたから」

「でも、巨大人型ロボットは最近の物ですけど、巨きよ人じんや巨きよ像ぞうの伝説や、巨大な神像や仏像なんかの偶ぐう像ぞうは全世界にありますから」

「確かにそういう形でなら、よく聞きますね。でも戦せん闘とう用の巨大人型兵器は結構、珍めずらしいですよ」

「まあ、兵器としては不自然ですからねぇ……、でも男の子にとって巨大ロボットはロマンです！」

「クスクスッ。ここだけの話ですが……火煉は昔、ロボットのパイロットになりたかったそうです」

「……ああ、なるほど」

　美守と一いつ緒しよにジェットスキーに興じる火煉の姿を見て、西南は納得した。




　休きゆう暇か中といえども、学業を疎おろそかには出来ない。何しろ、実際に艦かん長ちよう業をしていれば、本来であれば教えられている筈の事を知らないという歪ゆがみが現実の問題として現れて来るのだ。その為ため、西南は毎日、一時間は加速空間内で授業を受けていた。

「お疲つかれ様さま、西南お兄ちゃん」

　加速空間から同時に出て来たネージュはニッコリと微笑みかけた。ネージュも来年度、小学上級部に入学する為、下級部のおさらいをしているのだ。もちろん通常の基き礎そ学業では無く、歴史といったメルマスでは教えられなかった物に関しての授業である。

　そのままビーチへ降り、霧恋達が寝ねそべっている場所へと近付き、空あいているサマーベッドへ横になる。

「お疲れ様、西南ちゃん、ネージュ様」

　霧恋が冷たいジュースを出してくれたのを受け取り、それを一口飲むと大きく伸のびをした。

「もしかして火煉さん、あれからずっと？」

「よくもまあ続くものですわ。瀬戸様はさすがにツリーハウスに逃にげ込みましたが、美守様はずっとです」

「火煉も凄いけれど、意外と美守様もとんでもないわよね」

「火煉とタメを張れるんだから、あの人もバケモノだわ」

「本当に、楽しそうですね」

　楽しそうにマリンスポーツに興じる火煉と美守を見ていると、自然に笑みがこぼれて来る。火煉は西南に気付いたのか、こちらに手を振っている。

「呼んでるみたいだけれど、行かないの？」

「ハハ……もう少し落ち着いてからにします。さすがに勉強明けには辛つらいです」

　どれ程そこで、ただ風景を見ていたであろうか、そこに居る雨音とエルマ、ネージュや福も小さな寝ね息いきを立てていた。

「ねえ……西南ちゃん」

　そんな中、そっと霧恋が声をかけた。

「はい？」

「ずっと……このままでいられたらいいわね」

「……うん」

　その落ち着いた雰ふん囲い気きは値あたい千金と言えるものだった。




　いつしか眠ねむりについていた西南が目を覚ますと、そこには火煉や美守、瀬戸や珀蓮達まで全員が揃そろって海を眺めていた。

「お目覚め？」

「瀬戸様？　あっ、俺、どれ位寝てました？」

「一時間程よ。もう少ししたらお茶の時間にしましょう」

「分かりました」

　西南は大きく伸びをして、身体からだに活を入れた。お茶が済んだら、釣つりの仕し掛かけを見て回ろう、そう思った時だった。イムイムに来て初めての緊きん急きゆうコール音が鳴ったのだ。

「!!」

　そこに居た全員が、福ですら身構える。

『おくつろぎの処ところ、申し訳ありません。アカデミーのアイリ様より緊急だそうで……』

　お局つぼねが申し訳なさそうに一礼する。

「アイリちゃんから？　まあいいわ、繫つないで」

　と、瀬戸がそう言った次の瞬しゆん間かん、

『ワ～～～～ハッハッハ！　ハ～～～ハッハ！』

　静せい竜りようのドアップが大写しになり、笑い声が辺りに響ひびいた。

「静竜、先生!?」

『久しぶりだな、山やま田だ西……』

　ブチッ！　と、そこでいきなり通信が遮しや断だんされた。

「よしよし、よくやったわ。福」

　満足げな笑みを浮うかべた雨音が福を撫なでている。

「ちょっ、ちょっと雨音！」

「いいのよ！　休暇の最後を、あんなけったクソ悪い顔で締しめ括くくりたくない！」

「でも緊急の……」

「あのバカの話なんか聞くだけ無む駄だだ！　無駄！」

「……仕方ないわね」

　雨音の意見ももっともだ。瀬戸は苦笑するとお局に話しかけた。

「こちらは手が離はなせないから、用件はそちらで聞いておいてちょうだい」

『了りよう解かいしました』

　苦笑しながらお局は快かい諾だくした。

「じゃあ、ちょっと早いけれどお茶にしましょう」

　　　　×　×　×

「……そう、ご苦労様」

　お局から報告を受けた瀬戸は、通信を切るとシークレットウォールを解除した。

「それで……結局、なんだったのでしょうか？」

「緊急を要するお話じゃないわ。まあ休暇から除のけ者にされたアイリちゃんの、ちょっとした嫌いやがらせってところ」

「嫌がらせにしては悪質ですよ。せっかくの休暇の最後だってのに、とんだアホ面づら見せられちまった」

「まあまあ、ぼやかないの。埋うめ合わせといっては何だけれど、ちょっとしたパーティーの用意があるから機き嫌げんを直してちょうだい」

「パーティー？」

「西南殿どのが妙みような有能さを発揮したおかげで、食材があまり使われなかったのよ。それを一気に、特に良い物を全部使おうかって思ってるの」

「特に良い物とはなんです？」

　真っ先に食い付いたのは霧恋だ。次に火煉。瀬戸は二人に見えるようにそっと食材リストを表示した。

「[image: !!?]」

　二人の驚おどろいた顔が、そこに提示された食材の豪ごう華かさを表していた。

「こっこれって、特級ＶＩＰの持て成しに使う食材じゃないですか。しかもこの産地は樹雷皇様と船ふな穂ほ様の専用畑の……」

「初日の料理を食べて、まさかとは思ってましたけど……」

「もちろんそのお二方の寄付品よ。霧恋ちゃん達も調理に参加する？」

「します！　是ぜ非ひさせて下さい！」

　満面の笑みでそう答えた霧恋と火煉は、ご主人に散歩に連れて行って貰もらう時の犬のようだった。







　　13「イムイム・最後の夜に」







「うわあ！」

　ツリーハウスのお風ふ呂ろ場ばにはテーブルが運び込まれ、そこには豪華なご馳ち走そうが所ところ狭せましと並べられていた。

　その料理を見て嬉うれしそうに歓かん声せいを上げている皆みんな以上に嬉しそうなのは、その調理をした者達だ。なにしろその食材を使って調理する事は、料理人にとって最高の誉ほまれと言われる程の食材なのだ。樹じゆ雷らいでもこの食材を扱あつかう事を許されているのはほんの一ひと握にぎりの料理人だけなのだ。

「ミャア！」

　そしてその調理風景を見ていた福ふくも、華はなやかな料理を前にはしゃいでいた。

「さあみんな、グラスを手に取って」

　瀬せ戸との言葉に風呂場に入って行く霧きり恋こ達は、思い思いの場所に陣じん取どり、グラスを手に取った。

「これって、もしかして？」

　その淡あわい桃もも色いろのジュースは最初に宇宙に上がった時、瀬戸の所で飲んだ物と同じだ。

「皇おう家けの樹きの果実ジュース!?」

「一いつ杯ぱい目はそれで我が慢まんして。カクテルにしたい人は二杯目からね」

　超ちよう一流の食材と超一級の飲料。それだけでその場の興奮は最高潮だ。

「さて。この休きゆう暇かでそれぞれが、互たがいに新たな絆きずなを結んだ事と思いますが、それを新たな力として仕事にプライベートにと、励はげんで下さい。まあ長々とお話しするのも野や暮ぼってものでしょうから……」

　瀬戸はスッとグラスを上げ、

「乾かん杯ぱい！」

　と言った。それに合わせて霧恋達もグラスを上げて復唱した。

「本当、マジ美お味いしいわ」

　一口食べて、雨あま音ねは目を見張った。もちろん他の者達も同様だ。そして次第に全員の口数が少なくなり、食べる事に集中し始める。

「ふう……」

　全く無口となった西南達が声にしたのは、そこにあった大量の食事が全て平らげられた後の、一息吐はいた溜ため息いきだった。

　全員の溜息が、合わせたように同時に出た。と、全員が顔を見合わせ……、

「!!…………プッ！」

　全員が思わず堪こらえきれずに笑い出したのだった。

「アハハハハ……。もう、もうなんだか、ククク……自分で作っておいて何だけれど……凄すごく美味しかったわ」

「一杯遊んでお腹が空すいて……きっとイムイムの環かん境きようも良いスパイスになって」

「美味しいって幸せなんだって、実感出来たわ」

「こんな経験初めてです。一つ一つはもちろん鮮せん烈れつで素晴らしい物でしたけれど、未知の食材だったかというと……そうでもないんですよね」

「あまりに素材が良いから、出来るだけ手を加えないようにしたのが良かったようね。一つ一つの料理の個性が際きわだって……次に食べる料理が鮮烈で。いわばコースの組み合わせの妙なんだと思うわ」

「でも食べた順番は全員、別々ですよね？」

「どの組み合わせでもいけるという事ね……」

「レシピの記録をしておきましょう。他の場所で再現出来るかは分かりませんが、ひょっとすると凄いレシピになるかもしれません」

　林檎りんごの提案で、ものの十分足らずで今回の詳しよう細さいなレシピは完成した。このレシピはこの後『イムイムの奇き跡せき』と呼ばれる樹雷最さい高こう峰ほうの一つとされる物になったのである。

　　　　×　×　×

「綺き麗れいだな……」

　西せい南なはふと、見事な夕日に気付いてグラスを持ったまま、湯ゆ槽ぶねに入った。湯槽の外がい縁えんにもたれ掛かかり、ジッとその光景に見入っていたが、何やら後ろに人の気配を感じて振ふり向いた。

「!!」

　そこには同じく夕日を見に集まった女性達が、まさに鈴すずなり状態だったのだ。それがたとえこの二週間、見慣れた水着姿であろうとも、お風呂場に居るとちょっと印象が違ちがう。しかも固まって一所に集まると、迫はく力りよくが全く違うのだ。さらに見慣れた水着といっても、布地の面積は日ひ毎ごとに少なくなり、大だい胆たんになって来ているのだ。恐おそらくそれを霧恋が初日に見れば怒おこり出すであろう物なのだ。

　さっさと逃にげようかとも思ったが、皮肉な事に他ならぬ霧恋自身がそれを、あくまで無意識の内にではあろうが、阻そ止しをする事となったのだ。

「ああ、なんか幸せ……」

　冷たい皇家の実のジュースで作ったカクテルを飲みながら、ゆっくりと湯槽につかる霧恋はしみじみとそう呟つぶやいた。本来なら、いろいろと歓かん談だんしながら、といった所だが、下手に話をするとあの食事の余よ韻いんが消えそうだ。だから全員、ボーッとしながら湯槽につかって沈しずみ行く夕日と、西南の逞たくましくなりつつある、後ろ姿に魅み入いられていた。

「綺麗よね」

　霧恋は西南のグラスが空からになっている事に気付き、ポットを持って近付いた。

「そ、そうですね」

　西南の微び妙みような表情に少し疑問を持ちつつも、霧恋は西南のグラスにジュースを注いで横に座った。後はもう崖がけが崩くずれる如ごとく、夜の光に吸い寄せられる虫の様に、西南の周りに女性達が集まりだしたのだ。

「クスッ」

「!!」

　その笑い声が誰だれの物かは分からない。だが同時に背中に触ふれたのは明らかに女性の胸の感かん触しよくだ。その後も、入いれ替かわり立ち替わり、西南の背中に猫ねこが身体からだを擦こすり付つけるかのようなスキンシップが続いた。西南の横に陣取る霧恋はその事に全く気付いていないようで、ずっと夕日が沈む様と、西南の隣となりに居る状態を楽しんでいる。その地じ獄ごくのような天国のような状態は、夕日が沈み切り、空に星が瞬またたき始めるまで続いた。

「明日あしたは帰るのね」

　霧恋が西南の方を見た瞬しゆん間かん、背中への悪戯いたずらは止やんだ。

「そっ、そうですね」

「あら、どうしたの？　のぼせちゃった？」

「ええ、まあ……」

　西南は圧あつ迫ぱくの無くなった人ひと垣がきを抜ぬけようと、お風ふ呂ろに浸つかったまま移動をしようとしたが、

「まだこれからが本番よ」

　と、瀬戸と美み守かみに両りよう脇わきをガッシリと摑つかまれてしまった。

「ほっ、本番っていったい何を……!?」

　急にツリーハウスの灯あかりが全部消え、辺りは暗くら闇やみに包まれた。光と言えば見事な星明かりと、水平線に残る夕陽の残光だけだ。だがそれを合図にしたかのように、ドドン！　っと夜空に大輪の光の花が咲さいたのである。

「うわっ[image: !!?]」

　見事な大輪の花は、咲いては消え、消えては咲いた。その見事さは地球の物と比べ物にならないくらい美しい。西南の両脇に居る瀬戸と美守が、その豊満な胸を押し付けるのも忘れて、空に見入っていた。

「……そうか、煙けむりが無いんだ」

　地球の花火は一つの欠点として燃焼時に出る煙がある。特に風の方向や、一気に大量の花火を打ち上げると、散り切らない煙に花火が隠かくされ、あるいは閃せん光こうに煙が映し出されて見み栄ばえが悪くなるのだ。しかしこの花火にはそれが無い。周りに何も光源が無く、さらに穏おだやかな海にも花火が映り込み、美しさを倍加させている。しかもこれは西南達だけの為ための花火なのだ。

　約三十分の光の饗きよう宴えんは、暗闇と無音に包まれて終わった。と、辺りにそれを賞賛し、あるいは惜おしむような拍はく手しゆが沸わき起こった。もちろん西南も拍手をしていた一人だ。

「凄かったです。こんな綺麗な花火は初めてです！」

「良かったわ、気に入って貰えて」

　パッとツリーハウスに灯りが灯ともり、

「みんな、お疲つかれ様さま。これにてディナーパーティーはお終しまいです」

　瀬戸の宣言と共に拍手が再び沸き起こる。だが……、

「でも、楽しい夜はまだまだこれから！　そして最後の夜のゲストは、我らが山やま田だ西南殿どので～～～す♡」

　瀬戸の言葉に、拍手はさらに大きくなり、どよめきが沸き起こる。これで解放されると安あん堵どした西南は啞あ然ぜんと瀬戸を見つめ、そして次にその視線は霧恋に向けられた。だが視線は西南の物だけでは無く、全員の視線が霧恋に集中していたのである。

「……最後の夜だし、良いんじゃないかな？」

　全員からのプレッシャーなのか、イムイムのアロマ効果なのか、霧恋はそう言ったのであった。

「では第二回、誰が西南君の隣で寝ねるか決定戦よ！」

　そう言って瀬戸が取り出したのは、初日に使って以来、使われる事の無かったゲームだった。




「もういいわよ」

　その声に下の階でパジャマに着き替がえて待っていた西南は、寝しん室しつへと登って行った。

「うわ……」

　ツリーハウスの寝室に初めて入った西南は、その居住空間の快適さに少し感動をしていた。 もちろん今日まで西南が使っていた場所も悪くはないが、 やはり観光地の第一級宿しゆく泊はく施し設せつと比べるのは無理というものだ。心地良い風と匂におい、日中ならば朝日の当たる方向から夕日まで、立地自体がこの本島で最高の位置に置かれているのだ。とはいえ、それはあくまで基本的な住じゆう環かん境きようの話であって、一いつ緒しよに瀬戸達が泊とまる事とは別問題だ。

「ようこそ西南殿」

「[image: !!?]」

　部屋を見回していた西南が、声のする方を見ると、そこにはそれぞれが選びに選んだ夜着を身につけてベッドに腰こし掛かけていた。露ろ出しゆつ度どに関しては、先程まで彼女達が着ていた水着とは比べるべくも無い。だがゆったりとした布地から浮うき出る丸みや、或あるいは、うっすらと透すける布地から見える肢し体たいは、隠されているが故ゆえ、逆にそれが蠱こ惑わく的とも言えるものだ。以前、西南はこのツリーハウスを伏ふく魔ま殿でんと称しようしたが、そこに居るのはまさに人を堕だ落らくさせる夜の華はな、魅み惑わくに満ちた悪あく魔ま共の姿だった。

「さあ、西南ちゃん、こっちよ」

　声も出せずに無言で見入る西南の腕うでを取り、霧恋は居並ぶ女性達の真ん中にあるベッドに座らせた。

「では主しゆ賓ひんの西南殿をお迎むかえした事ですし、第二次会を始めましょう」

　ディナーパーティーの時と同じく、各自に飲み物の入ったグラスが配られた。もちろん西南とネージュの物はノンアルコールだ。しかしそれ以外の物には当然アルコールが入っている。

「では、最後の夜を楽しみましょう」

　瀬戸の音おん頭どで乾かん杯ぱいが行われた。覚かく悟ごを決めた西南は、他の者達と同様に、最初の一いつ杯ぱいを一気に飲み干した。ネージュは最初に抱えた福にそれを舐なめさせ、次に自分でそれを飲み干した。

「本当だったら、初日の夜からこうなっていた筈はずなのにねぇ。西南殿があんな秘密基地を造っちゃって行っちゃうから……。この夜着だって他にも一杯持って来てたのよ。なのに見せられたのはこの一着だけ」

「す、すみません……でも……」

「いいのよ。結果的には、そのおかげで、毎夜の面接が行えたんですもの。それが無ければ、もしかして……」

　瀬戸はスッと西南に顔を近付けた。

「もしかして、こうして私達を真正面に見つめられなかったかもしれないもの」

「あっ……」

　それがどれ程の変化なのかはよく分からないが、心理的な圧迫が減ったのは確かだ。ズラリと並んだ水着姿を正座して見て、倒たおれてしまう事はもう無い。もちろん羞しゆう恥ち的なモノが無くなった訳でも、そういうモノを見慣れた訳でもない。現に西南の顔は真っ赤になっているし、心しん拍ぱく数すうも急きゆう上じよう昇しよう中だ。だが以前感じていた、空くう虚きよな罪悪感を感じる事は無いのである。

「ん！……では西南殿の成長に、乾杯！」

　瀬戸の音頭で霧恋達も一いつ斉せいにグラスを上げた。

「さあ、今夜は無ぶ礼れい講こうよ。朝まで寝かせないわよ！」

　瀬戸は一気にグラスを空あけると、西南の首に手を回して引き寄せた。

「クスクス。西南殿、無礼講なんだから、何でも好きにしていいのよ」

「瀬戸様っ！」

　さすがに許容オーバーなのか、霧恋が嚙かみつく。

「あら霧恋ちゃん。順番から言えば、今夜は私のターンよ」

「ではその次は私で」

　美守は瀬戸とは反対側の西南の横に陣じん取どった。

「美守様までっ！　西南ちゃんは現時点では、まだ未成年ですよ！」

「せっかくこんな格好をしたんだから、少しはちゃんと見て欲しいだけよ。霧恋ちゃんだってそうでしょう？　その夜着を選ぶのもかなり時間がかかったって聞いてるわよ」

「そうそう。とっても似合ってるわよ霧恋さん」

　美守にもそう言われ、霧恋も満まん更ざらでも無い感じだ。西南も霧恋の方を恥はずかしそうにではあるが、それでも目を逸そらさずにジッと見つめている。

「そっ、そんなに見ないで……西南ちゃん」

　霧恋の勢いはめっきり弱まり、戸と惑まどってさえいるようだ。

「うん！　良きかな良きかな！　西南殿の成長と霧恋ちゃんの愛らしさに免めんじて、西南殿には全員にお酌しやくをする事で許してあげましょう。それならいいでしょう？」

「は、はい」

「じゃあ、西南殿。ちゃんと相手の目を見て夜着を見て、お酌をしてちょうだい。先まずは私からね♡」

　瀬戸は拘こう束そくしていた西南の腕を解き、そっとグラスを差し出した。西南はお酒の瓶びんを持つと差し出されたグラスに酒を注いだ。

「では次は私に」

「いろいろとお世話になりました。今後もよろしくお願いします」

「はい」

　美守はニッコリと微笑ほほえんだ。そして次は林檎、珀はく蓮れん、翠すい簾れん、火か煉れん、玉ぎよく蓮れん、ネージュにはジュースを、そしてリョーコに雨音、最後に霧恋。それぞれの女性達は自らの夜着姿に向けられる西南の視線を、時には恥ずかしそうに、微笑み、戸惑い気味に、誇ほこらしく、その身に受け、西南が注いだお酒を大事そうに飲んだのである。ちなみに福にはにんじんスティックをグラスに入れた物が、飲み物代わりだ。

　西南は何度も何度も繰くり返し、瀬戸達にお酒をついで回った。そして瀬戸達は、西南や福、ネージュが寝付いた後、今度は西南達の寝顔を肴さかなに、静かに、淡たん々たんとお互たがいが西南との面接について語り合いながら飲み明かしたのであった。







　翌朝、西南達は二週間お世話になったイムイム本島の整備と掃そう除じをした。特に西南は、あの洞ほら穴あなの部屋を感かん慨がい深ぶかく見つめていた。

「次に来る人がここに気付きますように」

　海絹で作ったベッドやクッションはそのままに、西南は部屋を後にした。

　　　　×　×　×

「何やらうるさそうでしたので。あちらに戻られて開封してください」

　初日に迎えてくれたお局は、西南に箱はこ詰づめ封印されたＮＢを返へん却きやくした。

「お手数をかけます」

　楽しいバカンスの余よ韻いんをＮＢに邪じや魔まをされては台無しだ。西南以下、全員がその事に感謝した。

「お待たせしました。守かみ蛇だ怪けの洗せん浄じようが終しゆう了りようしました」

　イムイムから飛び立った守蛇怪は、来た時と同様にステーションで洗浄を受け、

これで出発の準備は完かん了りようした。

「では、西南様、皆みな様さま方。またのご来訪をお持ち申しあげます」

　深々と一礼するお局や職員達総出の見送りを受け、西南達は守蛇怪に、瀬戸と林檎は穂ほ野の火かへと搭とう乗じようし帰き途とについたのであった。







　　14「幸こう運うん艦かん・起動」







　静せい竜りようが西せい南なに通信をする少し前、

「お願いです、コマチ副長様ぁ！」

　アランはコマチの前で土下座をしていた。

「皆みなさんは給料が出ているし、希少グッズ発見で一応の義務は果たしています。だからそのグッズの賞金を、俺一人にくれたって問題は無いじゃないですかぁ。もちろん少しの謝礼は考えていますよ。だから……」

「もしお前が希少グッズの賞金を独ひとり占じめしたいのなら、それはそれで構わない」

「ほ、本当ですか!?　いやぁ～～～、さすがコマチ副長様」

「お前ならそう言い出すと思って、一応請せい求きゆう書しよをギルド経理に作成してもらった」

「へっ？………なっ！　ななななな何ですかこりゃ??」

　請求書を見たアランが血相を変える。

「今回かかった費用の請求書だ」

「そんなっ、なんで!?」

「おいおい、今回の成果を独り占めするのなら、お前は私達と機材をギルドから借り受けているという形にするのが当然だ。何しろギルドは希少グッズを手に入れる為ために、私達に機材を与あたえ、給料を払はらっているのだからな」

「いやいや、しかし……」

「今回の任務は本来、幸運艦クルーの職務範はん囲い内の事。希少グッズの賞金はあくまでボーナス、ギルドの厚意だ。だいたい普ふ通つう、賞金というのは必要経費込みの値段だ。その値段を見て割に合うかどうかは各自が判断する事だ。募ぼ集しゆう要よう項こうにも必要経費は別べつ途と支し払はらいとは書いていないだろう？」

「でっ、でもっ！　これは高過ぎじゃないですか？」

「そう思うなら自分で調べてみたらどうだ？　そいつはあくまで実費。本来ならそこに儲もうけ分が加算される」

「……じゃ、じゃあ、俺もみんなと同じく給料で……」

「お前が言い出したんだぞ。それにバリーやコーンにも大口を叩たたいていただろう？」

「ちょっとした冗じよう談だんだったんです。本気じゃなかったんですってばぁ……ヒイッ!?」

　甘え声を出すアランにコマチは銃じゆうを突つき付けた。

「忠告しておくが、他よ所そで今のように約束を反ほ故ごにするような事を言ったら……お前の末路はこうなるぞ。我々は海かい賊ぞくだという事を忘れるな」

「あわわわわ、わかりました」

「とりあえず、最初の約束通り、経費も賞金も四等分にしてやる」

　　　　×　×　×

「くっそ～～っ、洒落しやれも通じねえなんてよ！」

「お前が最初に持ちかけたんだから、仕方ないだろ？」

　壁かべを蹴け飛とばすアランに、バリーは冷静な目でそう言った。

「あんなのは冗談に決まってるだろ！　洒落だよ洒落！　それくらい、言わなくても分かるだろ？」

「コマチ副長、真ま面じ目めだからなぁ」

　うまく行けばそのまんま、しくじれば反故───そんな都合のいい事など通用する訳がない。バリーとコーンはそう思っていたものの、アランの逆ギレが面めん倒どうなので口には出さなかった。

「融ゆう通ずうが利きかないんだよ！　あれでも女なんだから、男は立てるべきだろ？」

「俺達の上司だけどな」

「フン！　まあいい。それよりもだ、バリー君、コーン君……君達、今度の任務でボーナスが出るんだよね？」

　アランは一気に豹ひよう変へんし、猫ねこなで声になる。

「ああ、そうだな」

「なあ、僕たちはチームメイトとして、苦しい時も楽しい時も、全て分かち合って来たんだよね？　ねっ？」

「借金の返済に充あてた」

「なにっ!?」

「正確には、コマチ副長に取り上げられた、だ」

　バリーはコーンを肘ひじで突つつきながら言う。

「あっ、そうそう。そう言えと……じゃない、そういう事なんだ」

「おいおい！　お前達はそれでいいのか？　自分で稼かせいだ金は自分の物だろ？　他人に指さし図ずされるいわれは無い！」

「それなら、アランがコマチ副長に掛かけ合ってくれるのか？」

「えっ？」

「俺達じゃあコマチ副長にそんな事、言えないしなぁ」

「そ、そんな事くらいは自分で言わなきゃ……」

「そういう約束だったんだからしかたないだろ？　俺達も銃を突き付けられるのは御ご免めんだもんな」

「アランだったら口も上手いし、コマチ副長に掛け合って……」

「じゃ、じゃあ俺はちょっと急用があるから……」

　そう言うとアランはさっさとその場から逃にげ出したのだった。その後ろ姿を見て、バリーとコーンはホッと胸をなで下ろした。

　　　　×　×　×

「………という訳だが、少し冷たかったかな？」

「気にする事はない。バリーとコーンはアランから切り離はなせば、すぐにまともになる。アランのようなヤツは少々時間はかかるが、長い目で見てやれ。だが決して甘やかしてはならんぞ。本人の為にならん」

「お前は、こと金銭関係となるとまともだな」

「何を言う！　私はいつだってまともだ！」

「そうだな……。さあここが私の使っている私室だ。お前のパーソナルデータは入れておいたから試してみろ」

「うむ……」

　ドアのプレート部分に手を当てると、大きな装そう甲こうドアは音もなく開いた。

「お前の私室という事だが、私が入ってもいいのか？」

「事務所も兼かねている場所だから構わんよ。かなり広い場所だから、お前の事務スペースもここに置くといい。幸運艦艦長として、部下にも聞かせられない話をするにはうってつけだからな」

「そうだな」

「まあ適当に座ってくれ。今お茶を出す」

　応接のソファーを指し示し、コマチは小さな炊すい事じ場ばへと向かう。

「気にする事はないぞ」

「まあそう言うな。これも私の趣しゆ味みでな。いわばここに入る通過儀ぎ礼れいだと思え」

　コマチは炊事場の滅めつ菌きん戸と棚だなから茶器を取り出した。

「ふむ。ならばいただこう」

「それにしても、せっかく遠出したというのに、空から振ぶりだったな。一応、幸運艦にはコンテナユニットを連結させるよう考えてはいるが……」

「機動力が落ちる！　今でもかなりの大型艦の上、相手は小型で機動力が高い。……高度の圧縮空間技術は？」

「アカデミーでもなければ無理だな。だがさすがに天てん南なん財ざい閥ばつとてその技術の供きよう与よは無理だろう？　連盟がそこまでは許さないだろうからな」

「やはり幸運グッズの充じゆう実じつを図はかるしかないのか………んん？」

　急に振しん動どうを始めた計測メーターを取り出す。何とメーターの針が振ふり切っている。

「どうした？」

　コマチの問いを無視して、辺りを見回す。そこには飾かざり棚が設しつらえられ、いろいろな木き彫ぼりの人形やらお皿といった、ちょっとした小物の骨こつ董とう品が並んでいた。

「？……あれっ？」

「ん？　ああ、あたしの趣味さ。商売柄がらあっちこっちに行ってるだろ？　その時に買い集めているんだが……おかしいか？」

「おかしくはない」

「そ、そうか」

　コマチはちょっと嬉うれしそうだ。

「おかしいどころか、これはまさに幸運グッズ！」

「は？」

「お前は幸運計測メーターを持っていないのか!?　これをよく見ろ！」

　静竜は水戸黄門の印いん籠ろうのように、完全に針が振り切った幸運計測メーターをコマチに見せた。

「えっ!?」

　コマチは何が起こったのか分からない風に、まだポカンとしていた。




　幸運艦の秘密ドックは小しよう惑わく星せいに偽ぎ装そうした移動艦だった。当初の予定ではダイ・ダ・ルマーのドックで建設する予定だったのだが、それが変へん更こうになったのは幸運グッズを集める時に使われた幸運計測メーターの存在だ。何しろ幸運艦には幸運グッズが集積されるため、万が一にもダイ・ダ・ルマーの位置を知られぬ為にそういう措そ置ちがとられたのだ。もちろんそれなりのシールドがされてはいるが、それでも念のためである。

　幸運艦の就航はその期待とは裏腹に、機密扱あつかいである為、少々寂さびしいものだった。それでも通信とはいえ、勢せい揃ぞろいしたダ・ルマー以下、幹部達の顔ぶれはその期待の大きさを示していた。

『ギルドの命運を託たくす艦を送り出すには、心苦しい限りだが、これもこの艦の機密性ゆえだ……すまないな』

「なんの！　今回はまだテスト航海。盛大な祝賀は守蛇怪を倒たおした時に取っておきましょう」

『うむ！　よくぞ申した』

「はっ！　では行って参ります！」

　ファンファーレも見送りもなく、ダ・ルマーギルド期待の新しん鋭えい艦かん、コードネーム『幸運艦』は発進したのである。










「敵てき影えい確認！　挑ちよう戦せん状にあった幸運艦だと思われます」

　ジャンプアウトした守蛇怪はすぐさま幸運艦を認知した。それはとてもダイダロスをベースにしたとは思えない、宝船のような派手な船だ。イムイムで静竜が通信を送って来たのは、守蛇怪と決けつ闘とうを行う為だったのだ。

「何かやけに派手というか……」

　リョーコが呆あきれたように呟つぶやく。

「正直、ダイダロスがベースと聞いた時は、緊きん張ちようもしましたが……その……」

「……撃うっていい？」

「気持ちは分かるけど……艦長？」

　霧きり恋こも判断を西南に放り投げた。

「敵艦からの通信です…………モニターに回しますか」

『ハァ～ッハッハッハ！』

　モニターが開き、静竜のどアップが映し出される。

『そこにいることは分かっているぞ！　山やま田だ西南…………おおうっ!?』

　と、いきなり相手方の映像が大きく揺ゆれた。

「雨あま音ねさん!?」

　理由は雨音が守蛇怪で攻こう撃げきしたからだ。

「………」

　西南の問いも無視し、雨音は無言で連射をしている。

『こ、こら！　まだ口こう上じようが、終わってな～～いっ!!』

　　　　×　×　×

「さっさと席に着け！　迎げい撃げきするぞ！」

「いや、待て！　まだ口上がっ!?」

「お前が相手を刺し激げきするような事をするからだろうがっ！」

「私が何をしたというのだ!?」

「相手の気持ちも考えろ！　お前は存在自体がイラッと来るんだ！」

　コマチには雨音の気持ちが痛い程に分かった。だからいきなりの攻撃は当然だと思っている。

「コマチ副長、何気に酷ひどいよな」

「だけど気持ちはよく分かるけどな」

「そうだよな」

　アラン達はヒソヒソと小声で話し合う。

「ええい！　お前達ものほほんとしていないで、戦せん闘とうスロット始動だ！」

「りょ、了りよう解かい！」

　と、何やらブリッジにスポットライトが点灯し、カジノのような施し設せつが暗くら闇やみから浮うかび上がる。

「イッツ！　ショウ、タ～～～～イム！」

　コンパニオンアンドロイドをはべらせた燕えん尾び服ふくを着たアンドロイド司会がそう宣言すると同時に、観客の声せい援えんが起こった。観客はもちろん幸運艦のクルー達だ。

「出来るだけデータを取ったらさっさと逃げるぞ！」

「了解！」

「何を今から逃げる話をしているのだ!?　私は必ず勝つ！」

「こいつはまだテスト段階なんだぞ！　それをよりにもよって初戦の相手に守蛇怪を選ぶなんて、正気の沙さ汰たじゃない！」

　そう。静竜は守蛇怪に、日時場所を指定した挑戦状を叩たたき付けたのだ。

「ハッハッハ！　まあ我々も楽しもうではないか」

　静竜はコンパニオンアンドロイドからカードを数枚受け取ると、それをコマチとアラン達に配った。

「ビンゴゲーム？」

「ダ・ルマー殿どの以下、幹部の方々から、就航祝いをたくさん貰もらっているからな。景品は豪ごう華かだぞ！」

　と、巨きよ大だいなビンゴマシンが回転を始めた。

「まずはＢの17番！」

　　　　×　×　×

「なっ、なんだ!?　敵の動きがっ！」

　それまで止まったマト状態だった幸運艦の挙動が劇的に変化し、守蛇怪の攻撃を躱かわし始めたのだ。

「機動力が上がったの？」

「ちがう！　こちらの攻撃を予測しているんだ！」

　霧恋をそう錯さつ覚かくさせる程に、幸運艦は軽かろやかに守蛇怪の攻撃を躱していた。

　　　　×　×　×

「ハッハッハ！　どうしたどうした山田西南。全く当たらんではないか」

「Ｄの21番！」

「おおっと、こちらは当たりだ！　リーチ！」

　静竜が手を挙げて宣言する。

「……マ、マジ？」

「当然だ！　ほらこれを見ろ！」

「ビンゴの事じゃない！　守蛇怪の攻撃をああも容易たやすく躱しているなんて……」

「フフッ。自分の仕事に少しは自信を持ったらどうなのだ？」

「なに？」

「お前があちこち駆かけずり回って集めて来た幸運だ。これくらい当たり前の事！」

　幸運艦プロジェクトがギルドの最重要案件とはいえ、幸運グッズは簡単に集まってきた訳ではない。もちろん金目当てでやって来る者も多かったが、確率変動を起こす幸運グッズを自分達でも持っていたい海かい賊ぞくは多いのだ。数の割に質が悪かったのもそのせいだ。

　コマチは彼あ方ち此こ方ちと駆けずり回り、幸運グッズを所持している海賊達を必死で説得して回っていたのだ。

「もともと敵であった私達には無理な仕事だったからな。不ふ甲が斐いない事だが、お前に面めん倒どうな仕事を押し付ける結果になった」

「……お前」

「さて！　ではそろそろこちらからも攻撃をしようではないか」

　　　　×　×　×

「ちっ！　攻撃を始めたか」

　顔には出さないが、雨音も霧恋もかなり焦あせっていた。回かい避ひの軌き道どうをことごとく塞ふさがれていたからだ。牽けん制せいの攻撃すらうまく行かず、こちらの意図は筒つつ抜ぬけだ。

「ミャア！　ミャア！」

　雨音達の操縦や射しや撃げき補助がここまで空から振ぶりさせられる事など前代未聞。まだ未熟な福ふくは困こん惑わくしながら定位置のテーブルの上をウロウロとし始めた。

「一度、超ちよう空間ジャンプをして距きよ離りを置きます！」

　それを見た西南はすぐさま決断した。雨音も霧恋もどこか相手を侮あなどっている感があり、特に雨音は静竜に対する嫌けん悪お感かんで、いわば夜中に部屋でゴキブリを見つけた状態だ。そのまま無視するのは嫌いや。何としてでも排はい除じよしないと眠ねむれない、といった感じだ。だが西南が相手から感じるのは、このままではジリ貧だという事。危険信号が鳴なり響ひびいているのだ。

「緊きん急きゆうジャンプ！」

「敵、魚ぎよ雷らい８、射出！　ジャンプ間に合いません！」

「共鳴爆ばく雷らい発射……！」

「重力波感知！　真横!?」

「なっ!?」

　それは至し近きん距離に超空間アウトしてくる海賊船だった。

（しまった！）

　西南が居る以上、他の海賊が引き寄せられる可能性は考えるべきだったのだ。しかし幸運艦との戦いに気を取られ、発見がわずかに遅おくれた。

　凄すさまじい衝しよう撃げきと共に守蛇怪が揺れ、シールド同士が干かん渉しようしてスパークを飛ばす。もちろんシールドの強度は守蛇怪が圧あつ倒とう的てきに上だが、それでもスポット的な穴が所々に空あいた。そしてその穴の中に、幸運艦の発射した魚雷が連続で侵しん入にゆうしたのだ。

　いかな守蛇怪とはいえ、シールド無しに魚雷の直ちよく撃げきを受ければただでは済まない。外がい殻かくが破損し、しかも次じ弾だんがその中に入り込んでしまったのだ。

「ギャン!!」

　悲鳴を上げた福の動きが止まる。

「メインシステムダウン！　コアに直撃!?」

「福!?　しっかりしろ、福！」

　テーブルに走り寄る西南は、痙けい攣れんを起こして伸のびている福を揺すった。福は意い識しき朦もう朧ろうとした状態で起き上がったが、まるで酩めい酊ていしてるようにフラフラッと西南の手に寄り掛かかった。

「フミャ～～……」

「システム切り替かえました！」

「緊急ジャンプ！」

　幸運艦の総攻撃を受けつつも、手動コントロールにより守蛇怪は小空間へと逃のがれたのであった。







「ガァ～～～ハッハッハッハッハ！　ハ～～～ハッハッハ！」

　ダ・ルマーは満面の笑みで笑っていた。それは幸運艦かん隊たいが水み鏡かがみを退しりぞけた時以上の喜びだった。

　広い会場には人こそ少ないが、その人数分以上のご馳ち走そうが所ところ狭せましと並べられ、美しいコンパニオン達がズラリと並んでいた。

「さあさあ！　遠えん慮りよせずやるがいい」

「まだ守蛇怪を倒たおしたわけではありませんぞ」

　だが静竜は不服そうにそう言った。

「確かに、あと少しの所で守蛇怪を逃したのは残念であったが、こちらとてテスト航行だったのだ。上出来といってもいいのではないか？」

「フン！　私の予定では、守蛇怪を倒した祝勝会となるはずだったのだがな」

「欲よく張ばりなヤツだ。だが次にヤツと出会った時には、決めてくれると信じているぞ」

「そこまでヤツを侮る訳にはいかんな。ヤツを逃にがした以上、何らかの対策を打って来るのは間ま違ちがいない。何しろヤツの後ろにはアカデミーがいるのだからな」

「なるほど……いや、お主の言う通りだ。それでこそ儂わしの見込んだ男だ。もちろんこちらとて、同じままで送り出すつもりはない。今回の戦果で幸運グッズの供出を申し出る者達も増えておる。もちろんビンゴの景品も豪華になるぞ」

「では更さらなるパワーアップを？」

「そうだ！　だから今日は勝利に酔ようがいい。主しゆ賓ひんが仏ぶつ頂ちよう面づらでは盛り上がらんぞ」

「了解した」

　静竜は、杯さかずきを手に立ち上がってアラン達に、

「さあ、諸君達も存分に楽しんでくれたまえよ！　勝利の宴うたげなのだからな！」

　そう高々と宣言した。

「おお～～～っ！」

　と、アラン、バリー、コーンも歓かん待たいのコンパニオン美女達に囲まれて歓かん声せいを上げた。

「海賊になって良かったぁ～～っ！」







「まさか守蛇怪が負けるとはねぇ……」

　銀河アカデミーの理事長室で、アイリと美み守かみは顔を付き合わせ、困惑の表情で話をしていた。

「しかも、静竜君を艦かん長ちようにしちゃってるなんて……ダ・ルマーギルドも思い切ったというか、それだけ追おい詰つめられているというか……」

「天南グループの系列店では今回の勝利で、バーゲンセールの真っ最中です」

「それはそれで凄すごいわよね。もしこちらが勝った時もバーゲンをするのかしら？」

「そうなのでしょう」

「勝っても負けてもバーゲンね……連盟込みで黙もく認にんしてるから、問題はないのでしょうけれど……さすが商売熱心よねぇ。まあ負けたとはいえ、西南君達が無事に帰き還かん出来たのだから、良しとしなくちゃね」

「……ホホホ。それにしては不満そうですね」

「守蛇怪は鷲羽わしゆう様の作だから手出しが出来ないんだもん」

「ああ、今回は完全に蚊か帳やの外ですものね」

　　　　×　×　×

　損傷を受けた守蛇怪は、アカデミー内にある鷲羽の秘密ドックで、改装修復を受けていた。

『ほうら、言わんこっちゃない』

　それ見た事かと、瀬せ戸とはふんぞり返る。だが鷲羽は平然と作業に没ぼつ頭とうしている。

「ちょうどいいハンデだって言ったろ？　この程度なら想定内、というより逆に喜ばしい事だよ」

『その理由は？』

「経験の蓄ちく積せき。弱点の洗い出し。実際に西南殿どのの力量を見る事も出来たしね。ありゃ、なかなか見事な引き際ぎわだったわよねぇ」

『でもおかげで霧恋ちゃん達が落ち込んじゃって……。私だって幸運艦隊には苦にがい思いをさせられたから、気にするなとは言っておいたんだけれど』

　霧恋達は状じよう況きようを見み誤あやまった事で、守蛇怪を大破させた事と、福に怪け我がをさせた事を悔くやんでいるのだ。

「福は、あの子の場合は、西南殿というご主人を持った事と、戦せん闘とう艦として生まれて来た宿命のようなものだよ。まあ本人がケロッとしてるからいいんじゃない？」

『そこら辺の図太さも西南殿の影えい響きようかしらね』

「クックック。凄い勢いで経験値が蓄積されていくから楽しくてさ。西南殿には感謝だ。それに霧恋殿達だって、例のサブシステムの構築が今回、役に立ったんだからさ」

　福のコントロールが不能に陥おちいった時、以前、霧恋達の構築したサブシステムを起動させて難を逃れたのだ。もちろん緊急時の待たい避ひプログラムはあるが、幸運艦相手だと初動に時間がかかれば、もっと被ひ害がいが拡大した恐おそれがある。

「そうそう！　今回の戦闘でもう一つ、霧恋殿達の確率補正の詳しよう細さいが分かったよ」

『本当？』

　身を乗り出す瀬戸の前に、データモニターが起動する。それをサッと確認した瀬戸の表情が驚おどろきのそれへと変化した。

「面白いだろう？」

『……確かに、あの途と轍てつもない確率の偏かたよりからすれば、考えられる事だけれど……西南殿の気持ちを考えると、それが確率の偏りのせいだなんてねぇ……』

　相手に迷めい惑わくをかけていると、いつも不安を抱かかえている西南がこの事を知れば、下手をすれば地球に帰る決断を下すかもしれない。

「気にする事は無いんじゃない？　縁えんがあって出会って、そんでもって相あい性しようが合った……それだけの事さ。どちらにしろ、いろいろと大勢押っつけるつもりだったんだから、今さら悩なやんだフリなんて似合わないよ」

『落とし所が難しい、って言ってるのよ！』

「クックック。その為ための権力なんだろ？　樹じゆ雷らい、世せ二に我わ、アカデミー……面倒なしがらみも、この時の為なんじゃない？」

『……それもそうなんだけれど、それだけで動くような娘達じゃないから問題なのよ』

「そこは西南殿の存在ってのが鍵かぎだね」

『珀はく蓮れんちゃん達がどう動くかも問題だし……。ただ……鏡に関しては、どうしたものかしらねぇ』

　瀬戸の鏡である以上、彼女が西南に自身の存在を明かす事も、共に居る事も出来ない。ただ遠くから見守るだけなのだ。

「なるようになるさ。西南殿の確率の偏りが、安定化を求めて相手を引き寄せているのは間違いないんだからさ。西南殿程の偏りが、これだけ派手に動き回っているんだ。時間はかかろうと、どこかで補正は働くだろうさ」

『そうだといいけれど』

「霧恋殿達と珀蓮殿達、もう既すでに二組も揃そろってるのが何よりの証しよう拠こさ。それよりもチェックする範はん囲いを広げようと思ってるから、協力お願い」

───正まさ木き霧恋、雨あま音ね・カウナック、リョーコ・バルタ、ネージュ・ナ・メルマス。

───火か煉れん、玉ぎよく蓮れん、翠すい簾れん、珀蓮。

───正木月つき湖こ、九く羅ら密みつ美守、※、鏡・瀬戸。

───※、福、キルシェ、※。

───※、※、立たつ木き林りん檎ご、※。

　瀬戸の見ているリストにはこう表記されていたのである。

『……アイリちゃんはさすがに入ってないわね』

「ああ、アイリちゃんは幸いな事に規格外だった」

　地球での少女化をきっかけに、瀬戸と鷲羽の間では『アイリちゃん』が固定となったのである。

『それはよかったわ。あんなのまで押し付けるのは、さすがに心が痛むもの』

「アイリちゃんに関しては、飼い主の遥よう照しよう殿に責任を取らせるのが筋ってものさ。まあ何だかんだいって、それなりに二人共満まん喫きつしているみたいだし、あるいは来年には面白い事になってるかもしれないよ」

『ほほぉ……面白い事とは？』

　瀬戸は興味深げに顔を近付けて来る。

「クックック。水みな穂ほ殿どのに弟か妹ってヤツだよ」

『それは何より。そうなればアイリちゃんも、少しは大人しくなるでしょうね』

「ケッケッケ。その水穂殿には気の毒だけれど、ちょっと合わなかったね」

『そちらは凄く残念だわ。うまく鬱うつ憤ぷんの解消が出来ればと、期待したんだけれど』

「早めに次候補を育てて解放してあげるんだね。でないと下げ克こく上じよう、って事になるよ」

『……もう既にそれに近い状態だけれどね』

「そりゃ樹雷にとっては何より。本人にとっちゃ不幸だね」

　瀬戸を超こえる人材が出て来るのは幸い、その為、女としての幸せからは遠のく。

『話は変わるけれど、守蛇怪復帰はいつ頃ごろになりそうなの？』

「ん？　そうだね……今回はコア部分に直ちよく撃げきを受けたから、強化修復には時間をかけたいんだよ。福もまだ成長途と中ちゆうだし、ちょっと大事を取ろうって言ってあるけど……急ぐんだったら加速空間って手もあるけれど？」

『いいのよ、聞いてみただけ。ここで無理をさせる訳にはいかないし、幸運艦もテスト段階だったらしいから、すぐには動かないでしょう。何より今回、わざわざ挑ちよう戦せん状を叩たたき付けてきた事から、相手の……というより静竜殿の目的はあくまで守蛇怪。その目標達成まで動かないでしょうね』

「正々堂々、真正面からっていうタイプか。それはそれで有り難いけど、その分、向こうも強化してくるだろうね」

『何か策はある？』

「過保護はよくないわよ。要は知ち恵えと創意工夫、後は努力と根性だ！　簡単なパワーアップで勝っても本人達の為にはならないし、すぐに行き詰づまるよ。そこら辺は西南殿が一番熟知しているだろうけどさ」







　　15「ファッション・ショー」







「やれやれ、アイリ様の気まぐれにも困ったモノですね」

「アイリちゃんでいいですよ、あんな人！」

　アイリの秘書長はムスッとした顔で吐はき捨すてるように言った。

「時間的には多少のデザイン変へん更こうは可能ですけどね」

「そのきっかけがふざけていると言うんです！」

「……まあ、ねえ」

「旦だん那な様と学生ごっこに浸ひたってるだけならまだしも、参考閲えつ覧らん会に出させろだの、もっと可愛らしいデザインにしろだの、もっと露ろ出しゆつ度どの高いのにしろだの、思い付きで言う度が過ぎています！　だいたい『興味が無いからそっちで決めて』とか言って、仕事をこちらに押し付けて来たのはアイリちゃんなんですから」

「ホホホ、若い身体からだになって、テンションが上がっちゃったんでしょうね」

「デザイナーとの調整もあるから、明確な理由を教えて下さいと言ったら、なんて言ったと思います？　『ムラムラしないから』とか言いやがったんですよ、あの小こ娘むすめ！」

『アイリちゃん』から『小娘』にランクダウンしたようだ。まあＧＰの次期制服を決めるのに、怪あやしげなイメクラ的嗜し好こうで口出しされれば、秘書長が切れるのも無理は無い。

「西せい南な君の活かつ躍やくで、ＧＰの活動範囲、業務範囲の拡大に伴ともない、新コスチュームでのイメージ刷さつ新しんを計るというコンセプトなんですから、アイリ様の仰おつしやる可愛らしいデザインも、露出度……というよりアダルトなイメージのコスチュームを、という意見も一いち概がいには無視出来ないでしょうけど……」

「あの小娘が言ってるのは、警察部門の一いつ般ぱん用についてなんですよ！　現場に立つ隊員に風ふう俗ぞく嬢じようとかホストみたいな格好をさせるわけにはいきませんでしょう？」

「ごもっとも……それで、私に何をしろと？」

　とりあえずアイリの擁よう護ごもここまでだ。

「ＧＰ関連の決定権は、前長官が降格されてからは美み守かみ様が握にぎってらっしゃるも同然ですから、もうあの小娘の意見は無視するように、関係各所への根回しをして下さるようお願いしたいんです。あの小娘への対処はこちらが責任を持ちますから！」

「アイリ様が実力行使に出た場合は？」

「天てん女によ様を始め、技術系、実働部隊系、交友関係等々、全部署の人達も協力を約束してくれています……と言うよりあの人、もともと大して人望はありませんから」

　アイリの場合、人望は無い代わりに、好かれてはいるし面白がられてはいる。例えて言うなら興奮して誰だれ彼かれ構わず飛びかかり、相手の服を泥どろだらけにしつつ顔を舐なめ回す、放し飼い状態の大型犬といったところだ。そしてアイリには、他の哲てつ学がく士にある狂きよう気きといった部分は無いに等しく、他者から迷めい惑わくがられてはいるが恐おそれられてはいない。誰かを心しん酔すいさせる要素がほとんど無く、今回のような事があっても、数日したらケロッと忘れている学習能力の無さというか、能天気さが要因だ。

「ホホホ、そういう事なら仕方ないわね」

「ありがとうございます！　打ち合わせがありますのでこれで失礼します」

　秘書長は大きくお辞じ儀ぎをすると、すぐさま理事長室を出て行った。




「ミャア……ミャア」

　守かみ蛇だ怪けの圧縮空間にある大型環かん境きよう区の中を、医い療りよう棟とうは浮ふ遊ゆうしながら巡めぐっていた。それは入院中の福ふくの気を紛まぎらわせる為ためなのだが、まだ子供、というより赤ちゃんの福にとっては、その絶景も退たい屈くつを紛らわせるものでは無い。福は手足をバタバタさせながら、不満げにお守もり役の火か煉れんを見つめていた。

「だめよ、大人しくしてなさい」

「ミィ……」

　火煉に叱しかられ、福はシュンとなる。

「クスッ。そう言われても退屈よねぇ」

「しかたないでしょ玉ぎよく蓮れん。コアが完熟すれば無理も利きくそうだけれど……今回は成長期という事もあって、大事をとろうって話なんだから」

「実際はもう痛みも感じないし熱もないとなれば、小さな子にただ寝ねていろというのは酷こくというものだわ。火煉なんかは、そうだったんじゃない？」

「うっ……」

　珀はく蓮れんの言葉に火煉が頰ほおを赤らめる。特に活発な火煉などは、ちょっと良くなるとすぐにベッドから抜ぬけ出すタイプだ。

「福ちゃん、あと一日、大人しくしていましょうね。……いい子にしていたら、西南様も褒ほめて下さるわ」

　翠すい簾れんが優しく語りかける。

「ミャア？」

「ええ。だから大人しく……ね」
















「ミャウ！」

　翠簾にそう言われ、福はバタつかせていた手足をピタッと止めた。

「良い子ね。……じゃあご褒ほう美びに火煉がお話をしてくれるって」

「ミャウ！」

　福は期待に満ちた目で火煉を見た。シッポがパタパタと音を立てている。

「おっ、おい翠簾!?」

「いっぱい、お話したら疲つかれました。後で代わりますので最初はお願いします」

　翠簾はさっと踵きびすを返し、ソファーに向かった。

「お、おい……」

「クスッ。お話してあげなさい。火煉はそういうの、好きでしょう？」

　火煉は昔話や童話といった話が好きで、特に異様に充じゆう実じつした守蛇怪のライブラリーを、暇ひまがあれば覗のぞいているのをみんな知っているのだ。

「後で私達も交代するから」

「ミャア。ミャア」

「……分かったわ、珀蓮」

　福のキラッキラの目に観念したのか、火煉は大きく息を吸って気分を落ち着けると、優しい口調で話を始めた。




　その頃ころ西南達はブリーフィングルームで、幸運艦との戦いを検証していた。

「こう見ると、かなり不用意な戦い方をしているわね。もちろん敵の回かい避ひや攻こう撃げきが普ふ通つうじゃないのも確かだけれど……」

「大たい抵ていの場合、守蛇怪の性能と雨あま音ねさんの射しや撃げき、操縦の腕うでがあれば、なんとでもなってきましたからね」

「幸運艦相手では、それは通用しないという事だわ」

「しっかし、静せい竜りようのアホに負けたってのがムカつく！」

「でももっとアホなのは私達よ」

「分かってる、分かってるよ！　でもな……でも！　あ～～～イライラする！　ちょっと体動かしてくる！」

　雨音はドカドカと乱暴な足取りでブリーフィングルームから出て行った。

「雨音さん!?」

「雨音が一番堪こたえているのよ。発散したら帰って来るわ」

　霧きり恋こは追いかけようとする西南を制した。

「それにしても、本当に西南君の撤てつ退たいタイミングは絶ぜつ妙みようでしたね。こうして客観的に見ているからこそ分かる事ですが、あの時は全然そういう感じではありませんでしたから。これは私が海かい賊ぞく側だった時、西南君に引き寄せられてた状じよう況きように似ています。もしあの時に西南君の判断がなかったらもしかして……」

「それでも、福を危機に追い込んじゃったのは、俺のせいです」

「誰の責任かなんて、言っても始まらないわ。瀬せ戸と様も気にするなって仰っていたでしょう？　エルマさんの言う通り、あれは西南お兄ちゃんの悪運と同じ類たぐいのモノなんだもの。とにかく、どう対処するかを話し合う方が建設的だわ」

「その通りね」

「ねえ、西南お兄ちゃん。お兄ちゃんはこういう時、どうするの？　悪運に対してどういう対処を心がけているの？」

「あまり意識した事はないけれど……。頭をリセットして、基本的な事を繰くり返す……って感じかな？」

「基本的な事かぁ……。悪く言えば読まれ易やすいという事ですけれど……」

「どう組み立てるかのバリエーションは無限だわ。結局、どんな技術も基本の延長線上にあるモノだもの。それで勝てないのは、熟練度が足りないって事なのよ……って、遥よう照しよう様によく言われたのを忘れていたわね」

「遥照様って、アイリ様の旦那様の？」

「正まさ木きの村では、武術の基き礎そは遥照様に教えていただくの。ねえ、西南ちゃんも習ったでしょう？」

「ええ、俺の場合は主おもに応急措そ置ちとか、危機からの逃にげ方なんかですけど」

「雨音が戻もどって来たら、いろいろプランを立てて訓練をしましょう……ん？」

　一応の結論が出たその時、コール音と共に珀蓮の映ったモニターが起動した。

「珀蓮!?　福ちゃんに何かあったの？」

『いえ、西南様にお客様です』

「俺に？」

『お久しぶりです、皆みなさん』

　珀蓮の後ろ、美守の隣となりで頭を下げたのは、雨音の母親だった。

　　　　×　×　×

　西南と雨音の母親は二人っきりで、守蛇怪の職員用居住区中央公園のベンチで話をしていた。

「今度のファッションショーに雨音さんを!?」

「はい。ご存じのように、今度のショーは、ＧＰとアカデミー職員のための新制服発表会ですので。どうしても、雨音に出てもらいたくて」

「はぁ……でも、雨音さんは……」

「ええ。恐らく素直に『うん』とは言わないと思います。ですからぜひ西南さんに口くち添ぞえをお願いしたいのです」

「それは構わないんですが……今のままでは……」

　誰が説得しても無理なのは目に見えている。

「本ほん音ねを言いますと……私もこんな危険な仕事は辞やめて欲しいと思っています。ですがあの子が決めた事なら、と……。もちろんあの人も、もう心の中では許しているのですが、何しろ二人共意地っ張りですから」

「雨音さん、前に『モデルの仕事は好きだ』って言ってましたから」

「そうですか」

　母親が子供の事で心を痛めている姿は痛々しい。特に西南は自身の記き憶おくとも重なり、尚なお更さらだ。

「分かりました。そういう事なら出来るだけのお手伝いはします」

　　　　×　×　×

「嫌いやです！　私はもうＧＰの人間です。いまさらモデルなんて出来ません」

　ＧＰアカデミーの校長室に、西南と共に呼び出された雨音は、腕うで組ぐみをしてそっぽを向いた。

「ホホホ、そのＧＰの人間として参加しなさいって言ってるんだけれど。つまり命令……なんだけどね」

「嫌なものは嫌です！　だいたい何でここに西南が居るのですか？」

「それはもちろん、守蛇怪艦かん長ちようとしてですよ。雨音さんは現在、守蛇怪のクルーなのですから、その艦長に了りよう承しようを取るのは当たり前でしょう？　もちろん雨音さんの説得役も兼かねてます」

「クッ！……ぬけぬけとぉ」

「ホホホ」

　美守は悪びれた様子もなく、ぬけぬけと笑った。

「だいたいＧＰ制服のショーって、明日あしたが内覧会じゃなかったですか？」

「別に急な仕事は珍めずらしくはないでしょう？　ましてや今回はプレタポルテ、既き製せい品ひんを使用するんですからね」

「クッ……西南！　いや艦長！　艦長も私と父親の関係はご存じでしょう？」

「……ねえ、西南君」

　西南がその質問に答える前に美守は言葉を被かぶせた。

「はい？」

「西南君は、雨音さんのモデル姿、見たいと思わない？」

「それは……もちろん見たいです」

「……えっ!?」

「前に友達がすっごく綺き麗れいだったって言ってたし……それに、実は以前、初任給を貰もらった時に買い物に行ったんですが、その時に、たまたま立ち寄ったお店の人に、店頭用のＰＶをいただいて……」

「ＰＶって、あのランジェリーショップ!?」

　思わず声を上げた雨音は慌あわてて口を押さえた。あの時、西南をストーキングしていた事は内ない緒しよだからだ。

「店頭用ＰＶって、もしかしてランジェリーメーカーの、ロングバージョン？」

「……今でも時々見てます」

　ランジェリー宣伝のＰＶを見ているなどというのは恥はずかしいが、雨音の母親との約束もある。それにあのＰＶ自体、年ねん齢れい規制のあるモノでは無いし、映像としての出来も一級品だし、何よりも映像もモデルもとても美しい。

「だ、そうだけど、どうする、雨音さん？」

「……ま、まあ……艦長命令じゃ……仕方ないわね……」

　あのＰＶは雨音の映像の中でも最高傑けつ作さくだと、雨音自身も思っているものだ。それを何度も繰り返し見ていると言われて悪い気はしない。物がランジェリー姿だけに凄すごく恥ずかしいが、それ以上に嬉うれしさも大きい。結果、父親との確かく執しつなどどうでもよくなったのだ。そして雨音が了承した一番の要因は、やはりイムイムでの経験なのである。

「ホホホ、それじゃ決まりですね。では早さつ速そく打ち合わせに行きましょう」

　　　　×　×　×

「放せ！　放してくれや～～～！　なあ霧恋はん、ワイは行かなあかんねん。ワイは旦だんさんのＮＢとしての使命を、旦さんの命を守る使命を果たさなあかんねん！」

　強力な拘こう束そくジェルで固定されたＮＢは、ジタバタともがきつつ絶ぜつ叫きようしていた。

「聞いていますよ、アイリ様。何やらＧＰ隊員の新コスチュームに難なん癖くせを付けて、怪あやしげな露ろ出しゆつ度どの高いモノにしようとしていたそうですね」

「ちゃ、ちゃう！　ちゃうねん！　そりゃちょっとやり過ぎたかな～～っとは思うてんねんで。ワイかて秘書連中に結けつ託たくされたら怖こわいんや、今更邪じや魔ましようとは思わへんがな」

「とにかく美守様からはＮＢを野放しにはしないようにと、きつく申し付けられていますので悪あしからず」

「…………まあ、ワイの事はそれでしゃあないけどもな。旦さん放っといてええんか、霧恋はん？」

「どういう意味です？」

「わざわざ部外者の旦さんを、打ち合わせに連れて行った理由はなんや？」

「今回の制服のデザインはカウナックが担当なんですから。雨音のお母様がみえられたのも、西南ちゃんに雨音を説得してもらおうと……まだ他に何か意図があると？」

「これはまだ未確認の情報なんやけどな。旦さんの見合いも兼ねてるらしいんや」

「なっ!?　どういう事です？」

　霧恋の表情が強こわ張ばる。

「今回、モデルに選せん抜ばつされたんはトップモデルの面々や。中にはあのベガもおるっちゅう話や」

「ベガって……あの雨音さんとトップを争っていた、あの？」

「旦さんをカウナックに引き込めば、自動的に雨音はんも戻って来る可能性は高いやろうからな。その為ための餌えさやちゅう話や」

「西南ちゃんはそんなモノに惑まどわされるような子じゃありません！」

「確かに旦さんと一いつ緒しよにおる女性は、トップモデル顔負けの玉蓮はんを筆頭に、ごっつ美女揃ぞろいやけどな、ちょっと気になる事があんねん」

「何が気になるのよ？」

「旦さんな、時々、どこから手に入れたか知れへんけど、有名なランジェリーの店頭ＰＶやＣＭとか熱心に見とる事があってな」

「ランジェリーのって!?」

「霧恋はんも見た事あるんやないか？　雨音はんがまだモデルしとった時のやつで、かなり有名なやつやけど……まあそれはええ。問題はそこに映っとるモデルや。今回のショーにも同じモデルがぎょうさん出とる、そう言うたら、ちょっと気になるんとちゃう？」

「…………」

　霧恋の気持ちが揺ゆらぎ始めた。何度も見ている程、気に入っている映像なら、そこに映っているモデルにも、なにがしかの思い入れがあるという事だ。ならもしその実物と出会い、もしその女性達が見合いの相手となるなら……。

「これは由ゆ々ゆしき事態です！」

「[image: !!?]　エルマっ、いつの間に??」

　いつの間にそこに居たのか、エルマは霧恋の後ろに仁に王おう立ちしていた。

「霧恋さん！　これはちょっと問題ですよ！　私達はおろか、西南君の保護者である霧恋さんに一言も無く、勝手にそんな事をするなんて許せません！」

「そ、そうかもしれないけれど、でも……ＮＢ、というか、アイリ様が口から出任せを言っている可能性も高いわよ」

「事の真しん偽ぎは直接確認して判断すればいい事です！　でも万が一にもそういう事があったとしたらどうします？」

「それは……」

　霧恋が躊ちゆう躇ちよするのは、これがＮＢ情報であるという事と、美守が絡からんでいるからだ。美守なら霧恋に黙だまってお見合いを勧すすめる事はしない筈はずだ。だが問題はその主導者が別人で、美守も知らない場合だ。

「それにモデルの人達が、もし西南君の確率の偏かたよりを軽く考えて近付いて来るようなら、危険だと思いませんか？」

「せやな。エルマはんの言う通りやで」

「……わかったわ」

　霧恋の中で天てん秤びんが傾かたむいた。これもまたイムイムの成果だ。







　転送ゲートで外周リングに向かった西南達は、迎むかえに来ていた黒くろ塗ぬりの、いかにも高級といった感じのリムジン型車に乗り込んだ。雨音はすぐさまショーの進行表をチェックし始め、西南はちょっと落ち着かない様子で、豪ごう華かな車の内装や外の景色を見ていた。

「あ、あの……俺も一緒なんですか？　何か凄い場ば違ちがいな感じなんですが……」

　不安そうに、それでも集中している雨音の邪魔をしないよう、そっと小声で美守に声をかけた。何しろ車は王族とかが使いそうな高級車、走っている場所は最高級のビジネス街で名高い場所だ。

「あら、もっと凄い場所にも行った事があるでしょう？　天樹の皇おう族ぞく居住区とか、樹じゆ雷らい皇様のお部屋にも、皇おう家けの船の居住区にも行ったのでしょう？　あそこはここなんか比べものにならないくらいの、ある意味、この世界の頂点の一つなのですよ」

「それは仕事だったから……」

「これも仕事ですよ。守蛇怪艦長として、こういう場所にも慣れておきなさい」

「はあ……」

「良い機会ですから、少し今後のマスコミの対応について説明しておくわね」

「マスコミ!?　それってどういう意味で……??」

「この世界にも地球と同じく、マスコミという存在はあります。西南君もテレビくらい見ているでしょう？」

「は、はあ……確かに」

　銀河アカデミーにも報道番組はある。もちろん地球と同じく真ま面じ目めなモノからゴシップの類たぐいまで様々だ。

「守蛇怪の艦長である西南君は、タレント並に注目されている存在なのですよ。君には話していませんでしたが、以前からマスコミからの取材要よう請せいが来ています」

「えっ？　でも、それらしい感じは無いんですけど」

「アカデミーは特に、いろいろな機密を扱あつかう場所ですから、プロ一いつ般ぱん問わず、報道関係にはかなり厳重な規制がされています。西南君の警護レベルが一段階上げられると同時に、君関連の情報はトップシークレットとなり、最高度の情報規制がされます。もともと西南君はまだ未成年ですし、守蛇怪や福ちゃん、それに関係する鷲羽わしゆう様の存在とか、トップシークレットに該がい当とうする部分もあります。ですが何より、確率の偏りの問題もありますしね、ホホホ」

　取材が過熱すれば、西南の確率の偏りに巻き込まれて大惨さん事じ、という可能性もある。西南が報道関係、というよりゴシップ関係を敵認識すれば、海かい賊ぞく同様の目に遭あう可能性があるという事である。

「……ご迷めい惑わくをおかけします」

「ですがその代わり、取材協定で部分的ですが定期的に情報公開はしていますから、海賊討とう伐ばつに戦果を上げている、謎なぞの戦せん闘とう艦かんの噂うわさは出ているでしょう？」

「友達にそういう話があるとは聞いていますが……」

「もっとも取材規制が出来るのは、アカデミーや各国の主要な大都市圏けん位ですから、それ以外の場所では、時として非常識な取材攻こう勢せいを受ける事もあります。ですから今後その事を肝きもに銘めいじておいて下さい。対処の仕方は、その内にレクチャーがあると思います」

「分かりました……。なんかちょっと、複雑な気分ですが」

「それと関連する事なのですが、現在西南君は未成年ですから、立ち入り規制をされている場所があります。大人用の歓かん楽らく街とかがそうですが、それも成人すれば規制は外されます。しかしそういう場所は、あまり好ましくない人間もいますから、報道協定が機能しない所も多々あります。ですから西南君の場合は、逆にトラブルを避さける為に、特別な行動規制と立ち入り禁止地区規制が新たに設定されます」

「結局行けない場所が増えるって事ですか？」

「行ける場所も増えますが、行けない場所も増える、といった感じですね」

「何か複雑ですね」

「アカデミー外周リングの内側では、まず問題はありませんが、それ以外の国やステーションでは自由に出歩く事は出来なくなるの。どうしてもという場合は、事前に申しん請せいを出して了りよう承しようを受ける必要があります。君には気の毒だとは思いますが、警護と確率の偏りの問題上、仕方ない措そ置ちなの」

「そういう事なら、どうぞ気になさらないで下さい。地球にいた頃ころも、遠足とかに参加しないでくれとか、実家のお店には近付くなとか言われてましたから、いつもの事です」

「ありがとう、そう言ってもらえると助かるわ」

「おっし！　終しゆう了りよう！」

　美守と西南の話が終わるのを見計らったように、雨音はそう言いながら顔を上げた。

「もう終わり？　さすが慣れていますね」

「ショースタイルとしてはベーシックなものですから。使うステージも知っている場所だし、演出家も馴な染じみだし、それに私の出番もそれ程多くありませんから。まあ後は、向こうでバカ親父おやじが変な事を言い出さなきゃ、問題は無いと思いますけどね」

　　　　×　×　×

　リムジンは広い庭園を持つ、イベントホールとホテルを兼かねた建物の地下へと入って行った。地下といっても裏口といった感じはなく、上の隙すき間まから光が降りそそぐ庭園の場所である。

　リムジンが止まるとホテルの従業員が駆かけ寄より、ドアの横で一礼した。

「西南君は私とこのまま乗っていて下さい」

「は、はい」

「んじゃ、後でね」

　雨音は西南達に小さく手を振ふると、スッと優ゆう雅がな身のこなしでリムジンから降りた。と、その瞬しゆん間かん、雨音はフラッシュの閃せん光こうに包まれた。

　動き出したリムジンの後部から覗のぞくと、雨音が大勢の人間に取り囲まれているのが見えたのだ。

「あらあら、さすがに雨音さんだわ。凄すごい報道陣じんね」

「あれを見て何となく実感しました」

　リムジンはそのまま、さらに一階層下の場所へと到とう着ちやくした。そこは先程の場所よりも豪華な感じだ。しかもズラッと並んだ従業員達は、上の階よりも人数は多いくらいだ。

「上はプレスへの顔見せ用で、こちらがＶＩＰ用の玄げん関かんなのよ」

　従業員がドアを開くと、美守は先程の雨音に負けない優雅さで車を降りたが、西南は辺りをキョロキョロ見回しながら緊きん張ちようの面おも持もちで、ちょっとよろけつつ、車から降りた。

「ホホホ、すぐに慣れろと言っても無理なのかしらねえ？」

「何と言うか……皇家の船の中も天樹だって、確かにここよりは遥はるかに凄い場所でしたけれど、不思議と威い圧あつ感かんは無かったんです。そこに居る人達も視覚的には緊張しましたけれど……なんだか心地良い感じがあって……」

「そういう事なら理解出来ますよ。言わばここは、来客者の自尊心を満足させる為の場所ですから、どうしても見み栄ばえが優先になりますし、人工的で華か美びになりやすいのですよ。それに比べ皇家の船や天樹は本来、生活の場所ですから」

　美守の言葉に、西南は納得したように頷うなずいた。

「非日常的な空間を提供するって言えば聞こえが良いけど、早い話が見み栄えの産物よ」

　西南達の話を聞いていたのか、西南の居い心地ごこち悪そうな姿を見て察したのか、雨音はそう言いながら中央ホールの階段を降りて来た。

「到着早々、お疲つかれ様さまでしたね。久しぶりに報道陣に囲まれたご感想は？」

「面めん倒どう臭くさいです！　久しぶりだから、色々とついで質問が多くてうんざりです。特にあのクソ親父の意図が見えるので余計に、です」

　雨音は頰ほおをプクッと膨ふくらませた。

「まあまあ、これもＧＰの宣伝の為ため。ひいては西南君のイメージアップの為ですよ」

「本当でしょうねぇ？」

「雨音！」

　と、雨音が美守に詰つめ寄ろうとした時、雨音が降りて来たのと向かい合った階段から、雨音の父が声をかけて来た。派手な外見の親子と豪華なホテル。そのロケーションは、ちょっとした映画のワンシーンのようだ。しかし感かん涙るいにむせぶ雨音の父とは対照的に、雨音は顔を歪ゆがめ、美人が台無しの本当に嫌いやそうな顔だ。

「親父……」

「帰って来てくれて嬉うれしいよ」

「はっ？」

　父親の言葉に一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとなった雨音の間かん隙げきを突いて雨音の父が抱だき付いた。

「私のショーのため、ＧＰを辞やめて来てくれるとは……なんと親孝行な娘むすめなんだ！」

「おい、こら、ちょっと」

「お前が戻もどってきてくれて、これでカウナック家も安あん泰たいだ」

「人の話を聞けっ！」

　父親を必死で引き剝はがそうとドタバタする姿を、微笑ほほえましそうに見ている雨音の母の所へ、西南は巻き込まれないように遠回りで近付いた。

「ご協力、感謝いたしますわ」

「あの……雨音さんのお父さん、ＧＰの事はもう許してたんじゃ？」

「ええ、もちろん私は許してますわ」

　雨音の母親はコロコロと悪びれた様子もなく、にこやかに笑った。

「……雨音さんのお母さん。本気で仲直りさせようという気、あります？」

　雨音の母親なら彼女の性格くらい把は握あくしている筈はずだが、どう考えてもこれは逆効果としか思えない。

「ええ、もちろん。だってもうあんなに仲良く」

「…………」

　確かに雨音の父は、もの凄く嬉しそうに熱ねつ烈れつ歓かん迎げい状態だが、雨音は心底嫌がっているのは誰だれの目にも明らかだった。

　　　　×　×　×

　父親の腹に容よう赦しやないレバーブローを叩たたき込んで引き剝がした後、準備会場へと向かって雨音は肩かたを怒いからせながら歩いている。雨音の怒りに巻き込まれないよう、西南と美守は少し離はなれて後に続いていた。

「親父のヤツ～～～ッ！」

「あの……すいません。オレが雨音さんのモデル姿を見たいなんて言ったから……」

「そうだぞ！　西南のために出るんだからな、目め一いつ杯ぱい感謝しろよ！」

「あ、はい、それはもう……」

「でもランジェリーショーじゃなくて残念だったな。っと、そうそう！　バックヤードなら着き替がえは見放題よ。私を含ふくめてね♡」

「ええっ!?　あっ、いや、俺は客席の方で見させて……」

「警備の問題上、客席の入場は出来ませんよ。それに明日あしたは幹部の方々の内覧日ですからやはり客席には立ち入り禁止です」

　逃にげ出そうとする西南の逃げ道を美守が塞ふさぐ。

「ええっ？　じゃあ、俺は……」

　西南の戸と惑まどう姿を見て、雨音はニマ～ッと表情を崩くずし、機き嫌げんを直したようだ。サッと西南の首に腕うでを巻き付け、引き摺ずるように歩き出す。

「よっし！　じゃあ行こう、さっさと行こう！」

「そんなに引っ張らないで下さいよ」

「ホホホ」

　と、歩いていく三人の後ろ、床ゆかや壁かべを磨みがいているビン底メガネとマスクをしている清せい掃そう係が二人、ジッと西南達の様子を窺うかがっていた。それは変装している霧恋とエルマだ。

「まずいですね……バックヤードのモデルさん達って、結構明け透すけでほとんど裸はだか状態だという話ですよ。そんな場所に西南君を連れ込むなんて」

『霧恋様、全員配置につきました。現在の所、異常はありません。ただモデルのベガが少し遅おくれているようです』

「了りよう解かい。ねえ火煉、西南ちゃんがバックヤードで見学するようなんだけれど、向こうの様子はどうなの？　仕切りとか関係者用の控ひかえ室とかはあるのかしら？」

『ワンフロアそのままですね。仕切りのような物は見あたりませんが、男性スタッフも多く見受けられます』

「そう、分かったわ。また何かあったら連れん絡らくをちょうだい」

　霧恋は通信を切ると、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「雨音さんを仲間に引き入れたい所ですが、問題はアイリ様情報を伝えて大だい丈じよう夫ぶなのかどうかですね」

　アイリの言う事が本当だとして、雨音が西南と共にカウナックに帰る選せん択たくをする可能性も捨て切れないのだ。

「アイリ様の情報の真しん偽ぎをまず確かめるべきでしょうね」

　　　　×　×　×

　守蛇怪の医務室では、ネージュが一人、福の医い療りようカプセルの前に座っていた。

「ネージュはんは行かんでもええのんか？　旦だんさんの事、心配ちゃうんか？」

「ったく、しょうがないお姉ちゃん達よね。あんなくだらない噓うそに惑まどわされてね」

「ミャア」

　硬こう化かジェルに拘こう束そくされているＮＢで爪つめ研とぎをしながら、福は相あい槌づちを打つ。

「う、噓ちゃうで！　あくまで可能性の話をしただけや。雨音はんを引き戻そうとしているんは確かやし、旦さんがランジェリーのＰＶを見とるんも確かや。ワイはそれらが結びつく可能性を示し唆さしただけや」

「秘書軍団に結けつ託たくされて、美守様にも無視されて。そんなアイリ様に出来る嫌がらせはこの程度でしょうね」

　ネージュは冷たい目で見下ろす。

「ううっ……みんなワイを蔑ないがしろにしおって。ワイかて怒る時は怒るんやで」

「ミャア」

「あったたたた！　こんケダモン、ワイの繊せん細さいなお肌はだで爪研ぐんやない！」

「ミャア！」

「爪研ぐな言うとるやろって、このっ！　このっ！」

「ミャア！　ミャア！」

　福とＮＢのやり取りをネージュは呆あきれ顔でジッと見つめていた。




　ショー会場の控え室へと颯さつ爽そうと入って行った雨音は、中をぐるりと見回した。雨音の登場にその場の喧けん噪そうが一瞬にして静せい寂じやくへと変わった。

「ああ……懐なつかしいな、この雰ふん囲い気き……」

　雨音が嬉しそうにそう言った途と端たん、雨音の視界の隅すみにモデルやスタッフ達を渡わたり歩きながら、笑顔で話しかけている父親の姿が映った。

「いや～～ぁ、ウチの雨音が戻って来てくれる事になってね。君も知っているように宇宙一可愛い娘なんだよ。だからな、ぜひとも一番の見せ場で一番可愛い服を頼たのむよ」

　と、雨音の父は、雨音も顔見知りの演出家の手を握にぎって熱弁をしていた。演出家は雨音の方に困こん惑わく顔でチラッと視線を送り、雨音も慣れたように『無視して』と合図を送る。

「では西南君、私達はこちらで見学をさせていただきましょう」

「わ、分かりました」

　美守と西南は怒りで爆ばく発はつ寸前の雨音から逃げるように、一段高い場所に設置された控え場所へと向かった。

「だから嫌だったんだよっ！」

「ふふふ……あなたが帰ってきてくれたから嬉しいのよ、雨音」

　雨音に声をかけたのは、以前、西南の『初任給事件』で追つい跡せきしていた時、雨音と霧恋を捕つかまえた風ふう俗ぞく嬢じようだ。

「よう夢乃っと……ジュン、元気してたか？」

　雨音は慌あわてて名前を言い直した。彼女の本名は夢乃・ラ・ジュン。プライベートとお店では夢乃、モデルの時はジュンを使っているのだ。

「もちろん！　雨音がゲスト出演するって聞いて、みんな喜んでたのよ。ねえこれを機に、モデル復帰しないの？」

「今回は特別。業務命令だからね」

「そう……残念。雨音ったらあの後、一度もお店にも顔を出してくれないんだもの」

「だから私はＳＭプレイにゃ興味は無いって言ったろ」

「そういえばあの黒くろ髪かみの美人さんは？　この場に混じっても遜そん色しよくない、存在感のある人だったけれど」

「今日の連れはあの二人」

　そう言って雨音は視線で西南と美守を指し示した。

「九く羅ら密みつ美守様と……あら、あの子が噂うわさの？」

「今は私の上司だけどね」

「なるほど、うちのお店の周りをうろついていたのは、あの子を追っかけてたからか？」

「でなきゃあんな所には行かないに決まってるだろ」

　　　　×　×　×

「美守様、山やま田だ西南様、わざわざご足労いただいて申し訳ありません」

「えっ？　あの……」

　西南は見知らぬ女性にいきなり声をかけられ戸惑ったが、美守の方は顔見知りなのだろう、

「あらナナミさん、この前は無理を言ってごめんなさいね」

　にこやかに握あく手しゆを交わした。

「いえいえ、美守様の依い頼らいならいつでも喜んで。……で、首しゆ尾びの方はいかがで？」

　そう言うとナナミはチラッと西南の方を見た。

「まあまあよ。ちょっとスカされちゃったけれど、楽しめたわ」

「それはようございました……っと、ああ！」

　西南の困惑気味の表情を見て、ようやくナナミは西南とは初対面だという事に気付いたのだ。すぐさま小さく合図を送ると、一人の女性が駆かけ寄よって来て一礼する。

「あっ！」

　その顔を見た西南は、ナナミが自分の名を知っている意味を理解した。

「お久しぶりでございます、お客様」

　それは初任給が出た時に、ＮＢの使いで行ったランジェリーショップの店員だった。

「初めまして西南様、私、ナナミ・タツキと申します。いつぞやはうちの店員が失礼をしました」

「いっ、いえ……その、こちらこそ」

　西南は真っ赤になって俯うつむいた。それを見て西南がお店に来た時の事を思い出しニヤついてる店員を、ナナミはシッシッと手で追い返す。

「本日はモデルのフィッティングを担当させていただきます。興味がおありでしたらご説明いたしますので、どうぞいつでもお声をかけて下さい」

　ナナミは一礼し、西南が俯いてるのを確認すると、そっと美守に顔を近付けた。

「霧恋様達が来ています」

「やはりね。間ま違ちがいなくアイリ様の差し金でしょうけど、困った人達ね」

「せっかくですから、霧恋様達にもご参加願うというのはいかがです？」

「それはいい案ね。全員を集められますか？」

「お任せを」

　ナナミと美守は顔を合わせ微笑ほほえんだ。







「ベガを捜さがしているの？」

　キョロキョロ辺りを見回す雨音に、ジュンは苦笑しながら尋たずねた。それは雨音がモデル時代に見慣れた光景、やり取りだ。

「彼女は雨音が急きゆう遽きよ参加するって知って、どこかで時間を潰つぶしているんでしょうね」

「で、遅れたフリをして颯爽と登場、私に嫌いやみを言う訳ね。変わらないな」

「本当は誰だれよりも早く来て、誰よりも仕事に熱心なのにね」

「あの絡からみ癖ぐせさえなきゃな」

　うんざりしたように溜息を吐く。

「彼女、叩たたき上げの苦労人だから、雨音が羨うらやましいのよ。それでも雨音の事は認めているから複雑なのよね」

「私はあいつが羨ましいけどね。あいつは何をしても、それをあいつの力だってみんなが認めてくれる。私なんか……」

　雨音は苦にが虫むしを嚙かみ潰したような表情で、いまだにあちこちで娘むすめ自じ慢まんをしている父親の姿を見た。

「お待たせ、皆みなさん」

「!!」

　それは絶ぜつ妙みようなタイミングだった。各部所の者達がいろいろな準備を終え、静寂が支配した瞬しゆん間かんに良く通る声が聞こえた。そして全員の視線がその声の主ぬしに集中したのを見計らい、ベガは室内へと入って来た。その堂々とした出いで立ち、存在感のある容よう貌ぼうはトップモデルに相応ふさわしいものだ。その場がベガのショーと化していた。

「あら、誰かと思えば、確か引退したはずの……」

　ベガは雨音の横までやって来ると、今気付いたといった感じで、わざとらしく、

「……ああ！　そう、確か雨音さんでしたわね」

　ニッと余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。

「ざーとらしいぞ」

「私と比ひ較かくされるのが怖こわくてＧＰに逃にげた……ああいえいえ、転職されたと聞きましたけど、発表を見に来られたのかしら？」

「今回だけ特別に出るんだよ」

「ええっ、本当ですの!?　ああ……確か戦せん闘とうシミュレーションに参考用として現場の方をゲスト出演させるのでしたね。あまり現場とかけ離はなれたイメージではよろしくないでしょうから」

「まっ、今日はよろしく」

「[image: !!?]　ちょっと、貴女あなたその手は何!?」

　挨あい拶さつするように挙げた雨音の手を見て、ベガはいきなり表情を険しくした。

「ゴツゴツした荒あれた手で！　親の七光りも舞ぶ台たいに上がれば通用しません事よ」

「!!」

　ベガにそう言われ、雨音はサッと手を隠かくし気まずそうな顔をした。しかしそれ以上にベガは悔くやしそうな顔だ。

「それじゃ今日一日、せいぜい恥はじをかかないように頑がん張ばって下さいまし」

　そう言い捨て、ベガは踵きびすを返して雨音達から離れて行った。

「……別に……後こう悔かいなんかしてないさ……」

　少し悲しげな笑みで自分の手を見つめる雨音は、それを隠すように両手を握りしめた。

「俺……雨音さんの手、好きですよ」

「……!?」

　雨音が振ふり向くといつの間に近付いて来ていたのか、西南がジッと雨音の握りしめられた手を見ていた。

「親父おやじや母さんの手も、天てん地ち先せん輩ぱいの手も仕事で荒れた手だけど……なんかこう、うまく言えないけど……大木の年輪のように、長い年月何かを積み重ねたって言うか……」

「西南……」

「すごく綺き麗れいな手だと思います」

　と、西南は照れつつ真っ直ぐに雨音を見つめて言った。

「……あ、ありがとう……」

　雨音と西南は二人して顔を赤くしながら俯いた。その初うい々ういしい二人を美守は微笑みながら見ていたが、間を計らいゆっくりと近付くと二人の肩かたにポンと手を置いた。

「雨音さん。今回はＧＰ局員のための服ふく飾しよくデザインの発表会よ。動くマネキンさんには真ま似ねできない……本物を見せてあげなさい」

「了りよう解かい！」

「ホホホ、もうすぐ力強い応おう援えんもやって来ますしね」

「……応援？」

　雨音が訝いぶかしそうに表情を歪ゆがめた時、

「じゃあみんな、ちょっとこちらに注目！」

　雨音の父親に解放され、その場が落ち着いたのを見計らった演出家が、モデルやスタッフに声をかけた。

「分かっていると思うが、今回はＧＰ職員の制服発表会ということで、前半にショー、後半には戦闘シミュレーションがある。ショー自体には変へん更こう点はないが、戦闘シミュレーションには若じやつ干かんの変更点が出る事となった」

　演出家の言葉にその場がざわつくが、

「静かに！　変更と言っても、シーンがいくつかカットされるだけだから、さほど問題は出ない筈はずだ」

「ちょっとお待ちになって！」

　その説明に異議を挟はさんだのはベガだ。

「カットされるというのはどういう事ですか？」

「急な話だが、戦闘シミュレーションには雨音君の他に六名、ＧＰの方から出演する事が決定した」

「雨音さんならいざ知らず、素人しろうとの方が務まるのでしょうか？」

　ベガの言葉にざわつく中、ジュンがそっと雨音に近付き、

「彼女、戦闘シミュレーションのために、かなり本格的に訓練をしたらしいわよ」

「本当、真ま面じ目めだよな。確かに文句の一つも言いたくなるわな」

　雨音はジュンの方をチラッと見、視線をベガの方へと戻もどした。

「最終決定は今日のリハーサル後だ。意見はその時に聞く」

「承知しました」

「では出演者を紹しよう介かいしよう」

　演出家の言葉に、壇だん上じように上がって来たのは……、

「……嫌な予感はしてたけど、やっぱりあいつらか」

　会場に潜せん入にゆうしていたはずの霧恋達六人だった。

　霧恋達の登場は、会場にいる者達に少なからず衝しよう撃げきを与あたえた。何しろその場にいるモデル達はこの世界でもトップに位置する者達ばかりだ。だがその彼女達に混じっても遜色がないばかりか、玉蓮はそれを凌りよう駕がする美び貌ぼうの持ち主だ。しかも全員が凄すさまじい存在感も持っている素人となれば、本職達が衝撃を受けないはずはない。そこに居た者達は誰も声も発せないでいた。

「雨音、雨音。あの人達、雨音の知り合い？」

　見知った顔を見たジュンの声で、その場にざわめきが戻ってきた。

「あの人、この前雨音と一いつ緒しよに居た美人さんでしょ？　だったら他の人も雨音の知り合いよね？」

「……同どう僚りようだよ」

「凄すごいわね。あの美人さんは、ちょっとあがってるみたいだけれど、他の人達は堂々として、とても素人さんには見えないわよ？」

（確かにね）

　雨音は心の中でそう思った。確かにエルマはリョーコ・バルタとして表に出る事も多かったので、慣れているのも分かるが、珀蓮達は言わば裏方だ。瀬戸の女によ官かんとして高度な教育を受けているとは言え、サマになり過ぎている。

（ありゃ、自分が主しゆ賓ひんとして表に出る事に慣れているな……）

　今までは珀蓮達を、こういう形で客観的に見る事が無かった為ため、気付かなかったのだ。

「まっ、さすがあのクソババアの女官ってところか」

「クソババアって誰の事？」

「えっ!?　あっ、ああ……その、アイリ様の事。あの人の秘蔵っ子でね」

　いつの間にか口に出していた事に気付き、雨音は慌あわてて言い繕つくろった。

「ああ、あの方のね。なるほど」

　アイリの名はこういう時に便利だ。多少強引な事でも納得して貰もらえる。

　　　　×　×　×

「お前ら、一体何をやってるんだよ」

　霧恋達を前に雨音は呆あきれ顔で言った。

「アイリ様が、このショーが西南ちゃんの見合いも兼かねているって……」

「西南君を餌えさに、雨音さんをカウナックに引き戻そうとしてるとか言うから……」

　霧恋とエルマは気まずそうに視線を逸そらした。

「アイリ様の戯たわ言ごとにまんまと引っ掛かかって、ノコノコとやって来たって訳ね」

「私達だって半信半疑だったけれど、念ねんの為って思ったのよ……で、全員、ナナミさんに捕つかまって……」

「ナナミに？」

「雨音様はご存じないのですか？　あの方、元々は瀬戸様の女官で、お局つぼね出身なんですよ。お店のスタッフにも数名、部下の人がいらっしゃるようです」

「ああそうか、ナナミはもともと樹雷の出身だったっけ。まあただ者じゃないと思ってたけれど……そう言われると納得だな。んで、罰ばつとして私と一いち蓮れん托たく生しようって訳だ」

「……返す言葉もないわ」

　霧恋はシュンと俯うつむいた。

「私も似たようなものだから、仕方ないけど、それでも考えようによっては、逆に良かったかもしれないわね」

「えっ？」

「フッ……霧恋達と一緒なら、本格的な戦闘シミュレーションが出来るわ。美守様にも言われたの、『動くマネキンには出来ない、本物を見せてやれ』ってね」

　雨音はそう言うと、バシッと拳こぶしを掌てのひらに叩き付けた。

「早さつ速そく、演出プランを立てるわよ。時間もあまりないからね」




「では通しのリハを始めます！」

　進行役のアシスタントの合図で、バックヤードにも表舞台の様子が、いくつものモニターに映し出された。

　次々に衣装を着き替がえ、着替えさせる様子は、さながら流れ作業で組み立てられる機械のようだ。凄まじい喧けん噪そうと怒ど号ごうの混じる中、秒単位でそれぞれの作業が決まっている状じよう況きようを見ると、それは戦争と形容しても間ま違ちがいではないように思えた。現に西南などは戦闘時の守蛇怪ブリッジを思い出したくらいである。

「どんな仕事も裏から見ると大変なんだな……!?」

　舞台の進行が進み、衣装の着替えが始まった途と端たん、西南は顔を赤らめて視線を逸らした。何しろ仕切りなど無い中、モデル達はほとんど全ぜん裸らに近い状態で着替えているのだ。男性スタッフも大勢居るのにも拘かかわらず、まるでここが女子更こう衣い室と勘かん違ちがいするような開けっぴろげさだ。恥はずかしそうに視線を逸らしているのが、逆に場ば違ちがいな感じさえして来る。とはいえ、以前貰ったＰＶやＣＭ映像に出ていたモデル達が、自分の目の前で裸はだか同然の状態になってるのを直視出来る程図太くはない。

「ん？」

　だが休きゆう憩けい所の位置関係で、西南が背を向けた反対側に、つまり今、西南が見てる方角には、ベガのブースが設置されていたのだ。

「…………」

　さすが雨音と双そう璧へきを成すと言われたトップモデルのベガだ。西南も思わず見入ってしまう程のオーラを発散させていた。映像では見ていたものの、やはり間近で見る本物には迫はく力りよくがある。

　メイクを終え、その場から次の行程へと移動しようとしたベガは、

「フッ……」

　自分に注目している視線に気付き、満足げに微笑ほほえむといきなり西南の方を向いたままガウンを脱ぬいで全裸になった。もちろん西南に見せようとした訳では無く、行程の位置関係でそうなっただけだ。

「[image: !!?]」

　西南は慌ててベガから視線を逸らしたが、彼女の白い肌はだと雨音より一回り大きな乳ち房ぶさが目に焼き付いていた。見せるという事に特化して洗練された裸は、芸術彫ちよう刻こくのように強きよう烈れつな美はあったものの、幸いにして淫いん猥わいさはほとんど無く、股こ間かんを押さえてモジモジする状況は避さけられたのである。

「ちょっとあなた」

「えっ？……!!」

　後ろから声をかけられた西南は、反射的に後ろを見たが、そこに立っていたのは全裸のままのベガだ。しかも何やら非常に不ふ機き嫌げんそうな様子である。

（ええええええ??　もしかして裸を見たのを怒おこっているのか？）

　慌てて視線を戻した西南だったが、後ろから聞こえて来た言葉は全く正反対の内容だったのである。

「私の裸を見て顔を背そむけるのはどういう事ですの？」

「えっ？」

「あなた、雨音さんのお連れよね？　私の裸が見るに堪たえないという事なの？　雨音さんと比べて劣おとるとでも言いたいのかしらっ？」

「いやっ、あの……」

「私が話しかけているのですからこちらを向きなさい！」

「お話をするなら、服を着ていただけると……」

「服を着て隠かくせと？　こんな屈くつ辱じよくは初めてですわ！　私のどこが雨音さんに劣っているのかハッキリ言いなさい！」

「そういう意味じゃ……」

「ベガ、若い子をいじめちゃダメですよ」

　その会話に割って入って来たのはナナミだ。

「人聞きの悪い事を言わないでナナミ！　私はこの子と普ふ通つうに話をしているだけよ」

「さっすがベガさん。若い子が羞しゆう恥ちに戸と惑まどう姿を楽しむなんて、いい趣しゆ味みしてらっしゃいますよね」

　キラッキラの目であの店員はベガに詰つめ寄よった。これにはさすがのベガも戸惑っているようだ。

「一体、何を言ってるの貴女あなたは!?」

「話がややこしくなるから貴女は黙だまっていなさい！　それよりベガ、もうすぐ出番なんですから、急いで下さい」

　ナナミも面めん倒どう臭くさくなったのか、誤解を解くのを現時点では諦あきらめたようだ。

「分かりました。……そこのあなた！　この件については、後できっちりと納得行く説明をしていただきますからね！」

　ベガはそう言うと、乱暴な足取りで去って行った。ベガ達が所定の位置に戻ったのを確認し、雨音が陰かげからそっと近付いて来た。

「クックック……いやあ、災難だったよな、西南」

「雨音さん。見ていたなら助けて下さいよ」

「無理無理！　あいつ私の言う事なんか聞きゃしないって……ん？」

　雨音は顔を合わせないよう、こっそりとベガの方を見た。
















　先程まであんなに不機嫌そうだったベガは、すぐさま気分を切り替かえ、溜ため息いきの出るような姿で舞ぶ台たいへと向かった。

「さすがだな」

「凄いですね」

　西南は溜息を吐つくように言った。

「そういう顔を見せてやれば、あいつも納得するんだよ」

　雨音はちょっと悔くやしそうに西南の頭をポンッと叩たたくと、ナナミに合図を送って自分のブースへと移動し、先程のベガと同じく躊ちゆう躇ちよ無くガウンを脱ぎ始めた。もちろん西南がそこから視線を逸らしたのは言うまでもない。

　　　　×　×　×

「どう？」

「凄いです」

　服を着替えた雨音を見て、西南は感かん嘆たんの溜息を吐いた。

「なんか、いつもの雨音さんじゃないみたいで。本当のモデルさんみたいで……」

「『本当に』モデルだったんだけど？」

「あ、いや……そういう意味じゃ……」

「まあその表情に免めんじて許してあげるわ。でもこの場の緊きん張ちよう感かんってのかな。懐なつかしくて……なんか、嬉うれしいな」

　と、ふと雨音の表情が陰った。

「やっぱ、嫌きらいじゃないんだよな……この仕事……」

「え……？」

「っと、行かなきゃ！」

　雨音はスッとモデルの顔になると、周りのモデルやスタッフの溜息と嬉しそうな雨音の父の拍はく手しゆに見送られ、舞台へと颯さつ爽そうと向かった。




　───でもあたしがカウナックである限り、それがどこまで本当の実力なのか判わからなくって……。




　以前聞いた、雨音の言葉を思い出し、西南は複雑な気持ちで見送った。

「やはり少し動きは鈍にぶいようですわね」

　手が空あいたのか、モニターを見上げながらナナミの所の店員が話しかけて来た。

「えっ!?」

「西南様は、以前、私共の差し上げた映像と比べてどう思いますか？」

「いや、俺にはよく分かりませんが……でも……」

「ベガさんと比べるとよくお分かりでしょう？」

「…………」

　他のモデルと比べれば、圧あつ倒とう的てきに華はながあるものの、ベガと比べれば少し精せい彩さいを欠いている感は否いなめない。それは穴が空く程、あのＰＶを見たせいか、西南にも理解出来た。そして西南にも分かる位なら、その場にいる関係者には丸分かりだ。特に雨音の父親は、かなり愕がく然ぜんとした感じでジッと見入っていた。

「……やはりブランクが原因なんでしょうか？」

「モデルとＧＰでは、身体からだの使い方の根本が違ちがうからですよ。ああ、誤解なさらないで下さいね。どちらかと言えば、モデルの方が特とく殊しゆなんです。そういう意味では雨音様の動きは自然体なんですよ……あ、でもさすがですね。もう動きを修正してます」

「……本当だ」

　雨音の動きに華が出始めた。だがそれでもまだベガには及およばない感じだ。

「でもこれで、戦せん闘とうシミュレーションが楽しみになりましたね。っと、いけない！　では私はこれで失礼しますね」

「えっ？　あのっ！」

　何か用が出来たのだろう、店員はナナミに手招きをされ、急いでそちらの方へと駆かけて行った。

「戦闘シミュレーションが楽しみ？」

　西南は不思議そうに店員の後ろ姿を見つめていた。




「これにてショー部門のリハは終しゆう了りようします。現在の所、大きな変へん更こう点は無いので、各自、担当の者との打ち合わせの後、解散して下さって結構ですが、時間がある者は、次の戦闘シミュレーションを見て行く事をお勧すすめします。戦闘シミュレーションは一時間の休憩の後開始いたします。お疲つかれ様さまでした」

　演出家の顔は晴れ晴れとして、にこやかなものだった。それを見たモデルやスタッフの多くも興味を惹ひかれたのか、帰る者は一人もいなかった。

「今のうちに軽く食事でもしましょう。お腹空すいたでしょう？」

　先程まで姿を見せなかった美守が声をかける。

「すみません、ありがとうございます。そういえばずっと姿を見ませんでしたけれど、どちらに？」

「関係者への挨あい拶さつと打ち合わせ。後は戦闘シミュレーションのプランニングチェックですよ。西南君は楽しめたかしら？」

「ちょっと場ば違ちがいというか、居辛づらい感じはありましたけど、いろいろと勉強にもなりましたから」

「ホホホ、目の保養にはなったんじゃないかしら？」

「うっ！……気まずいだけですよ。目のやり場にも困るし……」

「霧恋さん達と生活していて、それなりに慣れたんじゃない？」

「霧恋さん達は俺の目の前で、裸はだかで着き替がえたりしません」

　一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った事もあるにはあるが、それで慣れるなどという事はない。イムイムの時も、あくまで行楽地という背景があっての事だ。

「あっ、でもモニターで見るショーは楽しかったです」

「きっと戦闘シミュレーションも気に入ると思いますよ。ショーの演出家やスタッフにもプランを見せましたが、かなり好評でしたからね」

「そういえばさっき、演出家さんがみんなに、居残って戦闘シミュレーションを見て行くようにって言ってましたけど」

「もともとあったプランを霧恋さん達が構成し直して、雨音さんがモデルの経験を生かして演出をしてね。一いつ般ぱんのお客様に見せられないのは残念だわ」

「じゃあ、明日あしたの内覧だけで？」

「まだ霧恋さん達を一般の人に晒さらす訳には行かないのよ。何しろ守蛇怪はまだ公表されていない艦かんですし、艦長の西南君はまだ未成年ですからね。それに戦闘シミュレーションはあくまで現場の人間に見せる参考資料ですからね」




「よし！　じゃあ準備を始める。関係者以外はフィールドの中から移動するように」

　と、床ゆかに赤いフィールドが現れ、点てん滅めつを始めた。参加しない者達はそこから外へと移動を始めた。

「あっ!?」

　西南の居る所にも赤いフィールドが現れ、反射的に立ち上がった。

「西南君はここに居なさい」

　美守に制止され、西南は再び座った。と、フィールド内がシークレットウォールで覆おおわれた。

「戦闘用のスーツは機密が多いのよ」

　ゴウンっと、大きな音がして床ゆか下したからコンテナがせり上がって来る。その中には戦闘用のスーツが入っているのだ。

　霧恋達参加者がそれぞれのコンテナの前に立つと、ガコンっとコンテナが開き、中からスーツとオプションパーツがせり出して来た。それぞれのコンテナに専門のスタッフが付き、着付けと調整を始める。その様子はＦ１のピットシーンのようだ。

「随ずい分ぶん、物々しい感じですね」

「新型は軍用とほとんど変わりませんからね。それに今回、霧恋さん達の参加は飛び入りでしたから、初期調整の為ために専門スタッフが付いているのよ」

（なんかロボットアニメみたい）

　作業の様子を見た西南はそう思った。イムイムで火煉とした話のせいもあるのかもしれないが、思わず熱くなって拳こぶしを握にぎり締しめてしまう。

「ちょっと関節部分に余よ裕ゆう持たせてもらえるかな。肘ひじとか肩かたとかがひっかかって動きづらい。あとグローブ部分もワンサイズ大きく！」

「そんな直しをしたら、せっかくのラインが崩くずれてしまうじゃありませんこと？」

「見み栄ばえより機動性。それがこいつの本来の目的だろ」

「イメージアップを図はかるのも目的の一つじゃありませんこと？」

「それはベガに任せるよ」

「フン！」

　会話も慣れた感じだ。本当に端はたから見れば良い意味でのライバル同士といった風だ。

「全員準備ＯＫです！」

　それぞれの専属スタッフが手を挙げ、霧恋達から離はなれる。

「よし！　では戦闘シミュレーションスタートだ！」

　　　　×　×　×

　先まずはベガを初め、選ばれたモデル達がオープニングを飾かざるべく出しゆつ撃げきして行く。ブルーインパルスの航空ショーのように華か麗れいで華のある飛行を魅みせる。

「ホホホ、なかなか本格的な訓練をしているようですね」

「特にベガは熱心でしてね。訓練教官からもお墨すみ付つきをいただいてますよ」

「ええ、熱心に訓練されたという事は伝わってきますね」

「だからＧＰからの方々の出演に……異議を唱える気持ちも分かるんですよ」

「見せ物としては十分ですものね」

「……まあ、本職の方のお手並み拝見、といった所ですかね」

　美守と演出家は表向きはにこやかに、ちょっとした火花を散らした。

　オープニングショーの終しゆう盤ばん、入れ替かわるように現れたのは霧恋達だ。だがモデル達の存在感とは反対に彼女達には気配というものが無く、シルエット状態の彼女達がせり上がって来た時は、何かのセットかと見み間ま違ちがい、実際に動き出すまではそれが人間だとは気付かなかった程だ。だが動き出した彼女達の一糸乱れぬ動きは圧巻で、無む駄だというものが全く無かった。もちろんそのような渋しぶさは一見地味だが、見る者が見ればその凄すさまじさは圧倒的である。

　その事に気付いたのは美守とナナミ、そして皮肉な事に、熱心に訓練を受けたベガであった。

「冗じよう談だんじゃありませんわ」

　この時ベガは、雨音がモデルの世界から離れた事を実感し、悲しかった。ベガにとって雨音という存在は、嫉しつ妬との対象であると同時に自らに鞭むち打うつ発はつ奮ぷん材料でもあり、そして尊敬する相手でもあったのだ。だから雨音がモデルの世界から居なくなった事に悲しみ、怒おこったのだ。

「それにしても、よくあの短時間でこれだけの殺た陣てを覚えられたものだ」

　疑ぎ似じ敵てきに対する射しや撃げきシミュレートを見ながら、演出家はさすがに霧恋達の動きや連れん携けいに感心したように頷うなずいた。

「いえ、あれは全てアドリブですわ」

「えっ!?」

　演出家は驚おどろいてアシスタントの方を見、アシスタントが頷くと再び食い入るように画面を見つめた。霧恋達は見事な連携で一つの敵も漏もらさず撃げき破はして行っている。それはどう考えても最初から決められているとしか思えない、安定した動きだ。一度たりとも不安定な体勢になる事もなく、敵を蹂じゆう躙りんして行く様が、もしぶっつけ本番だとしたら、その技術に背筋が寒くなる程である。

「当方の用意した最新の対戦射撃プログラム。初見であれだけ対応出来る者は、ＧＰの特殊部隊にもそうそう居ません。まさに彼女達は超ちよう一流。ショーにおけるベガさんと同じですわ」

「なるほど……」

　と、演出家は食い入るように画面を見つめるベガに声をかけた。

「ベガ、異論はあるかい？」

「ありません」

　ベガは無表情のままそう答えたのである。




「久々にいい運動したぁ～～♡」

「雨音さん」

「えっ？　あっ……何？」

　いきなり不ふ機き嫌げんそうなベガに声をかけられ、雨音は身構えた。

「ショーでの貴女にはガッカリでしたが、シミュレーションはまあまあでしたわ。モデルはもう諦あきらめて、そちらでトップを目指す事ね。恐おそらくあなたのお父様もそう思ってらっしゃるでしょうね」

　それはベガなりの褒ほめ言葉であり決別宣言だ。ベガは踵きびすを返すと、雨音の方を見る事無く立ち去って行った。

「やれやれ……中ちゆう途と半はん端ぱな事はするなってか？　厳きびしいねぇ……でも確かにあいつの言う通りだ」

　雨音は頭を搔かき搔き、苦笑しながら俯うつむいた。正直、モデルに未練はあったが、中途半端な気持ちでは西南を支える事は出来ない。

「……でも、おかげでスッキリしたよ。ありがとうね」

　幸運艦という強敵を前に、モデル業と決別する決心が着いたのは僥ぎよう倖こうだ。雨音はベガの背中に向かって小さくお礼を言った。……が、

「ああっ！　そうですわ！　そこの、あなた！」

　ベガは控ひかえ所で雨音達を見ている西南に気付き、駆かけ寄よって睨にらみ付けた。

「お、俺ですか？」

「さあ！　私の裸のどこが気に入らないのか、納得の行く説明を聞かせていただきましょうか！」

「ええええええっ!?」

「……あ～～～……やれやれ。いい雰ふん囲い気きが台無しだ」

　雨音は呆あきれつつも、西南の援えん護ごへと向かった。




　会場から遠ざかるリムジンを、雨音の父は会場上のホテルの一室から悲しそうに見送っていた。

「引き留めるんじゃなかったの？」

「そんな事、出来る訳無いだろう？……だって、だってあの子はもう自分の道を歩き始めてしまったんだからねぇ……ううっ」

　父親は感極きわまって、ダ～ッと涙なみだを流し始めた。

「ほらほら、泣かないで下さいまし」

　母親がハンカチで涙を拭ふきつつ、ゆっくりと父親に寄り添そう。その姿は子供をあやす母親のようだ。

「雨音も巣立った事ですし、次を考えません事？」

「……そうだね。でも今度は男の子がいいなぁ」

「それもいいですわね」

「うん。男の子ならどこかへ行っちゃうって事、無いだろうしねぇ、うっうっ」

「ホホホ、それはどうなんでしょうねぇ」







「あ～終わった終わった！」

「お疲つかれさまでした、雨音さん」

「クックック、西南も最後の最後で大変だったわね」

「雨音さんのおかげで助かりました」

　あの後、なんとかベガも、西南が恥はずかしがっているだけだと納得してくれ、ようやく解放してくれたのだった。

「最後はナナミの説得のおかげだけれどね。それより早く自宅に帰って一ひと風ふ呂ろ浴びたいわ……ねえ西南も一いつ緒しよに入ってマッサージしてくれない？」

　と、西南の肩を抱だく雨音。

「え!?　で、でもまた戻もどって来なきゃならないんですから……」

「霧恋達なんか待たせときゃいいのよ。それよりも今日は嬉うれしかった……綺き麗れいだって言ってくれて……」

『雨音！　何を全部終わったような雰囲気、出してるのよっ！　まだ明日あしたが本番なんですからね！』

「だから、ここにいないはずのあんた達に代わって、ネージュと福を迎むかえに行ってるんだろ？　全員総出で来てなきゃ問題は無かったんだけどな」

『クッ！………今日中にこちらに来るのよね？』

「それはどうかなぁ～～」

『雨音っ！』

「ほらほら、あまりからかわないの。大だい丈じよう夫ぶよ、霧恋さん。私も一緒なんですからね、ホホホ」

「油断するなよ霧恋。若い方の美守様かもしれないぞ」

『みっ、美守様ッ！　信じてよろしいのですよね？』

「アイリ様に化かされたばかりでまたなの？　少しは耐たい性せいをつけなさい」

『しかしぃ～～』

「ここはアカデミーですよ。他の場所でならいざ知らず……」

『他の場所ならするって事ですかぁ!?』

　霧恋を押し退のけて顔を出したのはエルマだ。しかもチラッと後ろに映っているのは鈴すずなりになった珀蓮達だ。

「とりあえずそこで大人しく反省してなさい！」

　ピシャリとそう言うと、美守は通信を遮しや断だんした。

「やれやれ、困った娘達だこと」

「クックック……とりあえず、急いで戻って来ないと大変そうだな」

「ホホホ、そうね」

　美守は椅い子すに深く腰こし掛かけると、雨音と西南の様子を窺うかがった。

（幸運艦かんとの敗戦の、気分転てん換かんにはなったようね。特に雨音さんがモデルへの未練を断ち切ったのが大きいわ）

───これで幸運艦と戦える。

　美守は満足そうに目を閉じた。


【天地無用！ＧＸＰ　第十巻・了りよう】









　　あとがき







注：今回のあとがき劇場も、本文の後に読む事をおすすめいたします。
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　　　　あとがき劇場　その７




　西せい南なが惑わく星せい『イムイム』での休きゆう暇かを知らされた頃ころ、ケネスとラジャウは一つの絶望を味わっていた。

　二人が待ちに待った勤きん務む時間の終しゆう了りよう後ごの事、地球の地上を覗のぞこうとして、観測機器にプロテクトが掛かかっている事に気付かず、さんざんあれでもないこれでもないと、原因究明に勤いそししんでいた。結局、それがプロテクトのせいだと気付いたのは二日後だった。

「そ、そんな……噓うそだ。噓だぁあああああああああああああ！」

　ケネスはショックのあまり観測機器に頭を叩たたき付け、そのまま床ゆかに崩くずれ落ち、シクシクと泣き始めた。ラジャウもそんなケネスを慰なぐさめる言葉が見つからず、ジッとその姿を見つめるだけだった。

「ケネス君、僕も同じ気持ちです……ですがそんな所に伏ふせっていると、身体からだに良くありませんよ」

　ラジャウは優しくケネスの肩かたに手を置いた。

「ラジャウ……ウッウッ……」

　ラジャウを見上げるケネスのお腹が、クーっと鳴った。

「ハハッ……こんな絶望な状じよう況きようでも腹は減るんだな……ハハハッ」

「それが生きているという事です。さあ立って、お腹を満たしましょう。きっとお腹が膨ふくれれば希望も湧わいてきますよ」

「そうだな」

　ケネスは渡わたされたハンカチで涙と鼻水を拭ふいた。

　そんなケネス達に、西南が『イムイム』に行ったらしい、という情報が入ったのは食事中の事だった。

「たっ、大変ですケネス君！」

　ネットで友人達の近きん況きようをチェックしていたラジャウは、血相を変えて立ち上がった。

「フィング・フォックスの情報なんですが、どうやら雨あま音ね先生が、夏物の服と水着を購こう入にゆうしたらしいんです」

「フィングって、カウナック先生のファンクラブだったっけ？　でも夏物の服と水着を買った事が、そんな大おお騒さわぎする程の事なのか」

「その情報がいろいろな情報と凄すごいリンクを始めているんです。エルロイ、エガスからは正まさ木き先生も、同じように夏物の服と水着を買ったと……」

「そりゃ、何か臭におうな」

　ケネスはフォークを咥くわえたまま、ネットのチェックを始めた。

　　　　×　×　×

「そ、そんな……まさか……」

　数十分後、ケネスはモニターの前で愕がく然ぜんとなっていた。

「まさか西南君が『イムイム』へ向かったなんて……」

「だが何な故ぜだ！　なぜそれなら、俺達に声をかけてくれないんだ！　俺達はチームメイトじゃないのか!?」

「ああ、それはきっと僕達が研修中だからでしょう」

　ラジャウはシレッと言った。

「くっ！　何故俺達はこんな大事な時に研修中だったんだ!?　何故西南だけが休暇を取る事が出来るんだ!?」

「西南君は僕達が休み中も、研修してましたから」

「くっ！…………え～～～っと、あと何かあったっけ？」

「意外と冷静なんですね。覗きの失敗の時よりも、もっとショッキングな情報だと思うんですが……」

　───ゲフッ。

　ケネスはいきなりゲップをした。

「ああ、なるほど。お腹一いつ杯ぱいだからですか。それにしても、まさかデビット・ドマの情報で西南君の行き先が特定されるとは思いませんでした」

　デビット・ドマはリョーコファンクラブの人間だ。その伝つ手てでリョーコ系の海かい賊ぞくからの情報で、西南が『イムイム』へ向かった事が特定されたのだ。

「西南の奴やつ、今いま頃ごろイムイムで正木先生達とォ～～～ッ！」

「これは久しぶりに聴ちよう聞もん会を開いて、事情聴ちよう取しゆしなければなりませんね」

「おおっ！　覚かく悟ごしろよ西南。洗いざらい吐はいてもらうからな、フッフッフ」

「それにしても、あの聖地『イムイム』へ行った人間が、僕達のチームメイトから出るなんて……感激です」

「うむ！　他の連中に自じ慢まん出来るなハッハッハ！」

「そうですねフフフフフ」

　羨うらやましいのか嬉しいのか。ケネスとラジャウは青い地球を見ながら笑い続けていた。

「ハハハハ……ゲフッ」








終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　天地無用ＧＸＰ第十巻、いかがだったでしょうか？　今回の執しつ筆ぴつはおかげさまで大きなトラブルはなく、順調に進みました。西南と霧きり恋こ達の関係に新たな進展が、というより最終に向けての大きな一歩といった所でしょうか。

　そして散々、あちこちにトラブルを撒まき散ちらしてきた、あの三馬ば鹿かトリオにもちょっとした天てん罰ばつと大きな変化が見られます。

　珀はく蓮れん達四人のバックボーンも少しずつ見えてきましたし、美み希きについても同様です。長かったＧＸＰも、微かすかにですが終わりが見えてきました。ただそこはゴールではなく、いわば一部が終わっただけです。物語は簾れん座ざに舞ぶ台たいを移し、まだまだ続きます。もっとも、その先がまだあったりしますが、その物語は是ぜ非ひ『パラダイスウォー』で。




　さて、次巻は幸こう運うん艦かんとの決戦、ダ・ルマーギルドとの対決がメインとなります。さてどこまで進むのやら……。
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